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実測図番号 (右上 ) 565 555

126 実測図番号 (右上 ) 97 99
ｎ
υ Nα29 前庭部・RM16 前庭部・RM69



島田Ⅱ遺跡第2～ 4次発掘調査報告書

―宮古短大地区宅地造成事業に係る発掘調査―

第三分冊 (遺物 。まとめ 。付編 )



ケJ凡

実測図の表現法と計測値の測定法は以下のとおりである。▽は断面の位置を示す。なお、使用 した

スクリーン・ トーンは第一分冊に示したとおりである。
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*1 タジマツール製の強力磁石 品名 :ピ ックアップ /品番 I PUP―M使用

*2 埋蔵文化財用特殊金属探知機(鉄塊系遺物対応調整)/形式 :MR-50B(L型)/
基準値設定者 :穴澤義功氏使用

*3 鉄津分類用標準磁石使用

*4 a:メ タル反応 (L)未満のもの b:メ タル反応 (一部特 L・ L)の もの

ciメ タル反応全体的に (特 L:L)の もの

*5 (A・ B・ C・ DoEoF・ G・ H)の 8段階で、 6 1Lllを 1単位とした(弱A一 H強 )

*6 大 (7011ull以上)。 中 (70111111未満～2011ul以 上)。 小 (201ull未 満)の 3分類
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*8 大 (lllllll以上〉・河ヽ (14ull未 満)の大きさ2分類 (厚 さは不計測・大には鉄津表皮含む)

*9 大 〈径211ull以上)。 小 (径211ull未満)の 2分類
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第 5章 出土遺物

今次の発掘調査により出土した遺物には、縄文時代の上器、石器、石製品、弥生土器、古代の土師器、

須恵器、土製品 (支脚・羽口・炉壁)、 石製品 (鉄砧石・砥石・要石・磨石・敲石)、 鉄製品 (鉄鏃 。刀・

鍔・鞘金具・刀子 。鋤先・斧・紡錘車・鎌・穂積具・鉄針・釘類・釣針・鍋・錫杖状・鉄鐸・筒状・板

状・棒状・リング状・不明品など)、 鉄津類 (製鉄津・鍛冶津・椀形津 。鉄塊系遺物・鍛造剥片・粒状津な

ど)、 中近世の陶磁器などがある。出土総量は大コンテナ (35× 45× 30cm)約 130箱分であるが、鉄滓類が

約60箱 とおよそ半数を占め、これを除くと検出した遺構数に比べて遺物量は決して多 くはない。数量の内

訳は縄文土器大コンテナ 1箱、石器16点、石製品 1点、弥生土器数点、土師器大コンテナ約25箱、須恵器

大コンテナ約 1箱 (所謂あかやき土器少量含)、 土製支脚大コンテナ 1箱、羽口大コンテナ約14箱、炉壁大

コンテナ約 6箱、石製品大コンテナ約18箱、鉄製品約650点、鉄淳類大コンテナ約60箱、中近世の陶磁器が

わずかである。遺物各種の量比はともかく時代及び種類的にも第一次調査と様相を同じくする。

全体的な出土状況としては、鉄滓類の大半を除くと遺構内出土がほとんどを占め、鉄津類にしても鉄生

産関連遺構の集中する緑 7・ 8・ 9。 15区、赤25区の遺構周辺にまとまって多 く、遺構外からの出土は極

めて少ない。いずれも遺構 と関連した出土状況を示 してお り、やはり第一次調査と同様の傾向を示してい

る。

ここでは上記のとおり、廃津場を除くと遺構外出土遺物がほとんどないことと、時代・時期及び種別に

よっては量的に極めて少ないことから、遺構内外の区別なく一括 して時代順の種別毎に主に概要等を記載

することとし、類別の可能なものについては分類を行い、若千の考察的な見解を加えてみたい。なお、掲

載した個々の遺物の詳細については主に観察表で示すこととした。

第 1節 縄文時代の遺物 (図版 1～ 3、 写真図版211・ 212)

(小山内)

縄文時代の遺物の分布状況としては、土器は竪穴住居跡 3棟の立地する緑 7区で大半が出上し、特に谷

底から多 く出土したのに対 し、石器、特に剥片石器はすべて遺構外からの出土で、石鏃はE・ F区、石匙

はFoH区 に点在 したものである。また数点の弥生土器は I区赤28B区南部から緑15区 にかけての東側斜

面から出土したのみである。

(1)土器類 (図版 1・ 2、 写真図版211)

縄文土器は、遺構に伴うものとしては中期後葉 (1～ 3)と 後期中葉 (4～ 6)の土器が出土している

が、底部資料 も含め、いずれも地文のみの破片資料である。遺構外出土土器 (古代の遺構内出土も含む)

は、復元された後期後葉の深鉢形土器 1点 (10)以外はすべて破片資料である。時期的には、早期末と思

われる表裏縄文の土器片が 1点 (7)、 中期中葉が数点 (8・ 9)、 後期前葉 (10～ 19)と 晩期中葉 (20～

24)が比較的多 く出土した。

(2)石器類 (図版 2・ 3、 写真図版212)

石器類は製品が16点 とフレーク数点、有孔石製品が 1点 と極めて少ない。石皿 2点 と磨石 2点はすべて

遺構内出土で、石皿は破損品を炉の組石として転用したものと思われる。剥片石器は石鏃 9点 と石匙 3点

が出土 したのみで、石鏃は基部形態から凹基式 (5・ 6・ 7・ 8)4点、凸基式 (10。 11・ 12)3点、平基式

(9。 13)2点、石匙はすべて所謂縦型で、14と 16の 2点はつまみの対極に尖頭部を有する。   1/1ヽ 山内)
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第 1表 遺物観察表 1(縄文土器 )

図番 区域 出土位置`層位 器種 部位 文様の特徴 時 期

1 冷註7 S155'建≧三L 深鉢 口縁部 RL縄文 中期後葉

つ
る 緑 7 S155'埋 土上位 深鉢 口縁部 RL縄文 中期後葉

Ｏ
υ 緑 7 S155。 2≧ L 深鉢 口縁部 LR4毛文 中期後葉

4 冷飛7 S164・ RP l 深鉢 底 部 RL率電政こ・底著Б網代痕 後期中葉

5 緑 7 S164・ RP 3 深鉢 底 部 LR縄文・体部下端 ミガキ・底部網代痕 後期中葉

6 雅註7 S164・ RP 2 鉢 底 部 底部網代痕 後期中葉

7 緑7 斜面下・Ⅱ層 深鉢 口縁部 表裏縄文・内外面RL・ 口唇部指頭圧痕のキザミ 早期末

8 赤22 S144・塑≧ニヒ 深鉢 口縁部 波状口縁・波頭部渦巻状文・沈線・RL+LR圧痕 中期中葉夫木8a

9 緑 7 S156・整≧土 深鉢 日縁部 隆沈線文・渦巻文・刺突文。複節RLR 中期中葉大木8b

10 緑 7 Ⅲ c層 深鉢 完形 4単位の小山形突起、突起に2個一対のキザミ・撚糸R'底部木葉痕 後期前葉

11 緑 7 S156・遇≧三と 鉢 口縁部 渡状口縁・波頂部2個一対キザミ・沈線文・竹管刺突・LR 後期前葉

12 緑 7 S143・整≧三L 深鉢 口縁部 波状口縁・沈線文・括弧状沈線・RL 後期前葉十腰内
Ｏ
υ 緑 7 SK 148。 埋土 深鉢 体部 上半部沈線区画の磨消縄文・括弧状沈線・RL 後期前棄十腰内

14 緑 7 Ⅶ C13d'Ⅱ 層 深鉢 口縁部 沈線区画の磨消縄文・竹管刺突・LR 後期前葉十腰内

15 冷設7 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 口縁部小突起・沈線区画の磨消縄文。LR 後期前葉十腰内

16 κ飛7 S156・ 速≧こと 深鉢 口縁部 小波状口縁・波頂部キザ ミ・沈線文 後期前葉

緑 7 ベルト3・ Ⅲ層 台付鉢 底 部 沈線文・LR 後期前葉

18 冶融7 Ⅱ層下 深鉢 底 部 LR・ 底部網代痕 後期前葉

19 緑 7 Ⅲ c層 深鉢 底 部 底部網代痕 後期中葉

20 緑 7 表採 深鉢 口縁部 口唇キザミ。平行沈線・只占り瘤1個・LR 晩期中棄大洞C2

つ
つ 緑 7 Ⅲ c層 深鉢 口縁部 平行沈線・LR 晩期中葉大洞C2

つ
々

つ
々 緑 7 S156・彊≧二L 深鉢 口縁部 口唇キザミ・口縁内沈線。平行沈線・LR 晩期中葉大洞C2

つ
々 緑 7 北端斜面下.Ⅳ層 深鉢 口縁部 口唇キザ ミ・口縁部無文・LR 晩期中葉大洞C2

24 緑 7 Ⅱ層下 深鉢 口縁部 口縁大小山形突起・回唇・口縁内沈線・平行沈線・RL 晩期中葉大洞C2

25 緑15 Ⅱ層下位 甕 体部 沈線文・附加条 (軸+L右巻 き) 弥生後期

26 緑 15 Ⅱ層下位 甕 体 部 沈線文・附加条 (軸十L右巻き) 弥生後期

，
′

９

留 赤28B S1176。 辺≧ L 鉢 口縁部 原体圧痕・附加条 (軸十L右巻き) 弥生後期

第 2表 遺物観察表 2(石器類)

図番 区域 出土位置・層位 種 類 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (冨 ) 石  質

1 緑 7 S155'Sl 磨石
つ
々 6.6 5.6 640 安山岩

2 緑 7 S155。 S2 磨石 16.5 9.1 6.9 1665 花尚閃緑岩

3 お飛7 S155。 炉跡・Sl 石 皿 <335> 35,7 12.3 <24500> 花尚閃緑岩

4 緑 8 S1125'上戸・S3 石皿 22.7
つ
υ

，
ｒ 5.6 2500 花聞閃緑岩

5 赤24A sXH ll・ 南西・1層 石鏃 2.4 <15> つ
け

（
）

＞つ
じ

０
０

ハ
）＜ 貢岩

6 冶註9 Ⅱ層上 石鏃 2.9 1.65 0.4 1.96 頁岩

7 緑15 T3・ 谷底。Ⅱ層 石鏃 2.8 1.95 0.3 0.96 頁岩

8 緑 7 T34・ 斜面上 石鏃 <36> 195 0.5 <2.81> 頁岩

9 κ註9 T29～ T30間・斜面下 石鏃 <2.9> 16 0.6 <226> 貢岩

10 緑 7 Tl～ T2間 石鏃 2.5
０
じ

＾
） 0.48 頁岩

緑 7 T33・ 斜面中 石鏃 <2.2> ■4 0.3 <0.86> 珪質頁岩

９

々 緑 9 T29～ T30間 。斜面下 石鏃 39 ■6 0.4 1.46 頁岩

つ
υ 赤25B Ⅱ層 石鏃 <2.5> 1.05 0.4 <102> 頁岩

14 赤27A 西斜面・Ⅱ層 石 匙 9,9
９
▼ 1.05 25,98 頁岩

15 赤27 尾根中央・I層下 石匙 8.4 2.35 0.7 15.2 頁岩

16 赤24A 西側斜面・Ⅱ層下 石 匙
ワ
イ ■6 0.7 8.09 頁岩

，
イ 冷飛7 T34・ 斜面上 有孔石製品 25 25 0.5 4.78 砂 岩
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第 2節 古代の遺物 (図版 4～ 131、 写真図版 213～ 325)

古代の遺物の分布状況 としては、鉄津類の大半を除 くと遺構内出土がほとんどを占め、土器 。土製支

脚・石製品 。鉄製品は主に竪穴住居跡および工房跡からで、鉄砧石や要石は特に鍛冶炉を有する工房跡か

ら、完形の鉄製品は人為的に埋められた竪穴住居跡に多 く、羽日・炉壁は鉄生産関連炉を有する工房跡や

その斜面下位の捨て場に利用 した遺構や廃津場、鉄津類にしても鉄生産関連遺構の集中する緑 7・ 8・

9・ 15区、赤25区の遺構周辺や廃淳場にまとまってお り、いずれも遺構と関連した出土状況を示 している。

(小山内)

(1)土器類 (図版 4～ 56、 写真図版213～ 246)

土師器・須恵器の土器類は総量で大コンテナ26箱分出土 しているが、ひとつの遺構からの出土量は少な

く、遺構数に比べて量的に少ない。具体的には相対的に多 く出土してる遺構でも9号袋 1袋強程出土 して

いる程度で、大半が数点ないし小袋 1袋分ほどで、概ね掲載点数に比例 した出土量を示 している。この傾

向は各区において共通して見 られ、本遺跡の特徴の一つに挙げられる。また、須恵器に関しては赤24・ 28

区、緑 7・ 8区 は他の区より須恵器を出土する遺構数・出土量が若千多いように見える。遺構外出土遺物

は尾根部にあたる赤区内では概ね小袋 1袋分から9号袋1/2袋分、谷部にあたる緑区内では概ね 9号 1～ 2

袋前後の土器が出土しているが、特定の区に偏って出土する傾向は認められなかった。

器種は郭・高台付郭・甕・重・ ミニチュア土器・製塩土器等が認められるが、土師器の奏・郭類以外は

出土点数が少なく個々の検討を行うことが出来ないため、セット関係を検討する際に参照する程度にとら

えてお く。このことは須恵器に関しても同様である。土師器甕・杯はロクロ成形の有無で I類 。Ⅱ類に分

け、その中で細分可能なものに関しては形態による分類を行った。本遺跡出土の土師器甕に関しては回径

の大きさから大型 (20cm以上)、 中型 (10 1cm以 上15cm以下)・ 刻ヽ型 (10cal以下)の 3つ に分けられ、特に

大型と中型に関しては類似 した器形を持つものが多いことから、大型を 1、 中 。小型を2と して、同じ分

類中で大型と中型土器が含まれる場合は各類の後に数字を付けることで、判別できるようにした。

1.分類

土師器奏

ロクロ成形されたもの。数が少ないので一括 した。

胴部が球胴状を呈 し、日縁部の造 りが丁寧に縁取 りされているもの、最大径は口縁部 (長 さ2.lcm

以上)にある。

胴部が球胴状を呈し、日縁部が外反するもの (長 さ2.lcm以上)、 最大径は胴部にある。

日縁部が外反し (1.0～2.Ocm以下)、 体部は比較的直線的で最大径が口縁部にあるもの。

大型土器 (回径20cm以上)を ⅡCl類、中 (口径10.lcm以 上15cm以 下)・ 河ヽ型 (口径10cm以下)土

器をコC2類 とする。

日縁部が外反 し (1.0～ 2.Ocm以下)、 体部は比較的丸みを帯びてお り、最大径が胴部にあるもの。

大型土器をⅡDl類、中・小型土器をⅡD2類 とする。

口縁部が短 く外反し (0.5～ 1.Ocm以下)、 体部は比較的直線的で最大径が日縁部にあるもの。大型

土器をⅡEl類、中・小型土器をⅡE2類 とする。

日縁部が短 く外反し (0.5～ 1.Ocm以 下)、 体部は比較的丸みを帯び、最大径が胴部にあるもの。大

型土器をⅡFl類、中・小型土器をⅡF2類 とする。

I類

ⅡA類

ⅡB類

ⅡC類

ⅡD類

EE類

EF類
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ⅡG類 :バケツ形を呈するもの。 3点のみ出土 した。他の土師器に比べ器厚が厚 く、二次焼成を受けてい

るために、内タト面ともに磨減が著しい。

土師器必

IA類 :底径が広 く、一部再調整が行われている。体部は緩やかにカーブを描いて立ち上が り口縁部は短

く外反する。

IB類 :底径はA類 より小さくなり、底面の再調整は行われなくなる。体部は緩やかにカーブを描いて立

ち上が り口縁部は短 く外反する。

IC類 :体部は緩やかにカーブを描いて口縁部まで立ち上がるもの。

ID類 :底径はより小さくなり、体部は直線的に立ち上がるもの。口縁部はあまり外反しない。

IE類 :底径・口径・器高はあまり無 く、小皿化したもの。

IF類 :高台部がつ くもので、体部はC類類似のものが主体を占めるが、一部E類 に類似したものがある。

このほか、点数が少ない事もあり、便宜上、耳皿はⅢ類、須恵器は一括してⅣ類として扱うこととずる。

ただし (626)はⅣ類土器としたが常滑産陶器 (片 口鉢か ?)の可能性があると思われる。また、コG類 と

した土器はその全点 (301・ 302・ 522)を 図示したが、出土位置と形状・胎土からみて (301)。 (302)は

同一個体である可能性が高 く、これに別個体であるが (522)の情報を加えることによって、おおよその器

形が想定できるものと思われる。詳述すると、器形は口縁に向かってやや開いているバケツ形を呈 してお

り、器厚は回縁部付近で l cm、 体部～底部付近にかけては1.5cmを 測 り、外面は幅 2～2.5cm前後の輪積痕が

見えるほどの雑なナデ調整が施されている。このバケツ形を呈 した土器は青森・宮城県の沿岸部での出土

例が報告されてお り、類似性から製塩土器であると判断したが、県内では古代の製塩土器自体の出土例が

あまりないためよく分かっていない。               ,

2.各分類の出土状況・遺構内出土遺物の共伴関係

上記の分類をもとに各遺構における出土遺物の共伴関係をみていく。ここではカマ ドや床面出土等の遺構

に確実に伴うと思われる遺物に限定して検討を行うことにする。そのため、本来であれば口縁部～底部ま

でほば復元できる資料を中心に用いるべきであろうが、あまりにも資料数が少ないので破片資料 も含めて

検討 していることを最初にお断 りしておく。本遺跡の出土遺物の共伴関係をみていくと大きく4つ のグル

ープに分けられる。

① (S199。 105'139・ 150。 158。 179B、 S X 102)

奏ⅡA・ ⅡB類 とⅡClか ⅡDl類が伴うもので、郭類は必 IB・ ID類が共伴する遺構がある。 (註 1)

C)(S126。 28A。 28B。 33・ 34・ 36。 39。 41・ 42・ 49A・ 50・ 61・ 65'69。 75。 78・ 98B・ 94B・ 97

B 。 101 ' 104・  111 ' 124・  126B ・ 127・ 136・ 138・ 141B 。 142D 。 147・ 153・ 155。 156' 157・  159。  166・

169・ 171・ 175・ 179A・ 180A・ 180B。 181・ 183。 184、  S X 106・ 09C・ 56A・ 63'92、 S K 146B)

②の特徴は甕ⅡCl・ ⅡDl類のみを出土することだが、一部奏HCl・ ⅡDl類に甕HC2・ ⅡD

2・ ⅡE2・ ⅡF2類 と郭 IB・ IC・ IDが共伴している遺構が認められ、これらの遺構は奏ⅡCl・

ⅡDl類の遺構を切っている例があることから (S1180A・ B)、 若千の新旧関係があるものと考え、②

の中でも奏ⅡC2～ HF2類を伴う一群を②'伴わない一群を②'' とすることにする。必類は②' 。②''

ともに僅かながらIB・ IC・ ID類が共伴する遺構が認められる。

③ (S135A・ 98'100。 105。 168A・ 176・ 186)

甕IClな いしⅡDl類に甕ⅡEl・ ⅡFl類が伴うもの (S1100'105。 176。 186)と 、 HClない

しⅡDl類に甕 IA類が伴うもの (S135A・ 98・ 168A)が①に該当する。当初は前者のみで③を考え、
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後者は②''の範疇で捉えようとしていたが、S1168Aが②''に属すると思われるS1169よ り新しい事

から、S1168Aが所属する一群は②''よ リー段階新しいグループと考えた。しかし、S1168A等 の出土

遺物を見てみると奏はIA・ ECl・ コDl類で構成され、奏ⅡEl・ ⅡFl類が出土していないことか

ら、④に含まれることはないと考え、③の範疇に納めることとした。

共伴するイはIB・ IC・ IE類が共伴しており、必IE類は③群からのみ出土している傾向が認められる。

C)(S141・ 43・ 72・ 80。 129。 163A・ 163B・ 174B、 SK 123)

甕はⅡEl・ ⅡFl類のみを出土する一群であるが、例外的に1点だけⅡF2類が共伴している遺構が

ある。郭類は郭 IB・ IC・ IF類が共伴している。郭 IF類 は④からのみ出上している傾向が認められ

る。

傾向としては②に属するものがほとんどで、① o③・④に属する遺構の数は極めて少ないということが

挙げられる。

これらのグループと甕HC2～ ⅡF2類と郭との関係であるが、甕ⅡC2～ HF2類 は②''～④出土遺

物と共伴しているということは言えるが、どの群にどの種類の上器が共伴する傾向があるのかは、絶対量

が少ないため見いだすことはできなかった。また、中 。小型甕のみ出土する遺構が若干認められており

(S129。 S190)、 特にS1901ま 郭 IA・ IC,IF類 と共伴している。郭類に関してはIB・ IC類が

①～④に共伴していること、 IE類 は③、 IF類が①の遺物とのみ共伴しているという傾向はあるが、絶

対数が少ないため、他に全体的な傾向は見いだせなかった。

これらのグループの相対的な新旧関係であるが、① o②はS1179Aが S1179Bよ り新しい遺構である

ことが確認されており、S1179Aは②''、 S1179Bは①に該当することから②''1ま①より新 しい。②''

と③・④との新旧関係であるが、③に属するS1168Aが②'に属すると思われるS1169よ り新しい事か

ら、③は②'よ り新しい。③・④に所属する遺構が少ないため、遺構の新旧関係から③と④の先後関係を

判断することはできなかったが、④では①～③に含まれていた奏ⅡCl・ ⅡDl類の消滅と、③より登場

し始めた奏ⅡEl・ ⅡFl類のみで構成されていることを踏まえると、④は①より新しい可能性があるの

で、現段階では①→② (②'→②''?)→③ (→ ?)④ と捉えておく。

これらのグループの分布範囲を見てみると①は赤25。 27・ 28区 と遺跡の東側を中心に分布し、一部遺跡

の中央谷の緑 7区 に分布するが数は少ない。②は赤15。 16・ 20。 21・ 23・ 24・ 25。 27・ 28区、緑 7・ 8・

11区 と遺跡のほぼ全域に分布し、③は赤16'24・ 27・ 28区、緑 7・ 14区 と遺跡の東側を中心に一部中央尾

根や西側尾根に分布し、④も赤16・ 23。 27・ 28区、緑 8区 と遺跡各地に散在するかのような分布状況を呈

している。 (註 2)

3。 年代的位置づけ

岩手県内における平安時代の土器に関しては草間俊― (草 間1958)、 桜井清彦 (桜井1958)、 による後

期 。第Ⅱ型式土器の設定以降、東北縦貫道 。東北新幹線 。4号バイパス等の大規模開発に伴う緊急調査に

よって資料が増加したことにより研究が進展し、編年の細分案の提示が行われてきた (高田1981・ 相原

1981・ 高橋1982・ 関1983・ 伊藤1996他 。人木1992他 )。 しかし、これらの分類案は資料の出土遺跡の問題か

ら主として内陸地方の編年案の提示・研究が主であり本遺跡が所在する宮古市のある沿岸地区に関しては

資料数の問題から、活発な議論が行われたとは言えない状況ではある。ここでは、先学の業績を参考にし

つつ、本遺跡に隣接しかつ、当該地域において比較的平安時代の出土遺物がまとまって出上している磯鶏

館山遺跡 (宮古市教育委員会1995)の 資料を踏まえかつ、他地域の編年との整合性を付けやすいよう、磯

鶏館山遺跡と同様に人木光則の編年 (人木1992)を参考にしながら検討を行うこととする。
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①グループの遺物は甕は日縁部が外反し、頸部は沈線ないし段の退化したくびれがあり、胴部が球胴形

を呈しているものが多く見られる。ただし②グループ以降にみられる、体部が直線的ないし丸みを帯びか

つ、頸部の段は完全に見られなくなる奏も共伴はしているが主体を占めてはいない。必類は日縁部が短く

外反し、体部が直線的ないし丸みを帯びたものが多く、底面に再調整が行われるものはない特徴があり、

磯鶏館山出土遺物の I群 (以下磯鶏 I群 と略す)、 人木編年のF期に相当するものと思われる。

②'グループの遺物は①グループで見られた奏は口縁部が外反し、頸部は沈線ないし段の退化したくび

れがあり、胴部が球胴形を呈している土器が見られなくなり、口縁著るが外反し、体部が直線的ないし丸み

を帯びかつ、頸部の段は完全に見られなくなり、底部の張 り出しがある奏が主体を占めている。それに

中・小型の奏が共伴している。中小型の甕は口縁部が短く外反し、体部が比較的丸みを帯び、底部の張り

出しのある土器である。郭類は体部が直線的ないし丸みを帯びたものが多く、底面に再調整が行われるも

のはないと言う特徴は①グループと同じだが、口縁部があまり外反しないものも含まれてくる特徴がある

ことからみて、磯鶏館山出土遺物のⅡ群 (以下磯鶏Ⅱ群と略す)、 人木編年のG期に相当するものと思われ

る。

②"グループの遺物は土師器甕に関しては②'グループと同様に口縁部が外反し、体部が直線的ないし

丸みを帯びかつ、頸部の段は完全に見られない、底部の張り出しがある奏が主体を占めている。イ類は② '

グループと同様に体部が直線的ないし丸みを帯びたものが多いが、日縁部があまり外反しないものも含ま

れ、底面に再調整が行われるものはないという特徴があることからみて、磯鶏館山出土遺物のⅢ群 (以下

磯鶏Ⅲ群と略す)、 人木編年のH期 に相当するのかもしれない。ただし、中 。小型の奏自体は磯鶏Ⅲ群にも

含まれていること、②' 。②''の土器は基本的にはⅡCl・ コDl類が主体を占めていることがあり、② '

が磯鶏Ⅲ群に対応する可能性も残されているので、現時点では②'・ ②''を まとめて②グループとして捉

えることにする。②は磯鶏Ⅱ・Ⅲ群、人木編年のGoH期に相当するものと思われ、②' 。②''グループ

に細分できる可能性は残されているが、一遺構内における出土点数が少ないこともあるので、資料が増加

した段階で再検討を行いたい。

③グループの遺物は②グループと同様に回縁部が外反し、体部が直線的ないし九みを帯びかつ、頸部の

段は完全に見られない、底部の張り出しがある甕が主体を占めているが、これに回縁部が短く外反し、体

部は直線的ないし丸みを帯びており、若千底部の張り出しが認められる土器、もしくはロクロ成形の奏が

共伴する特徴がある。それに僅かではあるが中・小型の甕が共伴している。中・小型の甕は②グループと

同様に日縁部が短く外反し、体部が比較的丸みを帯び、底部の張り出しのある土器である。郭類は②グル

ープと同様に体部が直線的ないし丸みを帯びたものが多いが、一部小皿に類似した小型郭が共伴しており、

この小型郭は③グループにのみ共伴している。また底部の再調整は認められない。これらの特徴からみて、

磯鶏館山出土遺物のⅣ群 (以下磯鶏Ⅳ群と略す)、 人木編年のI期 に相当するものと思われる。 (註 3)

④グループの遺物は③グループまでに見られた日縁部が外反し、体部が直線的ないし丸みを帯びかつ、

頸部の段は完全に見られない、底部の張り出しがある甕が全く見られなくなり、日縁部が短く外反し、体

部は直線的ないし丸みを帯びており、若千底部の張り出しが認められる土器が主体を占めるようになる。

ロクロ成形の奏は認められないが、中小型の発が僅かに共伴している。中小型の甕は③グループと同様に

口縁部が短く外反し、体部が比較的丸みを帯び、底部の張り出しのある土器であるが底部の張り出しが弱

くなっているような印象がある。杯類は②グループと同様に体部が直線的ないし丸みを帯びたものが多い

が、小皿に類似した郭は認められず、高台のついた郭が共伴する。この高台付郭は④グループに多 く共伴

している。また底部の再調整は認められない。これらの特徴からみて、磯鶏館山出土遺物のV群 (以下磯
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鶏V群と略す)、 人木編年の」期に相当するものと思われる。

以上、本遺跡出土遺物を①～④グループにグルーピング化 し、各グループの上器の特徴を抽出し、先学

の研究と照 らし合わせ、その年代的位置づけを検討してみた。ここで気になるのは③グループにのみ見 ら

れる小皿に類似 した小型郭と④グループに多 く見 られる高台付必の問題である。高台付郭の場合は体部が

比較的丸みを帯びて、日縁部が若千外反 し、かつ内面黒色処理されたものは沿岸部 。県北部にも類似 した

資料は認められるが、 1点だけ小皿化 してしまい、法量が少ないものがある (435)。 本遺跡で出土した小

皿化 した高台付郭 と小皿に似ている小型必は、沿岸部では法量に違いが認められそのものではないが、平

沢 I遺跡 R A519工房跡で出土 しているのを数えるのみで (久慈市教育委員会2002)、 筆者の不勉強もある

と思われるが他に類例を見いだすことができなかった。 (註 4)

沿岸部や県北部で類例が少ないので、県央部に類例を求めてみると、小型郭は胆沢城 S E 1050井 戸跡出

土土器 (水沢市教育委員会1987)、 高台付郭は鴻ノ巣館 I H06住居 (岩手県教育委員会1980)に 類例を求め

ることができる。人木光則氏によると胆沢城 S E 1050井戸跡出土土器は概ねⅢ e期、鴻ノ巣館 I H06住居

出土土器は概ねⅣ期にあたり、Ⅲ e期 は県北部の I期、Ⅳ期は」期に相当するので (八木1993)、 概ね奏か

ら見た時期 と郭からみた時期が一致とまではいかないかもしれないが、近い時期を示 しているのかと推測

される。

以上のことから見て本遺跡出土土器の年代であるが、①グループは人木編年のF期、②グループはG～

H期 (G・ H各期に相当する②'。 ②… 1こ 分けられる)、 ③グループはI期、④グループは」期に相当す

ると思われ、暦年代は①9世紀中葉、②は9世紀後葉から10世紀前半代、③は10世紀中葉、④は10世紀後

葉以降の年代が想定される。 (島原)

註

1.ただし、I期 の前段階のH期に相当する土器群にもロクロ成形された土器は含まれており (G期ではあまり見られない)、

今後資料数が増加した段階で再検討する必要性があると思われる

2.平沢 I遺跡R A519工 房跡からは皿、高台皿、柱状高台、鉢、甕等が出上している。同遺構出土小型郭 (報告書中では皿)

は口径126～ 16 0cm、 底径56～ 6 8cm、 器高30～ 4 4cmを 測り、本遺跡出上のものは口径102～ 12 6cm、 底径52～ 6 0cm、 器高29～

3 8cm測 ることから、口径が一回り小さい。また、同じく高台皿は法量がほとんどない皿状を呈しており、ある程度法量のある

本遺跡出土の高台付郭とは異なる。

また、報告書中ではR A519工房跡は10世紀後半代の年代観が示されている。

3.①でもⅡC2類とⅡF2類が共伴する例が 1点づつあるが、 1点だけの出上のため現時点では評価しかねることから、

資料が増加した段階で再検討する必要があると思われる。

4.平成11年 度に調査が行われた第四次調査 (岩埋文2001)の 出土遺物をこの分類で見てみると、全般的に出土遺物が少な

いためにはっきりしないが、① (S13・ 4・ 15)も しくは② (S114)・ ③ (S109)|こ 属する遺構がある。ただし出土遺物が

少ない上に確実に遺構に伴うと思われる遺物のみに限定して分類したため、熟残留磁気測定した鍛冶関連遺構等は遺構に伴う

遺物がないためにグルーピング化できなかったので、必ずしも古い遺構のみで構成されているとは言い切れない面がある。

また、遺構外出土遺物に関して見てみると、各区ともに甕ⅡCl・ ⅡDl類が主体として出上しているが、緑 7・ 8区で郭

IA頚、赤25区 で甕ⅡB類、赤27・ 28区 で奏ⅡEl類や郭 IF類が出土している状況が見られる。
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図版21 古代の遺物18(土器18)
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図版22 古代の遺物19(土器19)
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図版37 古代の遺物34(土器34)
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第 3表 遺物観察表 3(古代の土器 )

図
番 区域 出上位 置 層位 器  種

法  量 (cml 調 整
備 考 分類

口径 器 高 底 径 内 面 /外 面

1 赤15 S128A RPl 土師器 奏 (232) (115) ナデ/ヨ コナデ・ナデ ⅡDl

2 赤15 S128B床面 土師器 発 内クト面スス付碧 llCl

3 赤15 Ы 28B床 面 土師器 不 ミガキ´ロクロ ー部ナデ 内黒・底都糸切 り痕

4 赤 15
S129 RPl Kl埋土

Ы 34埋土
土師器 発 く133) ナデ/ヨ コナデ・雑なナデ 底部に木葉痕あり Ⅱ正2

5 赤16 S133 RPl-3 土師器 発 (216) (176) ナデ ヨヨナデ・ナデ

6 赤16 S134封 ヒ西 1層 (黄褐色 ) 土師器 巽 (57) ナデ ヨヨナデ・ナデ Ⅱ已

7 赤16 S134 RPユ RP3 土師器 甕 (194) 289 (100)
ヨコナデ '一部雑なナデ

/′ ヨコナデ 。一部雑なナデ
ⅡCl

8 赤16 _R134 RPl 土師器 発 ナデ/ナデ→ケズリ→ナデ・スス付着 底部に木葉痕 全体にスス付着 ⅡI彦

9 赤16 S134 RP2 土師器 甕 剥落のため調整不明/ナデ

赤16 S134 RP8 土師器 甕 (270) (72)
ヨコナデ。一部雑なナデ

/ヨ コナデ。一言隊になナデ
IDl

11 赤16 S134 RP5 RP6 RP7 土師器 疑 (2■ 5) (101〉 チデ/ナ デ IDユ

12 赤16 S134 RP4 土師器 菱 (1■ 5) 剥落のため調整不明/ヘ ラナデ Ⅱ

13 赤16 S134床面 土師器 郭 (144) ロクロ 雑な ミガキ 内黒 ロクロ 底部糸切 り痕 IB

14 赤16 S135A K4埋土 土師器 発 (62〉 ナデ/ナデ 全体の 1/2ス ミ付着 ⅡD]

15 赤16 S135A北東 只占床 土師器 発 剥落のため調整不明フヘラナデ 外面スス付着 ⅡDl

16 赤 16 S135A検 出面 南西坦土 土師器 甕 1) 剥落のため調整不明 口縁部付近スス付着 ID]

17 赤16 Ы 35A K4 RP5 土師器 奏 (38) ロクロ′/ロ クロ ー部ナデ 外面スス付着・底部糸切 り痕 IA

赤16 S135A K3付近 埋上 土師器 養 154) ロクロ /ロ クロ 内黒 IA

赤16 S135A北西2層 Pl埋土 土師器 不 一部 ミガキ/ロ クロ 内黒 IC

赤16 S135A北東 2層 (黒 ) 土師器 郭 (59〉 ナデ/ロ クロ・ナデ IB

赤 16 S135A K4 RP2 土師器 郵 ミガキ イミガキに近いナデ 内黒 回転糸切り再調整

赤16 Ы 35A南 真 貼床 土師器 lIN (72) ロクロ/ロ クロ ー部ナデ 底部糸切 り痕 IB

赤16 S135A K4 RPユ 土師器 郭 ロクロ/ロ クロ 底部糸切り痕

赤16 S135A Jヒ 側 床面 須恵器 甕 (162) ―  タタキ Ⅳ

赤16 S141南西 Jヒ西 埋土 土師器 発 (102) ヘラナデ/ヘラナデ 底部に木葉痕あ り Ⅱ

赤16 S14}南東 埋土 須恵器 壷 ロクロ′′ロクロ Ⅳ

27 赤16 S141南西 床面 須恵器 霊 当て具痕 イタタキ Ⅳ

赤16 SK1 23南 東 埋土 土師器 発 ヨコナディヨコナデ EEl

赤17 証 53埋土表面 須恵器 甕 〈160) 当て具痕/タ タキ Ⅳ

赤17 S154・ 南西 3層床面近く 土師器 養 (163) (186〉 ナデ イ雑なナデ ED

赤17 S154南東 3層 土師器 発 (228) ナデ/ナデ ⅡDl

赤17 S154南東 土師器 菱 ヘラナ■ /一部ヘラナデ 全体 にスス付着 EI厖

赤17 Ы 54 RPl 土師器 台付郭 (150) ロクロ′ロクロ 表面 内底面剥落著しや IF

赤17 罰 54埋土 須恵器 甕 (55〉 ロクロ/ロ クロ Ⅳ

緑 Ы 42南西■層 土師器 甕 (130) く75〉 ヨヨナデ ナデ//ヨ ヨナデ 部分的ナデ 内外面スス付着 Ⅱ[彦

緑 Ы 墟 北東 4層 土師器 発 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデヘラナデ 内タト面スス付着 ⅡDユ

緑 SI乾 検出面 土師器 養 ヘラナデンヨヨナデ'ヘ ラナデ

緑 Ы 42引ヒ東 坦上下位 土師器 発 ナデ/ヨ コナデ・ケズリに近いナデ ⅡB

緑 創 42封ヒ西 黒褐 土師器 発 ヨコナデ ヘラナディ/ヨ コナデヘラナデ

緑 S142カ マ ド 埋土 土師器 発 ヨコナデ'ヘラナデ//ヨ コナデヘラナデ ⅡDl

緑 Ы 42Jヒ東 4層 土師器 発 (52〉 ヨヨナデ/ヘラナデ

42 緑 S142■ ヒ東■層 (黒 ) 土師器 斐 ナ デ ナ デ 底部に木葉痕あ り ]

緑 SI鬱 カマ ド 埋土 土師器 発 ナデ イナデ (一部ケズ リに近いナ刃 北側 貝層 ]

44 緑 朗 42引ヒ西 検出面 土師器 郭 (150) ロクロ ミガキ/ロ クロ ミガキ ナデ IB

45 緑 Ы 42検出面 土師器 郭 ロクロ・ミガキ /ロ クロ・ミガキ 内黒 底部糸切 り痕 IC

緑 ST 42耳ヒ西 埋土 須恵器 壷 (89〉 ロクロ/ロ クロ ケズリ Ⅳ

47 緑 S142埋土 須恵器 整 ナデ/タ タキ Ⅳ

48 緑 11 S142 RPl 須恵器 こ (1■ 9〉 ロクロ・ナデ ケズリ/― Ⅳ

49 緑 SW 71 須忘器 発 ミガキ/ケ ズリ Ⅳ

赤 20 S125 RPユ 土師器 甕 (210) (2■ 3〉 ナデ/´一部雑なナデ Ⅱ Dl

51 赤20 S125南西 1層 黒 須恵器 発 ―/タ タキ Ⅳ

52 赤20 Ы 26・ RP3 土師器 発 (1■ 8) ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ

53 赤20 S126 RP3 土師器 発 ―/ヘラナデ 底部に木葉痕あり

赤21
S180床面 RP2 4 5

廃棄焼土中
土師器 甕 (225) ナデイー部雑なナデ スス付着

赤 S130 RP3 土師器 発 (23〉 (108) ―/ナデ 底郡に木葉痕あ り [

赤 2 Ы 30 RPl 須恵器 発 (124) 当て具痕/タ タキ Ⅳ

57 赤 罰 31カ マ ド RPl 土師器 甕 (108) 剥落のため調整不明 底部に木葉痕あ り E

赤 2 S131 RPl RP2 土師器 郭 ロクロ/ロ クロ 内クト面1カ 外底面全体剥落 IB

赤 2 Ы 31カ マド上 2層 土師器 郭 (138) ミガキアロクロ 内黒・底部回転糸切り痕 IB

赤2 S132南西 2層 (褐 色 ) 土師器 霙 (107) 雑なナデ/剥落のため調整不明 底部に木葉痕あり Ⅱ

赤 2 S132.南東 埋土 須恵器 奏 ロクロンロクロ Ⅳ

赤 S136南西 3層 土師器 邪 (146) ミガキィロクロ 底部回転糸切り痕・内黒の痕跡 ID

赤2 Ы36 RPl RP2 土師器 甕 (254) (175〉 ヨコナデ・ナデ/ヨ コナデ・ナデ Ⅱα

64 赤2 W∩8首東 カマ ドそ ば 土師器 発 (130) (120) ヨコサデ ヘラナデ/ヨ コすデ ,一 部ヘラすデ 内面スス付着 底音Fjlこ木葉痕あり Ⅱ膨
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図
番 区域 出上位置 謳位 器 種

法 量 (cm) 調 整
術 考 分類

口 径 器 高 庚 律 内 面 /外 面

赤21 S139・ RPl・ RP2 土師器 発 (138) (212>
ヨコナデ 。一部ナデ

イヨヨナデ 。一部雑 なナデ
スミ付着・底部に木葉痕あり IDl

赤21 S139・ 北東・1層 土師器 発 く86> ナデ′ナデ 外面一部スス付着・底部に木葉痕 Ⅱ

示21 SK1 21・ 南東 土師器 奏 <101> ナデ/′ ナデ 外面1/2ス ス付着 表面一部剥落

緑 7 S127A・ カマ ド周辺 ,P2 土師器 箋 <97>
ヨコナデ ー部雑 なナデ

′ヨヨナデ ー部雑 なナデ
ⅡDl

緑 7 S127A・ カマ ド 土師器 発 <32> ヘ ラナデ′
アー部ヘ ラナデ 外面スス付着 Ⅱ

緑 7 S143・ 床面 土師器 養 (121) (86) ヨヨナデ ナデ /ヨ コナデ・ナデ 底 部に木葉痕あ り E D2

緑 7 S143・ 床面 土師器 奏 ナデ ナデ Ⅱ

緑 7 S143・ 床面 上師器 発 (224) <72> ヘ ラナデ /ケ ズ リに近いヘ ラナデ llI】

路 緑 7 S143 床面 上師器 変 (214) 138> 一部ナデ /́一部ナテ Ⅱ Fl
糸駐7 S143 カマ ドD・ 埋土 土師器 甕 <36> (146) ナデ/ナ デ 底部に木葉痕あ り

κ叉7 S143・ 埋土上～中位 須恵器 発 <49> ―/タ タキ Ⅳ

糸註7 S143・ カマ ドA煙道入 りE 土師器 甕 く68> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデヘラナデ IEl
77 れ註7 S143 カマ ドA煙道入 りE 土師器 発 く85> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデヘラナデ ⅡD
兇 緑 7 Ы 43・ 埋上下位 土師器 発 <23> (110) 底部に木葉痕あり ]

門 緑 7 SX1 06・ RPl 土師器 斐 (222) <150> ヨコナデ・ナデ/ヨ ヨナデ・ナデ ⅡA
κ癸7 SX1 06・ RPl 土師器 甕 (164) (192> ヨコナデ ヘラナデ /ヨ コナデ・ヘラナデ IDl

81 緑 7 SX1 06・ 東 2・ 埋土下位 土師器 墾 く29> (120) ヘラナデ /ヘ ラナデ 底部に木葉痕あり Ⅱ

や受7 SX1 06 東 2・ 埋上下位 土師器 発 ヨヨナデ・ヘラナデ/´ ヨヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

κ貫7
S158A・ K2
SX1 06東 側埋土

土 RT器 箋 (128) <60> ヨコナデ・ヘラナデ /ヨ ヨナデ 外面の 1/2ス ス付着 ll骸

緑 7 S158A・ 床面 土師器 発 (226) (101> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ 内面全体 スス付着 ⅡCl
緑 7 S158A・ 東2・ 埋土 土師器 発 (194) <120> ナデ/一部雑なナデ スス付着 EDl
緑 7 S158A・ 東2・ 埋土 あかやき発 (154) <64> ロクロ /ロ クロ IA

87 緑 7 S158A・ 北西 貼床 土師器 発 <29> ヘラナデ /ヘ ラナデ 底部 に木葉痕・再調整 ? I
緑 7 S158A～ C・ カマ ド 土師器 奏 <52> ヘラナデ /ヘラナデ 底部に木葉痕あり Ⅱ

緑 7 S158A・ K2 土師器 発 <195> ロクロンロクロ A
緑7 S158A 南側 埋土上位 RP3 土師器 イ ロクロ /ロ クロ 底 部回転糸 切 り痕 E
緑 7 S158A・ K2・ 埋土上位 土師器 郭 (122) ロクロ/ロ クロ 。一部ナデ・ ケズ リ 底部回転糸切リ ー部再調整 ヘラ記号 C
緑 7 S158A・ 東3 埋土 土師器 不 l■ 8 ロクロ/ロ クロ 底 部回転糸切 り痕

緑 7 S158A・ 東 2・ 埋土 土師器 郭 (126) (38> ロクロ/ロ クロ 底部回転糸切り痕 E
れR7 S158A・ 埋上下位 上師器 杯 111 (34> ロクロ/ロ クロ 。底部再調整 底部回転糸切 り痕・外面スス付着 E
緑 7 S158A 東 3・ 埋土 あかやき台付郭 (146) ロクロ/ロ クロ 回転ヘ ラ切 り F
緑 7 S158A・ カマ ドD・ 埋土 あかやき台付不 (150) ロクロ/ロ クロ 内面スス付着 F

97 緑 7 S158A・ 南側 埋土上位 ,RPl 土師器 郭 ―  ロクロ 底部回転糸切 り痕 (再調整) E
緑 7 S158A埋 土中 下位 買占床 土師器イ (176) (47> ロクロ ー部ミガキ/ロ クロ,一部ミガキ 内 黒 C
緑 7 58A・ 埋土 中位 土師器 郭 (1395) ロクロ ミガキ・ヘ ラ記号 /ミ ガキ 底部再調整 ・内黒 C

llll 緑 7 S158A・ 東 2・ 埋上下位 あかやき郭 (136) ロクロ /ロ クロ 内外 スス付着 B
れ柔7 S158A・ 北西 射床 土師器 台付舅 (126) <49> ロクロ イロクロ 。一部ヘ ラナデ 内黒 F
緑 7 58A K2 埋土上位 あかやき台句邪 <36> ロクロ/ロ クロ ー部ヘラナデ 底部ヘ ラ切 り? F
冷R7 S158A・ カマ ドD 埋土 あかや き 不 (148) (35> ロクロ /ロ クロ C

ll14 帝記7 SX 58A 東 2・ 埋土 須恵器 発 (19> (140) ケズリ ナデフ/ Ⅳ

緑 7 S158A・ 西側・坦 土上位 須思器 発 く98> 剥離が著しく不明/タ タキ Ⅳ

希癸7 S160・ 坦土 中位 土師器 霊 <55>
ヨヨナデ 。一部ナデ
/ヨ コナデ・一部雑なナデ

ⅡCl

緑 7 S160・ 南 ベ ル ト 土師器 発 く47> ヨコナデ /ヨ コナデ 内外面スス付着 Ⅱα

108 緑 7 S160 北西・埋土 土師器 イ 140) ガキ/ロ クロ 底部回転糸切 り痕・再 調整 IB
緑7 S160 北西 ・埋土 中位 土師器 オヽ型菱 (62) く43> ミガキ/ミ ガキ 内外黒色処理 Ⅱ D2
κ註7 S160・ 北西・埋土中位 土師器 郭 (64) ガキ/ロ クロ 底部回転糸切り痕 IB
κ詮7 S160・ べ ,レ ト西 土師器 不 ロクロ ,ミ ガキ/ロ クロ ,回転のケズリ 内黒・底部回転糸切 り 再調整 IA
緑 7 S160・ 埋土上位 師器 杯 136) ロクロ・一部 ミガキ/ケ ズ リ・ ナデ 底部ケズリ。ロクロの後の再調整 IA
緑 7 S160・ 南東 埋土中位 須恵器 発 く49> ―/タ タキ Ⅳ

緑 7 S161 中央埋土 ,カ マド埋土 土師器 甕 ヨヨナデ・ナデ/ヨ コナデ・ナデ スス付着 ⅡDl
緑 7 S161・ RPユ・ カマ ド埋土 土師器 発 195) 134> ヨヨナデ ナデ/ヨ ヨナデ ナデ 内面スス付着
緑 7 S161 RP3・ カマ ド埋土 土師器 発 114> ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部に木葉痕あり Ⅱ

1 緑 7 S161・ 西1 埋土・カマ ト 師器 発 216> ナデ /ナ デ ⅡDl
緑 7 S161・ 西① 須恵器 甕 く98> ―/タ タキ Ⅳ

11( 緑 7 S162・ 埋土中位 土師器 郭 ロクロ ンロクロ ,ヘラナデ・ケズリ 底部回転糸切 り再調整 IA
れ註7 SI乾 埋土SX1 07・ SXW 24周辺 土師器 発 く38> ミガキ/ミ ガキ Ⅱ

冷註7 S162 埋土下位 須恵器 発 <80> ―ァ/タ タキ Ⅳ

緑 7 S163・ 1層 須恵器 奏 <108> ―/タ タキ 外面 に雲母 Ⅳ

冷R7 SX1 01・ 埋土上位 土師器 箋 (168) く71> ヨヨナデ・ナデ/ヨ コナデ・ナデ 内外全面スス付着 ⅡA

緑 7 SX1 02・ 埋土中位 土師器 甕 (194) く228>
ヨコナデ ヘラナデ
ツヨコナデ ケズリに近いヘラナデ

外面 にスス付着
ⅡD

緑 7 SX1 02・ Kl・ 埋土 土師器 発 <113> ナデノ́ナデ llB

緑 7 SX1 02・ 埋土 中～下位 土師器 発 ヨヨナデヘラナデ/ヨ ヨナデー部ヘラナデ

冷註7 SX1 04A～ C 3層 上位 土師器 斐 <45> 剥落のため調整不明
/ヨ コナデ ,一部雑 なナデ

ⅡCl
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図
番 区域 出上位 置・層位 器  種

法 量 (cm) 調 整
備 考 分類

口 径 器 高 底径 内 面 /外 面

緑 7 SX1 05'埋 上 下位 土師器 郭 (136) く45> ガキ /ロ クロ 内黒・外面 スス付着

希證7 SX1 05。 南西 埋 土 土師器 不 ロクロ・ミガキ/ロ クロ 内黒・底部回転糸切り IC

緑 7 SX1 06 東3 埋土 土師器 斐 (274) 163> ナデ /ナ デ ⅡDユ

κ註7 SX1 06 東2・ 埋「ヒ 土師器 発 く34> (96) ヘラナデ/ヘラナデ Ⅱ

糸註7 SX1 06・ RPl 土師器 斐 (226) <208> ナデ  ナデ・ ケズ リに近いナデ Ⅱ Dl

緑 7 SX1 06・ RP10 土師器 発 (230) く108> ヨコナデ・ヘラナデイヨヨナデ ヘラナデ

れ贅7 SX1 06 東 2・ 埋土 土師器 甕 (176) ヨコナデ・ヘラナデ /ヨ ヨナデ ヘラナデ ⅡD]

緑 7 SX106 RP5 土師器 発 <95> (120) 一部雑 なナデ/一部雑 なナデ 底部 に木葉痕 B

緑 7 SX1 06・ 埋土 土師器 霊 <52> ナデ ナ́デ 底部 に木葉痕あ り ]

緑 7 SX1 06・ 東 2・ 埋土 土師器 発 ヨコナデ ナデ/ヨ コナデ ナデ 内外スス付着 こD]

緑 7 SX1 06・ 北斜面 黒褐色 土Rll器 不 1■ 0 ロクロ
′
ロクロ 底都回転糸切 り痕 IE

緑 7 SX1 06・ 西3 埋土下位 土師器 郭 く19> ミガキ /ロ クロ ,ナ デ 底部回転糸切 り痕 ヘラ記サ ? I

冷R7 SX1 07・ 東 1・ 埋 土下位 土師器 墾 ヘラナデ ヘラナデ 外底面再調整 (ヘ ラナデ )

κ贅7 SXX 07・ 東側 埋上 須恵器 豆 19> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

飛整7 SKI 25' Kl 土師器 斐 く41> (82) ヘラナデ/ヘ ラナデ

緑 7 SK1 25 北東・埋上下位 土師器 甕 く93> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ'ヘラナデ

κ荒7 SK1 25'埋 土中位・SX104 土師器 発 (204) (45> ヨコナデ・ナデ ヨコナデ ナデ ⅡA

飛R7 SK 109 1～ 6層 土師器 発 (113) ナデ /雑なナデ 底部に木葉痕あり

れ盈7 SK 109・ 6～8層 土師器 墾 く34> (80) ヘラナデ/ヘ ラナデ 底都木来痕 内 外底面全体スス付着

糸註7 SK 109・ 1～ 6層 上師器 乳 く31> ロクロ /ロ クロ 外面スス付着 IA

緑 7 SK 09 6～ 8層 土RT器 発 <39> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ IDl

1嘲 ん註7 SK o9 埋±6～ 8層 須恵器 斐 <54> ― /タ タキ Ⅳ

緑 7 SK 37 埋 上 下位 土師器 郭 <345> ロクロ '内黒/ロ クロ ID

緑 7 SK 42・ 北側 須恵器 発 <56> 当て具痕´ タタキ Ⅳ

緑 7 SK 土師器 発 <37> (120) ヘラナデ/ヘ ラナデ 外底部ヘラナデ・スス付着 匝

緑 7 SK 151 埋 土 土師器 発 <40> ナデ/ノ ナデ 底吉卜に木葉痕あ り ,ス ス付 着 Ⅱ

緑 7 SK 151 埋 土 土師器 発 <23> (76) ヘラナデ/剥落のため調整不明 外底面 PR整あ り Ⅱ

*泉7 SK 152 埋 土 土師器 発 <78> ヨコナデ ,ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ EICl

緑 7 SK 153 土師i器 発 <37> ヘラナデ/ヘラナデ EIFl

κ飛7 SK 153・ 埋 土 上師器 発 <51> (116) ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部に木葉痕あ り 外面スス付着 Ⅱ

緑 8 S191・ 南束 埋土 土B市器 甕 <49> ヘラナデ ヨコナデ・ヘラナデ ⅡDl

糸R8 S191・ 南束・埋土 須恵器 発 1> 当て兵 ? タタキ Ⅳ

お覧8 S1126A・ 南東 土師器 発 <78> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ'ヘラナデ

ん癸8 SX1 09E・ RPl 土師器 甕 (104) (77) ヨヨナデ ヘラすデ/ヨ コナデ ヘラケズリ 底部に木葉痕あり Ⅱ D2

希註8 S1126B・ 南狽1 土師器 斐 (129) (78)
ヨヨナデ・ヘラナデ

/ヨ コナデ ヘラナデ・ヘラケズリ
底部に木菜痕あ り Ⅱ毘

緑 8 S1126B・ Jヒ 土師器 霊 (46> ヘラナデ ンョョナデ・ヘラナデ IFl

緑 8 S1127 RPl 土師器 発 (172) (104)
ヨコナデ ヘラナデ

/ヨ コナデ・ヘラナデ ヘラケズリ
ⅡEl

れ註8 S1127・ 北西 土師器 墾 磨減著しく不明/ヘ ラナデ

緑 8 S1127・ 南西 埋土 土師器 発 ロクロ /ロ クロ IA

緑 8
Ы 127・ カマ ド・RPユ

SX1 09A埋 土
土師器 発 ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ Ⅱ Cl

ん罠8 S1127・ 北東・埋土 土師器 イ ロクロ ミガキ/ロ クロ 'ヘ ラナデ I

緑8 S1128. 南束 土師器 弩 <51> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ⅡEl

緑 8 SX1 09,埋土 中位 土師器 箋 <48> ヘラナデ/ヘ ラケズリ

緑 8 SX1 09B・ 床面 S169 RP2 須恵器 甕 く224> ― /タ タキ Ⅳ

緑8 SX 09 南西埋上 土師器 巽 く48> ナデ/ナ デ Ⅱ Dl

緑 8 09E 南東・床面 土RT器 発 ヘラナデ ′ヘラナデ 底部に木業痕あり I

ホ泉8
09E 埋土

26B坦 土
土師器 発 <49> ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ ICl

κ孔8 SK 199 埋土 土師器 巽 く141> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ'ヘ ラナデ ⅡFI

緑 8 SK 199・ RPl 土師器 霊 149 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ IC〕

緑 8 SK 199'埋 土 土師器 発 <23> ヘラナデ′/ヘ ラナデ 底部に木莱痕あ り Ⅱ

1弼 伝 8 SK 274 南西・埋土 土師器 発 <74>
ヨコナデ ヘラナデ・ヘラケズリ

/・ ヨコナデ・ヘラナデ
ⅡCl

κR9
S1129 床面

SXW 30 Kl・ 2埋土
土師器 不 <14> ロクロ 'ナ デ ミガキ/ロ クロ・ナデ 王

糸註9 SX1 14 検 出面 土師器 斐 <33> ヨコナデ・ヘラナデ/ヘラケズリ llEl

緑9 SX1 14 東2 埋土上位 土師器 発 く55> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ .強 いヘラナデ IIEl

緑9 SX1 14・ 床面 土師器 霊 く305> ヘラナデ/ヘラナデ 底部に木莱痕あり Ⅱ

緑 9 S1129カ マ ド床面 埋土下位 土師器 斐 (207) ヘラナデ//ヨ ヨナデ・ヘラナデ ⅡB

緑 9 S1129 最下層 土師器 斐 く31> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナテ

緑9 S1129  べ
'レ

ト西 土師器 発 (48> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ Ⅱ Dl

緑 9 S1129 カマ ド・煙道 土師器 発 く265> ヘラナデ/ヘ ラナデ ]

緑 9 S1129'床面 土師器 発 く30>
ヨコナデ (剥落者 しい )

/ヨ コナデ (剥 落著 しい )

ⅡEl

-67-



図
番 |二域 出上位置・層位 器  種

法 量 (crln) 訓 整
備 考 分類

国 符 器高 底 径 内 面  ´ 外 面

嗣 S1129南 西床面 カマ ド埋土 土師器 辱 (152) ミガキ ロ́クロ 内黒 ・底部 回転糸 切 り痕あ り IB
純 Sl 129 床面 .貼床 Pl 埋土 土 HV器 杯 (168) ガキ/ロ クロ 内黒 回転糸切り「Rあ り IB
紳 S1129 最下層 須恵器 壷 <30> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

赤23 S140A・ RPl 土師器 空 (174> ヨコナデ・ナデ /ヨ ヨナデ
赤路 S149A・ RP3 土師器 発 (252) <172> 一部雑なナデ/ IDl
赤路 S149A RP2 土師器 塞 317 116 ヨヨナデ,ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ ⅡDユ

赤路 S149A カマ ド 上師器 斐 (106> ナデ/ナ デ IDl
赤路 S149A 北束 埋土 土師器 発 (116) 剥落のため調整不明 Ⅱ Dl
赤23 S149A・ l層 土師器 発 く91> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ,ヘラナデ

赤路 S149A 土溜T器 イ (152) 47 ロクロ・ ミガキ/ロ クロ 底部糸切 り痕・内外面スス伺着 IB
赤路 S149A・ 南ベル ト・褐色土 須恵器 斐 く222> ナデ /タ タキ Ⅳ

赤23 S149A・ 北側 床面 須恵器 こ <44> ロクロ ′ロクロ Ⅳ

赤23 S150・ 北 7q 床面 土師器 甕 (220) <78> 剥落のため調整不明 /′ ナデ

赤路 S150 RP6群 -1 土師器 発 (188) <73>
ヨコナデ・雑 なナデ
/剥幣のため H「l整不明

ⅡCl

赤23 S150'Pl 土師器 空 (152) く96> ヨコナデ ナデ/ヨ コナデ・ナデ ⅡD]
川

一
赤23 S150 RP6君キー1 土師器 発 <49> 一部ヘ ラナデ′剥落のため調整不明 外面 スス付 着 Ⅱ

赤23 S150・ RP6 土師器 斐 <45> ナデ′ノナデ 底部に木美痕あり Ⅱ

赤_93 S150・ RP6群 ―ユ 土師器 発 く121> ナデ′/ナ デ 木葉痕 Ⅱ

赤23 S150・ カマ ド付近・床面 土師器 墾 く109> 剥落のため調整不明 /一部ヘ ラナデ [DI
赤2_3 S150 束・ ttベ ルト 掲 上師器 発 く122> ヨコナデ・ヘラナデイヨコナデ,ヘ ラナデ

赤囲 S150 南甑・床面 土師器 郭 (142) ロクロィロクロ 茂部糸切り痕→再謝整 内外面とも剥幣著しい IC
赤路 S150  RPl 須恵器 発 <126> 当て具痕′

′タタキ Ⅳ

川 坊乾3 S169 東ベル ト・6層 lBI色 上師器 箋 (35> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Dl
l 赤閉 S169'西 ベル ト 埋土下位 土師器 発 (305> 1235 ヘラナディ

ンヘラナデ 底部 に本業痕 あ り

赤23 S169・ 埋土下位 南 2層 須恵器 発 <179> ―ァ/タ タキ Ⅳ

赤路 S172カ マド・RP4 土師器 養 く78> (105) 弱いヘ ラナデ /ヘ ラナデ 底部に木葉痕あり ]

赤% S172 RP1 2カ マドRP5 土師器 発 (189) (134> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラケズリ Ⅱ Fl
赤路 S172・ カマ ド RP5 土師器 韮 (179> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ⅡFユ

赤23 S172・ カマ ド RP5 土師器 発 <54> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ ⅡEl
7 ヲ斥23 S174・ 埋 土中位 土師器 箋 <60> ナデ/′ナデ ⅡDl
18 赤23 S174 RPl K3検 出面 土師器 杯 (137) <57> 内黒 (剥 落著 しい)/′ ロクロ 底部ヘ ラケズ リ再調整 IA

赤23 S 75 束埋 土・ カマ ト 土師F器 整 (223) (168> 磨滅者 しく不明/ヨ ヨナデ Ⅱ Dl
赤_23 75'カ マ ド右脇 土師器 発 <80> ⅡD]

〕21 赤路
76・ RPユ ～ 4・ 検 出面

93B北束 床面
笈恵器 壷 く192> 114 ロクロ/ロ クロ ヘラケスリ Ⅳ

〃【23 S176・ 南束 埋土 須恵器 発 く74> 当て具 ?//タ タキ Ⅳ

赤路 S177C・ カマ ド 埋土 上師器 整 <56> (123) ヘラナデイヘラナデ Ⅱ

赤% S178・ カマド 土師器 艶 く27> P/ヨ ヨナデ ICl
あ
一

赤23 SX169・ 北 区・埋土 (黒〕 土師器 発 く54> ヨコナデ /ヨ コナデ IDl
赤路 Ы 86C 南束・埋土 土師器 発 く59> ヘ ラナデ P/磨減著 しく不明 ⅡCl

ブ【23 S1131 RPl 土師器 整 く25> ナデ/ナデ
ブ斥23 S1131・ 東・埋 t 須恵器 斐 く40> ―/タ タキ Ⅳ

赤23 SK1 32・ 西区 土師器 空 く69> ヨコナデ ヘラナディー部のみヘラナデ IDl
赤路 SKI 上師器 発 く595> ヘラナデ/ヘラナデ F1/N辰 ? Ⅱ

赤路 SK1 32 南東・埋上 土日W器 発 <26> 弱いヘ ラナデ /弱いヘ ラナデ ミニチ ュア土器 ?

赤23 SKI 33B 2 土師器 筆 く116> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ,ヘ ラナデ IFユ

赤23 SK 129 5層 中位 土ltT器 墾 <96> (140) ナデ′
/雑

なナデ スス付着 底 部に木葉痕あ り Ⅱ

期 SK 187 土師器 空 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Fl
赤路 SK 191,RPl・ Jを上下位 土師器 嬰 ヘラナデ/ヘラナデ 砂 底 Il[遊

赤23 SK 203・ RPl 土師器 発 <89> 磨波のため不明 イヨヨナデ IIFl

赤23 SK 278・ RPl・ 埋土中位 土師器 発 (140) く172> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ 刺いヘラすデ ⅡE2
汽冽(A) S193B 南束 床面・RP5 土師器 墾 (154) 151> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl
赤泌(A) S198B・ 北束 床面 土師器 発 く135> ヘラケズリノョコナデ EDl
赤%(A) S193B・ カマ ド・埋土 土師器 郭 (34> ヨヨナデ/ヨ コナデ ID
穆 (A) S193B 北東・床面 須恵器 発 (192) <162> ロクロ/ロ クロ ヘラケズリ Ⅳ

橘И(A) Ы 98B 北東・床画 須恵器 発 <110> ロクロ.ナ デ/ロ クロ ナデ・ヘラケズリ Ⅳ

示Й(A) S193B・ RP3 須恵器 斐 <125> 指オサエ/タ タキ Ⅳ

ふ跡(A S193B・ 北東 床面 須恵器 発 (265> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

Щ 赤閉 (A S193B・ 北東・床面 須恵器 密 く49> ロクロ́ ロクロ Ⅳ

秘 (A S194A・ 検出面 土師器 発 123> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ コすデ ヘラチデ IEl
受И(A SI 94B 土師器 菱 ヘラナデ /― 底部に木葉痕あり B

ふ珈(A S194B RP2 師器 発 116> ヨコナデ'ヘ ラナデ/ヨ コナデ.ヘ ラナデ Ⅱα

「
%(A S194B 南東・埋土 土師器 郭 く48>| _ン ミガキ ID

椛4(A RP2・ 東側埋土 師器 発 266> (130) コナデ ヘラナデイヨヨナデ ヘラナデ 底部に木葉痕あり E Dl

t乾4(A S1100 カマ ド左袖 土師器 発 102> ヨナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱυ

鹿4(A) S1100・ カマ ド 師器 発 コナデすヘラナデ/ヨ コナデ,ヘ ラナデ 底部に木莱痕あり Ⅱα

施 4(A) S1100・ 北 酉 区 ・辿 土  | 土師器 寛  | <40> 弱いヘ ラナデ /弱 いヘ ラナデ I
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図
呑 区域 出上位置・層位 器  種

法 量 (cm) 訓 堅
備 考 分類

口径 器高 底径 内 面 /外 面

24(A S1100・ カマ ド煙道 土師器 鍵 (184) ヘラナデ/ヘ ラナデ I El

〕55 A S1100。 南 東  埋 土 土師器 発 <80> (122) ヘラナデ/ヘ ラナデ 横方向に弱い指ナデ 底部に木莱痕あ り I

A S1100・ RP3 土 llm器 整 く122> (120) ヘラナデ /ヘ ラナデ 底部 に本来痕あ り Ⅱ

を57 A S1100 RPl 土師器 韮 <74> ヘラナデ′ヘラナデ 底部 に木葉痕あ り I

A 155 (104) ヨコナデ'ヘラナデ /ヨ コナデ ヘラナデ 底部 に木葉痕あ り Ⅱ Cl

A S1101・ カマ ド・埋土 「 師器 率 ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部 に木葉皮あ り Ⅱ

A SX1 30'埋上中 土師器 発 ヨヨナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Cl

斥24(A SX1 71・ 】ヒ西 土 H師器 発 <28> ヘラナデ /ヘ ラナテ Ⅱ

i24(A SX1 71 本発出面(I層 ) 土 lll器 発 く55> ヨヨナデ ヘラナディンョコナデ ヘラナデ I Cl

斥24(A SX1 72・ RPl 土師器 斐 (133) (76> ヘラナデ/ヘラナデ Ⅱ D2

兵24(A SX1 72・ RPl 土R�器 斐 く515> (114) ヘラナデ/ヘラナデ

265 斥24(A SX1 72・ RP2 土 L ll器 墾 く62> ヨヨナデ'ヘ ラすデイヨコナデ ヘラナデ

斥24(A SK 213・ 南 区・埋上下位 上師器 墾 (125) <l■4> ヨコナデ ヘラナデテヨコナデ.ヘ ラナデ E C2

【24(A SK 213・ 南区 埋 土 下位 上師恭 発 く152> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ F2

【24(A SD 22・ 埋土 土師器 箋 く69> Ⅱ Dl

兵24(A SXH ll 南東 。1層 (黄 ) 土師器 発 く29> ヨコナデ/ヨ コナデ II El

S1132・ 北東 北四床面 土師器 韮 く96> (112) ヘラナデ /ヘ ラナデ 底部 に本業痕 あ り Ⅱ

オ71 B S1133 北西 土師器 墾 (83) ヘラナデ/ヘラナデ

卜24(B S1133  】ヒ・かミ,レ ト →二Rlttξ 電悟 <67> ヨコナデ'ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Cl

卜24(B S1133・ 南束・埋土 土師器 斐 <54> ヨヨナデ ヘラナデメョョナデ・ヘラナデ I CI

〕和 S1133・ 南東・埋土 土師器 発 く595> ヘラナデ/ヘ ラナデ Ⅱ

B S1133・ 南東 埋 土 須恵器 発 ― /タ タキ A'

8 S1134 西区 土師器 発 <52> ―/ヘ ラナデ ICユ

」77 B 74・ 北束・埋土 須恵器 壷 (170) <27> ロクロ ナデ イロクロ・ナデ Ⅳ

2弼 B SX1 74・ 南束 埋土 須恵器 重 (30> 117 ロクロ・ナデ/ゆ るいロクロ ナデ Ⅳ

ふ24(B SK 224 埋 土 上師器 発 ヘラナデ/ヘラナデ 秒 底 B

贔24(B SK 229'埋 土下位 土師器 琵 <24> ヘラナデ/弱いヘ ラナデ ]

示24(B SK 232・ 姓土 土師器 発 く44> ヘラナデ/ヘ ラナデ Ⅱ F2

を82

を紙

k24(B SK 239・ 埋土上位 土前F器 斐 <184> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ Ⅱ El

X24(B SK 244 上 RT器 斐 く100> ヨコナデ ヘラナデ /ヨ ヨナデ I Dl

81 卜25(A S1124・ RPl 土師器 発 ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 底部 に木葉痕 I Cl

「 25(A 124・ 北束 土肺器 箋 <61> ―/ヨ コナデ 内外面媒付着 ⅡDユ

Ⅲ25(A
S1124 北束

S1150A・ Bl層
上師器 郭 (26> (63) ロクロ ミガキ 内黒ァロクロ 'ヘ ラナデ IA

【25(A S1140・ 埋 土中位 土師器 辱 く37> ロクロ ナデ・ミガキ
′ロクロ ナデ IB

'88

卜25(A S1140・ RPl 須恵器 発 (82) ロクロツロクロ ヘラケズリ 底部ユ ビナデ 。再調整 Ⅳ

よ25(A S1180・ RPl ll・ 1厚 土師器 箋 く74> ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

卜25(A: S1180 南西埋上 下位 土 llll器 窮 く81> ヘラナデ イヨコナデ 表面剥落 IB

オ91 h25(A)
S1180B'C'RP1 2
S1180A床 面

土師器 甕 (126) く77> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ D2

卜25(A)
S1180B C・ カマ ド右袖

P4埋土
土師器 斐 く48> ヘラナデ/ヘ ラナデ 履

卜25(A S1180B・ C RP3 土師器 誕 (94) 一部雑 なナデ/一部雑 なナデ 底部 に木葉痕 Ⅱ E2

h25(A
S1180B・ C・ カマ ド右袖

RPl・ 5・ 6 興占床
上師器 甕 (163) (140) ヨヨナデ 調整不明/ヨ ヨナデ ヘラナデ 底部に木葉痕 Ⅱ Dl

ス25(A S1180B RP3 土師器 郭 ロクロ・ ミガキ 内黒 /ロ クロ lB

(25(A S1180B RP4 土師器 不 (188) <41> ロクロ・ ミガキ 内黒ァ ロクロ IB

k25(A S1181・ RP3 土師器 発 132 98X86 ナデ/ナデ 底郡に木莱反 E C2

【25(A S1181 RP4・ 6・ 7 上師器 発 (222)
ヨコナデ・ヘ ラナデ

/ヨ コナデ 。一部雑 なナデ
Ⅱ Cl

兵25(A 81・ RP2 土師器 箋 <43> 不明/ナデ 非ロクロ ⅡB?

F25(A 81・ RPl洋 十師器 鉢 く41> (202) ヘラナデ/ヘ ラナデ ⅡG

に25(A 8」 ・RPl群 iR而 粋 鉢 110> ヘラナデンヘラナデ IG

(25(A S1181 須恵器 豆 <26> ロクロ′ロクロ lG

卜25(A S1187 土師器 充 ― /ヨ コナ デ 内面煤付着 ⅡE]

い25(A S1187・ 南埋土上位 土師器 艶 <50> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ.ヘ ラナデ I Cl

Ⅲ25(A S1187・ 南埋土上位 土師器 斐 <85> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ I Dl

卜25(A 187・ 南埋土上位 須恵器 整 <44> ―/タ タキ Ⅳ

卜25(AI S1187  P2 須 薫 器 率 く60> ロクロ/ロ クロ ハケメ Ⅳ

よ25(A) SX 55A・ 西埋土上位 上師器 発 <121> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ CI

爪25(AI SX 56A・ 検出面 土師器 発 く78> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ I Cl

Ю ふ25(A) SX 56A 埋 土 土師器 斐 <34> ヨヨナデ′ヨコナデ Ⅱ Fl

11 Ⅲ25(A) 56A・ カマ ド右袖 RPl 土師器 整 <149> 一部雑 なナデ /雑 なナデ Ⅱ

12 irN25(A) 56A RPl.カ マドRPl 上師器 整 (196) く99> 一部雑 なナデ/雑なナデ IC

よ25(A) 56A・ 埋土 十師恭 率 <46> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ IC

14 ボ25(A) 56A・ 検出面 土師器 発 く124> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ ⅡC

I よ25(A) 土師器 発 ヨコナデ・ヘラナデ′ヘラナデ ⅡC

16 ホ25(A 58 検 R面 須恵器 発 く45> タタキ
′
タタキ Ⅳ

h25(A SX1 60'南 埋上下位 土師器 斑 (235) <141> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ.ヘ ラナデ ⅡB

赤25(A) SX1 80 土師器 発 く58> ヨコナデ ヘラすデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Dl
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図
番 区域 出上位置 層位 器  種

去  量 (cm) 調 整
備 考 分類

口径 器高 底径 内 面 /´ 外 而

声25(A 81A 土師器 箋 ヨコナデ,ヘ ラナデノヨコナデ ヘラナデ
斥25(A 81A 北東 土師器 箋 ヨヨナデ ヘラナデ′ヨヨナデ ヘラナデ E Dl

氏25(A 81A・ 】ヒ東 土師器 郭 (132) く44> (61) ロクロ ミガキ 内黒 /ロ クロ 底面回転糸切り痕・刻線有
R25(A 30 RP] 須恵器 長頸瓶 (145> ロクロ/ロ クロ ヘラケズリ Ⅳ

r25(A SK1 44 土師器 鍵 ヨコナデ ヘラナデ′
′
ヨヨナデ,ヘラナデ Ⅱ Dl

卜25(A SK1 44・ 南西埋土上位 須恵器 重 (21> ロクロ′ロクロ Ⅳ

Ⅲ25(A SK1 44・ 南埋土上位 須恵器 発 <47> ―′/タ タキ Ⅳ

r25(A SK 300 須恵器 壷 <19> ロクロ/′ ロクロ Ⅳ

F25(ハ SK 300 須恵器 JTN く19> ロクロァロクロ Ⅳ

卜25(A SXH 16・ 埋土上位 土師器 発 く48> ヨヨナデ ヘラナデ
イヨヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

に25(A SXH 16 土師器 発 く40> ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ 内面一部煤付着 I Dl

卜25(A SXH 16 最下層 土師器 斐 <87>
ヨコナデ・ヘラナデ

/ヨ ヨナデ・ケズリに近いナデ
内面煤付着 ⅡDユ

卜25(A SXH 16 土師器 甕 (67>
ヨヨナデ・ハケメに近いナデ

/ヨ コナデ ハケメに近 いナデ

【25(A SXH 16 土師器台付不 <24> ロクロ ,内黒/ロ クロ IF
，３３

一

A SXH 16・ SX181北東 須恵器 壷 (158) ロクロ/ロ クロ Ⅳ

【25(A SXH 16・ 1層  SK 300 須恵器 長顕瓶 く65> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

A SXH ユ6・ 検 出面 須恵器 発 く76> ― /タ タキ Ⅳ

B S1141A 下層 土師器 郭 く44> (100) ミガキ/イ ナデ IA
B SI 41A 北西・埋土 土師器 発 (82) ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ 底 部 に木葉痕 あ り Ⅱ Dl
B SI 41A 床面 土師器 墾 く89> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ
B S1141A・ 埋土上位 土師器 発 <59> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ .雑なヘラナデ

卜25(B 41A 南 ル ト 土師器 発 く59> ヨコナデ・ヘラナデ /ヨ ヨナデ
1 ふ25(B S1141C Kl・ 南側 土師器 郭 <195> ロクロ・ミガキ 。内黒/ロ クロ IA

示25(B 42A カマ ド煙道 土師器 奏 (167) く46> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ IA
h25(B S1142A 南西 埋土 土師器 甕 (31> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ
r25(B S1142A・ カマ ド煙道 土師器 霊 121> (99) ヘラナデ /ヘラナデ 底部 に木葉痕 Ⅱ

Ⅲ25(B S1142D RP] 土師器 発 (92) (79) ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ 底部 に木葉痕 (ヘ ラナデ )

卜25(B S1142C 南束坦土 土師器 発 く252> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ 外面媒付着

係25(B 南西 土師器 甕 く72> ヘラナデ/ヘラナデ
Ⅲ25(3) S1142D・ 床面 土師器 発 く85> ヨコナデ/剥落のため調整不明 内面媒付着 IFユ

【25(B) SX1 47B・ 北西 土師器 奏 く42> ヨコナデ ヘラナデ /ヨ コナデ ⅡD
卜25(B) SX1 47B 引ヒ西 土師器 箋 <175> ヘラナデ/ヘ ラナデ Ⅱ

【25(B SX1 47B 引ヒ西 土師器 郭 く34> ミガキ/―
屈 r25(B SXW 50・ K2 土師器 箋 く47> ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ I F2

【25(B SXW 50・ Kl 貝占土 土師器 発 ヨヨナデ ヘラナデ//ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

6ィ 卜25(C
S1122・ 北区 埋土

Kl 埋土
土師器 甕 137>

ヨコナデ・ヘラナデ

/ヨ ヨナデ・弱いヘラナデ
I El

【25(C S1144・ 北西・埋土 土師器 杯 <27> ロクロ ナデ・ミガキ/ロ クロ・ナデ 墨書 (十 ) IA
r25(C SX1 63・ 南西 埋土 土師器 霊 (180) <82> ヨヨナデ ヘラナデ/ロ クロ 全体 的に剥落著 しし IA
ス25(C SX1 63・ 南区 床面 土師器 発 <60> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl
卜25(C 63・ 南西区 連土 土師器 発 <35> ヘラナデ/ヘ ラナデ 砂底 ? Ⅱ

斥25(C 63・ RPl 土師器 高台郭 (195> 905 ロクロ 'ナデ ミガキ/ロ クロ・ナデ 内黒 IF
斥25(C SX1 63 西 ベ ル ト 土師器 14N (169) ミガキ/ロ クロ 内黒  底部回転糸切 り痕 あ り IC
斥25(C 64 北西 埋土 土師器 甕 <58> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ I Dl

卜25(C SX1 79・ 検 出面 土師器 発 (190) 153>
ヨコナデ 上部強く下部弱いヘラナデ

/ヨ コナデ・ヘラナデ
Ⅱ Fl

Ⅲ25(C SX1 79 束区・埋土(黒 ) 土師器 奏 175> 102) 弱いヘ ラナデ/弱いヘ ラナデ コ

Ⅲ25(C SX179 RPl・ カマド 土師器 発 く27> 弱いヘ ラナデ /′弱いヘ ラナデ 砂底 P コ

Ⅲ25(C SK 269'埋 土 土師器 発 116) く485> ヨコナデ/ヨ ヨナデ 全体的に磨減著しし I D2
卜25(C SK 269'埋 土 土師器 発 く51> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ I Dl

F25(C SK 269・ 埋土 須恵器 発 102> タタキ/タ タキ Ⅳ

い25(C SK 272・ 埋土 土師器 菱 <41> ヨコナデ・ナデ/ヨ ヨナデ・ナデ
R25(C SK 272 埋土 土師器 奏 <27> Ⅱ

r25(D S1119・ 検 出面 須恵器 甕 <74> タタキ Ⅳ

卜25(D S1120B・ 埋 土 土師器 発 <61> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl
F25(D S1123カ マド RPl 師器 杯 ヘラナデ /ヘ ラナデ (底部 ヘラケズリ)

X25(D S1123・ カマ ド袖 須恵器 発 123> 当て具 P/タ タキ Ⅳ

A25(D S1147・ カマ ド・RPl 師器 奏 (200) 183> コナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ Ⅱ Dl
卜25(D S1147 カマド・RPユ 土師器 墾 178> ヘラナデ/ヘラナデ 底部 に木葉痕あ り I
h25(D S1147・ カマ ド袖 須恵器 豆 (12> ロクロンロクロ Ⅳ

3宥 Ⅲ25(D S1148。 東べ ,レ ト 土師器 巽 l> 砂 底 Ⅱ

卜25(D S1148・ 東ベルト 土師器 充 (33>
ヨコナデ・弱 いヘ ラナデ

/ヨ コナデ・弱いヘ ラナデ
Ⅱ Dl

(25(D S1150A・ カマ ド煙 出 土師器 奏 <55> コナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ'ヘラナデ
25(D S1150B 埋土 土師器 奏 )6X90 コナデ・一部雑なナデ/一部雑なナデ D2
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図
番 区域 出上位置・層位 器 種

伝  重 (cm, 調 整
備 考 分 類

日 径 器 高 底径 内 面  / 外  面

卜25(D)
S1150B・ RP4
北西床面 埋土

土師器 甕 ナデ/一部雑 なナデ

卜25(D
S1150B・ カマ ド埋土

ベルト南 西 南西埋土
土師器 発 )6× 9(

ヨコナデ ー部雑 なナデ

/一部雑 なナデ
ⅡF2

卜25(D S1150A・ B・ 南西床面 土師器 発 <51> ナデ ー部雑 なナデ ]

Ⅲ25(D
S1150B・ RP7

根太埋土・K3埋 土
土師器 lTh (150) ロクロ・ ミガキ 内黒/ロ クロ 底部回転糸切り再調整 IA

r25(D S1150B K3北東 土師器 不 (160) ロクロ ミガキ 内黒/ロ クロ 底面 回転 糸切 り痕有 ID

「
25(D

S1150B RP6
K2・ K3・ 埋土

土 H雨器 不 (158) <54> ロクロ・ ミガキ・内黒 イロクロ

〔25(D S1150B・ 床面 須恵器 甕 114> 当て具 /タ タキ Ⅳ

卜25(D S1150B・ Kl RPl・ jF_」 須恵器 発 (179> ― /タ タキ Ⅳ

F25(D 150B・ 南東埋土 須恵器 霊 ロクロ′/ロ クロ Ⅳ

よ25(D
SX1 78・ 検 出面

S1120B・ 1層
土師器 甕 (186) 170>

ヨコナデ・ヘラナデ
/′ ヨコナデ 剥落の為不明

卜25(D SX1 78 坦土上位 土師器 箋 <65) ヨヨナデ ヘラナデ /ヨ コナデ ヘラナデ 外面媒付 着 IE]

卜25(D SX1 78 南ベ ル ト 土師器 発 <73> ヨヨナデ・ヘラナデ′/ヨ コナデ ヘラナデ IF]
卜25(D SK 249A・ 南側 ・埋土 土師器 箋 <42> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ'ヘ ラナデ IC]

卜25(D SK 249A・ 南側 埋土 土師器 不 (365> ロクロ ナデ ミガキ′ロクロ ,ナ デ

示25(D SK 254 南側 埋土 土師器 発 く56> ヨコナデ ハケナデフハケナデ IDl

赤26 S1182・ 北東 。南束 土師器 郭 (130)
磨滅が者しく不明・内黒

イ磨滅が著しく不明
底部回転糸切 り痕有 IC

緑 S1186・ RP19-21 土師器 奏 (178) (104) ナデ′/ヨ ヨナデ ナデ IFl
緑 S1186・ RP3 4 土師器 霊 <52> ナデフ/ナデ 底部砂底 ]

3側 緑 S1186・ RP12 土師器 甕 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ IDl
緑 S1186・ 床面 土師器 発 <76> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ ⅡDl

緑 S1186・ RP2 須恵器 発 く101> 当て具 /タ タキ Ⅳ

A S199'RPl カマ ド内 土師器 誕 (128> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ

A S1103・ RPl 土師器 甕 (113> ヘラナデ (強 いヘラナデ)/ヘ ラナデ 底部磨減者 しく不明 ]

A S1103 埋土中位 '棚状 土師器 斐 <78> ヨヨナデ.ヘ ラナデ /ヨ コナデ・ヘラナテ ICJ
A S1103・ 南 ・埋土中位 土師器 郭 (142) <47> ロクロ・ミガキ /ロ クロ 内黒・底部回転糸切り痕あり IC

A S1104・ RPl 土師器 発 く114> ヨヨナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ ⅡCI

A S1105'南西 土師器 甕 (277> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ IC]
A 05 RP8 土師器 発 (151) (152> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ IEl
A 05 RP3 土師器 霊 <54> (102) ヘラナデ /ヘラナデ 底部に木葉痕あり Ⅱ

i〕 A 05'RP8 土師器 発 <73> (1■6) ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部 に木葉痕 あ り Ⅱ

l A 05'RPl 土師器 発 <88> ヨヨナデ,ヘ ラナデ/ヨ コナデ.ヘラナデ ⅡDl
A S1105 南西 カマ ドRP15 土師器 甕 く46> ロクロ ヘラナデ/´ ロクロ・ヘラナデ IA

A SI 05 RP13 土師器 甕 磨滅著 しく不明//ヨ コナデ ヘラナデ ⅡDl
A SI 05 北東・上位 土師器 不 <55> ミガキ・ 内黒 /ロ クロ IC

A SI 05・ RP2 土師器 郭 く505> ミガキ・ 内黒′メロクロ

A 05・ 西ベル ト中位 須恵器 発 (158> タタキ/タ タキ Ⅳ

,17 A 07 南 西 理 土 土師器 斐 <57> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ ⅡDl
A 39・ カマドA・ RPl 土師器 巽 (178) (124> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ

A 39・ カマドA・ RP6 土師器 発 <55> ヨコナデすヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ ⅡF]

A 39・ RP7 土師器 発 <69> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ⅡDl
A 39・ RP9 土師器 必 ミガキ/ロ クロ 全面剥落署 し,

A SK 205A B南 ・埋土 土師器 琵 <32> (113) ヘラナデ//― ]

A SK 284 土師器 不 (144) く49> ロクロ・ナデ ミガキ/ロ クロ ナデ 内黒

12 卜27 A SX■ 12 埋土中位 土師器 発 <49> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ

兵27 A SXH 12・ 埋土中位 土師器 発 く106> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ ⅡD

F27 B S187・ 北票 土師器 誕 磨滅のため不明/磨滅のため不明 内面 スス付 着

127 B S189 カマ ド 埋土上位 土師器 発 (139> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ S189Aカ マ ドRPlと 接台

卜27(B
S190A Bカ マ ドRP15

1618S1114カマ ド
土師器 甕 1■3 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 底部に木葉痕あり ll E 2

【27(B
S190A B・ RP3 15 21 23

カマド、S196 RP8カ マト
土師器 発 (142) <135> ヨヨナデ'ヘラナデ/ヨ コナデ.ヘ ラナデ IC2

【27(B S190A B RP17 土師器 甕 <101> ヘラナデ/ヘラナデ Ⅱ

卜27(B S190A B RP2 土師器 発 く495> 1005 ―/― Ⅱ

卜27(B S190A・ B・ 貼床面 土師器 不 (139) ミガキ /ロ クロ・ヘラケズリ
墨書土器 |十」か ?・ 内昇

底部ヘ ラケズ リ再調整
IA

卜27(B 90A B・ RP9～ 12 土師器 不 2) ロクロ・ミガキ′/ロ クロ 内面黒色処理 底部回転糸切り痕

卜27(B S190A・ B RPl群・RP4 土師器 高台舅 ミガキ イロクロ ミガキ 両面黒色処理

【27(B S190A B RP3 土RT器 高台舅 ガキ /ロ クロ 内黒・底部菊花状

卜27(B S190A B 貼床 土師器 郭 ミガキ/ロ クロ 'ヘ ラケズリ

B S190A・ B・ RPユ 土師器 不 <40> ― /ロ クロ・ヘラケズリ 底部回転糸切 り痕あり IA

R27(B S190A・ 3'カ マド東側貼床 土師器 14N (128) 内黒 タロクロ 内黒

B S190A・ B 貼床 須悪器 長頸罪 <45> ロクロ ナデ/ロ クロ。ナデ Ⅳ

R27(B S190A・ B RPll 須恵器 甕 く63> メタタキ Ⅳ
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図
番 区 城 出上位置・層位 器  種

泳 量 (cm) 整
備 考 分類

口 径 器 高 底 径 内 面    外  面

k27(3 S190A B 南東 埋土上位 須 恵 器 発 く67> ヘラナデ /́タ タキ Ⅳ

卜27(B S196・ 1層 土 HT器 艶 P ヘラナデ /ヘ ラナデ 底部ヘ ラナデ I F2

斥27(B S196・ RP2 土師器 益 (24> ヘラナデ /ヘ ラナデ Ⅱ

斥27(B S197B・ カマド 上師器 霊 (126) (117> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラケズリ Ⅱ C2
4 ボ27(B S197B・ カマド・RPl群 土師器 斐 <154> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Cl

卜27(B S19褐  カマ ド・ RPl群 土師器 発 <141> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ I Cl

ボ27(B S198 RP3 土師器 発 く49> (123) ヘラナディンヘラナデ

示27(B S198 RPl 上師器 発 (715> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Cl

ホ27(B S198・ RP2 土 hTl器 杯 ロクロ /ロ クロ IA

3 ホ27(B S1138・ RPl-3 土師器 甕 <280> (130) ヨヨナデ・ヘラナデイヨコナデ ヘラナデ ⅡDユ

ふ27(B S1138 RP5 土師器 発 (215 ヘラナデ/′ ヘラナデ ]

ホ27(B SK 212 RPl・ 2 土師器 箋 (98) ヘラナデ//ヘラナデ ほ

卜27(C S180・ カマ ド・RPl 土師器 発 l15 ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ,ヘラナデ 底部に木葉痕あり I F2

1詞 卜27(C S180 カマ ド 土師器 発 <87> IF]
示27(C S180 RP6埋 土下位カマドRP2 ■ Hlltt J/ヽ 内黒 (剥 落著 しい)/ロ クロ IB

Ⅲ27(C S180・ RPl 土師器 郭 (365> 諸J落 のため不明/ロ クロ ,ナ デ

ふ27(C S180・ RP7 土師器 J4( く495> ロクロィロクロ

r27(C S181・ 煙道郡・埋 土 土師器 イ <54> ―  ロクロ 底部磨減考 し く不 明 I

卜27(C S182 RP3 土師器 イ く475> ガキ 内黒 /ロ クロ ナデ IB

Ⅲ27(C S165 RP3～ 8 13 埋土 上EW器 斐 (166) 295 (100) ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 底部に木菜痕あり Ⅱ Dl

卜27(D S165'RPl 土RW器 発 (116) 111 ヨコナデ ヘラナディンョコナデ・ヘラナデ 底部 に木葉痕あ り Ⅱ F2

Ⅲ27(D S165'埋土 上師器 巽 <56> ヨコナデ ヘラナデイヨヨナデ ヘラナデ Ⅱ El

卜27(D S165 埋土 土師器 発 1145, ナデノナデ Ⅱ

卜27(D S166・ 南東 埋 上下位 土師器 奏 く60> ロクロ ナデ /― IA

オヽ27(D) S166埋 上 ,S1684土 土師器 整 <78> ロクロ/ロ クロ 底部LI転 糸切 り ,一 部再
「

Fl整 IA

h27(D) S167・ RPl 須恵器 箋 (11 1> ヘラナデ/タ タキ Ⅳ

卜27(D) S1136・ RP2 5埋 上下位 土師器 箋 (187) <207> ヨコナデ.ヘ ラナデイヨコナデ ヘラナデ ⅡDユ

【27(D) S1136 カマド 土師器 輩 <60> ヘラナデ/ヘラナデ 底部 に木葉痕 Ⅱ

卜27(D) S1136・ RP8 土師器 墾 ヨコナデ ヘラケズリ/ヨ ヨナデ I Dl

に27(D S1136・ カマ ド・RP5 土師器 不 (169) <50>
ロクロ ナデ・ミガキ
ンロクロ .ナ デ・ヘラケズリ再調整

内黒が とんでいる IC

卜27(E
S1179A

RP3・ 5～8 10 埋上下位
土師器 発 く108> ヨコナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

卜27(E
Ы 179A・ RPl 埋上下位

SX188A検出面
土 師器 発 く159> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ,ヘ ラナデ I Dl

7( 卜27(E S1179A 埋上下位 上師器 発 く74> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ ⅡF]

『
卜27(E S1179A RP9 カマ ド坦土 土師器 菱 <ユ 72> ヨコナデ'ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ

r27(E
S1179B RP2 3・ 13～ 15

カマド周辺
土師器 壷 (133) ナデ  ー部 ミガキ/ナ デ→ ミガキ II C2

【27(E S1179B・ RP9 上師器 壷 (168) く181>
ヨヨナデー部 ミガキ・ナデー部 ミガ

/ヨ ヨナデー部 ミガキ  ミガキ
ⅡA

卜27(E
S1179B RP1 8 10^イ 12

カマ ド埋土 床面
上師器 斑 (182) (222> ヨコナデ・不明 /ヨ コナデ・不 明 巨Dl

S11狗B RP5～ 7 カマド周辺 土師器 甕 く130> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ ⅡDユ

S1183'カ マドRPl・ RP′ 土師器 斑 ヨコナデ ヘラナディ/ヨ コナデ ヘラナデ 底部に木葉痕 I Dl

F27(E
S1184・ 埋土中位

カマド煙出埋土
土師器 発 (218) 273 (1■ 8)

ヨコナデ 。一部雑 なナデ

/ヨ コナデ ,一 部雑 なナデ
Ⅱ Cl

E SX1 88A・ 妊土中位 土師器 lTN ロクロ/ロ クロ IE

A27(E 46A・ 西埋上上位 土師器 嬰 <63> ヨコナデ ヘラナデ/ヘラナデ 外面煤付着 Ⅱ Dl

F27(E SK 46B RPl 土師器 菱 182X16i ヨヨナデ ナデ /ヨ コナデ ナデ 底部に木芙痕 ICユ

斥27(E SK1 46B 南東埋士 上RW器 発 <89> ヨコナデ・ヘラナデ′/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

斥27(E SK 46B 南東隅 土師器 杯 (138) <55> ロクロ ミガキ・内黒 ノロクロ 底部回転糸切 り再調整・刻線有 IA

Iミ28(A) Ы 151・ 検出面 土師器 発 <75> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ .ヘ ラナテ ICユ

卜28(A) S1153'ベ ル ト北束J4土 土 師器 整 (128) (83> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ,ヘラナデ Ⅱ D2

卜28(A S1153・ RPl・ 3 土 師器 甕 (171) <128> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 内外面煤n着
r28(A) S1153 RP5 南西埋土 土師器 発 <121> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ

128(A) S1155 埋土 土師器 甕 くl14> ヨヨナデ'ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ

ホ28(A) Ы 155 カマド ベルト埋土 上師器 発 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ`ヘ ラナデ

ホ28(A: S1156・ RPl 土師器 発 170X161 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデすヘラナデ
19C 赤28(A) S1156・ RP2 土 師器 墾 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ 底部に木葉痕 内外面煤付芳 E C2

赤28(A) 156・ 北束埋土 須恵器 壺 <147> ロクロ′ロクロ ー部ヘ ラケズ リ S1155埋 上 と接合 Ⅳ

ボ28(A)
S1157 西側 カマド床面
ベルト南西埋土

土師器 発 (180) く127> ヨコナデ,ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ I Cl

ホ28(A
S1157・ 貝層下

南西・南東埋土
土師器 尭 く135 ヘラナデ/ヘ ラナデ Ⅱ

示28(A 58 RP1 2 上師器 変 (198) く147> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 外面 に煤付着 ⅡB
l鋸 赤28(A 58 東側床面・埋土 土師器 発 l14 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ 底部に木葉痕 I F2

ホ28(A S1159‐ 束西ベル ト埋土 土師器 発 <50> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ I F2

爪28(A 59・ 力vドB 十 師器 率 ヘ ラナデ/ヘ ラナデ 剥落調 整不 明 Ⅱ Dl
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図
呑 区域 出上位置 層位 器  極

法  見 (cm) 訓 整
備 考 分類

口径 器 高 底 径 内 面    外  面

卜28(A) S1159 真ベル ト埋土 土師器 整 ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Cl

爪28(A S1159'ベ ル ト南東埋上 土師器 発 (94> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ.ヘラナデ 肛Dl

示28(A S1159・ 埋土 土師器 郭 ロクロ・ ミガキ・ 内黒 /ロ クロ 底部回ほ糸切り再調整 」A

斥28(A S1159 ベル ト北束埋土 須恵器 発 く97> 一ァタタキ Ⅳ

斥28(A S� 92・ RP1 2・ 床面 埋土 土師器 斐 299 ヘラナデ/′ヘラナデ

氏28(A SX1 92・ ベル ト南西床面 土師器 発 <115> (H2) ヘラナデ ′ヘラナデ

:28(A
SX1 92 北西ベルト床面

北西 南西ベルト埋土
土師器 乳 く61> ヘラナデ ヨコナデ・ヘラナデ 内外面煤付着

卜28(A SX1 92・ ベルト北西床面 土師器 窒 75>
ヨコナデ・ヘラナデ

ヨコナデ・ヘラナデ ハケメ
煤伺 猪・補修皮 ? Ⅱ Cl

卜28(A S1160・ ベル ト南西埋土 須恵器 発 く145> ―/タ タキ Ⅳ

F28(B SI 上師器 班 <52> ヨヨナデ ヘラナディヨヨナデ ヘラナデ EB

1 卜28(B S1162・ 北東ベルト埋土 土師器 艶 <69>
ヨコナデ ヘラナデ

/ヨ ヨナデ・剥落調整不明

鬱 r28(B
S1163A RPl
ベルト南西床面・検出面

土師器 発 く187> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ

3 Ⅲ28(B
S1163A
カマ ドRPl～ 57貼床

土師器 乳 (175)
ヨコナデ・一部雑 なナデ

/ヨ コナデ・一部雑 なナデ

4 檬28(B S1163A 検出面 土師器 甕 (173)
ヘラナデ・ヨコナデ
アヨコナデ ー部雑なナデ

底部に木乗痕 Ⅱ Dl

A28(B S1163A 貼床 上師器 発 <59> ヨコナデ ヘラナディヨコナデ ヘラナデ 内面媒付着

卜28(B S1163A・ 検 出面 土 師器 発 <65> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ。ロクロメ 〔A

,1, 卜28(B S1163A・ カマドRP8 土師器 発 <104> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ,ヘ ラナデ 外面煤 r・l若 ⅡFユ

ド28(B S1163A・ カマドRP5 須恵器 莞 (153> ―  タタキ Ⅳ

煮28(3 S1163A カマ ドRP6 須恵器 斐 <166> ―/タ タキ Ⅳ

^28(B

S1163B・ P2 土師器 郭 <54> ロクロ 雑なミガキ/ロ クロ 雑なミガキ IB

斥28(B S1163B'P2 土師器 乳 <42> ロクロ/ロ クロ IA

斥28(B
S1 163A B RPl～ 35■ 1

KlRPl・ 東側埋土
土師器 鉢 P 254 <191> ヘラナデ/ヘ ラナデ 製塩上器 P IG

斥28(B S1163B'P3・ RPl 土師器 斐 (170) <207> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 外面剥落 Ⅱ Dl

氏28(B S1163B・ P3 RP2 上師器 発 <36> ― ヘラナデ 底部 に木葉涙 ]

R28(B S1163B'P3 RPl 土師器 発 く59> 一部雑なナデ/一部雑なナデ 底部 に木芙痕 IB

卜28(B S1166 RP3埋上下位 土師器 墾 118
ヨヨナデ・ヘラナデ

ヨコナデ ー部雑なナデ
I Dl

527 卜28(B S1166・ カマドRPl 土師器 発 202 <120> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ IC]

【28(B S1166・ RP2 土師器 発 ヘ ラナデ  ー部雑 なナデ I F2

r28(B 66・ カマドRPl 土師器 甕 く43> 1■ 6 ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部 に木来痕 Ⅱ

【28(B 北西・埋上下位 須恵器 杯 く48> ロクロ′ロクロ 火裕痕有 Ⅳ

F28(B SI 南西・埋上下位 須恵器 斐 ―/タ タキ Ⅳ

卜28(B 床面・埋土 土師器 墾 ヨコナデ・ヘラナデ /ヨ ヨナデ ヘラナデ 外面一部燥付着 Ⅱ Dl

気28(B 北西 埋上下位 上師器 発 ヨコチデ・ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ

卜28(B S1168A 東隅・埋上下位 耳皿 )8/(54 ミガキ/ロ クロ Ⅲ

卜28(B S1168A RP2 土師器 菱 ロクロ/ロ クロ 底部 に回転糸切 り痕 IA

卜28(B S1168A 検出面 土師器 発 く48> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ I El

卜28(B S1168A・ 床面 南西 土師器 賓 く41> ― /ヘラナデ 外而一部煤付着 I Dl

卜28(B S1168A・ RP〕 土師器 郭 磨滅が著 しく不明 内黒 /ロ クロ 底部回転糸切り再調整・丸底風

卜28(B) S1168A'RP27 28'30・ 31 土師器 不 く56> ロクロ・ ミガキ・ 内黒 /ロ クロ 底 部回転糸切 り痕有 IC

辰28(B
S1168A
RP3 15 18-262931 38

須恵器 壷 <301>
ロクロ

/ロ クロ タタキメ,一部ケズリ ナデ
Ⅳ

「
28(B S1169 南東RPl群 土師器 甕 l■ 3 ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ 底部に木葉痕 I D2

卜28(B S1169・ カマ ド 土師器 甕 ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ 内面磨減著 し▼ ⅡDユ

2ヽ8(B S1171・ RPl・ 3 土師器 発 232 (290> ヨヨナデ.雑 なナデ/ヨ ヨナデ'雑なナデ Ⅱ Dl

Ⅲ28(B S1171・ 検 出面 土師器 養 72> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ Ⅱ Fl

ふ28(B S1171・ 南西 須恵器 発 <65> ―/タ タキ Ⅳ

h28(B S1174B・ Kl 上師器 箋 <64> ヘ ラナデ/一部雑 なナデ 底部に木葉痕 Ⅱ

ふ28(B S1174B・ カマ ド検 出面 土師器 発 く115> (100) ヘラナデ′ヘラナデ 底 部 に木葉痕 Ⅱ

卜28(B S1174B・ K3(4) 土師器 箋 (126> ヨコナデ.ヘ ラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ 内外面一部煤付着 Ⅱ Fl

ド28(B S1174B・ カマ ドA 土師器 杯 (136) ロクロ・ ミガキ 内黒/ロ クロ 底部回転糸切 り再調整 IC

F28(B S1174B・ カマ ドA 土師器 台付郭 く42> (70) ミガキ・内黒 /ミ ガ寺 IF

斥28(B S1174B・ 北束床面焼土 須恵器
=

く109>
ロクロ ケズリ・ナデ

/ロ クロ・ケズリ・ナデ
Ⅳ

B S1175'南西 土師器 甕 <66> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ'ヘラナデ Ⅱ El

B S1175・ カマドA 土師器 発 (149> ヨヨナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 内面煤A着・内外面磨減著 しし I Cl

B S1175・ 南 土師器 発 ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ ⅡDユ

B 75・ 南 土師器 不 (130) <53> ロクロ・内黒/ロ クロ

B 75'賄 床南酉 須恵器 発 ― /タ タキ Ⅳ

B Ы カマドRP3 須恵器 発 く40> ―/タ タキ Ⅳ

B 76カ マドRP1 2 4 土師器 密 (161) (114) ヨコナデ・ヘラナデ/′ ヨコナデ ヘラナデ 底部に本楽痕 Π El

B 76 RPl 十肺器 率 277 ヨコナデ ー都ナデ/ヨ コナデ ー部ナデ E Dl
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図

否 区域 出上位置・ 層位 器  種
秩  J冒目!(cmサ 訓

備 考 分 類
口 径 器 高 底 径 面 ア タト 面

氏28(B S1176 パ rド RP2 7 上RW器 賓 (135> ヨコナデ ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ 補修孔有
い28(B S1176・ カマ ドRP5'6 土師器 箋 (162) 11] ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ Ⅱ D2

【28(B S1176 南東・床面 上師器 イ ロクロ ミガキ・内黒 /ロ クロ 底面 回転糸切 り痕有 IB

卜28(B SⅥ「 118 土師器 郭 <38> ロクロ ミガキァロクロ ー部ナデ 底部回転糸切り'一部再調整,刻線? IC

卜28(B SK 314 上師器 台付1/f (142) <56> ロクロ ミガキ 内黒 ロクロ・ミガキ 底面 回転糸切 り痕有 IC

【28(B SK 333 土師器 イ (160) ロクロ ,ミ ガキ 内黒/ロ クロ ,ミ ガキ 底部回転糸切リ ケズリ再調整 九底即 IC

,66 【28(B SK 345 土師器 箋 (139) 121> ヨヨナデ 不明ン
ア
ヨコナデ ヘラナデ E D2

【28(B SK 345 土師器 発 <70> ヘラナデ/雑 なナデ

卜28(B SK 345 土師器 整 <78> ヨヨナデ ヘラナデ́ /ヨ コナデ'ヘラナデ Ⅱ Dl

緑 11 遺構外・黒 須恵器 壺 ロクロ/ロ クロ 外面墨書 Ⅳ

緑12 遺構外・ 中央部・黒 上師器 発 <35> ヘラナデ/ヘ ラナデ 底部 に網代痕 あ り

緑12 遺構外・ 98年度分 土師器 発 <61> ヨヨナデ ヘラナデンヨコナデ ヘラナデ I Cl

緑13 遺構外・ TlA・ 黒褐 須恵器 五 (35> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

緑 17 遺構外  T2・ Ⅱ層 須恵器 長頸沖 <131> ロクロ/ロ クロ ヘラナデ 自然釉付着 Ⅳ

緑 7 遺格 外 土師器 努 (194) く78> ヨコナデ・ヘラナデ/′ ヨコナデ ヘラナテ 内外面ほぼ全体にスス付着 IDユ

緑 7
遺構外 T34斜 面 中

黒色層上位
土 師器 甕 (210) ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ I Cl

κ註7 遺構外 ・表採 土師器 墾 く55> ヨヨナデ/ヨ ヨナデ・ヘラナデ ⅡB

緑 7 遺構外・ベ ル ト北 土 師器 不 (140) ミガキ′ンロクロ 底部回転糸切 り ,再調整 IA

お癸7
遺構外・ T32斜 面上

マサ上褐色
土師器 杯 (38> ロクロ ミガキ/ロ クロ→ナデ 内黒・底部回転糸切り痕 I

れR7 遺 III外 ・ベ ル ト1斜面上 土師器 不 (28> ロクロ・ミガキ /ロ クロ 内黒 底部回転糸切りP再調整 IA

緑 7 遺構外 T32斜面上・Ⅳ層 土師器 郭 <26> ロクロ .ミ ガキ/ロ クロ ー部ヘラナデ 内黒・底部回転糸切 り痕

発R7 遺構外 T32斜 面下 須恵器 壷 <97> ロクロ ナデ/ロ クロ Ⅳ

緑 7 i■椿外 ・T34～ T35斜面■ 須恵器 甕 <42> ロクロ ロクロ Ⅳ

れ17 遺構外・T34・ 表土 須恵器 壷 <25> ロクロ′ロクロ Ⅳ

181 釆註8 遺構外・T10斜面下 土師器 甕 ナデ/ナデ 外面 スス付着 Ⅱ Dl

やミ8 遺構外・表採 土師器 郭 <08> ロクロ ナデ//ロ クロ ナデ 底部 に刻線 あ り (十 P) I

帝註8 遺構外・ T10斜 面下・褐 須恵器 訴 <144> ロクロ′
′ロクロ ナデ Ⅳ

緑 8 遺構外・ T10,tFD 須恵器 壷 く33> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

緑 8 遺構タト T9斜面 中・黒褐 須恵器 長頸第 (128) <93> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

赤23 遺構外 西側斜面中央部 .Ⅳ層 土師器 整 <41> ナデ/ナデ 底部 に木葉痕あ り I

赤23 遺構外 98年度分 土師■ifイ 型ヽ要 (89) (72) ナデ/ヨ コナデ 底部 に木葉痕あ り Ⅱ F2

赤23 赤23区 尾根頂部北側 表土 土師器 月ヽ型繁 く70> (74) ―/ミ ガキに近いナデ 外底面調整 (ヘ ラナデ ) こE2
に24(A 遺構外・検出面 須恵器 郭 <23> ロクロ`ナ デ/ロ クロ ナデ 回転糸切 り再調整 Ⅳ

A 遺構外 中央 ,西斜面・ I層 土師器 箋 <108> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ ヨナデ ヘラナデ I Cl

,94 F24 遺構外 中央 西斜面 ,Ⅱ 層 土師器 郭 (134) ロクロ ミガキ す内黒/ロ クロ 内黒・底部一部調整 IA

卜24(A 還構外  西側斜面  Ⅱ層 土師器 発 (152) 77 ミガキ 内黒/ロ クロ IA

「 24 A 遺構外 ・表採 笈恵器 発 く88> ヘラナデ/タ タキ Ⅳ

A 遺儒外・北側・西斜面 Ⅱ層 須恵器 発 く58> (120) ロクロ ナデ ヘラナデ/ロ クロ,ナ デ 底部破片 Ⅳ

A 遺構外 南端 西斜面・ I層 須恵器 墾 <575> ロクロ/ロ クロ S193付 近か ? Ⅳ

氏25(A 逮樺外 北側拡張部・ I犀 土師器 発 く48> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ II C〕

r25(A 遺構外 斜面中腹中央 盛土中 土師器 甕 ヨコナデ ヘラナデ′/ヨ コナデ ヘラナデ ⅡCユ

斥25(A 遺構外 土師器 箋 く92> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ .ヘ ラナデ Ⅱ Dl

A 追構外 '98年度・Tl14 Ⅱ層 土師器 甕 100> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ'ヘラナデ ll Cl

A 遺構外 T2 2段 日・盛土吋 須恵器 詫 (118) <48> ロクロ'ナ デ/ロ クロ ナデ Ⅳ

Юィ A 遺稿外 斜面中腹中央 盛土中 須恵器 郭 く45> (104) ロクロ/ロ クロ,ケ ズリ 回転ヘ ラケズ リ再調整 Ⅳ

A 遺構外・斜面裾 中央盛土中 須恵器 発 く144> 磨滅/タ タキ Ⅳ

A 遺構外・斜面中腹中央 盛北中 須恵器 奏 (104> ロクロ ナデ/ロ クロ.ナ デ Ⅳ

r25(A 遺構外 斜面中腹中央 ,盛土中 須恵器 郭 (110) <25> ロクロ'ナ デ/ロ クロ ナデ 底部破片 Ⅳ

遺構外 斜面中腹中央,盛土中 須恵器 霊 <22> ロクロ/タ タキ K「

F25(B 遺構外  1段 日・盛土 中 土師器 発 <32> ヘラナデ/雑 なナデ 砂 底 ⅡB

卜25(B 遺構外・1段 目・盛土中 土師器 発 く41> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ Ⅱ Dl

斥25(B 遺構外 。最南部 盛土 中 土師器 発 <46> ヨヨナデ ヘラナデ/ヨ ヨナデ 'ヘ ラナデ I El

卜25(B 遺構外・1段 目・盛土中 須恵器 斐 <25> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

^25(B

遺構外・盛土 中 須恵器 甕 <25> ナデ/ケズリ Ⅳ

夭25(B 遺構外・最南部・盛土 中 須恵器 発 <69> 当て具 ?/タ タキ Ⅳ

占25(D 違構外 中央尾根頂部 Ⅱ層 土師器 奏 (75> ヨコナデ ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 外 面煤 付 着 Ⅱ Dl

卜25(D 遺構外  上方検 出面 須恵器 発 く44> ―/タ タキ Ⅳ

R27(B 遺構外 ・ Ⅱ層 須恵器 発 く37> ―/タ タキ Ⅳ

,lE 卜27(C 遺構外  西側斜面・ I層 土師器 郭 く21> (76) ロクロ/ロ クロ I

卜27(D 遺構外  表採 土師器 台付邪 く53> (102) ヘラナデ/ヘ ラナデ IF

赤28 遺構外・尾根西側  Ⅱ用 土師器 杯 く33> (65) ロクロ,ミ ガキ・内里/ロ クロ 体部下半か ら底部にかけて剥落 I

赤28 選構外・ⅨD15e 土師器 高台lT (27> ミガキ/ミ ガキ IF

赤28 遺構外・西 須恵器 壺 く35> ロクロ/ロ クロ Ⅳ

緑15 遺構外  谷底 土師器 発 <64> ヨコナデ'ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ Ⅱ Dl

緑15 遺構外  T3 1層 上師器 発 <79> ヨコナデ・ヘラナデ/ヨ コナデ ヘラナデ 外面煤付着 Ⅱ El

緑15 遺構外 谷底 ‐I層下 土師器 発 <44> ヨコナデ ヘラナデ′/ヨ ヨナデ ヘラナデ 内外面煤付着 I Cl

飛記7 濁橋 外 ・ベ ル ト1斜 而 下 循東系 片□鉢 <68> ロクロンロクロ 常滑 か ? Ⅳ ?
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(2)土製品 (図版57～ 75、 写真図版247～ 267)

支脚 (図版57・ 58、 写真図版247・ 248)

今回の調査で支脚類は大コンテナ 1箱分出土している。出土状況としては、緑 7区 より東の地区からの

み出土し、しかも特定の竪穴住居からのみ出土しているという傾向が見られる。

本遺跡の支脚の分類は成形上の特徴から大きく4分類 した。

I類 :粘土紐の積み上げによって円筒状に成形したもの。

Ⅱ類 :粘土塊を円柱状に成形し、中央部付近を穿孔したもの。

Ⅲ類 :棒状のものに粘土をつけて円柱状に成形したもの。

Ⅳ類 :粘土紐を積み上げて円柱状に成形したもの。結果的に内部が中空状になったものも少量認められる。

出土状況としては、緑 7区からはⅡ・Ⅲ類、赤27・ 28区からI類が主体的に出土している様相を呈する。

また、土器の変遷 。年代観を踏まえた上で支脚の年代や形態の変遷を見てみると、全体的に年代が下る

につれて I類が継続 しつつ、Ⅱ・Ⅲ類への変遷がたどれ、大きくI類は 9世紀後葉から10世紀、 Ⅱ類は10

世紀前葉から中葉、Ⅲ類は10世紀中葉の年代観が想定される。

炉壁 (写真図版262～ 267)

今回の調査で炉壁は大コンテナ 6箱分、緑 7・ 8。 9。 15区 と赤22・ 23'25'27(D)区 から出土して

いるが、半数は緑 9区 S XW32に 伴うもので、これと緑 7区 S162に廃棄されたものと緑15区 S XW72及

びS X H15出 土のものとで大半を占める。本遺跡出土の炉壁に関しては個々の事実記載は行わず、観察表

と写真で対応することにした。また、①溶着滓の状況、②粘土部の色調、③スサの有無等の特徴から、大

きく上段・中段・下段に分けて分類し、さらにその中で細分できるものに関しては上下に分類してみた。

上段 :炉体の上段にあたるもので、炉の内面部分が被熱したものと、砂鉄が多少溶解している部分に、

発泡が見られるものがある。前者が上段上、後者が上段下に位置するものと思われる。

中段 :炉体の中段にあたるもので、砂鉄が焼けたものが付着しているものと、津が付着しているものが

見られるものがある。前者が中段上、後者が中段下に位置するものと思われる。

下段 :炉体の下段に当たるものである。炉壁や滓の状況から、壁の下ないし角に相当するものと、炉底

に相当するものに分けられる。

出土傾向としては、①製鉄炉・鍛冶炉等の遺構周辺だけでなく排土場 。排津場ならびに遺構外出土も含

めて多く出土する地区、②鍛冶炉周辺からのみ出土する地区、③数点しか出土しない地区の 3パ ターンが

見られる。①は緑 7・ 15区、赤25(A)が該当し、緑15区 は製鉄炉 (S X W72)か らも当然出土している

が、多くはそれに伴う排津場 (S X H15)よ り出土している。緑 7区、赤25(A)に関してはどちらかと

いうと特定の遺構より出土したというよりは、緑 7区は斜面上位の工房跡、赤25(A)区 は斜面上位の調

査区域外から下位の遺構に廃棄もしくは流入したものと思われ、赤25(C)区尾根部の調査区域外に工房

跡等のある可能性が想定される。②は緑 9区・赤27(D)区が該当し、前者はS XW32周 辺、後者はSX

W37周 辺からのみ出土する状況を示している。③は赤22・ 23が該当する。遺構外出土遺物に関しても同様

の状況を示しているので、製鉄・鍛冶関連の炉跡の立地状況と対応する出土状況を示している。炉壁の傾

向としては大半の炉壁には溶着津が付着し、スサが混入している傾向が認められるが、中には溶着津が付

着しているがスサが含まれないものや、溶着滓が付着しない上にスサも混入しないもの (レ ンガ状 ?)も

認められる。前者は炉壁が出土している地区のほとんどから、後者は赤23・ 28区から出土しているが、量

的には少ない。また、上 。中・下段に分けてみたが、特定の部位が特定の地区より出土する傾向は認めら

れなかった。
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図版58 古代の遺物50(支脚 1)
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図版59 古代の遺物51(支脚2)
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第 4表 遺物観察表 4(支 Bkl)

図番 区域 出上位置・層位 器高 端部径 体部径 内径 成形・調整 分類

ユ 緑 11 S142 (111> 穿孔 ・指圧痕

2 滴k7 S158A・ 東2 埋土 <995> (865) 中実・全体的に雑なナデ Ⅳ

3 緑 7 S158A・ カマ ドA・ 埋土 66× 87 穿孔  指圧痕

4 滴k7 SX1 06・ 東2 穿孔  一部指圧痕・羽国か ?

5 緑 7 SX1 06・ 埋 土 (138> 725 555 穿孔・指圧痕

緑 8 S191・ RPl (100> 中実 指圧痕・ユ ビナデ Ⅳ

7 赤25D SX1 54・ 床面 。中央 <1035> 穿孔  指圧痕

緑14 S1186・ 支脚2 <1825> 中実・指圧痕・ミゾ Ⅳ

緑14 S1186 支脚5 1975 中実 。指圧痕 ヘラナデ Ⅳ

0 緑 14 S1186 支脚 1 <1885> 中実 指圧痕 Ⅳ

1 緑14 S1186・ 支脚4 765 穿孔  指圧痕・ヘ ラナデ

赤27A S1118 Kl <88> 665 輪積痕・指圧痕・指ナデ・雑なナデ Ⅳ

3 赤27B S188・ 支脚 1 <104> 36-45 輪積痕・指圧痕・指ナデ・ヘ ラナデ

4 赤27B S197B・ カマ ド・RHl群 <1015> 1035 55-645 輪積痕・指圧痕

5 赤27B S197B・ カマド・RH2 28-445 輪積痕

6 赤27B S1138 カマド <1005> 22-マ 275 輪積痕・指圧痕

7 赤28B S1164・ カマド・RP] く115> 595 中実・指圧痕・ ミゾ Ⅳ

8 赤28B S1168A・ カマ ド RPl く975> 525 中実・ユ ビナデ Ⅳ

9 赤28B S1174B 力 rヽドA く575> 49～ 71 輪積痕・指圧痕

赤28B S11犯B・ カマドA・ RP] く135> 26～29 輪積痕・指圧痕

赤28B S112B カマドA RP2 485-68 輪積痕・指圧痕

赤28B S1174B パ rド A・ RPl (1165> く1055> 52^-75 輪積痕・指圧痕

緑 7 遺帯外・斜面上部T33北 側 <73> 穿孔・指圧痕

緑 7 遺構外・斜面上部T33北側 く705> (465) 穿孔・ヘ ラナデ・指圧痕 爪痕

赤25 遺構外・T9・ 盛土中～下位 <37> 385 055 穿孔・指圧痕 ユ ビナデ 雑 なナデ I

赤27B 遺構外・東側斜面 1975 305-35 輪積痕・指圧痕・ヘ ラナデ・ ミゾ ? I

赤28B 遺構 外 ・尾根 中央 す。層 く108> <545> 中実・指圧痕 Ⅳ

第 5表 遺物観察表 5(炉壁)

写番 区域 遺構名・ 出上位置 部位 溶着津の状況 粘上部の色調 ス サ 備 考

1 緑 7 S158A'カ マド・埋土 下段上 岸化 10YR6/2灰 黄褐 有

緑 7 S158C'K4 埋上下位 下段炉底 炉壁炉底 25Y7/2灰黄 不明 粘上部の残審状況不良

3 而k7 SX101 埋土上層 下段 津化 10YR5/1褐灰 有

4 緑 7 SX105 東 下段 津化 25Y6/1黄 灰 有

5 緑 7 SX106 東2・ 埋土 下段上 津化 10YR6/1褐灰 有
孔P(径 lcm)の周囲に粘土を

賄り付けたかのように見える

6 緑 7 SX107 東 2・ 埋土 下段 津化 10YR7/4にぶい黄橙 有

7 緑 7 SX110 北東埋土 下段 津化 ЮYR6/1褐灰 有 子とP(径 2cm)

8 緑 7 S162・ 埋土 下段 津 化
75YR″6橙 (外側 )

75YR6/1褐灰 (内側 )

有

9 緑 8 S1126A・ 東ベルト 下段上 淳化 ЮYR7/6明責褐 有

緑 8 S1126A・ 床面中央 中 段 砂鉄焼結 ЮYR7/6明黄褐 有

lユ 緑 8 S1126A・ 床面中央 中段 砂鉄焼結 25Y6/3に ぶい黄 有

緑 8 S1126A・ 床面中央 中段下 津化 10YR7/4に ぶい黄橙 有

緑 8 SX109・ 南 側 中段 砂鉄焼結 25Y6/3に ぶい黄 有

緑 8 SK274・ 北西・埋土 上段 発 砲 25Y6/2灰黄 有

15 緑 9 S1129・ 東 3・ 埋土 下段 津化 10YR7/1灰 白 有

16 緑 9 SX114A'SXW732 中段 砂鉄焼結 10YR7れ にぶい黄橙 有

緑 9 SXW30 西ベ ル ト 下段 津化 10YR7/1灰 白 有

緑 9 SXW32・ RM50 中段 砂鉄焼結 10YR7/1～ 8/1灰白 不 明
粘上部の残存状況不良.

還元化 ?

緑 9 SXW32 RM72 中段 津化 25Y6/3に ぶい黄 有

緑 9 SXW82・ RP5 中段 砂鉄焼結 10YR8/4浅 黄橙 有

緑 9 SXW32・ RP8 中段 津化 25Y7/1灰白 有

緑 9 SXW32・ 貼土 下段炉底 炉壁炉底 25Y7/1カ〔白 不 明

緑 10 SX116 B4 中段 砂鉄焼結 OYR8/4浅責橙 有

赤25A S1181 埋上下位 下段 津化
OYR5/1褐灰 (内側)

OYR7/4に ぶい責橙 (外側)

有

赤25A S1187・ RM3 下段 淳化 OYR6/1褐灰 有
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写番 区域 遺構名 出土位置 部位 溶着浮の状況 粘上部の色調 ス サ 備考

赤25A SX155A 中段下 津化
10YR6/1褐 灰 (内側)

10YR7/6明 黄褐 (外側)

有

赤25A SX177 下段 津化
10YR5/1褐 灰 (内側)

10YR7/4に ぶい黄橙 (外側)

有

28 赤25A SX177 検 出面 下段 津イヒ 10YR7/1灰 白 有

赤25A SX177・ 検 出面 中段 砂鉄焼結 25Y7/4浅黄 有

赤25A SX181A ヨヒ東 上段上 被熱・発砲 10YR7/6明 責褐 鉦
ヽ

赤25A SX181A・ 北東 上段下 発砲
10YR6/1掲 灰 (内側 )

10YR7/4に ぶい黄橙 (外額1)

有

赤25A SKИ 4 下段 津化
10YR6/1褐 灰 (内側)

10YR7/6明 黄褐 (外側)

有

赤25A SK144・ 南西・埋土上位 下段 津化 10YR6/2灰 黄褐 有

赤25A SXⅥ「70 中段 砂鉄焼結 10YR8/4浅 黄橙 有

赤25A SK300 下段 津化 10YR6/1褐 灰 有

36 赤25A SK800'埋土上位 下段上 津化 10YR7/6明 黄褐 有

赤25A SK300・ 埋土上位 中段上 砂鉄焼結 10YR7/4に ぶい責橙 有

38 赤25A SK300・ 埋土上位 中段下 津化 10YR7/6明 黄褐 有

39 赤25A SXH16 中段下 砂鉄焼結
10YR6/1褐 灰 (内側 )

10YR7/6明 黄褐 (外側 )

有

赤25A SXH16 最下層 下段 津化 10YR7/1灰 白 有

赤25A SXH16・ トレンチ内 下段 津化 10YR7/1灰 白 征

赤25A SXH16・ 埋上下層 下段 津化 10YR7/6明 黄褐 有

赤25B SX147A・ 西ベ ル ト 下段 津化 75YR6/2灰褐 有

赤25B SXH 下段 津化 75YR6/6橙 有

赤25B SXH 中段上 砂鉄焼結 10YR7/4に ぶい黄橙 有

46 赤25B SXH 中段下 淳イヒ 25Y6/3に ぶい黄 有

赤25B SX日 ⑮ 中段上 砂欽焼結 25Y7/3灰責 有

赤27D S165・ 1層 下段 上 澤化 75YR6/2灰褐 有

49 赤27D S165・ 1層 中段 下 滓化 75YR6/6橙 有

50 赤27D S167・ 北西 坦上下位 下段下 津化 10YR6/2灰 黄褐 有

赤27D SWX37 rミ ,レ ト 中段 澤化 10YR7/4に ぶい黄橙 有

赤28B S1174B 北東・廃棄焼土内 下段上 津化 25Y5/1責灰 有

赤28B S1174B・ 北東・廃棄焼土内 下段下 津化 10YR6/1褐灰 有

赤28B SX174B・ 北東 廃棄焼土内 上段下 発砲 10YR7/6明黄褐 有

赤28B S1174B・ 北東 廃棄焼土内 中段上 発 砲 10YR7/4に ぶい黄栓 有

赤28B S1174B・ 南西 下段 津化 10YR7/4に ぶい黄橙 有

57 赤28B S1174B'南 東 下段 津化

‖
10YR5/1掲 灰 (内側)

10YR7/4に ぶい責橙 (外側)‖

有

赤28B S1174B。 東ベル ト 下段 下 津化 25Y6/3に ぶい責 有

赤28B S1174B・ 北真・廃棄焼土内 下段 津化

・10YR5/1褐 灰 (内側)

10YR7/4に ぶい黄橙 (外側)‖

有

赤28B S1174B 床面・黒色土 下段下 津化 25Y6/3に ぶい黄 有

赤28B 74B・ 床面・黒色土 中段 下 淳化 25Y5/1黄灰 有

赤28B 74B・ 北東・廃棄焼土内 下段上 津化 25Y6/3に ぶい黄 有

赤28B S1174B・ 北東  廃棄焼土内 中段上 発砲 10YR7/4に ぶい責橙 有

緑 SXH 5 下段上 津化 10YR5/1褐 灰 有

緑 SXH 5 下段下 津化 25Y7/2灰責 有

緑 SXH 5 下段下 津化 25Y7/2灰黄 有

緑 SXH 5 下段炉底 炉壁炉底 10YR7/4に ぶい黄橙 有

緑 SXH 5 中段上 砂鉄焼結 ЮYR5/1褐灰 有

緑 SXH 5 中段 下 津化 10YR7/4に ぶい黄橙 有

緑 SXH 5 中段 下 津化 10YR7/4に ぶい責橙 有

緑 5 SXH 5 Ⅱ層 下段下 津化 25Y7/2灰黄 有

緑 5 SXH 5・ I層 下段 下 岸化 10YR6/2灰 黄褐 有

緑15 SXW772・ PRユ 上段 被熱 25Y7/3灰黄 錘
【

緑15 SXW72・ PRユ 中段 下 淳化 10YR7/4に ぶい黄橙 鉦
ヽ

緑15 遺構外・T3・ I層 下段 下 淳化 25Y7/4浅責 有

緑15 遺構外・T3 Ⅱ層 上段 下 発砲 10YR5/1褐 灰 有

緑15 遣権外・T3 谷底 ・Ⅲ層 下段下 津化 10YR5/1褐 灰 有

緑 15 遺構外・T4・ Ⅱ層下 下段下 津化 75YR6/6橙 有

緑 15 遺構外  T5'谷 底 ・ I層 下段下 津化 25Y7/2灰黄 有

緑15 遺構外・谷底 Ⅱ層下 上段 ド 発砲 10YR7/4に ぶい黄橙 有
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羽口 (図版59～ 75、 写真図版249～261)

今回の調査で出土 した羽回は大コンテナで約14箱、点数としては約3,000点 ほどであるが、小破片も点数

として数えたものであるため、同一個体としてかなり重複 しているものと思われる。一応この数量を基に

地区毎の出土量を概観すると、緑 7・ 8区では約1,300点、赤25A・ B区では約700点、緑 9・ 10区では約200点、

赤28B'緑 15区では約150点、赤27DoE区 では約70点 と鉄生産関連炉跡が検出された緑区の谷斜面及び赤区の

洞状の地区で約2,420点 と全体の約80%を 占める。この各区での出土量はおよそ鉄生産関連炉跡の数量に比

例 したものとなってお り、さらに各区では鉄生産関連炉跡を有する工房跡等やそれらの付近の遺構、緑 7

区では特にそれらの斜面下方の廃絶 した遺構に炉壁や鉄津と共に廃棄されたもの、赤25A・ B区 ではSXH
14・ 16廃淳 (土)場から多 く出土している。必然的に竪穴住居跡の大半が占地 している尾根上の各地区では

出土した遺構やそれぞれの出土点数もかなり少ないものだが、例外的に鉄生産関連炉跡が検出されなかっ

た赤23区 において、北端に位置するS176か ら約20点 と比較的まとまった点数が出土している。

掲載した羽回は196点であるが、このうち上記各区から出土 したものは150点で、約75%と 出土総量比 と

結果的にほぼ同じ比率 となった。掲載点数は出土量の一割にも満たないが、これは従来の知見より炉跡の

使用工程や用途との関連を考える上で、形状は無論のこと口径 (内径)と 装着角度を主たる着眼点として

いることから、これらの諸要素のいずれかについておよそ把握できる個体を選択 したことによるものであ

る。結果的に溶着滓が付着 した先端部が大部分を占めているが、これは風化 しにくい溶着津付着部分がよ

り多 く遺存 したものと思われる。傾向を概観すると、羽日の成形については、木製の棒に粘土を貼 りつけ

ていったものと思われ、輸積痕が確認されるものもあるが、幅的に粘土紐 とは考え難 く、胎上の状況が比

較的均質であることから、小さな単位の板状粘土を貼 り付けたもので、胎土は風化花尚岩起源の砂粒を含

む粘土である。芯棒については用途に応 じて、ある程度規格化されたものであることが考えられる。芯棒

を抜 くタイミングは、成形が終わった段階か、調整が終わった段階のいずれかであるが、指頭痕からみて、

最終的な調整が終わった後である可能性が高い。ただし、明瞭な指圧痕については成形の際に胎土を緻密

に締める握 り込みによるものの可能性 も考えられ、また指頭圧痕状の若千の凹みが認められるものについ

ては調整後の運搬等の際に偶然付着 した痕跡とも考えられる。表面はナデによる調整が行われているが、

部分的に施されたものや雑なものも多い。ヘラケズリの痕跡が一部に遺存するものもわずかにある。また

縦方向に走る並行する溝や、一部横方向に走る断片的な溝の認められるものもある。胎土を緻密に締める

巻簾痕跡とされる説もあるが、浅 く不明瞭なものについては成形・調整後の乾燥時の痕跡の可能性もある。

いずれ一次調査同様、今回の調査区内で出土した羽口についても製作技法的に大きな差異はないものと思

われる。

次に形態的な特徴であるが、破片資料がほとんどのため、全体的な形状による意味のある分類は行い得

ず、特に羽回の全長については、本来の全長を想定することは困難である。全体的な傾向としてはほとん

どが円筒形を呈 し、多 くは先端部から末端部に向かいやや太 くなる。ちなみにおよその全体形状が想定で

きる個体は 8点 (57'73・ 80・ 85。 86。 125・ 140。 147)だが、全長は約18cm～30cmと かなりの幅がある。

一部使用頻度により先端部が浸食されたものも含め、先端部が細いものが15点 (5。 19'30'53・ 74・ 93・

107・ 140'145。 146。 154・ 155。 169'177・ 186)約7%ほ どある。また、先端部には面取 りをしたかのよ

うな片目的なものもあるが、溶着淳のため意図的なものか、使用消耗による片減 りなのか判然 としない。

ただし、還元部の最長部と対極にあるものがやや日に付 く。末端部形状としては把握できる個体は13点

(3・ 7・ 8。 18・ 47・ 59・ 64・ 95。 121。 141・ 149。 176・ 189)あ り、完形8点 を含め、端部が開き気味とな

るものは 3点 (57・ 140'147)約 14%で、明瞭なラッパ状に開くものは 1点 (147)の みである。輪切 りし
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た横断面形では明瞭な方形やかまばこ形は認められず、大半がほぼ円形で、意図的かどうかはともか く、

つぶれた楕円形を呈するものが31点 (3・ 9。 11・ 20。 23・ 45'47・ 49・ 50'60。 67。 72・ 90'94・ 95。

101・ 103・ 107・ 111・ 120・ 125。 126・ 131・ 133・ 142・ 143・ 149。 172・ 173。 181・ 189)約 16%あ る。見

ようによっては一部外面に平坦部を有するかのものが多 く見られるが、あえて特徴 としては捕らえがたい。

ところで本遺跡では羽日焼成遺構 として認定できたものはなく、事例を知 りえない。おそらく須恵器など

の地下式系の窯ではなく、土器焼成遺構に類するような野焼 き的ものと推測されるが、本遺跡出上の楕円

形のものも含め、焼成の際の加重等の要因による変形と考えるのが自然と思われる。タト径は最小が約4.2cm、

最大が約12.5cmと 3倍の開きがある。55cm～ 10.Ocmの幅で lcm刻み毎には同程度の量比となっているが、

この範囲外では量的にかなり少ない。内径ついては最小1.6cm、 最大約4.2cmと やはり3倍の開きがある。 2

cm～ 4cm未満の幅で 5 mm刻 み程度では2.5cm～3 5cmの幅で同程度で多 く、この両側ではその半分、さらに

外狽‖では極めて少ない。全体的な傾向としては内外径の大きさはそれぞれの大小に封応するが、例外的な

ものも多 く、それぞれのまとまり同士での顕著な姑応関係は認められない。先端部の遠元面の角度から装

着角度を想定できた個体は38点 (1・ 6・ 9'10。 12・ 14～ 17・ 24・ 25'27・ 29・ 30。 31・ 36・ 53・ 55・ 57・

64・ 65。 73・ 80・ 82・ 84～86。 94・ 96・ 99。 109。 122・ 125'136。 138。 146・ 169・ 172)約 20%ほ どあり、

最小は20° 、最大は80° とかなりの開きがあるが、30° 以下、40° 前後、45～ 55° 、70° 前後、75° 以上

のものにややまとまる傾向が窺える。また、遠元範囲の末端側への山形の突出が二つ以上認められるもの

も2点 (55・ 82)と わずかながらあり、使用回数というよりも設置替えを行ったための現象と思われ、着

脱が比較的簡単な炉跡に使用 したものと考えられる。

さて、上記の各区は立地として地形的に独立 したものとなっている。このため各区で出土した羽口は当

該区に位置する各種の鉄生産関連炉跡に帰属するものである可能性が高 く、帰属する炉跡の推定が可能と

考えられることから、特に上記の谷部及び洞部の各区から出土した150点中炉跡を伴う遺構及びその周辺出

土のものを対象に各区毎にさらに概観してみる。

緑15区、 S X W72炉 跡1基、羽回は5点ある。 S X H15廃 淳場及び同谷斜面の 4点 を見てみると、外径 9

cm前後、内径3.2cm前後にまとまる。外径1lcm以上で内径が3.6cmほ どの大き目のものが 1点ある。先端部

の細いものと断面楕円形はなく、末端形状と装着角度は不明である。

赤28B区、S X W75・ 76炉跡 2基、羽回は 8点ある。炉跡が伴うS1174B及び周辺遺構出上の 5点 (緑 15

区斜面上の 1点 を含む。)を見てみると、外径は 7cm前半と9cm前半、内径は2 5cm前後でまとまる。先端

部の細いものと断面楕円形はなく、末端形状と装着角度は不明である。

赤27D・ E区、 S XW37・ 68炉跡2基、羽回は 9点ある。炉跡が伴うS165・ 67出 土の6点 を見てみると、

外径は5cm～9.8cmと ばらつ くが、内径は2.6cm前後でまとまる。外径9.8cmの 1点のみ内径が3.2cmと 大きめ

の準完形品で、全長は最大の約30cm、 装着角度は72° 、唯一末端がラッパ状に広がるものである。断面楕

円形と先端部の細いものが各1点 ある。

緑 9。 10区、緑 9区 に S XW30。 32・ 33・ 67炉跡 4基、緑10区 に S XW18。 29炉跡 2基、羽回は16点 あ

る。すべて炉跡 と関連する遺構からの出土だが、緑10区では 1点 のみである。外径は最小6.lcm～ 最大

9 7cmと 幅があるが、 7cm以下と9cm前後、内径は 3cm前後と3.6cm前後でまとまる。末端形状の開くも

のはなく、緑9区 には先端部の細いもの1点 と断面楕円形が 2点ある。装着角度は20° ～42° である。

赤25B区、南端部に S X W47B・ D炉跡2基、北部にS X W50・ 51・ 55A・ B炉跡 4基、羽回は14点 ある。

後世の盛土出土の 3点 を除き、南端部ではS XW47BoDの伴うS X 146及 びS X H14廃 淳場出上の 7点 と

北部ではS XW50・ 51・ 55A・ Bに関連する遺構出土の 4点について各々見てみる。
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南端部ではタト径は 7cm前半と8cm前半、内径は2.6cm～ 3.lcmで まとまり、大きめの3.6cm前後のものも2

点ある。先端部の細いもの、末端部の開くもの、断面楕円形のものはいずれもなく、装着角度は80° のもの

が 1点ある。

北部では外径は7 8cm以 上、内径は3 6cm以 上の比較的大 き目のものが目に付 く。先端部の細いものと末

端形状の開くものはないが、断面楕円形は 3点 と多い。装着角度は75° のものが1点ある。

赤25A区、 S XW53・ 59・ 70。 71'73炉 跡 5基、羽口は32点ある。遺構はすべて洞中央に位置 し、羽国の

大半は S X H16廃津場に含まれるもので、状況からこれら羽口の帰属する遺構は、調査区外の尾根上から

斜面上位に存在するものと思われるが、一応後世の盛土出土の7点 を除き見てみる。外径は最小4.2cmか ら

最大10.lcmと 幅があるが、7cm前後のものが比較的多い。内径も2.2cmか ら4 2cmと 幅は広いが、 2cm後半、

3 4cm以 下、3.9cm前後でまとまりが認められる。末端部の開くものはなく、先端部の細いもの 1点 と断面

楕円形のものは 5点ある。装着角度は40° 前後と55° がある。

緑7・ 8区、緑8区 には北側の斜面上位にS X W34・ 64～66炉跡4基 (A群 )、 このやや北寄 りの下位にSX
W23・ 42炉跡 2基 (B群 )、 羽日は15点ある。緑7区ではB群の下位の斜面中腹にS X W25。 27炉跡2基 (C群 )、

C群の南側下位の中央斜面裾にS X W24・ 26・ 28炉跡 3基 (D群 )、 羽回は51点 ある。A～D群の炉跡は、こ

の谷部の北半においておよそ30mの 幅で斜面上位から下位に向かい各群がまとまって位置するものである。

斜面上位から下方に廃棄あるいは流れ込むものとして、出土位置・層位などの状況からA～D群 それぞれに

伴う可能性の高いものについて各々見てみる。ただし下方のものはさらに上方のものに本来含まれるもの

も紛れ込んでいる可能性も多分にあることは否めない。

遺構A群 に伴うものは13点 ある。外径は6.5cm前 後、 7cm前 後、 8cm前 後と8.5cm前後、内径は2.5cm～

3 2cmと 3 6cm前後にややまとまり、内外径 ともおよそ大 きなものは一致する。末端部が開くものはなく、

先端部の細いものは 1点、断面楕円形のものは 2点ある。装着角度は20° ・30° ・48° の 3点がある。

遺構B,C群に伴うものは27点ある。位置等の状況的に大多数が遺構B群 に伴う可能性が高い。外径は最

小5 6cmか ら最大9。9cmと 幅があるが、5,6cm～ 6.6cm、 7.5cm～ 8,7cm、 9cm代、内径は2.5cm～ 3 3cmに まと

まる。先端部が細いものと末端部が開くものはなく、断面精円形のものは 3点ある。装着角度は30° 以下と

40° ～50° でまとまり、70° 前後のものが 1点ある。

遺構D群 に伴 うものは13点 あるが、半数近 くが上位の遺構群に伴う可能性がある。外径は 5cm後半、

6 5cm前後、7cm前半でまとまり、内径はほとんどが2.3cm～ 3.Ocmの内にはいる。末端部が開くものはなく、

先端部が細いものは 1点、断面楕円形のものは 4点 と多い。装着角度は30° と70° が各 1点ある。

以上、帰属する鉄生産関連炉の推定可能なものについて概観 した。第一分冊遺構編において各区の炉跡

について大まかではあるが、ある程度の使用工程的な製鉄炉・精錬鍛冶炉・鍛練鍛冶炉の可能性を示 して

いる。これを基に各種の専用羽回の推定を行ってみたい。ただしおょそ100点 を槻観したが、点数が区によ

っては少ないことから、必ずしも確実とは言えない。一応、内径について中心的に抽出して傾向を示す。

緑15区 S XW721よ 唯一製鉄炉として認定したもので、外径 9cm・ 内径3.2cm前後のものと推定される。内

径3.6cmの ものも 1点のみだがあり、本遺跡出土では中 。大国径のものとなる。

赤28Btt S XW75鍛 練鍛冶炉、 S X W76精錬鍛冶炉は同一住居での同時存在と考えられるものである。外

径は 7cm前半と9cm前半があるが、内径は2.5cm前後のものと推定される。

赤27Dtt S XW37精 錬鍛冶炉、 S X W68鍛 練鍛冶炉は隣接する住居にある。内径は2.6cm前 後のものと推

定される。

緑 9区 S X W32精錬鍛冶炉、 S X W30・ 33・ 67鍛練鍛冶炉は重複する住居と工房にあ り、 S XW33・ 67
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は古いもので除外される。外径は 7cm以下と9cm前後、内径は 3cm前後と3.6cm前後があり、確実にSX

W30鍛練鍛冶炉に伴うものは内径は3.lcm前後のものと推定され、新旧関係と出土状況からS XW32精錬鍛

冶炉に伴うものは内径が3 6cm前後のものと推定される。装着角度は20° ～42° でややばらつく。

赤25Btt S X W47B・ D。 50。 51・ 55A・ B鍛練鍛冶炉では S X W47B・ D鍛練鍛冶炉に伴 うものは内径

2.6cm～ 3.lcmの ものと推定される。装着角度は75° 以上である。

緑 8区 S XW23・ 42精錬及び鍛練鍛冶炉は上下の建替えで重複する工房にあり、内径は2.5cm～ 3.3cmの

ものと推定される。装着角度は30° 以下と40° ～50° でまとまる。同じく緑8区 S XW34・ 64～66鍛練鍛冶炉

はすべて近接するもので、遺存状況から時期差はあまりないものと思われるが、出土状況から新 しいSX

W34・ 64・ 651こ伴うと考えられるものは内径2.5cm～ 3.2cm、 古い S XW66に 伴うと考えられるものは内径

3.5cm～ 4.Ocmの ものと推定される。装着角度は20° ～50° とばらつきがある。

緑7区 S XW24・ 26。 28鍛練鍛冶炉は隣接する住居 と工房にあるが、同時存在ではありえない。内径は

2.3cm～30cmと 推定される。装着角度は30° と70° がある。

以上大まかに概観 したが、傾向として製鉄炉については内径3.2cm前 後、大型の精錬鍛冶炉については内

径3.6cm前後、小型の精錬鍛冶炉は内径2 6cm前 後、鍛練鍛冶炉については2 5cm～ 3,3cmの ものがあたると

考えられる。本遺跡における羽日の内径は 2cm前後～2,7cm以 下の小口径、2 8cm～ 3 3cmの 中口径、3 5cm

～4.2cmの大口径に大別されるようで、製鉄炉用は中口径のうち大きめのものと大口径、精錬鍛冶炉用は小

口径のうち大きめのものと大口径のもので、大小の使用基準は炉の規模に対応 し、鍛練鍛冶炉用は小口径

の大きめのものから中国径の大きめのものと幅があるようである。 (小山内)

第 6表 遺物観察表 6(羽口)

図番 区域 遺構名 出上位置 層位 長 さ (cm) 外径 (cm) 内径 (cm) 装着角度 調整等

l 赤16 S134・ カマ ド・RP2 く1355> 雑なナデ

2 赤16 S134・ カマ ド RPユ (195> (78) ナ デ

3 赤16 S134・ K2埋 土 <835> 955 345× (28) 外面 に輪積、内面 にナデ

4 赤16 S134・ カマ ド・RPl <87>

5 赤 16 SK l17・ 埋 土 (1105> 一部ケズ リ

6 赤17 S154南西 坦土 <1895> 一部ナデ

7 赤21 S13ト カマ ド・羽口1 く1035> 895 輪積成形

8 緑 7 S127A・ Bカ マ ドA (189> 指圧痕

9 緑 7 S143A・ 可可口 (165> 36× 29 ナ デ

10 緑 7 SX106・ RP9 (190> 一部ナデ

11 緑 7 SX106 RP2 く126> 一部ナデ・l旨圧痕

12 緑 7 SX106・ RP4 <915> (225) 47°

緑 7 SX106・ RP8 <975> 指圧痕

14 イ泉7 SX106・ RP3 く164> 325 ゾ

緑 7 SX106・ RP5 く187> 指圧痕・ ナデ

緑 7 SX106・ RPll <87> (785) 一部ケズ リ

17 緑 7 SX106・ RP12 指圧痕 ヘラナデ

18 緑 7 S158A・ 床面 (131> 345 ナデ・焼成前の溝 4条

緑 7 S159 SXW28 Kl・ 埋土 (595) (23)

緑 7 S159・ カマ ド 坦土 く51> ユ65× 25

緑 7 S159 カマ ド埋土 655 265

緑 7 S159西ベ ル ト・坦土 <675>

緑 7 S159南東 床面 <107> 27X(21)

緑 7 S160・ rミ ,レ ト乖騒 く915> 625 255 雑なナデ

緑 7 Ы 62・ 東 1・ 埋土 指圧痕・雑なナデ

緑 7 S162・ 南西 埋土下位 (27)

27 緑 7 S162・ RPl <1285>

術た7 S163・ 煙道 埋土 <135>
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図香 区域 遺構名・出上位置 層位 長 さ (cm) 外径 (cm) 内径 (cm) 装着角度 調整等

緑 7 SX1 01・ 埋土上位 く113> (345) 指圧痕

緑 7 04A K2 RPl く190> 全体的ナデ・指圧痕 輪積

緑 7 05・ 北東 坦 土 く1055> 635 55°

緑 7 05東西ベ ル ト・埋土 <109> 77

33 葡k7 05北西 埋土 <102>

僑k7 05'埋土 (26)

緑 7 SX1 05東側 検 出面 く605>

消R7 SX 東側 埋 土 <167> ナ デ

緑 7 SX 06・ RP2 (159> ナ デ

緑 7 SX 06・ RP4 <178>

緑 7 SX 東 側 埋 土 <965> ナ デ

緑 7 SX1 06・ 東側・埋土 く755> (72) (315)

緑 7 SX1 06・ 東側・埋土 く120> ヘラナテ

緑 7 SX1 06・ RP4 くユ185> 985

43 滴た7 SX1 06・ RPl く107> ナ デ

緑 7 S� 06・ 東側・埋土 (1465>

緑 7 SX1 06・ RP4 くユ18> (34× 26)

緑 7 SX1 06・ 東側・埋土 <515 (255)

緑 7 SX1 06・ 東側 埋土 く86> (34× 27)

緑 7 SX1 07・ 東側 埋土下位 く87>

緑 7 SX1 07・ 東側 埋土下位 く48> 555 (255× 34)

緑 7 SX1 07・ 東41埋上下位 (755) 28× 245

緑 7 SX1 07・ 東側 埋 土 665

緑 7 SX1 07 東側 埋 土 <106>

衝k7 SN 32・ PP2 1層 く1865> 一部ナデ

緑 8 S191・ カマ ドB・ 埋土 <80> (355) 溝

緑 8 S1126A・ RPl (1415> 865 雑 なヘ ラナデ

緑 8 S1125・ 南側・埋土 (122> (73) (305)

緑 8 S1126A 北ベル ト・埋土 (845) 375 雑なヘ ラナデ 指圧痕

緑 8 S1126A・ 床面・埋土 く93>

緑 8 S1126B RP3 く155> 845 295 雑なヘラナデ

緑 8 SX1 09B・ 床面 RPl く645> 795 255× 295 雑 な部分ナデ

緑 8 SXЮ9C・ SXW42・ 埋 土 く63>

緑 8 SX1 09E 南東・床面 (1355> 溝跡・雑 なヘ ラナデ 輪積

緑 9 S1129・ 2ベ ルト東・埋土 く935>

緑 9 S1129 カマド・RPl (188> 825 385 指圧痕

滴k9 S1129 床面・埋 土 (1515> (89) 溝・雑な部分ナデ

緑 9 S1129・ ベル ト2西 埋土 <615>

緑 9 S1129・ 3ベル ト 埋土 <675> 885 (335× 28)

沐泉9 S1129・ 埋土上位

緑 9 S1129・ 埋土上位 く1005>

滴k9 S1129・ SX覇「30 K3・ RP] く295> ナ デ

緑 9 S1129'SXW30・ K3・ 埋土 <102> 維な部分ナデ

緑 9 SIユ 29'SXWV30'RP3 く595> 335X29

緑 9 SX114A・ Kl RP」 37 ヘラナデ

74 緑 9 SXI 14A 検 出面 く1125>

75 緑 9 SX1 14A 検 出面 く74> 285

76 緑 9 SXl 14A・ SXW32 (95> 雑 な部分ナデ

緑 9 SX114A SXW32前 庭部・RPlユ く215> 雑 なナデ

緑10 SXI 16 床 面 (1045>

赤23 S148 羽 口 1・ 2 (155> 885

80 赤23 S170B・ カマド・RPl 2065 雑な部分ナデ・指圧痕

赤23 S171 カマ ドA・ RP1 3 く1385> 375 雑な部分ナデ

赤23 S171・ カマドA・ RP2 61> ヘラナデ

赤23 S171・ カマドA RPl・ 2 <1215 335 雑 なナデ

赤23 S172・ カマド RP6 25> 雑な一部ナデ
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図番 区城 遺構名 出上位置・層位 長 さ (cm) 外径 (cm) 内径 (cm) 装着角度 調整等

赤23 S173 床面 雑 なヘ ラナデ

赤23 S175・ 埋土 L位 227 指圧痕

赤23 S176 RP9 く118> (255) ヘラナデ

赤 23 SX1 68A・ 封ヒ 2層 (138> 指圧痕

89 赤23 SK1 32・ Kユ ・埋土 (755) (245)

90 赤23 SK1 34 北束 jIH上 <52> 615 (30)× 255

赤23 SN 15。 中央部・埋土 (160> ヘラナデ

赤24A S194A・ 埋土・S198B検出面 く75>

赤24A SX1 73B・ RPl

94 赤24B S195 カマ ド 埋土 84> 315X26 一部雑なナデ

赤25A S1180BC・ カマ ド・支脚 <1595> 45X38 指圧痕

赤25A S1180BC・ 坦土 545> 指圧痕

ホ25A S1181・ 埋上下位

赤25A S1181・ 埋土 <57>

赤25A 181 埋上下位 く109>

赤25A S1181・ 埋上下位 (122>

赤25A S1181 埋 土 <1305> (905) 40X44

赤25A S1181 埋土

赤25A S1187・ 南・埋土上位 く68> 25X19

赤25A S1187 坦土 く595> (425) (27)

105 赤25A SX1 58・ 検 出面 く615>

赤25A SX1 58・ 埋土 く795> (22)

赤25A SX1 77 検 出面 く855> (35X30)

赤25A SX1 80・ 埋土 (75>

赤25A SK300・ 埋上上位 (1305>

赤25A SK300 埋土上位 (1215>

111 赤25A SK300・ 埋土上位 (1715> 405X37

赤25A SXH 13・ 2層 <108>

赤25A SXH13 1層 <106> (58) (275)

赤25A SXH16・ 廃土層 <695> 685

赤25A SXH16 廃土層 705

赤25A SX■ 16・ 上層 く98>

赤25A SX■ 16・ 廃土層 く79> 265

赤25A SXH16・ 廃土層 く585> 715

赤25A SX■ 16・ 検 出面

赤25B S1142C・ カマ ドA 埋土 く1215> 315× 35

赤25B S1142C・ RPl 365

赤25B SX1 46 南側棚・埋土 <1535> ナ デ

赤25B SX1 46・ SXW 47B・ 埋土 735

赤25B SX1 46 SXW747D・ SXH14 (106> (825)

125 赤25B SX1 47B'SXW55B・ 検出面 227 78× 74 37× 345 一部雑なナデ 指圧痕

126 赤25B SX1 47B 埋土 (495> (25)X20 工具痕 P

赤25B SXH 14 (129> 一部雑 なナデ

128 赤25B SX■ 14 <104>

赤25B SXH 14 <1015>

赤25B SXH 14 <124> (72)

赤25C S1146・ 埋土 く425> (34)X27

赤25C SX 63・ 南東・埋土・RP4 く975> 雑 なナデ

赤25C SX1 63・ 東ベルト く1095> 775× 71 37× 325 雑 なヘ ラナデ

赤25C 63・ RP2 く178> 雑 なナデ

赤25D Kl 埋土 (134> 1355 27

136 赤25D S1120B・ 可可口2 <176>

赤25D 20B・ 埋上下位 <58>

赤25D S1120B` 羽 口 1 (216> (915) 指圧痕

赤25D S1150B・ カマ ド・RP」 く965>

赤25D SK291 埋 上下位 270 指圧涙
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図番 区域 遺樽名 出上位置 層位 長 さ (cm) 外径 (cm) 内径 (cm) 装着角度 調整等

赤27A S1139 羽口2 <135> 955 385 ヘラナデ

142 赤27B S197A 床面 <1645> 38X33 ヘラナデ

赤27B S198・ 煙道内 <154> (705) 305× 24 雑なヘラナデ 指圧痕
144 赤27C S179・ 羽 日 1 く128>

145 赤27C S180・ RP8 く101 (695)

赤27D S165・ 羽 口3 (163> 255 72° 指圧痕

赤27D S165・ 羽 口 1 2985 325～ (31) ヘ ラナデ・溝

赤27D S165'南西・床面上層 く56> 505 255

赤27D S165'】】[]2 <1065> 255X28 指圧痕

赤27D S166・ 床面  カマ ド 埋土 <202> 溝 指圧痕  一部ナデ

51 赤27D S167・ カマド・構築土中

赤27D S167・ SXW 37・ 埋土

赤27E S1183・ カマ ド・羽口1 1495> (785)

赤28B S116ユ  西 埋土 <70>

赤28B S1168B・ 西・埋土中位 <95> 615 155

赤28B S1168B RPl (1035> (365)

赤28B S1174B カマ ドA RP3 く75>

158 赤28B S1174B・ 南東・北西 坦土 指圧痕

159 赤28B S� 94 南西・埋土 く68> 735

赤28B SK 318B 埋土 く575> 715

緑15 343 埋土 <725> 指圧痕

緑15 SXH15・ I層下 <152>

緑15 SXH15 1層 下 <1215>

164 緑 15 SXH15・ Ⅱ層下 (116> 指圧痕  溝

赤15 南部  Ⅳ層 <925> ヘラナデ

緑11 南側 維 なナデ

緑 7 中央斜面上・ I層

緑 7 北額I斜 面上 I層 <111> 82X(75) 265

緑 7 中央斜面中～下 (1225> ナ デ

170 緑 7 T34～ 35間 ・ I層 く63>

緑 7 T34～ 35聞・ I層 <515> (65)

緑 8 北側・拡張部 I層 <94> 265X29

緑 8 北側 拡張部 I層 <755> 69× 615 22X15
緑 8 北側・拡張部 Ⅱ層 <905> (705) (285)

緑 8 北側・拡張部 I層 <665> (655)

176 緑 8 北側 ・拡張部 I層 <79>

緑 8 北側・拡張部 I層 <1075> 725 濡

赤23 南側西斜面・盛土 く99> 雑なヘ ラナデ

赤23 南側西斜面 盛土 <149>

180 赤24A 最南部 <1045> (385)

赤24B 司ヒ狽J・ 攪舌し <142> 835× 79 40× 325

赤24B 尾根上・ I層 <52> (55)

赤25A 北側斜面下・盛土 <80>

赤25A 南側斜面中・盛土 く925> (305) 雑 なナデ

85 赤25A 北側斜面下 `盛土 く73>

赤25A 北側斜面下・盛土 (102> (74) (315) 一部雑なヘラナデ

赤25A 表採 く935> (30) 指圧痕

赤25A 北側斜面下・盛土 く585> (645) (305)

赤25A 表採 (1205> 285× 375 指圧痕

190 赤25B 最南部・盛土中 ヘラナデ

赤25B 最南郡・盛土中 (1165> 78 (35) 指圧痕

赤25B 最南部・盛土中 1475> 指圧痕

赤27A 尾根 中央・ I層 く141>

赤27D I層 く635>

赤28B 表採 く615>

緑15 南側斜面・ I層
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図版60 古代の遺物52(羽口1)
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図版61 古代の遺物53
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図版62 古代の遺物54(羽口3)
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図版63 古代の遺物55(羽口4)
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図版66 古代の遺物58(羽 口7)
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古代の遺物59(羽口8)
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図版68 古代の遺物60(羽国9)
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図版71 古代の遺物63(羽口12)
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図版72 古代の遺物64(羽口13)
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図版73 古代の遺物65(羽口14)
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図版74 古代の遺物66(羽 口15)
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(3)石製品 (図版76～ 115、 写真図版268～ 299)

今回の調査で出土した石製品は大コンテナ約18箱分である。種類としては鉄砧石・要石・砥石・磨・敲

石の5種 と未使用品の自然円礫がある。点数としては約600点 ほどが出土した。使用方法によるものと思わ

れるが、特に砥石と磨 。敲石などは割れたものも多 く、残存する使用面が少ない破片資料を除いた289点 を

掲載した。ところで磨・敲石などは縄文時代の遺跡において比較的普遍的に出土するものであるが、本遺

跡においては縄文時代の遺構は極めて少なく、住居跡については緑7区の3棟 に限定される。従って大半の

磨・敲石は古代の遺物と考えられ、遺跡の性格から磨石は砥石同様の使用目的となる研磨道具、敲石につ

いても粗鉄等を取 り出すための小割 りや製品の敲打に主に使用 したものと思われ、いわゆる石鎚と言える

ものかもしれない。ヤヽずれにしても遺跡の性格から鉄生産及び鉄製品加工のための道具と考えられるもの

が主体となっており、中でも鉄製品の研磨用道具が約七割と多 くを占める。

以下各個の概要を記すが、各種における形態の違いは基本的には使用による結果的なものと思われるこ

とから、ここでは形態分類は行わず、主として使用の状態について概要を述べる。

鉄砧石・要石

鉄砧石は鍛練工程における鍛打するための台石である。要石については厳密には精錬前の粗鉄と鉄津を

敲打 して分割するための台石であるが、精錬段階でも鉄津等の分離をする際に使用する場合もあるかと考

えられる。いずれも用途上大きく重量を必要とするもので、最小約 6 kg～最大34kg以上のものまである。

緑 7区 S XW27に 伴う鉄砧石 1点 はあまりの重さに持ち帰ることができなかったほどである。これらは用

途的に使用面の状態が類似する場合が多 く、ここでは出土状況から鍛練鍛冶炉の付属施設として現位置を

留めていたものと鍛練鍛冶炉を有する工房や住居から出土したもの、及びこれらとの遺構重複関係から鍛

練鍛冶炉に伴う可能性の高いと考えられるものを鉄砧石、それ以外を使宜的に要石として扱った。

鉄砧石としたものはS XW27の 1点 を含め10点 出土している。割れたものを除くとおよそ10kg以上のも

ので、石質は砂岩と凝灰岩の2点 を除き大半が花蘭岩系である。使用面は 1面 と表裏 2面に鍛打の痕跡が確

認されるものがあり、後者は特に片側の凹凸が顕著で一次使用面が製品加工に適さなくなったために裏面

を再利用 して使ったものと思われ、使用頻度によるものか欠損品が多い。また、赤25区ではA・ BoD区
の離れた鍛練鍛冶炉の伴う遺構から出土したものが接合 してお り、割れ口にもススや津の付着しているも

のもあることから、破損したものでも使用可能なものについては再利用することもあったようである。

要石 としたものは著 しく欠損 したものも含め29点出土している。このうち掲載 したものは18点 である。

およそ 6 kg以上のものと思われ、石質は流紋岩 1点 と砂岩・安山岩系各 2点 を除き、ほとんど花尚岩系と

凝灰岩系で半々となっている。流紋岩と砂岩は10kg未満の比較的小さいもので、 3点のうち 2点は砥石と

して使用 した磨痕が複数面にある。鉄砧石同様、使用面は 1面 と表裏 2面 に敲打の痕跡が確認され、やは

り片側の凹凸が顕著で一次使用面が使用に耐えなくなったために裏面を再利用したと思われ、表裏使用の

ものは頻度によるものか欠損品が多い。石質として花尚岩系のものは鉄砧石であった可能性が特に高いと

思われる。

また、強弱及び量的な差はあるが、いずれも使用面は被熟による赤褐色の色調変化が見られ、スス状の

炭化物や津が付着しているものが多 く、特に鉄砧石としたものはすべてで確認され、要石 としたもので顕

者に認められるものは鉄砧石の可能性が高いと思われる。

T氏石

鉄製の刃物類の刃部を作出するための研磨道具である。著しく欠損 したものも含め203点 、このほか敲石

転用5点 と要石転用3点が出土 し、石製品の三分の一を占める。このうち掲載 したものは転用品8点 を含め
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150点 である。最小で200gか ら最大で9kg以上のものまである。およそ半数が欠損 していることと使用減 り

のため確実ではないが、破損 していない約60点 をみると500g以 下と2.5kg前後以上が約10点づつ、 l kg未満

と以上のものが約20点 づつあり、500gか ら 2 kgの ものがかなり多い。鉄製品の種類によって大きさを使い

分けていた可能性 もあると思われる。石質はほとんどが流紋岩で、砂岩が10点 とやや日に付 く他は、花聞

岩系や凝灰岩系が数点とデイサイ ト・頁岩が各 1点ある。

形状的には流紋岩の柱状結晶という石材の特徴から、棒状・板状・方形及び角柱基調のものが多 く、使

用面の数や使用頻度によって結果的に規格性が高 くなっている。 2面使用のものは使用頻度によって板状

のものが多 く、全体的には3面以上を使用 しているものが半数以上を占める。使用面の数に拘らず、使用頻

度の少ない面や部分的な磨痕跡のみの面及び未使用面を見ると、特に大 きいものでは使い始めは粗研 ぎ用

と思われる。棒状の小型品に関しては必然的に小型鉄製品研磨用と考えられる。また、形状や使用面数に

拘 らず、中央部が使い減 りにより断面が弓なりのものや、痕跡的なものも含め溝状 もしくは楕円状に窪ん

だものもあり、後者は刃先あるいは長頸鉄鏃などの細かいものを研磨したものと考えられる。

磨石・敲石・川原石

磨石は、冒頭でも述べたように砥石同様に鉄製品の研磨道具と思われるもので、砥石には台砥石 と手持

砥看があるが、これは手持ち使用のものと思われる。損壊 したものも含め249点が出上 し、敲石との兼転用

されたものも約10点 ほどある。石製品のおよそ四割を占める。このうち96点 を掲載 した。すべて握 り拳大

の楕円 (円)礫で、凝灰岩系や花聞岩系が多数を占めるが、それぞれの点数は少ないものの石質は多種に

わたる。全面的に使用されたもの、表裏使用のもの、片面のみ使用のものがあり、使用頻度によって部分

的に面取 りされたような稜の見 られるものもある。稜の確認できる平坦面のあるものを除 くと磨痕跡はあ

まり明瞭ではなく、粗研 ぎ段階に用いられたものかもしれない。

敲石は、磨石兼転用12点 と砥石転用5点 を合わせても22点 とかなり少ない。用途によって損壊してしまう

ためか、あるいは磨石とした不掲載の破損品には、実は転兼用品が含まれるもので、欠損部分に敲打によ

るもののあった可能性 も考えられる。磨石同様握 り拳大の楕円 (円 )礫で、花商岩系が多いが、それぞれ

の点数は少ないものの石質は多種にわたる。長軸の端部に敲痕が認められるものである。被熱を受けたと

思われるボロボロのものもある。

川原石はいわゆる楕円 (円)形の握 り拳大の自然礫で、磨石や敲石の未使用品と思われる。

以上、石製品について概観 したが、羽日の頁でも述べたように各区は地形的に独立 したものとなってお

り、各区での作業工程や内容を各種の出土量から見てみる。

鉄砧石 と要石については鍛冶炉の確認されなかった赤23区に数点あることと、緑 7・ 8区では他の鉄関

連遺物は多量に出土しているのに比べて 2点のみと少ないことが例外的となっている。

砥石は鉄生産関連炉のある谷・洞状地区には少なく、遺構外出土を除くと各区10点以下と激減する。逆

に尾根上の地区に多 く、特に鍛冶炉の検出されなかった赤23区からは比較的多い量が出上している。いず

れにしても大半が竪穴住居跡より出土している。

磨石・敲石・川原石も砥石同様の出土状況を呈するが、出土量の多い尾根上の地区でも突出した量の地

区はなく、均等的であり、やはり大半が竪穴住居跡から出土している。

鍛打のための鉄砧石は緑7・ 8区 の例外を除きおよそ炉跡と関連した様相を呈するが、研磨具の出土状況

からは日常的な鉄製品の手入れのみならず、鍛練後の仕上げの多 くも住居で行っていた可能性が高 く、研

磨作業については谷部の生産域よりも尾根上の居住域で主として行っていたものと考えられる。 1/1ヽ 山内)
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第 7表 遺物観察表 7(石製品)

図番 区域 出上位置 層位 種 類 使用面等 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g) 石質

〕 赤15 S128B・ RQl 磨石 全 面 花開閃緑岩

2 赤 16 S133・ Sl 磨石 表裏 77 凝灰角礫岩 (安山岩質)

3 赤16 S134・ Sll 要 砥石 4面 磨→敲 247 8000 流紋岩

4 赤16 S134・ S3 磨 石 全 面 112 安山岩

5 赤 16 S134・ 南半部・埋土 磨 石 ほぼ全面 157 71 花筒斑岩

6 赤16 S134・ S6 磨 石 表裏 安山岩

7 赤16 S134・ S7 砥 石 表裏 228 206 5000 花両閃緑岩

8 赤16 S134・ S9 砥 石 3面 220 3000 流紋岩

9 赤 16 S134・ S8 砥 石 2面 く339> く8500> 流紋岩

赤 16 S134・ Sユ 砥 石 3面 砂岩

赤16 S134'S12 砥 石 2面・溝状 凹 290 1790 流紋岩

赤 16 S134'S2 砥 石 2面・溝状凹 117> <紹ЭO> 流紋岩

赤16 S134・ S10 砥石 l面・ 凹 <306> く2000> 流 紋 岩

赤16 S135A'S4 砥 石 2面 流紋岩

赤16 S135A K3・ Sユ 砥 石 1面 301 4000 流紋岩

赤16 S135A・ Sl 磨石 表裏 凝灰角礫岩 (安山岩質)

赤16 S135A K3・ 埋土 敲・磨石 表裏 (101> <781> 安山岩

赤16 Sl 砥 石 2面 く161> く1360> 流紋岩

赤16 SK1 20 西側・坦土 砥 石 31El 207 流紋岩

赤17 S154・ 埋土 磨石 表裏 花闘閃緑岩

赤17 S154・ 埋 土 磨石 表裏 144 斑 岩

赤17 S154・ 埋土 磨石 全面 568 斑 岩

赤17 S154・ 埋土 磨石 全 面 71 927 角礫岩

赤17 S154・ 埋土 磨 石 表裏 465 凝灰角礫岩 (安山岩質)

赤17 S154・ 埋土 磨石 表裏 680 凝灰角礫岩 (安山岩質)

緑11 S142・ 南西・坦 土 砥 石 4面 <190> 流紋岩

赤20 S125'Sl 砥石 1面 流紋岩

赤 2 S130A・ B Sl 砥 石 3面・溝状 凹 流紋岩

赤 S131カ マド・Sl 磨石 全 面 645 安 山岩

赤 S132・ 埋土 砥 石 2日] 312 流紋岩

赤 2 S132・ S4 要石 1面 12000 花尚閃緑岩

赤 2 S136・ S2 砥 石 1面 流紋岩

赤 S136  Sl 砥 石 1面 2000 砂 岩

赤 2 S138 床面  S144・ 埋土 敲・磨石 全面 両端 57 1260 安山岩

赤 22 S145A・ B Sl 要石 1面 11000 安山岩

緑 7 S127AB・ カマ ドA・ S4 砥 石 4面 く104> く350> 流紋岩

滴k7 S127AB'Sl 磨石 全 面 安山岩

緑 7 S143A・ 埋土 砥 石 2面 流紋岩

摘た7 S158A・ 東 ・埋土 砥 石 5面 <315> 流紋岩

緑 7 S158A P3・ 坦土 砥 石 1面 <370> 流紋岩

緑 7 S160 カマ ドA 砥 石 2面 流紋岩

禍滝7 S161・ Sl 砥 石 2面 く166> <78> <1420> 流紋岩

満k7 SX1 01・ S2 砥石 2面 1430 流紋岩

緑 7 SX1 06・ 東・埋土 砥 石 3面 57 285 流紋岩

緑 7 S162・ Sl 要石 表 裏 13500 花尚閃緑岩

緑 8 S191・ カマ ドA・ 埋土 磨 石 表 裏 く525> 溶結凝灰岩

緑 8 S191 ・S5 要石 1面 港結凝灰岩

緑 8 S191'S4 砥 石 4面 235 7000 流紋岩
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図呑 区域 出土位置・層位 種類 使用面等 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石 質

49 緑 8 S191'S6 敲・砥石 4面 流紋岩

50 緑 8 S192・ Sl 砥 石 1面 流紋岩

緑 8 S192・ 北東 ・埋土 砥石 1面 く92> 流紋岩

緑 8 S1127・ カマ ド・埋土 磨石 全面 335 花尚閃緑岩

緑 8 S1127・ 南西・坦土 暦 石 表裏 225 溶結凝灰岩

54 緑 8 SXI o9・ 埋土 磨 石 表裏 溶結凝灰岩

緑 8 SXI o9・ 南側埋土上位 砥 石 3面 。滞状 凹 流紋岩

緑 8 SX1 09E 東 埋土 砥石 3面 (26> (225> 流紋岩

緑 8 SK 199 埋土 砥石 4面 (250> 流紋岩

緑 9 S1129・ SXMた 30 K2 S2 要・砥石 3面 1565 5700 砂 岩

緑 9 S1129・ SXM「 30 Kl 鉄砧石 1面 307 305 236 33000 花開閃緑岩

緑 9 S1129・ 埋土上位 暦 石 全 面 956 溶結凝灰岩

緑 9 S1129'S2 砥石 2面 く109> <185> <4000> 流紋岩

赤23 S148'S7 要 石 表裏 272 疑灰角礫岩 (安 山岩質 )

赤23 S149A・ 南西 ・埋土 砥石 2面 383 流紋岩

赤23 S149A・ 南西・埋土 砥 石 1面 く71> 67 く410> 流紋岩

赤23 S149A・ S2 砥石 l面 595 流紋岩

赤23 S150 南東 坦土 砥石 l面 流紋岩

以R23 S150  S5 砥 石 3面 流紋岩

赤23 S150 西側 埋土 磨石 表裏 安山岩

赤 23 Ы 50・ 西側 埋土 磨石 表裏 (73> く557> 斑岩

赤23 S169・ 南西 床面 砥石 2面 く1105> く240> 流紋岩

赤23 S169'S] 敲石 端 部 1■ 3 花尚閃緑岩

赤 23 S172・ S6 砥 石 1面・溝状 凹 220 2500 流紋岩

赤 23 S172・ S3 砥 石 6面・溝状 凹 287 5000 砂 岩

以斥23 S172・ Sユ 砥石 3こ] 流紋岩

赤23 S172・ S7 磨石 全 面 溶結凝灰岩

赤 23 S173・ 南 ・埋上下位 磨 石 全 面 655 225 流紋岩

赤23 S173・ 南 ・埋上下位 砥 石 3E写 流紋岩

赤23 S173・ S5 砥石 1面 125 流紋岩

赤 23 S173・ 北西・床面 砥 石 2面 1520 流紋岩

赤 23 S175'S2 砥 石 3面 く136> <430> 流紋岩

以え23 S175'S3 砥石 3面 く75> <312> 流紋岩

赤23 S175・ 炉A 坦土 砥石 3面 4 流紋岩

赤23 S175'炉 A・ 埋土 砥 石 2面 流紋岩

赤23 S176・ S2 磨石 表裏 900 溶結凝灰岩

赤23 S 76・ 南東・2層 磨石 1面 130 溶結凝灰岩

赤 23 S 76  S3 砥 石 1面 490 流紋岩

赤 23 S 77C Sl 砥 石 2面 <199> <162> く57> (2200> 流紋岩

以

^23

S 86C 北西 埋土 砥 石 3面 <72> <325> 流紋岩

赤 23 S 86D・ 床面 砥 石 3面 220 流紋岩

赤 23 S1131・ S7 砥 石 1面 600 流紋岩

赤23 S1131'S14 敲石 端部 121 955 花聞閃緑岩

赤23 SX1 68A 封ヒ 2層 砥 石 2面 <99> 流紋岩

赤 23 SX1 68A 床面 要石 表裏 308 162 8000 溶結凝灰岩

赤 23 SKX 31C・ Sl 砥 石 3面  溝】大凹 <208> <174> <5300> 流紋岩

)R23 SK1 34・ 検出面 砥 る 3面 <131> く112> <800> 流紋岩

赤 23 SK 211・ 埋 土 砥 石 1面 (157> <833> 流紋岩

赤23 SK 187・ 埋土 砥 石 3面 (189> <96> <915> 流紋岩
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図呑 区域 出上位置・層位 種類 使用面等 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 石質

98 ブF23 SK 187・ S4 砥 石 3面 <327> <194> <9000> 砂 岩

99 赤24A Ы 94A・ 検 出面 敲・磨石 全 面 1335 溶結凝灰岩

赤24A S194A・ 検 出面 砥 石 2面 1115 流紋岩

赤24A SX1 72・ 東 ・埋土 砥 石 2面 流紋岩

赤24A SK1 35 検 出面 砥 石 1面 1370 流紋岩

赤24A SK1 35・ 検 出面 要 石 表 裏 く248> <224> <125> 溶結凝灰岩

104 赤24A SXH ll 南西 ・1層 砥 石 1面 流紋岩

105 赤24A SXH■ ・南西 1層 磨石 全 面 1295 溶結凝灰 岩

赤24B S195'Kl・ 埋 土 磨石 表 嚢 1132 ひん岩

107 赤24B 132・ 検 出面 磨 石 1面 石英安 山岩 ?

赤24B SX1 74'Pl・ 埋土 砥 石 3面 流紋岩

109 赤24B SK 223・ 埋土 磨石 1面 溶結凝灰 岩

赤24B SK 223・ 埋土 砥 石 2面 <93> (101> く85> <630> 流紋岩

赤24B SK 225'埋 土 磨 石 表 裏 溶結凝灰岩

赤24B SK 227 埋土 砥 石 2E] く73> く560> 流紋岩

赤24B SK 230 埋土 祇 る 3面 流紋岩

赤24B SK 244・ 埋土 磨 石 1面 閃緑岩

赤24B P24・ 埋土 砥 石 3面 (140> (765> 流紋岩

赤25A S1180A 埋土 磨石 表裏・部分 流紋岩

赤25A S1180BC・ Sl 砥 石 4面・溝状凹 く139> <1080> 砂 岩

赤25A S1180BC・ カマド Sl 砥 石 4面 209 2900 流紋岩

赤25A S1180BC・ 埋土 磨 石 l面 溶結凝灰 岩

赤25A S1180BC S6 磨 石 表裏 865 67 溶結 iLi灰岩

赤25A S1180BC S7 散石 端部 <70> <77> (335> 花尚岩

122 赤25A S1181・ S6 鉄砧石 表 裏 (240> <149> <5900> 花 両岩

123 赤25A S1181・ S9 鉄砧石 表 裏 272 (189> <9600> 花 尚斑岩

124 赤25A 181'埋土 磨 石 1面 溶結凝灰 岩

赤25A 砥 石 l面 く1135> く540> 流紋岩

126 赤25A S1181・ 貝占ラに 砥 石 2面 流棋岩

赤25A S1181  S7 砥 石 表裏 <223> 花 筒岩

赤25A 181 埋土 砥 石 5面 く470> 流紋岩

129 赤25A S� 81A 埋土 砥 石 1面 く45> く280> 流紋岩

130 赤25A SK 264埋土中位 砥 石 4雇写 520 流紋岩

赤25A SN 65'Sl 砥 石 2面 <84> く67 <71> く340> 流紋岩

赤25A SXH 16・ 排土 砥 石 l面 く350> 流紋岩

赤25A SXH 16・ 排土 砥 石 l面 ll> く595> 流紋岩

赤25B 41A・ S2 要石 表裏 く166> <170> <5200> 花 筒斑岩

赤25B S1142B・ カマ ドA'Sl 砥 石 3面 1180 流紋岩

赤25B S1142B・ 貼床 磨 石 全面 375 花 尚斑岩

赤25B 42C・ S5 砥 石 2面 229 201 9000 流紋岩

赤25B 乾C・ S3 磨石 4〓尋 696 砂岩

赤25B SX1 46・ SXW47・ S〕 鉄砧石 l面 293 15000 花尚閃緑岩

赤25B SX1 46 検出面 要石 2面 <138> <1990> 砂 岩

赤25B S� 46・ 埋土 磨 石 1面 42 460 花 尚閃緑 岩

赤25B SX1 47A床 面 砥 石 3面 1435 流紋岩

赤25B SX147B ttB 直上 磨 石 表 裏 975 445 石英安山岩?

赤25B SX1 47B・ 西 ・坦土 磨石 全 面 溶結凝灰 岩

145 赤 2roB SN 66・ S6 要石 l面 く245> (246> く169> <10500> 花聞斑岩

146 赤25BD
SN66 S3、 S1120B'S3

S1150B S2
鉄砧石 表裏 (289> (338> <125> <17500> 砂 岩
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図番 区域 出上位置 層位 種類 使用面等 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石質

147 赤25C SX1 79 検 出面 磨 石 全 面 580 砂 岩

148 赤25C SX1 79・ 検 出面 磨 石 全 面 780 石英安山岩?

149 赤25C SX1 79'検 出面 磨石 1面 溶結凝灰岩

赤25D S1119'Kl 底面 磨 石 全 面 溶結凝灰 岩

赤25D [ 9・ 検出面 磨 石 3面 1084 流紋岩

赤25D 9 Kl 1層 砥 石 1面 流紋岩

赤25D SI 20B・ S14 砥 石 4雇写 く102> 流紋岩

154 赤25D 20B S8 砥 石 2面部分 く207> く6500> 流紋岩

赤25D 20B Sユ 鉄砧石 1面 232 209 20600 花尚岩

赤25D 23カ マド・Sl 暦 石 1面 チャート

赤25D 48・ Sl 磨石 表裏 107 545 溶結凝灰岩

赤25D 48・ 床面 砥石 2面部分 流紋岩

赤25D 50A・ 攪舌し 磨 石 全面 1345 石英班岩

赤25D 50B・ K3 埋土 砥 石 3面 <61> く160> 砂 岩

赤25D S1150B'S6 砥 石 5面・ 凹 270 流紋岩

赤25D S1150B'Sl 敲 石 端部 855 閃緑岩

赤25D S1150B・ Kl・ 底面 磨石 全面 花筒斑岩

赤25D S1150B・ S4 磨石 表裏 溶結凝灰 岩

赤25D S1150B 南西・坦土 磨 石 表裏 375 心結凝灰岩

赤27A S1102 砥 石 2面 流紋岩

赤27A S1103 埋土 中位 砥 る 1面 555 (190> 流紋岩

168 赤 27A S1103 床面 敲・磨石 全面・両端 680 花筒閃緑岩

169 赤27A S1103・ 床面 磨 石 全 面 花尚閃緑岩

と70 赤27A S1104・ 北西 埋土 磨石 全 面 石英安山岩?

171 赤27A S1105 埋土 磨 石 全面・端部 アプライト

赤27A S1105  S8 磨 石 全 面 865 ひん岩

赤27A S1105  S10 砥 石 l面・溝】犬凹 <134> <88> (1090> 流紋岩

赤27A S1107・ 北西・埋土 磨石 表裏 360 溶結凝灰岩

赤27A S1107・ 床面 磨石 全 面 496 石英安 山岩 ?

赤27A SK 205AB・ 埋土 砥 石 2面 940 流紋岩

赤27B S187/ゝ 'Sl 砥 石 1面 1165 流紋岩

178 赤27B S198 北東埋上下位 砥石 4面 260 流紋岩

179 赤27B S198  S5・ S6 砥 石 4面・溝】夫凹 く66> 流紋岩

180 赤27B SK1 39・ 北西・埋土 磨 石 全面 735 溶結凝灰岩

赤27C S168・ Sl 砥石 1面 流紋岩

赤27C S180。 Sll 砥石 4面 185> <■85> <160> 流紋岩

赤27C S180'S10 砥 石 2面 流紋岩

赤27C S180・ S7 磨石 表裏 835 595 溶結凝灰岩

赤27C S181・ Kl・ 埋土 砥 石 3面 流紋岩

赤27C S182・ S2 磨 石 表裏 760 溶結疑灰岩

赤27D S165'S3 敲・磨石 1面・側面 2500 溶結凝灰岩

188 赤27D S165'S4 要石 1面 <178> 173 く3000> 浴結凝灰岩

189 赤27D S165'S5 砥・要石 1面 。一部 く444> (430> (180> <34000> 花尚閑緑岩

190 赤27D S165・ S7 鉄砧石 表裏 24000 花商閃緑岩

赤27D S166・ 坦上 磨 石 1面 370 溶結凝仄岩

赤27D S1136 南東埋上下位 砥 石 2面 く955> <25> (200> 流紋岩

赤27E S1178D カマ ド煙道・埋土 磨 石 表裏 880 溶結凝灰岩

赤27E S1179B・ S3 砥 石 1面 砂 岩

赤27E S1179B・ カマド 4土 砥 石 表裏 210> 175 4000 デイサイト
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図香 区域 出上位置 層位 種 類 使用面等 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 石質

赤27E SK1 46B・ 北壁際埋土 磨 石 全面 花尚斑岩

赤27E SK1 46B・ S2 磨 石 全面 花商岩斑岩

赤 27E SK1 46B・ 貼床 砥 石 2面 1485 4000 流紋岩

赤 27E SK1 47・ 埋土 砥 石 3面・溝状 凹 <105> <150> 流紋岩

赤28A S1154・ 南東・坦土 砥 石 2面 く78> (125> 流紋岩

赤28A SX1 92・ S5 砥 石 3面 250 2200 流紋岩

202 赤28B SI 60。 Sl 鉄砧石 1面 290 24800 溶結凝灰 岩

203 赤28B S1162・ 南東 ・埋土 磨・敲石 表裏 両側面 砂 岩

204 赤28B S1163B S2 磨石 3面 685 花筒岩斑岩

205 赤28B SI 南西 埋土上位 磨 石 3面 溶結疑灰 岩

206 赤28B 66・ S5 敲石 端 部 127 <106> く920> 花尚岩

207 赤28B SI 66  S4 磨 石 表 裏 溶結凝灰岩

赤28B 66  S6 磨 石 3面 176 流紋岩

209 赤28B 罰 66  S7 砥 石 3面 2400 流紋岩

赤 28B 66・ S2 砥 石 3面 440 流紋岩

赤28B 67・ S3 要 石 1面 く215> く155> <94> く4000> 花尚斑岩

赤28B 67・ S2 磨 石 3面 溶結凝灰岩

赤28B S1167・ Sl 磨石 1面 石英安 山岩

赤28B S1168B'Sl 砥 石 5面 (121> 流紋岩

赤28B S1168B S3 砥石 1面 く118> く217> 流紋岩

赤28B S1168B  S2 磨・敲石 全面・両側面 1480 溶結凝灰岩

赤 28B S1168B 北西 ・埋土 月ヽ玉 く085> (10> く07> <031> コハク

赤28B S1169'S2 砥 石 2面 <169> <31> く595> 流紋岩

赤28B S1169'Sユ 磨 石 表裏 1270 溶結凝灰岩

220 赤28B S1171'S5 砥 石 4面 く145> く740> 流紋岩

赤28B S1171 Kl Sユ 砥 る 4面 (226> 695 2150> 流紋岩

222 赤28B Ы 174B'床 面 磨 石 5面 流紋岩

赤28B S1175・ 南・埋土 砥 石 1面・台付 <59> <51> <125> 流紋岩

赤28B S1176・ Sl 要石 表裏 3225 (159> 128 <10000> 溶結堤灰岩

赤28B S1176・ カマ ド・Sl 暦 石 全 面 <78> 溶結凝灰岩

226 赤28B S1176・ S7 磨 石 表 裏 1110 溶結凝灰岩

赤2811 SX1 94・ S4 鉄砧石 1面 30500 花筒岩

228 赤 28B SX194 Sl 磨・敲石 1面 ・側面 565 花尚岩

229 赤28B SK 345'S2 砥 石 1面 く144> <1237> 流紋岩

230 緑15 SXH15 2層 砥 石 1面 <130> (70> (30> (310> 流紋岩

緑 7 T35 砥 石 2E塁 <184> (1715> 流紋岩

232 希又7 T35以北・斜面上 砥 石 3面 溝】大凹 <135> <1275> 流紋岩

緑7 Tl・ 斜面上 砥 石 4面 <90> く655> 流紋岩

緑 7 T32～ T33間 砥 石 4冒] 3500 流紋岩

緑 7 Tl・ 斜面上 砥 石 4面・溝状 凹 1125 流紋岩

緑 7 南側 斜面 中 砥 石 4面 く136> <114> く1065> 流紋岩

緑 7 T33 砥 石 4面 <94> 流紋岩

緑 7 T2・ 斜面中 砥 石 4面 く84> <464> 流紋岩

おR7 T33 砥 石 4面 く99> く565> 流紋岩

240 緑 7 T34～ T35間 磨 石 全面 305 凝灰角礫岩 (安 山岩質)

緑 7 ベル ト2・ 斜面上 磨 石 表裏 375 砂 岩

κ癸7 T33～ T34問 ・斜面上 暦 石 表裏 花商閃緑岩

緑 7 ベルト2・ 斜面上～中 磨石 表裏 1280 斑岩

緑 7 北部・斜面 ト 敲 ・磨石 表裏 ,両端部 127 く940> 花両閃緑岩

-110-



図番 区域 出上位置・層位 種 類 使用面等 長 さ (cm) 幅(cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 石質

緑 7 T33～ T34間 敲 磨石 表裏・側面 <480> 花両閃緑岩

緑 7 T35以北・谷底 敲 磨石 表裏・端郡 アプライト

247 緑 8 T10 斜面下 敲・砥石 3面・1面 流紋岩

248 緑 8 北端・ Ⅱ層 磨 石 全面 580 溶結凝灰岩

緑 8 北側・ Ⅱ層 磨 石 端部 1285 砂 岩

250 緑 9 谷底 要石 表裏 (224> <120> く8000> 溶結凝灰岩

251 緑 9 T31 斜面上 敲・砥石
4面 溝状 凹

端都
1855 砂岩

252 緑 9 T31 斜面上 敲・砥石 8E写 <90> <647> 流紋岩

253 滴k9 T6 南狽1斜面 磨石 表裏 1665 安 山岩

254 緑 9 T6 南側斜面 敲・磨石 全面 両端 <1130> 砂 岩

255 赤23 尾根上北部 砥 石 3面 <107> 流紋岩

256 赤24A 尾根上最南端 磨 石 全面 安山岩

257 赤23 尾根上北部 磨 石 全面 花尚斑岩

赤24A 尾根上南部 磨 石 ユ面 130 砂岩

259 赤25A 斜面南側・盛土 要石 表裏 <1585> <179> く4050> 花尚岩

赤25A T2・ 2段 目・盛土 砥 石 4面 1465 流紋岩

赤25A 表採 砥 石 ユ面 <1765> く575> く1512> 流紋岩

262 赤25A 斜面上・ Ⅱ層 砥 石 4面 <95> 流紋岩

263 赤25A 斜面中央  中・ Ⅱ層 砥 石 4面 <68> <112> 溶結凝灰岩

264 赤25A 斜面中央  中・ Ⅱ層 砥 石 4面 く61> 71 <117> 溶結凝灰岩

265 赤25A 斜面南側・盛土 砥 石 1面 流紋岩

266 赤25A 斜面中央・下・盛土 砥 石 4面 く70> <275> 流紋岩

267 赤25A 斜面中央・中・Ⅱ層 敲・磨石 全面 流紋岩

赤25A 斜面南側・ 中 磨 石 全面 535 355 105 花 闘斑岩

269 赤25A 斜面南側 `盛土 磨 石 1面 砂岩

270 赤25A 斜面南側・ 中 暦 石 3面 220 花 聞斑岩

赤25A 斜面中央・ 中 Ⅱ層 磨石 1よ tF全面 溶結疑灰岩

272 赤25A 斜面中央・ 中 Ⅱ層 磨石 表裏 溶結凝灰岩

273 赤25A 斜面中央 。中・Ⅱ層 磨石 全面 696 溶結凝灰岩

274 赤25A 表採 磨石 3面 砂 岩

275 赤25B 1段 目・盛土 砥 石 4面 <1535> <88> くl160> 流紋岩

276 赤25B 最南部・盛土 砥 石 1面 550 流紋岩

277 赤25B 最南部・盛土 砥 る 3面 300 流紋岩

278 赤25B 最南部・盛土 砥 石 2面 く95> く79> <300> 流紋岩

279 赤 2Foll 1段 目・盛土 磨石 全面 48 334 デイサイト

280 赤2FDB 斜面高側・Ⅱ層 磨石 4面 流紋岩

赤2「JB 斜面南側・Ⅱ層 磨石 ほぼ全面 花筒岩

282 赤25B T141・ 検 出面 磨 石 表裏 180 溶結凝灰岩

283 赤25B 表採 磨石 表裏 敲→磨 723 1容結疑灰岩

284 赤27A 西斜面・I層 砥 石 2面 く140> く88> <30> く420> 砂 岩

緑13 Tl・ 斜面上 I層 砥 石 3面 く165> (2000> 花聞 F/B緑 岩

286 赤28 尾根 中央・ I層 砥 石 3面 <137> <123> く1195> 流紋岩

緑15 表採 砥 石 1面 頁岩

288 緑15 北側 谷底  Ⅱ層下 砥 石 4面 <81> く102> く377> 流紋岩

289 緑15 表採 磨石 表裏 540 溶結凝灰岩
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図版99 古代の遺物91(石器23)
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図版103 古代の遺物95(石器27)
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(4)鉄製品 (図版116～ 131、 写真図版300～ 310)

島田Ⅱ遺跡からは多種多様な鉄製品が出土している。その数は総数約650点 (う ち図示可能なもの241点 )

にも及び、岩手県内では類をみない出土数を誇る。ここでは、これらの鉄製品の整理も兼ね、おもな製品

についてその特徴を述べ、分類を行うことにする。本来であれば、この分類結果が時空的な差か、系譜的

な差かなどを明らかにすべきであるが、種別点数があまり多 くないこと、該期の鉄製品の研究があまり行

われていないこともあり、ここでは断念 し分類のみを行った。この点は今後個別に検討していく必要があ

ろう。点数が比較的豊富な鉄鏃については若千の検討を行っているため、後述する。なお、本節で使用す

る図版は掲載図版を集成したものであり、番号は同じである。

本遺跡から出土した鉄製品は、大きく武器・農工具 。漁具・不明製品の 4種類に分けられる。図示可能

なもののうち形状が判明するものを集成したのが図版133～ 135で ある。出土点数は武器類が39点、農具が

13点、工具が 9点、漁具が 8点、鍛冶具が 1点、その他 (祭祀用か)が50点、不明が121点 の計241点であ

る。出土点数が多いのは釘等を含めると工具類であるが、武器についても多 くの出土数が認められる。農

具類はもっとも数が多いと思われるが、本遺跡では数少ないものとなっている。そのほか、生産遺跡とい

う性格上少数ながらも鍛冶具が出土している。このように製品の種類の豊富さが本遺跡出土品の特徴と言

ぇるであろう。

①鉄鏃

明確に鉄鏃と判断できるものは30例出土しているが、長頸鏃の顕部破片は紡錘車の軸等と判断しがたい

ので、数自体は若千増加する可能性がある。

出上した鉄鏃は、無頸・短頸・長頸鏃に大別でき、その形態から7形式分類が可能である。なお名称につ

いては津野論を参考にした (津野1990。 2001)。

無頸長三角形式

7点が出土している (6・ 9'75'H2～ 113・ 196)。 平面形は長三角形状を呈すもので、頸部がないも

のである。刃部は両側縁につき、底辺部は深 く基部に入 り込む腸快が形成される。中央部には孔が 2箇所

対に穿たれている。大きさは長さが 6 cm前後、幅が 3 cm前後である。重さは12g前後である。1961ま 大きさ

がこれらより小さく、腸決が浅い形式である。重量も比較的軽量である。

柳葉式

6点が出土している (83・ 106・ 138・ 150。 157・ 218)。 先端が尖 り長三角形を呈するが、側縁が途中で

内側にくばみ、再度広が りながら基部へと移行する形態を呈する。平根であり、短頸式の一群である。刃

部は両側縁につく。また、細根のものも 1点出土している (150)。 なお、前者は津野氏がいう柳葉 Ⅱ式に、

後者は柳葉 I式 に相当すると考えられる。腸狭の入るもの (218'138。 106・ 83)と 腸決の入 らないもの

(157)が存在する。とくに後者の平根のものは大形であり鏑矢の可能性がある。

藝箭式

7点が出上している (67・ 95'150。 164。 283・ 212)。 細根であり、小型の鏃身部、長い頸部を有する。

刃部は両側縁につ く。頸部関は台状関が多い。すべて茎部が欠損している全容を知れる例はない。頸部は

比較的短いもの (183。 144)と 比較的長いもの (164な ど)の 2者がある。この頭部の長短は時期差を示す

可能性がある。

片刃箭式

1点のみ出土している (H8)。 古墳時代から続 く形式の鏃で、鏃身部は片側の側縁のみに刃部を有する。

茎部は欠損していると思われ、顕部関の有無は定かではない。
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方頭 (斧箭)式

1点 のみ出上している (158)。 鏃身関部からやや開きながら直線的にのびる狽I縁 をもち、羽子板状の平

面形を呈する。鏃身部は 4 cm程 度、刃部幅は4.5cmで あり、鏃身部は短いが刃部幅は広い。頚部 (箆被)も

短めであり、顕部関は台状関である。茎部は欠損 している。津野氏の方頭斧箭 Ⅱ式の範疇に含めてもよい

であろう。

雁又式

1点 のみ出土している。平面形が大きく「 Y」 字状を呈する一群である (149)。 本例は二股に分かれた

刃部が長い型式のものであるが両先端部を欠損 している。頸部は短 く、台状関を有 している。茎部は途中

で欠損 している。雁え式は古墳時代後期にわずかに確認できるが、とくに奈良時代以降鏑矢として盛行し、

後世まで続 く形式である。

鉄鏃については上記のように分類可能であるが、その年代的位置づけについては後述する。鉄鏃は比較

的多 くの遺跡から出土してお り、一般的な出土遺物であるが伊藤悼幸の研究のように、特定に遺跡に集中

する傾向がある (伊藤1997・ 1998)。 今後はこれらの消費遺跡と本遺跡のような生産遺跡との比較を通じ流

通や性格といった問題を明らかにすべきであろう。

②大刀・刀装具類

大刀類については、大刀やそれに装着される鍔、縁金具、鞘尻金具が出土 している。刀身の短い小刀も

便宜的にこれに含めて説明する。鍔以外はいずれも点数や類例が少ないため分類を行わずその特徴のみ記

載する。

大刀は 1点折 り曲がった状態で出上 している (105)。 3つ に折 り曲げられているが、廷ばした状態で観

察すると刀身部が57cm、 茎部が15cmの総長72cmの大刀である。平造 りの鉄刀で、鋒部分がやや欠損してい

るが、刃部がゆるやかに棟側に移行するいわゆるフクラ鋒を有する。関部分は明瞭な屈曲をもたず、やや

撫関状を呈する。≧は両側から扶 りが入 り、立鼓柄状を呈する。把頭は方形をなし、中央部には目釘穴も

しくは懸け通し孔が穿たれている。この大刀のように折 り曲げられた状態で出土することは、素材として

再利用されるために曲げられたのか、あるいは何らかの祭祀のため折 り曲げられたのか定かではない。

鍔は 3点が出土している (69'84'186)。 いずれも板鍔であるが平面形はそれぞれ異なっている。平面

形態により2類 に分類できる。 I類は太めの形状を呈するもので長径/短径比1.4前 後であるもの (186)。

Ⅱ類は細身の形状を呈 し、長径/短径比が2.0前後であるもの (69)。 1点が欠損 しており全容が知れないが、

両者とも刀身側があまり尖らず、側縁側の幅も一定であり、対称的な形態を呈 している。いわゆる小判形

を呈する形態である。

鍔は比較的遺存例が多いため、形態の相違から刀身も含めた地方生産の可能性が古墳時代の研究から考

えられている (豊嶋2001、 西澤2002)。

その他の刀装具としては、縁金具 (62)、 鞘尻金具 (187)がある。縁金具は、柄縁か鞘縁であるかは定

かではない。鞘尻金具は覆輪状の構造をもつものである。県内の類例では、盛岡市・志波城跡などがある。

古代に属するこれらの大刀や刀装具については、あまり研究が進んでいるとは言えないため、ここではあ

まり詳細を述べることができないが、武器を生産することはこの遺跡の性格を考える上では非常に重要な

点であることは強調しておきたい。

③鋤先・鍬先

6点が出土しているが、いずれもいわゆるU字形鍬 (鋤)先である。この種の鉄製alJ・ 鍬先は 6世紀中

頃までに農工具の主体 となって以降、近年まで基本的な形態を変えずに使用されていたものである。製作
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技法をとってもそれ以前よりもより複雑な技法を採用 してお り、この種の鉄器の出現は古代において重要

な画期となっている。

今回出土の鋤・鍬先はその平面形態をみると、 2者に分類可能である。

I類 耳部が外側に開くもので、刃部の横幅が比較的狭いもの。

Ⅱ類 耳部が直線的に延びるもので、刃部の横幅が比較的広いもの。

このほか本遺跡からは出土 しないが、矢巾町徳丹城跡S1852出 土の鋤 (鍬)先のように耳部が IoⅡ類より

も長く、刃部の幅 (縦幅)も 長い形態を呈するものも存在する (Ⅲ 類)。

岩手県内での類例をみると、 I類は、金ヶ崎町・柏山舘遺跡や盛岡市・台太郎遺跡 (18次調査)等で出土

しているが数量的に少ない。 Ⅱ類は、久慈市 。平沢 I遺跡、宮古市・山口館遺跡・芋野Ⅱ遺跡、一戸町・

上野遺跡など出土数が比較的多 く主体的であるようである。 I・ Ⅱ類 ともに刃部の幅には多様差があ り、

形状も対称形でないものもあり、研ぎ減 りの可能性 もある。

I～ Ⅲ類の前後関係についてはここでは触れる余裕はないが、古墳時代の鋤先・鍬先を中心に検討を行

った松井和幸は、刃部の幅が長 くなるもの、耳部が長 くなるものはより後出的であると捉えている (松井

1987)。 これに従えば、Ⅲ類はこれらのうちで最 も後出的と考えられるが、少なくとも現在 までのところ、

8世紀以降の様相については具体的に明らかとはなっていない。この点は今後追求せねばならない問題点

である。

④鉄斧

鉄斧は 2点出土しているがいずれも型式が異なっている。

袋状の受け部をもつ鉄斧は (151)刃 部が撥形にひらく。断面は半円形を呈するなど曲線を基調とした受け

部である。刃部は袋状であるが、受け部は折 り曲げて製作される。この折 り曲げは欠損もあろうがやや短

く、断面で見るとC字状を呈する。瀬川拓郎は、擦文文化ではあるが、この型式のものを後出的と捉えてい

る (瀬川1984)。

県内での類例を見ると、盛岡市・志波城跡、金ヶ崎町 。西根遺跡、揚場遺跡、北上市・立花南遺跡、矢

巾町 。白沢 XⅡ 遺跡などから出土している。これらをみると、 8 cm前後、10cm前後、12cm前後 と3種類の

大きさに分けることができる。構造自体は基本的に同様の受け部を折 り曲げるものであるが、平面形態に

は若千の異なりが認められる。すなわち、本遺跡出土例のように刃部が撥形に広がるものと、側縁が直線

状を呈するものである。また、北上市・立花南遺跡出土例のように受け部の断面形が方形を基調とする例

もある。

このように、古代の鉄斧は大きさと刃部の形態、受け部の形状を指標に分類が可能であると思われる。

受け部がなく断面が方形の例 (96)は 、折 り曲げられているため全体の形状は不明確であるが、先端部

(刃部)がやや広い形状で片側にのみ刃部が造 り出されている。

鉄斧は木材の伐採のほか木工加工に使用された場合 も考えられ、法量に異なる各類がそれぞれ用途に応

じて使用されていたと思われる。

⑤紡錘車

本遺跡からは軸部と円盤部の双方が遺存しているものが 5例、円盤部のみが 2例確認でき、その他円盤

部のみや軸部のみが出土する例も有ることを考慮すると数自体はもう少し増加する。

紡錘車は円盤部と軸部の2つの部品から構成される。円盤部の形状は円形であるが、その大きさ (直径)

には 5 cmと 6 cmの 2者がある。前者には 7・ 31・ 136・ 185があり、後者には32・ 170・ 207がある。また、

平面中央部が盛り上がり、横から見ると円錐状を呈する形態をもつものもある。平らな形状と円錐状の形
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状の 2者がある。これらは 5 cmと 6 cmの両方にも存在する。

軸部は欠損 しているものが多 く全体の大 きさは不明であり、また両末端部の形状がどのようになるかは

明らかではない。ただし1点のみ先端が鈎状に曲げられている例が存在することから、少なくとも一端は

鈎状に曲がった形状を呈すると考えられる。断面は円形を呈するが、直径がほぼ 4 nlmと 6 mmの 2者があり、

それぞれ円盤部が 5 cm、  6 cmの ものに対応する。この円盤部の直径が 5 cmと 6 cmの 2者は本遺跡以外にお

いても存在することから、少なくとも岩手県内においては通有の大きさであったことが推測される。この

2種の違いが何に起因するか不明であるが、紡 ぐ糸の種類が異なっているのかもしれない。

紡錘車は一般的な集落からは比較的多 く出土する傾向があるが、出土遺構 (住居)が限定される例が知

られている。また、奈良時代には土製が多いが平安期になると鉄製が増える傾向があるという (水沢市

2002)。 これに従えば大まかではあるが、鉄製紡錘車が主体的に出土する遺跡は 9世紀以降とすることがで

きる。

⑥手鎌

穂摘具、穂切具、手引金等と呼称されるものである (33・ 34・ 47・ 60・ 116・ 129。 152)。

横に長 く薄い鉄板を基調とし、長辺側の一端に刃部を有する。棟側に木質部が遺存する例が多い。浅田

の指摘のように木質の遺存例をみると片側にのみ残存 してお り (浅 田2000)、 本来的には片面にのみ木質部

が存在 していた可能性がある。また、日釘が約1,7cmも 突き出している例 (33)か らある程度厚 さのある木

質が装着されていたと考えられる。

これらの手鎌は刃部の形状により2大別 (I・ Ⅱ類)さ れる。 I類 は刃部がほぼ直線的なものであ り、

出土数が多 く主体的な在 り方を示す。岩手県内の類例をみてもこのタイプのものが多い傾向がある。本質

部は刃部と鉄製の目釘で装着されている。目釘は両端に 2箇所で留めるものが多いが、33の ように中央部

に 1箇所を加えて 3箇所で固定するものも存在する。

Ⅱ類は刃部が凸状に湾曲する形態を呈するものである。出土数が 1点のみであること、遺存例が悪いこ

ともあり明確ではないが、一端に目釘が残ることからも手鎌の 1種である可能性が高い。

手鎌の主な出土遺跡をあげると、久慈市・平沢 I遺跡、中長内遺跡、宮古市・赤前遺跡、浄法寺町・飛

鳥台地 I遺跡、二戸市 。大向上平遺跡、駒焼場遺跡、軽米町・上尾田の館跡、一戸町・鳥越館跡、一戸城

跡、滝沢村・高柳遺跡、水沢市・林前遺跡、花泉町・下館銅屋遺跡などがある。県北や沿岸地域を中心に

出土しているが、県南地域である水沢市などからも出土していることから広 く分布 している状況がわかる。

一戸町・鳥越館跡や軽米町 。上尾田の館跡出土例のように棟側の両端が突出している例 もある。これらは

両面に木質部が遺存 しており、日釘の使用 も認められないことから、小川貴史がいう「挟着式手鎌」 (小ナ||

1979)の 類に属すると思われる。このタイプを手引金と呼称する例が多い。呼称自体様々であるが、機能

についても厳密に判明しているわけではない。

②鎌

完存例が 1点のみ出土している (39)。 そのほか鎌と推定される 2破片 (202・ 203)がある。

刃部が湾曲する曲刃鎌であり、≧の存在 しない無茎鉄鎌である。基部を折 り曲げて木柄 との着柄箇所 とし

ている。基部付近の幅が厚 く、先端にいくにしたがってやや細 くなっている。この基部の折 り返 し部分を

上向きに置 くと刃部が左側にくる。基部の折 り返 し部分から着柄角度を推定すると、現状ではやや鈍角と

なるが、ほぼ直角としてもよいであろう。

鉄鎌はこの柄 との着柄角度と刃部の形状によりい くつか型式に分類可能であると考えられる。また、基

部の折 り返 しは、本例のように基部側を全面折 り返すものが多いが、北上市 。南部工業団地例のように基
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部の片隅のみを折 り返す例もある。この場合着柄角度は鈍角になる。

鉄鎌も基本的には古墳時代よりあまり形態的な変化は認めることができないが、古代になると鈍角に着柄

された山刃鎌が主流を占めるという (松井1993)

一股的に直角鎌を根刈 り用、鈍角鎌を (草)払い鎌 と考える場合が多いが、このように考えると、手鎌

が収穫具として、鎌が除草用その他の用具 として捉えることが可能かも知れない。手鎌 と鎌の分布やその

出現時期などをさらに詳細に検討する必要があろう。

③刀子

刀子は28点が図示可能であり、今回出上の鉄器の中では最も数が多い。一般的な集落からの出土も多 く

鉄器の中では一般的な器種であるといえる。

久損している例が多いものの以下の 4類に大別できる。

I類 刀身の形状が長三角形状を呈するもので、刃部が関部より直線的に幅を減少させながら鋒へとの

びるもの。関の形状や法量によりさらに細分される。

20cm前後になると想定されるものが主体を占める。鋒は細長 く鋭 く尖っている。関部は両関であ

るが鈍角をなしやや撫関状であるものがほとんどである。茎部は刀身とほぼ同様の長さをもち、

形状も茎尻にむけて細 く狭まっている。

Ⅱ類 刀身の形状が通有の大刀状を呈 し、刃部の幅は関部より鋒付近まではほぼ直線的であるが、鋒付

近から鋒にかけてゆるやかに湾曲するもの (フ クラを有するもの)。 関部の形状や法量によりさら

に細分される。この類は完存例が無 く全体の大きさは定かでないが、刀身部の長さは12cm前後で

あ り、 I類 とほぼ同様の大きさであると推定される。鋒部があまり尖 らないため I類 よりはふっ

くらとした形態を呈 している。茎部は遺存例が少ないため形状は不明であるが網長 く尻まで続 く

と思われる。関部は両関であり、角関もしくは撫関を呈する。

Ⅲ類 刀身の形状は I類 と同様であるが、法量が14cm前後と小型のもの。背側にのみ関部を有する。

Ⅳ類 刀身の形状はⅡ類と同様であるが、法量は完形のものが少なく不明であるが、推定でⅢ類 と同様

に14cm前後と小型のものと思われる。背側に関をもつものが多いが、刃関のものも存在する。

刀子の機能としては、 1つ に同定できず、様々な用途に使用されていたものと思われる。 したがって、

I～Ⅳ類の差は機能差である可能性がある。武器として使用されたとも考えられるが、ここでは仮に工具

としての使用を一義的に考えておきたい。

⑩鉄鉗

鉄鉗は加工するために加熱した鉄素材を鋏むのに使用した道具である。本遺跡からは1点が出土してい

る。2つの鉄棒状の部品より構成される。この2本の鉄棒を接合部で鋲留し回転部とする。2本の鉄棒状

の部品の先端部分がハサミ部 (仮称)と なる。ハサミ部は内側に面をもった部分が隙間無 く合わさる。は

さみ部の反対の末端は握 り部分であり、やや厚さを減じながら末端まで細長 く延びる。

岩手県内での類例は非常に少なく、わずかに平泉町 。里遺跡などから出土している。

①和鋏

1点のみの出土である。刃部片側が欠損 している。 1本の鉄棒を折 り曲げてその両端を刃部としている。

刃部は長さ約 5 cmで あり、刃部と握 り部の境界が内側に突起する。古代における類例があまりないため詳

細は不明である。

①錫杖状鉄製品

錫杖状鉄製品は、仏荻法具である錫杖に類似 していることから呼称されている名称であり、手錫杖状鉄
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製品とも呼称されている。本遺跡からは破片も含めて 6点が出土するが、本品に付属すると考えられる鉄

鐸は44例出土している。

形態をみると、板状の鉄板の先端が羊角状に両側に開く形状のものであり、この先端が環状に回るもの

(円環)も 存在する。また本体に捩 りが加えられる例も存在する (204)。 この環状部には筒状の金具が取 り

付けられる例や小札状の鉄板が装着される例が知 られていることから、本遺跡で鉄鐸 と称 した筒状金具は

本製品に装着される部品であると思われる。

この錫杖状鉄製品にはこれまで、田中珠美 (1998)や井上雅孝 (2002)ら による研究があり、分類や編

年、その性格について論究されている。北東北での類例を集成 し、分類をおこなった田中珠美によると本

体部の幅が頭部とあまり変わらないものから、頭部幅が広がるものへ、断面形が板状のものから方形状へ、

捩 りのないものから捩 りのあるものへという変化を想定している (田 中1998)。 年代については 9世紀前後

から11世紀までが考えられている。

こういった錫杖状鉄製品については、北東北を中心に分布すること、実用品とは考えにくいことなどか

ら北方系の祭祀用具と想定されることがあるが、具体的な用途については明確になっていない。そのなか

で先に触れた井上雅孝は榊仏習合の要素をもった雑密系の祭祀具であると考えている (井上2002)。 このよ

うに複雑な要素を複合 した製品であり、祭祀具である可能性は高いと思われる。いずれにせよ、捩 りが入

ることなどから、特殊な性格ということは間違いないであろう。地域的特性を顕著に表す遺物だけに今後

のさらなる成果に期待 したい。

②釣針

11点 が出土している。その大きさにより3種に大別できる。それぞれ全長が 8 cm前 後、 6 cm前後、 4 clll

前後である。形態をみるといずれも「 j」 字状に屈曲しているものがほとんどであ り、逆刺が無いもので

あるが微妙な形状の差が認められる。それぞれ魚種に応じて使用されていたと考えられる。

類例は、一戸町・上野遺跡、花巻市・似内遺跡、宮古市・山口舘、陸前高田市・友沼Ⅲ遺跡などがある。

沿岸部での出土例が多いが内陸部においても一定量が出土している。これら釣針についても資料の増加が

望まれる。

⑬その他・不明製品

その他の鉄製品として、鉄鍋片、釘や楔状、鑑、鑑状の鉄製品がある。また、棒状や板状、鉄金廷状、

リング状などの形状があるものの具体的な製品名を特定できないものがある。これらは多 くは欠損品であ

り、何 らかの製品の一部である可能性 もあるが、ここでは用途・形状が明確でないものは不明鉄製品とし

て一括した。

以上、鉄製品の分類 と観察を行ったが、 とくにその年代的位置づけについては躊躇する点が多かった。

ただし、それらのなかでも鉄鏃の研究は古 くから議論が行われてきており、近年その研究が活発になって

いる。なかでも古墳時代の鉄鏃については最近では、地域によって異なる組成が存在することが指摘され、

さらに地方生産も視野に入れての研究が進んでいる (尾上1993)。 こういった研究の蓄積がある古墳時代に

比べて古代における研究はあまり活発であるとは言えない。その中で津野仁は古代から中世にかけての鉄

鏃を分類、変遷過程を体系化した貴重な成果をあげている (津野1990。 2001)。 ここではこの論を参考にし

て、とくに鉄鏃について抽出し、年代的な位置づけを検討する。

本遺跡からは先述のように、無頸三角形式、藝箭式、長三角形式、柳葉式、方頭式、片刃箭式、雁又式

の 7形式が出土 している。このうち年代決定のための指標 となる特徴的な形式は、無頸式、片刃箭式であ

る。この両者は古墳時代より続 く形式であり、上限年代を決定する際には重要な形式であると言える。ま
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た、属性 としては台状関の存在が指標 となる。古代の鉄鏃の変遷については詳細な過程はこれまでのとこ

ろ明確ではないが、大まかな前後関係は明らかにされている (津野1990)。 津野の年代観にあてはめると、

無頸式は津野のいう I・ H期 のみに存在することが知 られ、 8世紀～11世紀前半までが存続範囲である。

片刃箭式は I期 (8世紀～ 9世紀前半)・ Ⅱ期前半 (10世紀前半)ま で確認できるとされる。また、台状

関の出現は各形式によって異なるが概ねⅡ期以降盛行するようである。

下限年代については、Ⅲ期 (11世紀後半～13世紀)の主体形式である選根式の鏃が確認できないこと、

環状関を有するものが確認できないことなどからⅡ期以降には降らないものと考えられる。

以上のことをまとめると、本遺跡出土の鉄鏃は津野論の I期以降Ⅲ期までの年代が考えられる。そのう

ち片刃箭式が 1例のみであること、無頸式が残ることを考慮すると I期後半からⅡ期前半までの年代が上

限として考えられる。下限は導根式が登場するⅢ期以前ということができる。さらに、津野がいうように

北東北が選根式を早い段階から使用する地域であるとすると (津野1990)、 さらに朔 りおおよそⅡ期後半ま

でを存続年代として考えることができよう。

本遺跡出土例は一括遺物ではないが、全体的に捉えると上記のような 9世紀前半から10世紀代という大

まかな年代を与えることができる。もちろん、そのなかで片刃箭式や無頸三角形式のように古い様相を示

す形式もあるが、ここでは細分を行わず、大まかな年代を与えておきたい。さらなる細分は今後類例を増

加させた上で検討していくことにする。

つぎに志波城跡出土例との比較を行い時期的に組成の違いを検討 しておこう。

城柵遺跡である志波城跡からは比較的まとまって鉄鏃が出土することや、その存続年代が限定されること

等から、鉄鏃の様相を検討するうえでは重要な遺跡であるが、城柵遺跡であるという特殊な性格を念頭に

置 く必要がある。

志波城跡からは、城内の竪穴住居跡を中心に鉄鏃が多数出土 している。志波城跡は存続時期が今のとこ

ろ比較的限定されることから、この時期における鉄鏃の組成を検討するうえでは重要となる遺跡である。

管見に触れた限 り、志波城か らは津野分類の基根式、三角形式 。長三角形式が確認できる。このうち、

主体 となる形式は基根式であ り、鋒の尖るいわゆる圭頭選箭式と鉾の九い選箭式の 2種が確認できる。次

に三角形式、長三角形式がつづ くが、これらほとんどが征矢と考えられる。鏑矢と考えられる三角形Ⅲ式

はわずかに数点確認できるのみである。とくに一括資料と考えられるS1389竪穴住居跡出土例は、軽根式10

点、三角形 I式 2点、長三角形 I式 1点、三角形Ⅲ式が 1点 と圧倒的に征矢である基根式が主体であり、

鋼矢である三角形Ⅲ式が 1点 という組成である。 したがって、志波城跡出土鉄鏃の全体の傾向をみると、

選根式を主体とする征矢とごくわずかの鏑矢 (長三角形Ⅲ式)を ひとつの組み合わせと考えることができ

よう (津野1990)。

鉄鏃自体の年代的特徴としては頸部関の形状がほとんど角関か撫関を呈 していることが挙げられる。津

野は、棘関から角関への変遷を想定 してお り、かつ棘関の消滅を 8世紀初頭頃としていることから、志波

城跡出土鉄鏃の上限年代は 8世紀初頭以降となる。さらに頸部の特徴をみると、頸部が10cm程度の長いも

のは 8世紀初頭～ 9世紀後半 (津野 I期～Ⅱ期初頭)ま での間に盛行 し、長頸鏃のうち頸部の短いものは

I期中に登場し始めること、頸部は長いものから短いものへと変化することから (津野1990)、 頸部が短く、

台状関をもたない志波城跡出土例はそのなかでも後出的な要素を有 していると言える。すなわち、志波城

跡出土の鉄鏃組成は I期後半からⅡ期前半、つまり9世紀代の組成を表 していると推定できる。これは、

土器編年や文献からの年代観とも大まかであるが矛盾せずに対応すると言える。

このようにみてみると、 9世紀代の志波城跡の組成と9世紀後半から10世紀代の島田Ⅱ遺跡の組成を比
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較すると、全体的な傾向としては後者では柳葉 Ⅱ式など鏑矢と考えられる鉄鏃の割合が高いことが相違点

としてあげられる。一方で長頸鏃では頸部の台状関の有無など時期的な差が認められる。したがって、前

者から後者へ という組成の変化を想定することができる。しかし、生産遺跡である島田Ⅱ遺跡の性格を考

えると単純に組成の変化と捉えることは困難であろう。この点は、広 く周辺の状況を把握することが必要

となり、今後の課題である。

以上のように、島田Ⅱ遺跡出土鉄鏃の特徴 と年代的位置づけについて述べてきた。ここでの検討は、生

産遺跡と考えられる本遺跡 と城ltW遺跡である志波城跡との検討を中心においたため、一般的な在 り方とは

異なる可能性がある。しかし、全体的な傾向としては上記のようなものになると考える

以上、鉄鏃に関する年代的位置づけを中心に若千の検討を行った。再度まとめると、本遺跡出上の鉄鏃

は 9世紀後半から10世紀代 という大まかな年代が考えられた。ここでの検討は遺跡出土品をすべて一括 し

ているため、遺構ごとの重複関係や供伴遺物による検証は行っていない。いずれにしても本遺跡において、

片刃箭式・無頸式などのやや古い形式に属するものが 9世紀後半代に、それ以外が10世紀代に位置づける

ことができ該期におけるこの地域での組成を表していると考えられる。後者の時期のおける組成において

は柳刃式などの釣矢の可能性が高い大型品の割合が高いことが特徴としてあげられる。

岩手県内における鉄鏃を含めた鉄製品の詳細な検討はあまり行われていないため、ここではさらなる間

題については検討できなかった。今後は、本遺跡出土品の検討を通 じ、より広範囲における鉄鏃組成の内

容や変遷を明らかにしていき、流通や生産といった問題に言及していきたいと考えている。

最後に島田Ⅱ遺跡出土鉄製品についてその特徴を述べてきたが、そのなかでとくに強調しておきたいこ

とは、武器の出上が多い点である。生産遺跡 として本遺跡を考える上ではこの点が重要になる。それは武

器生産にはある種の規制が存在 していた可能性があ り、一般的な遺跡では生産されないと考えるからであ

る。武器が商品として流通する以前においては、生産を掌握する政治的権力の存在が不可欠である。その

存在が律令国家であるか否かという点がこの地域を考える上では重要となろう。

しかし、武器生産の可能性については、折 り曲げた武器 (鉄鏃や大刀)の存在は、素材として利用され

ている可能性や祭祀的な利用が考えられることから、先にも触れたように慎重でなければならない。

武器以外の鉄器についても、もちろん同様の理由で素材 として搬入された可能性があるものの、多品種に

およぶ点を重視すれば本遺跡で生産されていた可能性が高いと言える。

製鉄炉をはじめとする鉄生産施設と鉄製品との関連など遺跡内においての検討や周辺遺跡における鉄製品

の出土傾向など他遺跡間における検討など残された課題も多々残る。今後はこうした点についてさらなる

考察を深めていきたい。 (西澤 )
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第 8表 遺物観察表 3(鉄製品)

園番 区域 遺構名・出上位置・層位 器種 残存部位 霊さ(cm 幅(cm) 享さ(cm 重量 (g) 備  考

1 赤15 S129・ 西中央 。2層 刀 子 両端欠損 (665) く799)

2 赤16 S133・ カマ ド煙道 棒状 (角 ) 不 明 (443) 長顕鏃か釘 ?

3 赤16 S134・ カマ ド右・床面 刀 子 茎部欠損 (83) (854)

4 赤16 S134・ カマ ド・埋土 鉄 鐸 半完形 (23) 035 (513)

5 赤16 S135A・  Rふ/11 刀ヽ刀 切先欠損 (279〉 265 (743)

6 赤16 S135A・ 北側・埋土 鉄鏃(無頸 ほぼ完形 〈645) (1152) 腸袂

7 赤 16 S135A・ カマ ド・埋土 紡錘車 軸棒無 ぞ至48 1167 中央有孔

赤 16 S135A・ 北東・床面 棒状 (角 ) 不 明 (1■ 3〉 (876)
断面方形

釘か長頸鏃 ?

9 赤17 S153・ 検出面 鉄鏃(無頸 腸快欠損 (58〉 (591) 腸狭

緑11 S142・ 北側・混貝土層 釣 針 ほぼ完形 (585) 035 (269)

11 赤20 S125・ 北西・埋土下層 筒状 完形 鉄鐸 ?

赤20 S126。 カマ ド前・埋上下位 釘 ほぼ完形 1 (1766) 断面長方形

ヲ
^20

S126。 南西・埋上下位 棒状(角 ) 完形 ? ( 3282 両端尖

赤21 S130A・ B南西・床面 刀 子 両端部欠損 (117) (1133)

赤21 S131・ カマ ドRMl 楔様 ? 端都欠損 (80) (2329)

赤21 S136・ 3)詈 鉄鐸 ほぼ完形 (863) 端部有孔 ?

赤21 S136・ RC8下 鉄鐸 完形 1795 労帝音Б昇子了し

赤21 S136。 RⅢ711 オ更引犬 ほぼ完形 (100) (1146) 両端丸み有

赤21 S138。 北西・床面 鉄鐸 完形

赤21 S138・ 北西・床面 鉄鐸 半損 <235> 175 025 (501)

赤21 S138・ 北西・床面 鉄鐸 完形 17 055 端部有孔

赤21 S139ぢ報J・ 埋土 鉄鐸 ほぼ完形 く33> 185 (1017) 端部有孔

赤21 S139・ 東側・埋土 鉄鐸 ほぼ完形 <36> 端部有孔

以ヽ22 S144。 Rふン11 鋤先 完形 1385 1525 24496

戎ヽ22 S144・ カマ ド・埋土上位 盤 完形 2611 断面長方形

緑 7 S158A・ 埋土下位 釘 ほぼ完形 (1■ 2) 075 (1025) 断面長方形

緑 7 S161・ 2,かミル ト ・F打狽1・ 埋
=上

鉄 鐸 完形 335 ■7 035 端部有孔

綺證7 SXI ol・ 埋土中位 鉄鐸 完形 1298 端部有孔

緑 7 SX 06・ 北西側・検出面 鉄 鉗 完形 3346

緑 7 SX 06・ 東4・ 埋土 鉄鏃(長顕| 両端部欠損 (110) (1227)

緑 8 SX 09E・ Rlv13 紡錘車 軸棒両側欠損 軸棒(210) 宅き54 035 (361)

緑 8 SX 09E・ Rh14 紡錘車 軸棒端部欠損 軸棒(273) そ登62 035 (644)

緑 8 SX1 09E・ RlvIユ 穂積具 完形 173
目釘状金具付

木片残着

緑 8 SX1 09E・ RM2 穂積具 ほぼ完形 (95) (124)
目釘状金具付

木片残着

緑 8 SK 199・ R�ll 棒状 (角 ) ほぼ完形 〈154) (556) 断面長方形・釘 ?

緑 9 S1129・ 東 1・ 埋土 刀 子 刀身都 115 (594)

摘證9 S1129・ ラに属三 筒状 ほぼ完形 285 ■4 (59) 鉄鐸 ?

綺蒔9 S1129・ 房【雇三 筒 状 ほぼ完形 275 ■7 035 (673) 中央有孔?

綺證9 S1129・ R�11 鎌 刃 部 (205) 765 (727)

緑 9 S1129。 2′ミ,レ トЯ臣 鉄廷状 完形 ? 断面方形基調

以F23 S148・ ヨヒ東 ,1層 釣針 ? 不明 (25) (081) ,ン グ状 ?

ブF23 S150・ カマ ド西 釣針 ? 不明 (36) (28) (185) ダング状 ?

)F23 S150・  君
=ヱ

互 鉄 鐸 完形 端部有孔

ブド23 S169・ 北東・床面 刀子 茎部欠損 (141) (274〉

)ド 23 S169・ 東・RMl 鋤先 完 形

ヴ

^23

S169・ カマ ド・埋土 筒状 ほぼ完形 255 鉄鐸 ?

赤23 S169・ 北側・埋土 板状(有孔) 不明 (86) 035 (162)
端部穿孔・穂積具?

片側曲線的
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園番 区域 遺構名 。出上位置・層位 器種 残存部位 霊さ (cm) 幅(cm) 享さ(cm) 重量 (g) 備 考

赤23 S169・ カマ ド左袖 板状 不 明 (359)

成F23 S169・ 北東・埋上下位 釘 ほぼ完形 (1■ 9) (148〉 断面長方形

赤23 S172・ 南側 床面 刀子 ほぼ完形 (143) (123)

赤23 S173・ 貝古ラ( 鉄鐸 完形 チ岳言Б昇王子し

赤23 S173・ 貝占うヽ 鉄 鐸 完形 127 端部有孔

成F23 S174・ 西側 。2層 鉄鐸 完形 端部有孔

赤23 S175・ Rヽ江ユ 板状(S字状 不 明

ブ
^23

S176。 只占うヽ 刀 子 両端部欠損 (10,0〉 (103)

赤23 S176・ 南西 。2層 刀子 両端側久損 (108) (190) 柄木一部残

赤23 S176・ 埋土中位 鋤 先 完形

坂R23 S177C・ 只古床 板状 不 明 (60) 035 (177)

以ド23 Ы 78・ 南側・2層 鋭こ? 半損 (24) 断面長方形・釘 ?

赤23 SK1 34・ 北東・埋土 穂積具 ほぼ完形 (85) 目釘状金具付

)F23 SK1 34・ 北東・埋土 鉄 鐸 完 形 端部有孔

冽ド23 SK1 34・ 北東・埋土 鞘金具 完形 リング状

)R23 SK 185・ 埋土中位 鉄 鐸 ほぼ完形 端部有孔

赤23 SK 191。 Rふ江1 小刀 茎部欠損 (191〉 (380)

赤23 SK 191・ 埋土 棒状(S字状 不 明 断面長方形

戎ド23 SK 278・ 埋土中位 棒状(S字状 不明 (73) (199〉 断面長方形・屈折

赤24A S1115・ 検出面 鉄鏃(長顕 ほぼ完形 (1■ 3〉 (127)

赤24A S193B・ 】ヒ西 。

'里

土 棒状(丸 ) 不明 (83) 075 (46〉 紡錘車軸棒 ?

赤24A S193B・ 南東 貼床 鍔 完形 366

赤24A S193B・ 】ヒ西 。す里土 紡錘車 半損・軸棒無 径 (60) (132) 中央有孔

赤24A S194A・ 北側・埋土下層 釣針 ほぼ完形 (80) (177)

赤24A S194A・ 北東・埋上下位 棒粥犬(角 不 明 (675) 035 紡錘車軸棒 ?

赤24A S194A・ 北西・埋土下位 板状 不明 (64) (157) 鎌先 ?

赤24A S194B・ RMl 鋤先 完形 12ユ

赤24A S194B・ RA/12 鉄鏃 (無顕) 腸決欠損 (128) 腸快

赤24A S194B・ 北西・埋土 楔様 ? ほぼ完形

赤24A SXI RMl 錫杖状 両端部欠損 (132) (580) 板状・頭部環状か ?

赤24A SX1 73B・ 埋土 筒状 ほぼ完形 (65) 鉄鐸 ?

赤24A SXH ll・ 検出面 刀 子 両端欠損 (1375) (283)

赤24B 133・ RMユ 刀子 ほぼ完形 (1395) (156) 茎部屈曲

赤24B S1133・ 北コヨ・埋土 筒状 完形 21.2 石突 ?

赤24B SX1 34。 RⅢン11 小刀 茎部久損 (1645) 225 (372)

赤24B SX1 34・ 検出面 鉄鏃(短頸) 腸決欠損 (96) (159) 腸快

赤24B SX1 34・ 床面 板状(S字状) 不 明

赤24B SX1 74・ RMl 刀 子 茎部欠損 (13,2) 035 (107)

赤24B SX1 74・ 南西・攪乱 鍋 ? 不 明 (695) (425) (78.8)

赤24B SK 223・ 埋土 錫杖状 ? 完形 337

赤24B SK 224・ 埋土 棒状(S字状 不 明 断面長方形・釘 ?

赤24B SK 224・ 埋土上位 錫杖状 ? 二股片狽‖欠損 (47) (106)

赤24B SK 224・ 芝≧」ヒ」Lると 棒状 (九 ) 不 明 (137) く47) 紡錘車軸棒 ?

赤25A S1180BC・ RMl 釘 ほぼ完形 (1237) 断面長方形

赤25A S1180BC・ RM2 釘 ほぼ完形 (135) 11 (286〉 断面長方形

赤25A 81・ Rhtl 刀 子 ほぼ完形 (290) (2903) 柄木一部残

赤25A 87・ 埋土中位 釘 完形

赤25A SX 55A・ 東ベルト・埋土中位 鉄鏃(長頸) ほぼ完形 (1225) 〈1243)

赤25A SX 55A・ 検出面 鉄 斧 ほぼ完形 基部屈曲

赤25A SX 55A・ 埋土中位 筒状 完形 鉄鐸 ?

赤25A SX 55A・ 北東・埋土中位 釘 ほぼ完形 (1145) 11 055 (2204) 断面長方形

赤25A SX 55A・ 埋土中位 板状 不 明 035 (1605) 鎌屈曲部 ?

赤25A SK 南西・埋土上位 刀 子 完形 (15,2) 11 屈 曲
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�番 区城 遺構名・出土位置 す層位 器 種 残存部位 壁さ (cm) 幅 (cm) 昇さ(cm 重量 (g) 備 考

赤25A SXH16 刀子 ≧端部欠損 (815)

赤25A SXH16 鉄鐸 完形 335 025 端部有了し

赤25A SXH 13・ 2層 鉄 鐸 ほぼ完形 015 端部有子し

赤25A SXH 13'1層 鉄鏃(短頸) ほぼ完形 (355) 腸袂

赤25B 41A・ RMl 直 刀 完形 (720) 18- 31 03´ヤ06 3394 両刃,柄端都穿孔`屈 曲

赤25B 41A・ R�12 刀 子 完形 205 266

赤25B SI 41A・ 南東埋土上位 刀子 ほぼ完形 (19,95) (215)

赤25B 41A・ 北ベル ト・埋土 鉄鏃(長頭) 両端部欠損 (96) (55) 柄木一部残

109 赤25B SI 42B。 只占床中 刀子 刀身半損 (152) (2939)

赤25B SI 42B・ 北東・埋土 鑑 ほぼ完形 (1377) 両端部屈折

赤25B 42C・ 南西・床面 鉄鏃(無頸) ほぼ完形 〈635) (1033) 腸狭 。中央有孔2個

赤25B SI 42C・ 南西・床面 鉄鏃(無頸) ほぼ完形 (615) (1365) 腸狭・中央有孔2個

赤25B Ｃ
０ 42C。 南西・床面 鉄鏃(無頸) ほぼ完形 (28) (1281) 腸快・中央有孔2イ固

赤25B SI 42C・ カマ ド・埋土 釣針 ? 両端部欠損 (134) リング状 ?

115 赤25B SI 42C。 南東 。埋土 棒状 (角 ほぼ完形 (149) (1639) 紡錘車軸棒 ?

赤28B SI 67・ 南西埋土下位 穂積具 ほぼ完形 (105) (93) 目釘状金具付

l17 赤25B SX1 40'検 出面 刀子 両北部欠損 (102) (101)

赤25B SX1 46・ 検出面 棒状 (角 ) 不 明 (1■ 9〉

端部鈎爪 ?

紡錘車軸棒 ?

赤25B SX1 47B・ 西側・埋土 刀子 茎部欠損 (1■ 0) ■7 (178)

120 赤25B SX1 47B・ 西側・埋土 鍋 ? 不 明 〈68〉 (1146)

赤25B SX1 47B・ T町狽J・ 遇上上 リングリ 完形

122 赤25B SK 233・ 埋土 板状(S字状) 不 明

赤25B SヽV97・ 芝lこと 棒状 (角 ) 不明 (115) 紡錘車軸棒 P

赤25C S1122・ RMl 刀 子 茎端部欠損 (206) (313) 柄木一部残

赤25C S1122・ RW12 棒状 (角 ほぼ完形 (187) 〈664) 断面長方形・釘 ?

赤25C SI 44・ RMl 小 刀 完形 柄木一部残

赤25C SX 63・ 南西・埋土 鍋 P 不明 (87) (1093)

赤25C SX 64・ 埋土中位 小 刀 刀身切先 (1■ 7) (315)

赤25C SX 64・ 】ヒ′ミ,レ ト ・l「_三L 穂積具 不明 (6.9) 目釘状金具付

赤25C SX 64・ Jと
′ミ,レ ト ・芝lこと 棒状 (角 不 明 〈159) (151) 屈曲・釘?

赤25C
SX1 64・ 南ベル ト

埋土中位

棒状

(S字】大)

完形
断面長方形・錠?

両端部屈曲

赤25C SX1 64・ ド子rミ ルト ・を患苦し 板状(S字状 不 明 (97) (100〉 端部尖

133 赤25C SX1 64・ 南ベル ト・攪乱 板状(S字状 不 明 (115) (135) 断面台形 刀子 ?

赤25C SX1 79。 RM6 鉄鏃(長顕 両端部欠損 (1■ 0〉 (109)

赤25C SX1 79・ RM5 鉄鏃(長頸 鏃身欠損 (1165)

赤25C SX1 79・ RA/14 紡錘車 軸棒両狽1欠損 軸棒(164) 径51 025 (287)

赤25C SX1 79・ 東側・埋上下位 釣針 ほぼ完形 (31) (13)

赤25D S1119・ Rふ江ユ 鉄鏃(短頚| 完形 腸狭

赤25D S1120B o RMl― D 鉄鐸 完形 215 035 1862 端部孔にリング付

赤25D S1120B・ RMl A 鉄 鐸 完形 025 1059 端部孔 |こ リング付

赤25D S1120B・ RMl‐ C 鉄鐸 完形 端部孔にリング付

赤25D S1120B・ RA/11‐B 鉄鐸 完形 端部孔にリング付

赤25D S1120B・ 埋土下位 釘 (楔 ? 完形 2417 断面長方形

赤25D SI 48。 Rふ/12 鉄鏃(長顕) 両端部欠損 (101) (124〉

赤25D SI 48・ 】ヒコ雪 鉄鐸 ほぼ完形 (154〉 端部有孔

赤25D 48・ RMl αt'十 両端部欠損 (87) (123)

赤25D 49・ 煙道・埋土 鉄廷状 完形 731 断面方形基調

赤25D 50B・ 南西・1層 刀子 まぼ完形 (1335) (1316)

赤25D SI 50B・ 南東・埋土 鉄鏃(雁股) 鏃身半損 (129) (375) (1699)
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�塔 区域 遺構名・出土位置・層位 器種 残存部位 霊さ(cm 幅(cm) 軍さ (cm) 重量 (g) 備  考

赤25D S1150B。 東ベル ト・埋土 鉄鏃(有顕) 完形 ll 関無

赤25D S1150B・ カマ ド・RMl 鉄斧 完形 20368

152 赤25D S1150B。 南西 。1層 板状(有孔) 完形 699 両端穿孔・穂積具?

153 赤25D S1150B・ K2・ 埋土 釣針 ほぼ完形 (335) 反 し有・屈折

赤25D SX1 78・ 埋土上位 棒状 (丸 ) 不 明 (142〉 (161) 紡錘車軸棒か釘 ?

155 赤25D SK 246・ 底面 鉄鏃(長頸) 両端部欠損 (135〉 (122〉

156 赤25D SK 254・ 北側・埋土 鉄 鐸 半損 (29〉 端都有孔

157 緑 14 SI RMl 鉄鏃(短頸) ほぼ完形 (1595) 385 (4596)

158 赤27A SI 南西・RMユ 鉄鏃(方頭式) ほぼ完形 (104) (327)

赤27A S1107。 南西・床面 鉄鏃(長頸) 両端部欠損 (121) (1■ 5)

赤27B S187A・ 1層 刀 子 刀身部半損 (145) (166〉

赤27B S197A・ 南東・埋土上位 刀子 茎部欠損 (129) (123〉

赤27B S197B・ 埋土上位 板】犬 不 明 (1035) (368)

赤27B S198・ 北側・埋土上位 鉄鏃(長頸| 両端都欠損 (82) 属折

赤27B S198・ 北西・埋土上位 鉄鏃(長頸| ほぼ完形 (157) (143)

赤27B SX1 26・ 地床炉 筒状 ほぼ完形 (88) 石突 ?

赤27C S179・ 埋上下位 釣針 両端部欠損 (34〉

赤27C S180・ R�11 鉄 鐸 ほぼ完形 (146) 端部有孔

赤27C S180・ 西倶1・ 埋上下位 鉄鐸 完形 155 端部有孔

赤27C S180・ カマ ド・埋土 鉄鐸 半損 (65) 耳付

赤27C S182・ 南西 。埋土上位 釘 両端都欠損 (154) (515) 断面長方形

赤27D S165'RMユ 刀 子 両端欠損 (1■9) 225 (162) 柄木一部残

赤27D S165'検 出面 刀子 刀身端部欠損 (150) (226)

赤27D S167・ R�ll 鉄廷状 完形 ? 断面方形基調

赤27D SI 36・ Rふン径1 釘 (楔 ? ほぼ完形 (233) 断面方形・両端尖

175 赤27D 北東・埋土下位 鉄鐸 完形 端部有子し

赤27E SI 83・ R�11 刀子 ほぼ完形 (1575) 165 (202) 柄木一部残

177 赤27E SK 46A・ 北側・埋土 筒】犬 完形 ? 225 孔25 鉄鐸 ?

赤27E SK 47・ Rい711 釘 ほぼ完形 (183) (7811)

赤28A 156・ 南西・埋土 錐(刀子 P) 茎部 (698) 柄木一部残

赤28B S1160・ Rいン11 鋤先 完形 178 2201

赤28B S1163B・ Kl 埋 土 刀子 両端部欠損 (128) 屈曲・柄木一部残

赤28B S1166・ RWll 鉄廷状 完形 1075 6103 断面方形基調

赤28B S1168A・ RM2 鉄鏃(短頸) 両端部欠損 (79) 155 (103)

赤28B S1168A・ RMl 劉(? 先端部欠損 (1565) (275〉 (1765) 屈 曲

赤28B S1168A・ RM5 紡錘車 軸棒両側欠帳 軸棒(715) 4壬50 (1958)

186 赤28B S1168A・ RM3 鍔 完形 665

赤28B S1168A・ RM4 鞘尻金埠 ほぼ完形 (505) (128)

赤28B S1169・ 検出面 刀子 刃先欠損 (152) (186) 柄木一部残

189 赤28B S1174B・ 北東・埋土 鉄鏃(長頸| ほぼ完形 木質残着

赤28B S1174B。 南東・埋土 釘 (楔 ?) 完形 断面方形基調

赤28B S1175'】ヒ0割 ・速≧二L 刀 子 両端部欠損 (1065) (1155)

赤28B Ы 175・ 南側・埋土 刀子 両端部欠損 (171) 035 (2314)

赤28B SX1 94・ 北東・埋土 釣針 完形 035 反し有 ?

緑11 黒色土 楔様 ? 不 明 (375) (305) (9036)

195 満證7 T34脇・褐色上位 刀 子 茎端部欠損 (126) (1266)

茄證7 T34南脇斜面下・Ⅱ層 鉄鏃(無顕?) 両端部欠損 (544) 腸袂・中央有孔 2個

緑 7 T32～ T33斜面中・Ⅱ層 筒 状 半損 295 145 (444〉 鉄鐸 ?
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瓢番 区域 遺構名 。出上位置・層位 器種 残存部位 霊さ (cm) 中目(cm) 享さ(cm 重量 (g) 備  考

緑 7 斜面上・V層上 筒状 半損 (2112) 鉄鐸 ?

緑 7 T P4・ 表採 釘 先端部欠損 (87) 035 (1761) 折頭式・断面長方形

緑 7 ベル ト1・ 表上下位 釘 完形 折頭式・断面方形

緑 7 ベル ト1斜面下・Ⅱ層 釘 完形 505 397 断面方形

緑 7 T34～ T35斜面下 板状 不 明 (68) (415) (1293) 鎌先 ?

緑 7 T35以北斜面下・ I層 板】犬 不明 9.25 1688 朱付着・円形半折 ?

204 緑 8 北側斜面・V層上 錫杖状 両端部欠損 (138)
板状 。本体捻 り

頭部環状 ?

205 緑 8 北側拡張部・ Ⅱ層 錫杖状 ? 不 明 (645) (1155)

206 緑 8 北側・表上下位 筒状 完形 185 025 976 鉄鐸 ?

207 緑 8 北側拡張部・Ⅱ層 紡錘車 軸棒両側欠損 軸棒(135) 径60 (576)

緑 8 T3・ I層下 棒状(S字状 不 明 断面長方形

緑 8 Tl・ I層 下 釘 ほぼ完形 (344) 祈頭式・断面長方形

緑 8 北側斜面 。Ⅱ層 鑑 端部欠損 (87) 断面長方形

緑 8 北側斜面・ Ⅱ層 板状(S字状 不 明 (55)

緑 9 斜面下 ,日音褐色 鉄鏃(長顕|
ほぼ完形 く (1072)

緑 9 TH斜面中・表土 鉄鏃(長頸| 両端部欠損 (94) (1017) 柄木一部残

緑 9 T6斜面下・Ⅱ層 鉄 鐸 完形 端部有子し?

緑 10 斜面下・Ⅱ層 リング状 不 明 989 紡錘車軸棒 ?

赤24A T27 No4 刀子 茎端部欠損 (144) (171)

217 赤24A T27 No5 刀子 完 形 (185) 257 屈 折

赤24A T27 No2 鉄鏃(短顕) 腸狭欠損 (211) 腸快

赤24B 北端 。Ⅱ層 鍋 口縁部 (67) 〈668)

赤24B 中央東斜面・ Ⅱ層 鍋 ? 不 明 (64) (882)

赤24B 尾根上北端部・ I層 錫雪? 片側端部欠損 (83) (138) 断面長方形・釘 ?

222 赤24B 西斜面・Ⅱ層 )ン グ状 完形 265 055

赤25A 南側斜面・ Ⅱ層 不 明 端部欠損 (123) (322)
屈曲・中央板状

両端棒状尖

224 赤25A Tl・ 2段 目。表土 釘 ほぼ完形 (111) (239) 折頭式・断面方形

225 赤25A 北側拡張部・ I層 釘 完形 折頭式 ,断面方形

赤25A 斜面中腹・盛土 鉄 鐸 ほぼ完形 端部有子し

赤25B 最南部・盛土 鉄鐸 完形 ■5 025 端部有孔

228 赤25B T6・ 2棚・盛土 ,ン グ状 完形

赤25B 最南部・盛土 板状 不 明 (415) (364〉 屈 曲

赤25C 南側 。I層 筒 状 半損 (21) (57) 鉄鐸 ?

赤25D 盛 土 筒状 完形 鉄鐸 ?

赤25D 表採 板 状 不 明 (455〉 (562)

赤25D 盛 土 棒状(S字状) ほぼ完形 (49) 断面長方形

234 緑14 斜面下部 。Ⅱ層下 鑑 ほぼ完形 (62) 断面長方形

235 緑 4 斜面上 。Ⅱ層下位 鉄鐸 ほぼ完形 (195) 端部有孔

236 緑 4 Ⅱ層下位 鉄鐸 ほぼ完形 (69) 端部有孔

緑 3 T7A・ 黒 鋭こ? 両端部欠損 (227) 断面長方形・釘 ?

緑 3 T7中央・Ⅳ層 釘 完 形 (55) 断面方形

239 緑 3 T3中央・黒色 釣針 完形 077

緑 3 T8中 央 。Ⅱ層 釣針 ? 不 明 (135〉 (358〉 紡錘車軸棒 ?・ 屈曲

緑 3 T9中央・Ⅱ層 棒状 (丸 ) 不 明 (905) (819〉 紡錘車軸棒 ?
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(5)鉄滓類 (写真図版311～ 324)

今回の調査で出土した鉄津類は大コンテナで約60箱分、総重量にしておよそ1.25tで ある。凡例に示した

フローチャー トの手順で、主に外貌観察 (形状・色調等)と 磁着の有無及びメタル反応等により分類した。

分類するにあたっては、製錬工程の鉄津と鍛冶工程の鉄津それぞれについてフローチャー トを作成して

分別したが、これは試掘及び本調査段階で、緑15区 では外貌上製錬工程において発生する流出滓が多量に

出土したのに汁し、他の地区では皆無に等しかったことと、精査の結果、大きく工程が推定された炉跡の

配置状況から、緑15区 では製錬工程、他地区では鍛冶工程と判断されたため、遺構内外を問わず、それぞ

れについて限定して行ったものである。ただし、緑15区では谷部の上方、赤28B区尾根上に精錬鍛冶炉と鍛

練鍛冶炉が各1基存在 してお り、これらにより発生する鍛冶津類が含まれている可能性も否定できないが、

燃料の木炭供給のための炭窯との重複関係から、両炉跡には比較的時期差があると考えられ、 S XW72製

鉄炉が新 しく、少なくともS X H15廃 岸場を含め緑15区 の遺構内出土と遺構外の上層のものは製鉄関連の

ものと思われ、実際出土量のほとんどがこれに当たる。

一方、緑 15区 以外から出土 したものをすべて鍛冶津類 として扱ったわけだが、ここで細別した鍛冶津

(含鉄含)については、作業工程的には製錬工程の場 (量的には緑15区 からのものだけとは考えられない)

から製錬系鉄塊系遺物 (含鉄鉄津含)を搬入したものと考えられるため、必ずしもすべてが鍛冶工程で発

生したものとは限らず、製錬工程のものが混入していることは否めないことはお断りしておく。

鍛造剥片や泣状津を採集するための土壌サンプルは、遺構数量と調査期間の関係からすべてを対象に行

うことは不可能であったたため、試掘及び精査段階で鍛造剥片を視認できたものについては、その段階か

ら土壌収集を開始し、住居や工房床面での検出段階で鉄生産関連炉の可能性が考えられたものについては、

炉跡及び付属施設の埋土をすべて回収 したが、比較的付属施設を伴うものが多 く作業場内の構造がかなり

想定できたことと、やはり時間的なこともあって、メッシュ単位での収集は行わなかった。また、整理に

ついても鍛練工程を考える上で厚さによる分別を行うべきであったが、やはり時間的に実施できなかった。

なお、本来代表遺物の実測図等を掲載すべ きところではあるが、遺構や他の遺物など整理封象が多 く、

やはり時間的な制約もあって写真のみの掲載となってしまった。一応、掲載は単に類別の代表ではなく、

炉跡及び廃津場 (廃絶住居等の遺構廃棄を含)出土のものから、関連の推定可能なものについて各類別し

たものを選択したもので、同様の基準で科学的分析を実施するものを選抜 した。

以下、製鉄関連鉄淳類、鍛冶関連鉄滓類の順にフローチャー トに則って分類 した概要について記述する。

製鉄関連鉄滓類

上述のとお り、緑15区 から出土したものである。大コンテナ約4箱、重量にして約200kgが出土 し、約

165kgが S X H15廃津場からである。主に外貌から①流出滓②流動津③炉底津④炉内津に大別した。

①流出津は、色調が青黒色～黒色を呈し、磁着せず、凝固前に流動状にあった状態を示すものである。

総重量は約92kgが出土し、約46%を 占める。形状からさらに以下の3つ に細分される。

①A流出孔津 :表面が全体的に概ね滑らかな径 3cm以下の九棒状を呈するものである。炉壁に穿たれた

孔内部に止まったまま凝固したと思われるものである。約 2 kg出 土した。およそ1%を 占める。

①B流出溝津 :表面は概ね滑らかで、横断面がU字状となったこん棒状を呈するものだが、割れ折れたも

のや底面側に土や砂礫が付着しているものが多い。流出孔から流れ出る鉄津を排出するための溝に止まっ

たまま疑回したと思われるものである。約 7 kg出 土した。およそ 3%を 占める。

①C流出津 :表面は全体的に概ね滑らかで、低位側に流下して流動状に凝固したのが認められるもので、

炉外に流出したものだが、割れたものが多く不定形的なため形成位置を特定できないものである。底面側
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には土や砂礫が付着しているものもある。約82kg出 土した。およそ41%を 占める。

②流動津は、流出津同様、色調は青黒色～黒色を呈するが、部分的に酸化した赤みを持ち、磁着せず、

疑固前に流動状にあった状態が認められるものである。約42kg出 土し、およそ21%を 占める。すべて破砕

していて大小があり、破断面の観察からは気孔の粗密のあることが認められた。底面側に土や砂礫が付着

しているものや赤みの強いものなどもあり、流出津か炉内津もしくは炉底滓かの判別のできなかったもの

である。

③炉底津は、大きく椀形の底部が半円形を呈するもので、炉底で形成されるものであることから、その

形状を写したものといえるが、工程的に小割されるものであるため、全体的な旧状を留めるものはなく、

識別できたものは4点 と少ない。いずれも500g以下と小片である。ただし、鉄塊の取り出し作業のために丁

寧に小分割したものとすれば、分別できなかった流動津中にも含まれている可能性が高い。

④炉内津は、炉内に生成されたもので、含鉄と否含鉄がある。総重量約54kgが 出土した。およそ27%を

占める。色調は錆に覆われて極暗赤褐色～茶褐色を呈するものが多い。工程的に小割されたものであるた

め拳大未満の小さな塊状がほとんどで、全体的に錆化して凹凸が著しく、ゴツゴツした状態となっており、

木炭の噛み込みや痕跡を留めるものも多い。磁着の有無とメタル反応等により以下の4つ に細分した。

④A炉内津 :磁着しないものである。約38kgと およそ19%を 占める。

④B炉内津 (含鉄少):磁着するが、メタル反応の弱いものである。約8.5kgと およそ4%を 占める。

④C炉内津 (含鉄多):磁着し、全体的にややメタル反応の強いものと一部分的にメタル反応の強いもの

である。いずれにも錆膨れやその痕跡の認められるものも若千あり、外貌上からは鉄塊系遺物に分類すべ

きかもしれないが、機械的に本類に含めた。約6.5kgと およそ3%を 占める。

④D鉄塊系遺物 :強 く磁着し、全体的にメタル反応の強いものである。重量感があって、一見すると錆化

の進行した鉄の塊である。ザラザラ感が少なく、比較的表面が滑らかで、錆膨れやその痕跡の認められる

ものが多い。42点、重量にして約2.2kg、 およそ1%を 占める。50g以下の小さなものが大半を占めるが、 1

点のみ500gを 超えるものがあり、大きさ・重量とも例外的である。精錬工程のものかもしれない。

以上、製鉄関連の鉄津類について概観したが、類別毎の出土量比と個々の状態からは、当たり前のこと

ながら工程上小割され、この段階の製品である粗鉄 (含鉄鉄津含)は持ち去られたものと思われる。疑問

点としては小割の際に使用する要石が出土していないことと、炉内津含鉄多を含めた鉄塊系遺物が若千と

も出土していることである。また、化学分析からは分析試料の大半が砂鉄系製錬津との結果がでており、

概ね調査判断と一致する。一部炉内淳含鉄と炉底津としていたものが精錬鍛冶津と報告されているが、先

に述べたように赤28Btt S XW76精錬鍛冶炉からのものが混入していたものと思われる。

鍛冶関連鉄滓類

緑15区以外から出土したものである。大コンテナで約55箱、重量にして約1.05tが出土した。主に外貌上

①流状鍛冶津②鍛冶津③椀形鍛冶津④鍛造剥片⑤粒状津に大別した。

①流状鍛冶津は、製錬工程における流動津 (流出津)に類似しており、色調は部分的にやや赤みがかっ

た青黒色～黒色を呈し、表面が比較的滑らかな流動状にあった状態が認められるものである。磁着しない。

精錬もしくは鍛練の工程において、鍛冶炉の操業中に流下あるいは滴下して形成されたものと思われる。

約312kgが出土した。およそ30%を 占める。

②鍛冶津は、色調は極暗赤褐色～茶褐色を呈し、錆に覆われたものが多い。全体的に錆化して凹凸が著

しく、製錬工程の炉内津よりもザラザラ感が強い。木炭の噛み込みや痕跡を留めるものもある。約501kg

(鉄塊系遺物を除く)出土した。およそ48%を 占める。磁着の有無とメタル反応等により細分した。
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②A鍛冶津 :磁着しないものである。約231kgと およそ22%を 占める。

②B鍛冶津 (含鉄少):磁着するが、メタル反応の弱いものである。約165kgと およそ16%を 占める。

②C鍛冶津 (含鉄多):磁着し、全体的にややメタル反応の強いものと一部分的にメタル反応の強いもの

である。いずれにも錆膨れやその痕跡の認められるものも若千あり、外貌上からは鉄塊系遺物に分類すべ

きかもしれないが、機械的に本類に含めた。約105kgと およそ10%を 占める。

②D鉄塊系遺物 :強 く磁着し、全体的にメタル反応の強いものである。重量感があって、一見すると錆化

の進行した鉄の塊である。ザラザラ感が少なく、比較的表面が滑らかで、錆膨れやその痕跡の認められる

ものが多い。316点 、重量にして約31kg出 土し、およそ2%を 占める。60g以下の小さなものが大半であるが、

100～200gの ものも目に付き、500g以 上のものもある。磁着度の強いものほど大きいものが多くなる。

③椀形鍛冶津は、底部が椀形の半円形を呈するもので、炉底で形成されるものであることから、その形

状を写したものといえる。精錬・鍛練両工程で形成されるものである。底部には土や砂礫が付着するもの

や、連続した操業により重層をなすものもある。354点、重量としては約192kgが 出土し、およそ15%を 占

める。径20cm未満のものが301点 と大半で、分害Iさ れたものが多く、実点数はこれより少ないと思われる。

完形126点 で約35%、 破損228点 と約65%、 大きいものでは完形率が低い。磁着の有無とメタル反応等によ

り細分した。

③A椀形鍛冶津 :磁着しないものである。144点 出土し、約73kgと 椀形津のおよそ40%を 占める。完形率

約29%である。

③B椀形鍛冶津 (含鉄少):部分的に弱く磁着し、メタル反応の弱いものである。74点出土し、約35kgと

椀形津のおよそ21%を 占める。完形率約20%である。

③C椀形鍛冶淳 (含鉄多):吉Б分的に磁着し、メタル反応の強いものである。136点出上し、約78kgと椀

形津のおよそ38%を 占める。完形率約51%で ある。

④鍛造剥片 (鉄淳表皮含)は、鍛練鍛冶工程において鉄塊や鉄板を熱して鍛打する際に、鉄中の不純物

が表面から酸化被膜として薄板状に剥がれ落ちたものである。磁着する。厚さは 0 111nlか ら 2mmま でと、薄

いものから肉厚のものまであり、色調は青黒色～極暗赤褐色で、光沢のあるものと錆化したものがあるが、

肉厚でゴツゴツしたものは本来、鍛練初期段階で鉄塊系遺物の表皮 (鉄滓表皮)が剥落したものと思われ

る。

⑤粒状津 (擬似粒状津)は、鍛練鍛冶初期工程の鍛打によって飛散 した球状を呈するものである。磁着

する。直径 は1～5 mmぐ らいで、ツノ付 きや中空のものもあり、色調は青黒色～暗赤褐色を呈する。

以上、鍛冶淳類を概観 したが、流状以外の鍛冶津類の多さと分割された椀形津及び要石の存在からは、

操業上の不具合あるいは技術的な問題によるものか、再利用するために鉄塊を取 り出す作業を行ったと思

われ、精錬工程においても製錬工程で行う小割作業的ことを行っていた可能性が考えられる。

出土状況としては、主に谷・洞部の生産域 (赤25A・ BoD区 、赤27D o E区、赤28B区、緑 7・ 8区、緑

9。 10区)か ら約1.Otと ほとんどが出土している。羽口 。石製品の頁でも述べたように各区は地形的に独

立しており、各地区毎に出土量を見ると、赤28B区では約26kgと およそ 2%、 赤27D o E区では約29kgと お

よそ 3%、 赤25A・ B・ D区では約248kgと およそ25%、 緑 9。 10区 では約340kgと およそ34%、 緑 7・ 8区

では約510kgと およそ51%を 占め、残 りの尾根上地区では併せても約50kgと 当然ながら炉跡数に比例した量

となっている。また、化学分析 した試料においては、大半が精錬鍛冶津で、鍛練鍛冶淳が少量との結果が

でてお り、概ね調査判断と一致する。
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第 9表 写真掲載鉄滓類一覧表

要塔 区域 出土位置・層位 種別 重量 (g)

1 赤15 S128B・ 西狽1・ 埋土 鍛冶津 (流状 ) 1259

2 赤 17 S154'RX/11 鉄塊系遺物 (E)

3 緑 7 S158A・ 東側 埋土 鍛冶淳 (流状)

4 緑 7 S158A・ 埋上下位 鍛冶津 3173

5 緑 7 S158A・ 埋土中位 鍛冶津含鉄少

6 緑 7 S158A・ 北西・貼床 鍛冶滓含鉄多

7 緑 7 S158A・ 東側埋土下位 椀形鍛冶津 14220

8 緑 7 S158A 埋土中位 鉄塊系遺物 E 1307

9 緑 7 S158A 西側埋 土下位 鉄塊系遺物 E

緑 7 S158C・ K4・ 埋上下位 鉄塊系遺物 E

11 緑 7 S158C・ K5'埋土 鉄塊系遺物 E 806

緑 7 S158A・ 東側埋上下位 鉄塊系遺物 F 2794

13 緑 7 S160'南狽I 埋土 鉄塊系遺物 E

緑 7 S163・ カマ ド・検 出面 鍛冶淳含鉄少 4910

15 *尿 7 S163 カマ ド煙道 ,埋土 椀形鍛冶淳含鉄少 15493

緑 7 S163 カマ ド・検 出面 椀形鍛治澤含鉄多 9220

17 緑 7 sXI ol・ 埋土上位 鉄塊系遺物 (E) 1800

緑 7 SX1 02・ 埋土下位 鍛冶淳 (流状 ) l112

緑 7 SX1 02・ 埋上下位 鍛冶津 977

20 緑 7 SX1 02・ 埋土中位 鍛冶津含鉄少 938

緑 7 SX1 02・ .II上 下位 鍛冶津含鉄多 633

緑 7 SX1 02・ 東側 '埋土 鉄塊系遺物(D) 1320

緑 7 S� 05・ 西ベル ト 鍛冶津 (流 状 ) 4891

緑 7 SX 05 南西 鍛冶津 (流 状 ) 1844

緑 7 SX 05 西 ベ ル ト 鍛冶津含鉄少 2706

緑 7 SX 05 南西 鍛冶津含鉄多 1427

緑 7 SX 06・ 東側 埋土 鍛冶津 7443

緑 7 SX 06・ 東側 埋土 鍛冶滓 4730

満k7 SX 東側 埋 土 鍛冶津含鉄少

満た7 S 06・ 北西・床面 鍛冶淳含鉄多 6951

滴滝7 SX1 06。 東側・埋土 椀形鍛冶津合鉄少

緑 7 SX 06。 東側・埋土下位 椀形鍛冶津含鉄多 15350

緑 7 SX 06。 東倒・埋土 鉄塊系遺物(D) 3477

緑 7 SX 07・ 埋 土 鍛冶津合鉄少 6403

緑 7 SX 07・ 埋土下位 椀形鍛冶津含鉄多 25120

緑 7 SX 10。 東側・埋土 鍛冶淳含鉄少 2209

緑 7 S162・ 東側・埋土中位 鍛冶滓 (流状 ) 10215

緑 7 S162 東側 埋土 鍛冶津 6923

緑 7 S162・ RM2 鍛冶津含鉄多

40 緑 8 S1126A・ 西側・埋土 流出淳

41 緑 8 S1126A 中央・床面 鍛冶津

42 緑 8 S1126A・ 南西 埋土 鍛冶津含鉄多 17473

43 緑 8 S1126A・ 西側 ・埋 土 枕形鍛冶淳

44 緑 8 S1126A 西側 埋土 鉄塊系遺物 (E)

緑 8 S1126B・ RMl 鍛冶滓含鉄多 3589

緑 8 S1126B・ Rヽ42 椀形鍛冶津含鉄少

緑 8 S1126B 北側・埋土 鉄塊系遺物 (D)

緑 8 S1127・ 南西・埋土 鉄塊系逮物(D)

緑 8 SXI o9・ 埋 土 椀形鍛冶津含鉄多

緑 8 SX1 09・ 埋土 流 出津 822

51 緑 8 SX1 09C・ 東側 坦土 鍛冶津

緑 8 SX109C SXW42・ 埋土 鍛冶津 (流状 ) 501

緑 8 SX109C SXヽ V42 埋土 鍛冶津

緑 8 SX1 09C・ SXW42'埋土 鍛冶津合鉄少

緑 8 SX109C SXW42・ RM] 椀形鍛冶津含鉄多

緑 8 SX109C SXW42 RM3 鉄塊系遺物 (E)

57 緑 8 Ы 128・ 北東・埋土 鉄塊系遺物 (E) 928

緑 8 SXW 64 埋 土 鍛冶津

緑 8 SXW 64 Rヽ4] 椀形鍛冶津 9526

緑 8 SXW 65'埋土 鍛冶淳 (流 状 )

緑 8 SXW 65 RM3 鍛冶津含鉄少

緑 8 SXW 66 埋土 鍛冶淳 (流 状 )

緑 9 S1129・ RA/17 鍛冶津 (流 状 ) 1123

事遷 区域 出上位置・層位 種 別 重量 (g)

洋R9 S1129 西側・ 埋 土上 位 鍛 冶浮 (流状 ) 552

緑 9 S1129 中央・埋土 餓冶澤 ガラス賢

緑 9 S1129。 東側 ,埋土 鍛冶津合鉄少

緑 9 S1129 RA/15 鍛冶津含鉄多

緑 9 S1129 南側・埋 上 7t形鍛治淳含欽多 16244

緑 9 S1129 Rヽ16 鉄塊系遺物 (E) 3898

緑 9 S1129。 中央・埋土 鉄塊系遺物(E) 2604

71 緑 9 S1129 SXⅥ「30・ Rh/14 鍛冶津 (流状 )

緑 9 S1129 SXW30 埋 土 鍛冶津含鉄多 762

緑 9 S1129'SXW30 埋土 鉄塊系近物(D) 709

74 緑 9 S1120'SXW30.K2・ 埋土 鍛冶澤

緑 9 S1129 SXW30 K2 埋土 鉄塊系遺物 (D) 394

緑 9 S1120.SXW30 K3 埋土 鍛冶淳含鉄少 3088

77 緑 9 S1129'SXW30.K3 埋土 鍛造剥片・粒状滓

緑 9
SX1 14A

SXW32前 庭部 検出面
流出津

緑 9
SX1 14A

SXW32前 庭部 '検出面
流出溝津

緑 9
SX1 14A

SXW32前 庭部 RM61
鍛冶津(流状) 1881

緑 9
SX1 14A

SXW32前庭部・RM60
鍛冶津

緑 9
SX1 14A

SXW32前庭部・RM57
鍛冶淳含鉄少

緑 9
SX1 14

SXW 32 炉底面 (新 )

鍛冶津含鉄多

緑 9
SX1 14A

SXVF 32・ Rヽ175
枕形鍛冶淳 118195

緑 9
SX1 14A

SXM「 32・ Rヽ137
鉄塊系遺物(D) 627

緑 9 SXW 33・ 埋土 鉄塊系遺物 (E) 966

緑10 SX116 RhI 群 鍛冶淳

緑10 SX1 16・ Kl・ 埋 土 鍛冶津含鉄少

緑10 SX116 RM 群 鍛冶淳含鉄多 3274

緑10 S� 16 Kl・ 埋土 椀形鍛冶淳含鉄少 1805

91 緑 10 SX1 16・ RM 群 鉄塊系遺物 (D) 983

緑10 SX1 16・ 鍛造剥片集中区 鍛造剥片・粒状滓

緑10 SX1 17 埋土 鍛冶淳含鉄少

緑10 SX1 17・ 埋土 鍛冶津含鉄多

緑10 SX1 17 埋土 鉄塊系造物 (D)

赤23 S169 北側 埋土 鉄塊系遺物 (D) 1292

赤23 S173・ 南側 埋土下位 鉄塊系遺物 (D)

赤23 S1130 南東埋土下位 椀形鍛冶津含鉄多

赤23 SX1 69 東側 埋土 椀形鍛冶淳合鉄少

100 赤23 SK 179'RM5 杭形鍛冶澤合鉄多 14900

赤23 SK 2‐ 8・ RMl 鉄塊系遺物 E 1506

102 赤24A S194A 北東埋土下位 鉄塊系遺物

103 赤24A SX1 73B・ Kl・ 埋土 鉄塊系遺物 D

104 赤24A SX1 71 南東・埋土 鉄塊系遺物

赤24B SXI Й 北東 埋土下位 鍛冶津 (流】夫) 1035

106 赤24B SX1 74・ 北束埋上下位 鍛冶津

107 赤24B SN 55炉  検出面 椀形鍛治淳含鉄少

108 赤24B SX1 34 検出面 流動澤

109 赤24B SN 54炉 ・埋土 鉄塊系遺物 (D)

赤25A 埋土 鍛冶津

赤25A S118ユ・埋土 鍛冶淳含鉄少

赤25A S1181・ 埋土下位 椀形鍛冶津

赤25A 埋土 鉄塊系遺物(D)

赤25A S1187 カマド RMl 鍛冶淳 (流】夫)

赤25A S1187 埋土 椀形鍛冶津含鉄少 9205

赤25A S1187 南倒・埋土上位 鍛冶津含鉄多 6414

赤25A S1187・ RMl 椀形鍛冶津含鉄少

赤25A S1187 埋土 鉄塊系遺物 (E)

-187-



票番 区域 出土位置・層位 種 別 重量 (g)

赤25A SX1 55A・ 南西・埋土下位 鍛 冶淳 (流状 ) 6746

赤25A SX1 55A・ 埋土上位 鍛冶津 632

赤25A SX1 55A 検出面 餓 俗群 官 鉄 グ 2268

赤25A SX1 55A 北東 埋土上位 椀形鍛冶淳含鉄多 1968

赤25A S� 55A'南 束 埋土上位 鉄塊ネ遺物(D)

赤25A SX1 77 検出面 鍛冶津 (流状 ) 2281

赤25A SX1 77 埋土 鍛冶津 2473

赤25A S� 77・ 埋土 鍛冶津含鉄少 2387

赤25A SX1 77・ 検出面 鍛冶淳含鉄多 3097

赤25A SX1 77検 出面 椀形鍛冶津含鉄多 7441

129 赤25A SX1 77検 出面 鉄塊系遺物(E)

130 赤25A SX1 81A・ 北東 埋土 鍛冶 l~T(流状 ) 2249

赤25A SX1 81A 埋土 餓冶津含鉄多 3779

132 赤25A SK1 44 埋土 般冶滓含鉄少

133 赤25A SK1 44・ 只占床 鍛冶淳含鉄多 588

赤25A SK1 44・ 埋土 椀形鍛冶滓含鉄多 4646

赤25A SK 300 埋土 鍛冶津 (流状 )

赤25A SK 300 埋土上位 餓冶・●
~

赤25A SK 300・ 埋土 L位 鍛冶津含鉄少

赤25A SK 300 埋土 鍛冶津含鉄多 5840

赤25A SK 300 埋土上位 椀形鍛冶滓含鉄多 9536

赤25A SK 300・ 埋土 椀形鍛冶津含鉄多 13064

赤25A SK 300・ 埋土 鉄塊系遺物(F) 4979

赤25A SXH 13 上層 鉄塊系遺物(F)

赤25A SXH 16 鍛冶津 (流状 ) 1098

赤25A SXH 16 下層 鍛冶津 (流状 ) 2823

赤25A SXH 16 鍛冶津含鉄多 4946

赤25A SXH 16 椀形鍛冶津含鉄多

赤25A SXH 16 鉄塊系遺物(D) 1315

赤25B S1141A 南西 埋土 鉄塊系遺物(E) 750

149 赤25B 142C 埋土上位 椀形鍛冶滓含鉄多 5894

150 赤25B S1142D。 南東・坦土 鉄塊系遺物(F) 1067

赤25B S� 46 埋土 鍛冶津 (流状)

152 赤25B S� 46・ 埋土 鍛冶滓 1579

153 赤25B
SX1 46

SXW 47 Kl・ 埋土
鍛造剥片・粒状津

154 赤 25B SX1 47A 検出面 鍛冶滓

赤 25B SX1 47A・ 北西・埋土 鍛冶津含鉄多 3660

赤25B SX1 47A 埋土上位 鉄塊系遺物(E) 5956

赤25B
SX1 47A

SXW 50・ Kl'埋土
鉄塊系遺物 (F)

158 赤 25B
SX1 47A

SXW 50 埋土
鍛造剥片 粒】夫津

赤25B
SX1 47A

SXW 51 Kl・ 埋土
鍛造剥片'粒状津

赤25B SX1 47B 真根‖ 坦土 鍛冶淳 (流状 )

赤25B SX1 47B。 東根1・ 埋土 枕形津 寄45

赤25B
SX1 47B

SXW 55A・ 埋土
鍛造剥片 粒】大津

赤25B SN 66炉 ・RMl 椀形鍛冶津含鉄多 10891

赤2511 SXH 14 鍛冶津 (流状)

赤25B SXH 14 鍛冶澤 3765

赤25B SXH 14 鍛冶淳含鉄多

赤25B SXH 14 椀形餓冶津 5872

赤25B SXH 14 椀形鍛冶滓含鉄少 10697

赤25B SXH 14 椀形鍛冶津合鉄多 7383

赤25B SXH 14 鉄塊系遺物(E) 1096

赤25C 63・ 南東・埋土 鍛冶滓 2234

赤 25C 64 RMl 椀形鍛冶津含鉄多 6470

赤 25C SX 79 南西 埋土 椀形鍛冶津含鉄多 4880

赤25C 鬱 。東 lll・ 埋土 鉄塊系遺物 (E)

赤25D S1120B 床面 鍛冶津

赤25D Ы 120B RMl 鍛冶津含鉄少 1686

事甕 区域 出上位置・層位 種別 重量 (g)

177 赤25D 20B 床 面 鍛 澤含鉄多

178 赤25D 20B・ 床面 杭形鍛冶津含鉄少 2637

赤25D 20B'RM2 杭形鍛冶滓含鉄少 4146

赤25D 20B・ 埋 上下位 鉄塊系遺物 (F 2830

赤25D 50B・ 南西 埋土 鍛冶津 995

182 赤25D 50B・ 1里土 椀形鍛冶津含鉄多

183 赤25D 50B・ 埋土 椀形鍛冶津合鉄多 12623

184 赤25D 50B K2・ 埋土 鉄塊系遺物 (F) 3710

185 赤25D 50B・ 埋 土 鉄塊系遺物 (C) 2227

186 赤27B S190AB・ カマ ドB・ RMl 椀形鍛冶滓含鉄多 3033

187 赤27D S165・ 南東 `埋土 餓冶津 (流状 ) 594

188 赤27D S165 北西・埋土中位 椀形鍛冶津含鉄少 1608

189 赤27D S165・ RMI 鍛冶滓 6712

赤27D S165・ SXW 68・ 埋土 鍛造剥片 粒状津

赤27D S167・ SXW37・ 炉底面 鍛冶津含鉄少 3994

192 赤27D S167・ 埋土下位 鍛冶淳含鉄多 2835

193 赤27D S167・ SXW37・ 炉底面 鉄塊系遺物 (D) 953

194 赤27D S1136 カマ ド・埋土 鉄塊系遺物 (D) 796

赤27E SK1 46B 北壁際・埋土 鉄塊系遺物(E)

196 赤 27E SX1 88A・ 埋土 鍛冶淳 (流状 ) 1301

197 赤 28B 74B'SXW76・ 埋土 鍛冶津 1294

198 赤28B 74B SX都/76 Rヽ41 鍛冶滓含鉄少 8574

199 赤 28B 74B・ 南西・埋土 鍛冶津含鉄少 2709

200 赤 28B 74B。 東側・埋土 鍛冶津含鉄多 1450

赤28B 74B 南 西・埋 土 椀形鍛冶津合鉄少 7973

赤 28B 74B・ 南東・埋土 鉄塊系遺物 (D) 589

203 赤 28B 74B・ 床面 鍛造剥片 粒】大津

204 緑15 SX182 SXW72 埋土 流出孔津

205 緑15 SX1 82・ SXW72 埋土 流 出溝淳 509

206 緑15 S� 82・ SXW72'埋 土 流 出津

207 緑15 SX182 SXW72 埋土 鉄塊系遺物(D) 747

208 緑15 SXH 5 流 出子し澤 490

209 緑15 SXH 5 流 出溝津 3355

緑15 SXH 5 流出津 3259

211 緑 15 SXH 5 流動淳 5148

緑15 SXH 炉内津 2182

緑15 SXH 5・ T3付近斜面 炉内津含鉄少 5986

緑15 SXH 5・ 谷底  I層 炉内津合鉄多

緑15 SXH 炉底津 4085

緑15 SXH 5 鉄塊系遺物(D)

緑 7 T33・ 北側斜面・ I層 椀形鍛冶津 7011

緑 7 T35・ 南側斜面上 ,I層 椀形鍛冶滓含鉄多 4402

緑 7 T33・ 北側斜面裾・ Ⅱ層 椀形鍛冶津含鉄多 19950

220 緑 7 ベル ト2・ 斜面上部  Ⅱ層 鉄塊系還物 (D) 2032

221 緑 7 ベ ル ト2・ 斜面上部 ・ I層 鉄塊系遺物 (D) 1342

222 緑 7 ベル ト2 斜 面上位  Ⅱ層 鉄塊系遺物(D) 1207

223 緑 7 T35・ 北斜 面下・ Ⅱ層 鉄塊系還物 (D)

224 摘k7 T33・ 斜 面上・ Ⅳ層上 鉄塊系遺物 (D) 1077

225 緑 7 T34・ 南側斜面中 Ⅱ層 鉄塊系遺物(E) 1463

緑 8 拡張部 '中央・ Ⅱ層 椀形鍛冶津含鉄多

227 緑 8 拡張部・ 中央・ Ⅱ層 鉄塊系遺物 (D)

228 洞穐9 T5・ 谷部・ Ⅳ層上 椀形鍛冶津含鉄多 18416

229 摘k9 T30左側 ・斜面裾 ・ I層 鉄塊系遺物 (E) 2291

230 赤25A 斜面中央 。中腹 ・盛土 椀形鍛冶津含鉄多 11555

23] 赤25A T4・ 1快 目・ Ⅱ

'曽

鉄塊系遺物(E)

232 赤25B 検 出面 椀形鍛冶滓含鉄多 6286

238 赤25D 一括 鉄塊系遺物 (E)

234 緑15 T5・ 谷 底 ・ I層 欽塊系遺物(D)
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第10表 鉄滓類集計表1(遺清内製錬滓 )

区域 出土地点

流出津 流動淳 炉底津 炉内津 (重 さg)

合計出
津

流
孔

出
津

流
溝

允出澤溶解物
流動津
(密 )

流動津
(粗 )

小
ぐｇサ

径
(cm)

含鉄 (多 ) 含 鉄 (少 ) 炉内滓

大 中 月ヽ 大 中 /Jヽ 大 中 /1

緑15 SXW72前庭部埋土 2243

緑15 SX182下段・埋土

緑15 SXH15'1層 上位 261( 43175 2585 816E 40モ 233[ 1005〔

緑15 SXH15'1層 下位 14377 74( 2027 2271 39021

緑15 SXH15'2層 1642 15890 260〔 596〔

緑 5 SXH15'2層 (141

緑 5 SK331・ 1層 3 48 ユ

緑 5 SK343・ 埋土 42 85 (

緑 5 SW124・ 南側埋土

第 1珂 表 鉄滓類集計表2(遺溝外製錬滓 )

区域 出土地点

流出滓 流動淳 炉底津 炉内淳 (重 さg)

合計出
淳

流
孔

出
淳

流
溝

流出滓容解物 麟
④

麟
醐

小
①

径
(cm)

含鉄 (多 ) 含鉄 (少 ) 炉内滓

中 /Jヽ 大 中 /Jヽ 大 中 /」ヽ

緑15 北側斜面・Ⅲ層

緑ユ5 T3斜面.I層 2214

緑15 T3斜面・Ⅱ層 568壱

緑15 T3谷底・I層

緑15 T3谷底・I層 l

緑15 T7斜面・Ⅱ層下 46〔

緑15 T8谷底・Ⅱ層

緑15 中央斜面・I層

緑15 中央斜面・Ⅱ層下 ユ 345〔

κ飛15 中央谷底・Ⅱ層下

緑15 T6谷底・I層 ユ 13 1

緑15 T6谷底・Ⅱ層 14E

緑15 南側斜面・I層

緑15 T5谷底・I層
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第12表 鉄滓類集計表 3(遺構内鍛冶滓 )

区域 出土地点

鍛冶淳 (重 さ g)

合 計鍛冶淳含鉄 多 ) 鍛冶津含鉄 少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 流状

赤 5 S128B o SXW 7・ 検出面 210

赤 5 S128B・ SXW 7A・ 埋土

赤 5 S128B o SXW 7B。 埋土 132 250

赤 5 S128B・ SXW 7C・ 埋土

赤 S128B・ 士里土 1255

赤 5 S129・ 埋土

赤 5 SW49・ 芝≧三L 265

赤 S133・ 埋土

赤 S134・ カマ ド・埋土

赤 6 S134・ 1)薯 5

赤 6 S135A・ カマ ド・埋土

赤 6 S135A・ 床面 ユ20

赤 S135A・ 埋土 5

赤 6 S141・ 埋土 500 955

赤 SKl17・ 埋土

赤 S154・ 埋土下位

録11 S142・ 貝層 5

緑11 S142・ 検出面 680

成ド20 S125。 J■」L

赤21 S130・ 芝≧」ヒ 200

赤21 S130・ 床面 225

赤21 S132・ 床面

赤21 3136・ 芝≧こと

赤21 S138・ カマ ド周辺 。床面 100

赤21 3K121・ 埋土 1 l

成ド22 SXW22,1層
録 7 S127・ カマ ド・埋土 280

録 7 S127・ 貝占ラk

緑 7 S127・ 4≧
=と

緑 7 S143・ カマ ドA・ 埋土

緑 7 S143'ど三こと 605 870

緑 7 S158'カ マ ドD・ 埋土 240

緑 7 S158A・ K3・ 埋土 125

緑 7 S158A・ SXW27・ 埋土 2

緑 7 S158A・ カマ ドA・ 埋土

茄證7 S158A・ 床面 475

疱謹7 S158A・ 買占床 260 2505

緑 7 S158A・ 埋土 1785 1035 2055 15676

緑 7 S158A・ 埋土上位 5

緑 7 S158A・ 埋土中位 880 2025

緑 7 S158A・ 埋土下位 3865

緑 7 S158C・ K4・ 埋土 125 865 2875 5020

緑 7 S158C・ K5。 埋土

緑 7 S159。 SXW28・ Kl・ 埋土 235

緑 7 S159・ SXW28・ 遇≧土

録 7 S159・ カマ ド・埋土

緑 7 S159・ 芝丑三L 130

緑 7 S159・ 床面 350 770

緑 7 S160・ 塑≧三L 335 8781

綺竜7 S161・ 埋土

緬強7 S162・  芝≧三L 1925 2220
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合 計鍛冶津含鉄 多) 鍛冶津含鉄 少 ) 鍛冶滓

大 中 /1 大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 流状

緑 7 S162・ SXヽV26A・ 追上上 195 872

緑 7 S162'SXW26C・ Pl'里土 l 1

緑 7 S162・ SXW26C・ P2埋土 l

緑 7 S162・ SXW26C'P3遇 lこ上

緑 7 S163・ カマ ド・埋土 2695

緑 7 3163・ 聖≧
=L

500

緑 7 SXIol・ 埋土 2025 2600

緑 7 3X102・ 埋土 950

緑 7 SX104B・ 埋土

緑 7 SX105・ 埋土 1775 3155

緑 7 SX105・ 床面

緑 7 SX106・ 】ヒ根」・埋土 2775 2045 1290 15425

緑 7 SX106・ 北側・床面 330 525

緑 7 SX106。 南側・週歌三上 600 280

緑 7 SX106。 南側・床面 2

緑 7 SX106・ 埋土 530 665

緑 7 SX107・ 埋土 235 2285

緑 7 SX1lo,埋土 230 600 260

緑 7 SX118・ 埋土

緬モ7 SK1 25・ 埋土

緬モ7 SK109・ 埋土

綺(7 SKl19・ 埋土 5 290

緑 7 SK131・ 埋土上位 520 615

緑 7 SK137・ 埋土

緑 7 SK142・ 埋土 5 1275

摘驚7 SK151・ 埋土 1

緑 7 SK152・ 埋土

緑 7 SK153・ 埋土 5 5 505

緑 8 S191・ 埋土

緑 8 S192・ カマ ド・埋土 295

緑 8 S192・ 芝≧ニヒ

緑 8 S192・ ラに日
=

緑 8 S192・ 員占ラヽ 5

緑 8 S197・ カマ ド・埋土

緑 8 S1126A・ カマ ド・煙道

緑 8 S1126A・ 埋土 635 155 16765 19826

緑 8 S1126A・ 中央・床面 5 4655

緑 8 S1126B。

'里

土

緑 8 S1126B・ 貼床

緑 8 S1127・ 棚・埋土 1325

緑 8 S1127・ 芝l三ヒ 1575 770

緑 8 S1128。 K2・ 埋土

緑 8 S1128・ 芝≧ニヒ

緑 8 SX109A・ SXW23・ 埋土 5

緑 8 SX109A・ 1里 土 555 327 4195 5962

緑 8 SX109B・

'里

土 3065

緑 8 SX109B・ 床面

緑 8 SX109C・ Kl・ 埋土 255

緑 8 SX109C・ SXW42・ 埋土 2242 4443 11702

緑 8 SX109C・ SXW42・ 炉底面

緑 8 SX109C・ SXW42・ 掘 り方

緑 8 SX109C・ 炉A・ 底面 3 3 6
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合 計鍛冶津含鉄 (多 ) 鍛冶淳含鉄 少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 流状

緑 8 SX109C・ 炉B・ 底面

緑 8 SX109C・ ユ里土 1

緑 8 SX109C・ 床面

緑 8 SX109E・

'里

土 670 570 515 225

緑 8 SX127A・ 埋土 245

緑 8 SX127A・ 貼床 5

緑 8 SX127C・ 貝占床

緑 8 SXW34・ Kl・ 埋土 153 454

飛蒔8 SXW34・ K2・ 埋土 15

緑 8 SXW34・ 埋土

緑 8 SXW64・ 辺≧土

緑 8 SXW65。 之≧土

緑 8 SXW65。 RMl
緑 8 SXW66・ 遇≧土 222

緑 8 SWV86・ 芝≧JL 480

緑 8 SK199・ 埋土

緑 8 SK199'Pl・ 埋土

緑 8 SK274・ 埋土

疱誰9 SX114A・ Kl・ Rヽ江ユ

滴謹9 SX114A・ Kl・ 埋土 280

綺證9 SX114A・ SXW32・ 埋土 210 545 2683

緑 9 SX114A・ SXW32・ 炉底面

緑 9 SX114A・ SXW32前庭部・埋土 275 2342 2230 10219

綺證9 SX114A・ SXW32前庭部・掘り方 365

緑 9 SX114A・ SXW32前庭部・底面 285

緑 9 SX114A,SXW32前 庭部・RM61

緑 9 SX114A・ 埋土 280 775 1535

緑 9 SX114A・ 底面 125 575

緑 9 S1129・ SXW30・ 埋土 735

緑 9 S1129・ SXW30・ K2・

'里

土 245 275 2613

緑 9 S1129・ SXW30・ K3・ 埋土 320 4768

緑 9 S1129'SXW30・ Kl・ 掘り方 301

緑 9 S1129。 SXW67・ 埋土 185

緑 9 S1129'SXW67Dl・ 埋土 250 475

緑 9 S1129・ カマ ド・埋土 l

緑 9 S1129・ P12・ 埋土 5 5

緑 9 S1129'P8・ 埋土 2 l

緑 9 S1129・ P9・ 埋土

緑 9 S1129・ Pl・ 埋土 5 5

緑 9 S1129・ 埋土 1245 4665 125 3940 1297 3505 3425 21178

緑 9 S1129・ 床面 3135 125

緑 9 S1129・ 貝占ラヽ

緑 9 SXW33・ 埋土

緑 10 SX116・ SXW18。 Kl・ 埋土

緑 10 SX116・ SXW18・ Kl・ 検出面 1

緑 10 SX116・ SXW18・ K2'検出面

緑 10 SX116・ SXW18・ Kl・ 底面

緑 10 SX116・ RMl群・床面 2865 5554

緑 10 SX116・ 床面 265 595

緑10 SX116・ 埋土

緑 10 SX117・ SXW29・ 埋土 5

緑10 SX117・ SXW29・ 炉底面 1〕 55
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区域 出土地点

鍛冶淳 (重 さg)

合計鍛冶津含鉄 多 ) 鍛冶淳含鉄 少 ) 鍛冶淳

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 /1 流 状

緑 10 SX117・ 埋土

ヴト23 S148・ 北東 。1層

ブヽ23 S149A・ カマ ド・埋土

ブヽ23 S149A・ 床面

赤23 S149A・ 埋土 100

坂F23 S150'カ マ ド・埋土 100

赤23 S150・ 辺≧
=L

790 870

赤23 S150・ 床面

赤23 S169・ K2・ 埋土 5 5

ホ23 3169'P2・ 埋二L

赤23 S169・ カマ ド・埋土

赤23 S169・ J4JL 275 605 1485

成ド23 S169・ 貝占ラヽ

)ヽ23 S172・ カマ ド・構築土

赤23 S172・ 芝≧二L

赤23 S173・ 】ヒヱ豆 ・)ヽ面固

成R23 S173・ 芝≧ニヒ

坂ド23 S173・ 貝占ラに 5

以ヽ23 S174・ カマ ド・埋土 5

坂ド23 S174・ 埋土 160 860

以ド23 S174・ Rい711

赤23 S174・ 床面 1

ブヽ23 S175・ 炉A・ 埋土 4 5 1

赤23 S175・ 炉B・ 埋土 ユ 11

ブド23 S175・ 速≧
=L

以A23 S176・ 炉A・ 埋土 2 5

赤23 S176・ 芝≧
=と

以ヽ23 S176・ 埋土下位 215

赤23 S176・ 床面

赤23 S176・ 貝占
"ヽ成卜23 S177C'光里土 150

)ヽ23 S178・ 芝≧二L

)ヽ23 S186C・ 南東・埋土

ブF23 S1130・ 芝≧Jヒ 1 2

赤23 S1130・ 貝占うヽ

威R23 S1131・ 埋二L 5

赤23 SX168A・ 炉・埋土 1 l 2

成卜23 SX169'炉・埋 土 1 5 6

赤23 SX169・ 埋土 1 1

赤23 SK131・ 埋土

赤23 SK132・ Kl・ 埋土

赤23 3K132'P3・ 埋土

坂ド23 SK132・

'戸

。埋土 3 5 8

赤23 SK132・ 埋土

赤23 SK134・ 埋土

赤23 SW104・ 埋土 1 5 6

赤23 SK168'1層

赤23 SK179'埋 土

赤23 SK179'底 面

赤23 SK185'埋 土

赤23 SK192・ 埋土

赤23 SK211・ 埋土
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合計鍛冶淳含鉄 多 ) 鍛冶淳含鉄 少 ) 鍛冶淳

大 中 /1ヽ 大 中 /Jヽ 大 中 /1ヽ 流 状

赤23 SXH09・ 排土 100

ホ24お S193B・ 床面

ホ24お S193B・ 貼床

ホ24お S194A・ 埋土 5 1275

ホ24い S194B。 1里 土 235

ホ24お S1100・ 芝≧三L

ホ24お SIl15・ 埋土

示24ハ SX130。 炉・埋土 l

ホ24お SX130・ 埋土

示24ハ SX171・ 埋土 120 5

ボ24ハ SX173B・ 坦上上

ホ24A SX173B'Pl・ 埋土 5

よ24ハ SK135・ 埋土 155

示24A SK136・ 埋土

124ハ SK213。 埋土

SD22・ 埋土

終9И ど SXHll・ つr土

S1132・ 床面

S1133・ カマ ドA・ 埋土

S1133・ 埋土 5

示241 S1134・ 埋土

S1135'坦上上

S1135・ 床面
k,И r SX133・ SXW39'埋 土

SX133。 SXヽV39・ Kl・ 遇上上

SX134・ 検出面 235

SX174・ 埋土 435

SK224・ 埋土

SK232・ 埋土

SK239・ 埋土

3K244・ 埋土 46

SK282・ 埋土

SN54・ 埋土

ホ24E P17・ 埋こと

示25A 24・ 芝≧二L

示25A 31 24・ 埋土下位

ボ25A 24・ 埋土上位

示25A S1180A・ カマ ド・RMユ 515

示25お S1180A・ 埋土下位 11

示25ハ S1180A・ 埋土 175 372

示25A S1180A・ 貝占床 7

よ25ハ SI 80BC。

'里

土

S1181'埋
=上

233 2423 4198

SI 87・ RIv12 354 354

SI 87・ 芝≧こと 235 612 3792

SX155A・ 炉・埋土 572

SX155A・ 埋土下位 874
k,氏 A SX155A・ 埋土上位 352 979

示25A SX155A・ 埋土中位
雫9氏 狙 SX158・ 埋土

示25ヂ SX177・ 炉・埋土 2 7 9

ホ25い SX177・ 1層 3818 6619
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合計鍛冶津含鉄 多 ) 鍛冶津含鉄 少 ) 鍛冶滓

大 中 J 大 中 /1ヽ 大 中 流状

に25お 3X177・ 埋土 1626 3902

卜25い 3X180・ 埋土 5

卜25い SX180。 SXW71・ l■土

r25) SX181A・
'里

土 379 123 2457

SK144・ 埋土 2647

津,氏 ど SK144・ 貼床 13

SXW70・ 芝l土 7 367

SK263・ 埋土

ふ25A SK264・ 埋土 205

示25A SK299・ 埋土

ホ25A SK300・ 埋土 2208 5773 14135

示25ハ SN65。 RMl 273 273

ホ25お SXH13・ 1層 239 5 858

ホ25い SXH13・ 2層

ホ25お SXH16・ 下層 563

赤25A SXH16・ 最下層 737 737

示25い SXH16。 上層 899 3090

卜25) SXH16・ 排土 2726 2558 14105

SI 41A・ 埋土 274

ホ25B SI 41C・ 埋土

ホ25B ０
０ 41C・ Kl・ 埋土

SI 42A 埋 土 3

ホ25B SI 42A・ 床面 9

ホ25B SI 42B・ Aカ マ ド・埋土

赤25B SI 42B・ 貼床 7

赤25B SI 42B・ 埋土

赤25B S1142C・ l■土 6 1537

赤25B S1142D・ 埋土

赤25E SX146・ 埋土 225 1352 129 1459

SX146・ SXW47・ 鉄砧石・掘り方

ボ251 SX146。 SXW47B。 埋土

ホ251 SX146・ SXW47D・
'里

土 6 277 146 444

SX146・ SXW47・ Kl・ 坦上上 303

SX146・ SXヽ A「 47・ K2・ 遇上上 236 435 1433 2779

SXH14・ IJF土 4888 377 2563 9483 31587

SX147A・ 埋土 375 253 ‐５４９

一
５６６

ホ25正 SX147A・ Kl・ 埋土 222

ホ25B SX147A・ K2・ 埋土 9 102

ホ2団 SX147A・ SXW50・ 埋土

赤25B SX147A o SXW51・ K2・ 埋土

ホ25B SX147A・ SXW51・ 埋土 5 264

赤25B SX147B・ 炉A・ 床面 7 7

赤25B SX147B・ 遇北上 1822

赤25B SX147B・ 床面

赤25B SX147B o SXW55A・ J里 土 8 333

赤25B SX147B o SXWV55B・ 埋土

赤25B SK141・ 1層

赤25B SW99A・ 1層

赤25B SW107・ l「_三L

赤25B SK233・ 埋土 162

赤25B SK287・ 埋土 5

SN66方戸・Rヽ江2
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区城 出土地点

鍛冶淳 (重 さg)

合計鍛冶津含鉄 多) 鍛冶淳含鉄 少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 」 大 中 /1ヽ 流】犬

ホ25C S] 22・ カマ ドA・ 埋土

ホ25( SI 22・ 埋 土

ホ25C SI 44・ カマ ド・埋土

ホ25C S] 44・ 埋 土 225
千,Rr S1146・ 芝≧三L 5 225

ホ25C SX163・ 埋土 330
キつ氏r SX164・ 埋土 5

ホ25C SX164・ 埋土 5 695 1055

積9ム「 SX179・ 埋土 381

終9鳴 r SX179・ 貼床 5

ホ25C SK142・ 埋土 250 140 565

ホ25C SK270・ 埋土 5

示25( SK272・ 埋土

ホ25C SK289。 埋土

下Zうし SK290・ 埋土

示25C SD27・ 埋土

S1119・ Kl・ 2層

S1119・ 埋三と 355

S1120B'SXヽ V58・ R�ll

S1120B・ SXW58・ RM2
S1120B,SXW53・ 光里土 543

S1120B・ SXW58・ K2・ 埋土

S1120B・ SXW58・ K4・ 坦≧土 5

S1120B o SXW58'K5'埋 土 ユ 1

S1120B o RA/11

S1120B・

'里

土

S1120B・ 埋土下位 11

S1120B・ 床面 1308

S1123K2・ 埋土 11

S1123・ 埋土

ホ25[ S1147'Pl。

'里

土 5 2 7

ホ25E S1147・ 埋土

ホ25E S1148・ カマ ド袖

ホ25[ S1148・ 芝≧二L 6 632

ホ25[ S 49・ カマ ド・埋土 287

ホ25[ S 49・ 芝≧
=と

ホ25[ S 50B・ Kl・ 埋土 2

S 50B o Rふン13

赤25D S 50B・ 貼床 4

赤25D S 50B・

'里

土 132 712

赤25D S 50B・ 床面

赤25D S1150B'SXW69'埋 土 1 2 3

ホ25E SX154・ 炉・埋土 1 4

ホ25E SX154・ 埋土 102

示25D SX178。 埋土

ホ25E SXW52・ 埋土

ボ25E SWloo。 埋土 l 1

ボ25E SK246・ 埋土

ボ25E SK247・ 埋土 4

ボ25E SK254・ 埋土

示25E SK291・ 底面

赤26 S1182・ 速≧三L 3 3

-196-



区域 出土地点

鍛冶淳 (重 さg)

合 計鍛冶淳含鉄 多) 鍛冶淳含鉄 少 ) 鍛冶淳

大 中 大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 済調太

赤26 3K327・ 埋土

S199・ 貝層 275 820

い27抄 S199・ Rh/12

Ⅲ27p S1103'埋上下位

卜27ヂ S1107・ 床面

Ⅲ27F S1108・ 床面

卜27A S1139・ Kl・ 埋土 5

h27A S1139・ J■

=L
ホ27B S187ノ【・芝≧二L

ホ27E S188・ 埋土

赤27B S189・ 埋土

赤27B S190A・ 床面

赤27B S190A・ カマ ド・RMユ 150

赤2狙 S190A・ カマ ド・埋土

赤27B S190A・ 貼床 165

赤27B S196・ 埋土 17 5

赤27B S198'SXW43・ 埋土

ボ2ill S198'SXW43・ K2埋土

示27B S198・ カマ ドB・ 埋土

示27B S198・ 埋土

示27B S1114・ カマ ドA・ 埋土

ホ2ig S1138'Pl・ 埋土

赤27B S1138・ 整≧」L

赤27B SX126・ 炉・埋土 4 4

赤27B 3X126・ 埋土 2 5

赤27B SX128・ 炉B・ 埋土 1 1 2

赤27C S168・ 埋土

h27( S168。 貝占ラヽ

示27C S179・ Kl・ 埋土

示27( S179・ K2・ 埋土

示27C S179・ Rlvll 335

雫
'7r

S179' 床面 1

下zrし S179・ 貝占振ヽ

ホ27C S180・ 埋土

ホ27C S182・ 床面

示27E S165。 SXヽV68・ 芝l土

示27D S165・ 埋土 336 552

ホ27E S165・ 床面

示27E S166・ ラREヨ 1235

ホ27E S167・ 観SV37・ 埋土 5 5087

ホ27E S167・ SXW37前庭部・埋土 383

ホ27E S167・ 埋土 627 283 2140

ホ27E 31136・ SXW35・ 埋土

ホ27E S1136。 カマ ド・埋土

ホ27D S1136・ Kl・ 埋土 1 l

赤27D S1136・ 埋土 272

嶺97n S1136・ 床面 6

S1137・ l「_三七

示27B S1137・ 床面

示27E SIユ 37・ 貝占
"ヽよ27E SN60'上面

赤27E S1179B・ 貼床
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合計鍛冶淳含鉄 多 ) 鍛冶津含鉄 (少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 流状

S1183・ カマ ド・埋土

ホ S1183・ 貝古房に

S1183・ 埋上下位 9 17

S1183・ 埋土中位 553 71

SX188A・ 検出面

下Zイ 上 SX188A・ 埋土中位 9

SK146A・ 埋土

SK146A・ 床面 9

SK146B・

'里

土 283

卜28 S1153・ 遇≧
=L

Ⅲ28 S1154・ 埋土 222

Ⅲ28 S1155・ 埋土 8 5

i S1156・

'里

土 157

S1157・ jF_土

S1158。 埋土

S1159・ 埋土 107

SK304・ l■土 6 6

S1160・ 芝≧」ヒ

S1163A・ 埋土 8 8

Ⅲ28E S1163B o P2・ 埋土 8

Ⅲ28E SIユ 65。 埋土

卜28E S1166・ 貝占ラヽ 5

S1166・ 埋土 3

卜28E S1166・ 埋上下位

S1167・ 埋土 1 l

S1168A・ 埋土 8 8

卜28B SI 68B・ 埋土

SI 68B・ 埋上下位

S1169・ 芝≧こと

S1173・ カマ ド・RMl
S1173・ カマ ド・RM2
S1173・ カマ ド・RM3 602

S1173・ 埋土

卜281 S1174B・ K3・ 埋土

31174B・ カマ ドA・ 埋土 9 629

128B S1174B・ 埋土 8 412

卜28B S1174B・ 床面 325 727 2257 6203

卜28B S1174B・ SXW75・ 埋三L

卜28B SI 4B・ SXW776・ RヽァFユ

Ⅲ28B S1174B o SXW76・ RM2 111

卜28B S1174B'SXW76・ 埋土 529

卜28B SI 75・ 貝占壕ヽ 205

示28B SI 75。 塑≧
=と

SI 76・ 埋 土

示28E SX194・ 床面

ホ281 SWl15・ 週圭土 8

卜281 SK318B・
'里

土 5 1(

SK318C・ 埋土 7 7

Ⅲ28正 SK322・ 埋土 6

Ⅲ281 SK346・ 埋土 9

卜281 SN83南 側・埋土
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第13表 鉄滓類集計表 4(遺構内椀形鍛冶淳 )

区域 出土地点

椀形鍛冶津

合計含鉄多 含鉄少 椀形淳

大 (g〕 壬(cm 中 (g) I(cm) ≧(cml 大(ゴ と(cm 中(質 ) ≧(cm) 野(cml 夫(g) 登(cm〕 中 (α) 径(cm I(cml

緑 7 S158 カマドD 埋土

緑 7 S158A・ 埋土 10

緑 7 S158A 埋土 245

緑 7 S158A 埋上下位 1435

緑 7 S159 理土 990

緑 7 S159・ 埋土 (10) 290

緑 7 S160 埋土 270 570

緑 7 S160 埋土 8 200

緑 7 S160・ 埋土 200 200

緑 7 SI骸・埋土 160 ユ380

緑 7 S162 埋土 390

緑 7 S163 カマト,埋土 940 ユ4

緑 7 S163・ カマ ド 埋土 1570

緑 7 S� 05・ 埋土 725 12

緑 7 SX106 北側・埋土 1545 185 12

緑 7 SX106 北側・埋土 8 255 750 1235

緑 7 SX106・ 北側 埋土 (20) 880 180

緑 7 SX106 北側 埋土 1075 365

緑 7 SX106 北側 '埋土 230

緑 7 SX106 北側・埋土 320 320

緑 7 SX106・ 北側・床面 12

緑 7 SX106・ 南側 床面 10

緑 7 SX106 埋土 12 l160

緑 7 SX106 埋土 1280

緑 7 SX107 埋土 2520 650 3170

緑 7 SX107・ 埋土 675

緑 7 SK153・ 埋土 430

緑 8 S192 難床 100

緑 8 S1126A 埋土 1765 900 235 2900

緑 8 S1126A・ 埋土 1175 1535

緑 8 S1126A'中央床面 8 130

緑 8 S1126A 中央床 向 12 460

緑 8 S1126A 中央床面 14

てR8 S1126B RMユ辞 370 1365

緑 8 S1126B・ RMl群

緑 8 S1126B・ RMl群

緑 8 S1126B RM2群

緑 8 S1126B RM2群

緑 8 S1126B・ 貼仄

緑 8 S1127・ RM2 8

緑 8 SX109A'埋土 1690 170

緑 8 SX109B 埋土

緑 8 Sxlo9B 埋土

緑 8
SXЮ9C

SXW42・ RMI

緑 8
SX109C

SXW42 RM2
10

緑 8 SX109E 埋土 860

緑 8 SXW64 RM] 995

緑 8 SXW65.RM3 825

緑 8 SK274・ 埋土 285 285

緑 9
SX■4A

SXW32 埋土
655 395 2900

緑 9
SX114A

SXW32・ 埋土
1170 1170

緑 9
SX114A

SXW32 RM75
Ю X35

緑 9
SX114A

SXW32前庭部

緑 9 S1129.埋 土 7紹Э 2845

緑 9 S1129'埋 土 10 500 650

緑 9 S1129'埋 土

緑 9 S1129 埋土 8

緑 9 S1129 埋土

緑 9 S1129'埋 土 10

緑 9 S1129'埋 土

緑 9 S1129 埋土 8
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区域 出土地点

椀形鍛冶津

合計含鉄多 含鉄少 椀形津

大 (宮 ) 径(cm) 中(富 ) 登(cml モ(cm) 大(宜 ) そ(cm) 径(cm ■
X(cml 大 (g) と(cml 中 (g) 4ヽ (ビ )

緑9 S1129 理≧三と 1645

緑9 S1129床面

緑 9 S1129床面 10

緑 9 S1129流面

緑10
SX116

SXW18 Kl 埋土

緑 10
SX116

SXW18 Kl 埋土
8 180

緑 10 SX116床面 240

赤23 Ы 130埋 土

赤23 SX169埋土 160 160

赤23 SK134埋土 360 360

赤23 SK179埋 土 180 180

赤23 SK179 RM5
赤23 SK203埋 土

赤24A S193B Rヽ41

赤24A S1101 RMl

赤24B SN55検出面

赤25A
S1181

カマ ド煙出 埋土

赤25A S1181埋土 295

赤25A S1181坦土 687 687

赤25A 87カ マドRM2
赤25A S 87カ マドRM3 1677 1677

赤25A S1187 RMl 685

赤25A 87埋土 626

赤25A SX155A埋 土上位 196

赤25A SX177 1層 204

赤25A SX177 1層 1062

赤25A SX177埋土 D 164 1890

赤25A SK144埋土 3〉

赤25A SK264埋 土

赤25A SK300埋 土 1877 1658 (11) 274 4275

赤25A SK300埋 土 1305 322 2021

赤25A SXH16上 層

赤25A SXH16上 層

赤25A SXH16下 層

赤25B SX146埋土

赤25B SXH14 JIF土 253 674 11〉

赤25B SXH14,F土 757 268

赤25B SXH14排土 280 280

赤25B SX147A Kl■里土

赤25B
SX147A

SXW51 K2埋 土

赤25B SX147B坦 土

赤25B SN66 RM]
赤25C SX164 RMl 660

赤25C SX179埋土 490

赤25C SK142埋土 350

赤25C SK272埋土 1560

赤25D S1120B RM2

赤25D S1120B床 面

赤25D S1120B床 面 134

赤25D S1120B床 面 190 190

赤25D S1150B RM] 1260 1260

赤25D S1150B埋 土

赤25D SX178埋土 573

赤25D SK246埋 土

赤25D SK247埋土

赤27A S1139埋土

赤27B SX126 RMl 10

赤27D S165埋土 770 12 870

赤27D S165 RMl 680 14 680

赤27D S165 RM2 8 250

赤27D S165 RM3

赤27D S165Rヽ14

赤27D S166埋土 2270 10 2560

赤27D S167 SXW37埋 土 70 8

赤27D S167埋土 170

赤27D S167埋土

赤2島 Tl S1174B埋 土 676 1472
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第14表 鉄滓類集計表 5(遺構外鍛冶滓 )

区域 出土地点

鍛冶津 (重 さ宮)

合 計鍛冶津含鉄 多 ) 鍛冶津含鉄 少 ) 鍛冶淳

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 /1 流状

赤 15 南 部 東斜面 Ⅱ層

緑 12 T39 北斜面中 Ⅱ層

赤18
立
ロ 南斜面上 Ⅱ層

)ド22 南端 尾根上 Ⅱ層

茄證7 Tl 斜面上 I層

滴證7 Tl 斜面中 I層 505 1730

疲證7 T32 斜面上 Ⅱ層 2880

緬蒔7 T32 斜面中 Ⅱ層

緑 7 T32 斜面下 Ⅱ層 550 550

茄證7 T32～ T33 斜面上 Ⅱ層

摘證7 T32～ T33 斜面中 Ⅱ層 540 1530

疱謹7 T32´―T33 斜面下 Ⅱ層

緑 7 T33 斜面上 Ⅱ層 8620 10350 25729

緑 7 T33 斜面中 Ⅱ層

満證7 T33 斜面下 Ⅱ層 7876

綺證7 T33～ T34 斜面上 Ⅱ層 350 3295

緑 7 T33～ T34 斜面中 Ⅱ層

緑 7 T33～ T34 斜面下 Ⅱ層 2690 2220

緑 7 T34 斜面上 Ⅱ層 510 5041

緑 7 T34 斜面中 Ⅱ層 5

綺證7 T34 斜面下 Ⅱ層 600

箱證7 T34～ T35 斜面上 I層 480 11000 28096

緑 7 T34～ T35 斜面中 I層

緑 7 T34～ T35 斜面下 Ⅱ層 2800 6095

緑 7 T35 斜面上 I層 234

緑 7 T35 斜面中 I層 892

疱蒔7 T35 斜面下 I層

緑 7 T35以】ヒ 斜面上 I層 11220 27265

緑 7 T35以】ヒ 斜面中 I層 200 4200 7385

茄誰7 T35以 司ヒ 斜面下 I層 3730 6370

綺證7 TP4 斜面下 I層 1930

緑 7 TP5 斜面下 I層

緑 7 ′ミル ト1 斜面上 Ⅱ層

緑 7 ベル ト1 斜面中 Ⅱ層

緑 7 ベル トユ 斜面下 Ⅱ層 2920

緑 7 ′ミ,レ ト2 斜面上 I層 120 1 6253

緑 7 ベル ト2 斜面中 I層 2040 6040 9950

緑 7 ベル ト2 斜面下 I層 420

緑 7 ベル ト3 斜面上 Ⅱ層

箔證7 ′ミ,レ ト3 斜面中 Ⅱ層

緑 7 斜面上 I層

緑 7 斜面下 Ⅱ層 5599

緑 7 表採

緑 7 表採 4400 6930

緑 8 T2 I層 155

緑 8 T3 I層 5 380

緑 8 T4 I層 7875 8458

緑 8 T5 I層
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さg)

合計鍛冶津含鉄 多 ) 鍛冶淳含鉄 (少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 流状

緑 8 T8 表土

緑 8 T10 Ⅳ層上

緑 8 拡張部 Ⅱ層 370 290 5 2635

緑 8 拡張部 中央 I層 256

緑 8 拡張部 中央 E層 385 5 3160

緑 8 拡張部 南 I層 1020

緑 8 拡張部 南 Ⅱ層 525 502 320 2675

緑 8 拡張部 I層 420 1790 2570

緑 8 拡張部 E層 205 1635 3230

緑 8 北端 肖U平音躊 撹乱 700 3080 4465

網證9 T5 斜面上 Ⅱ層

網證9 T5 斜面下 Ⅱ層 160

緑 9 T5～ T6 斜面下 Ⅱ層 350 790 2475

庵證9 T6 斜面上 I層 215 750

綺謹9 T6 谷底 Ⅱ層

滴蒔9 T30 斜面中 Ⅱ層 210

綺誰9 T30 斜面下 Ⅱ層 5 3585

緑 9 T30～ 31 斜面中 Ⅱ層

疱蒔9 T30～ 31 斜面下 Ⅱ層

茄證9 ′ミ,レ 斜面下 Ⅱ層

緑 9 表採

緑 10 東斜面下 Ⅱ層

以F23 南部 西斜面 盛土 105 230

赤24A 西斜面 Ⅱ層 260

赤24A 最南部 尾根上 Ⅱ層 225

赤24A 最南部 西斜面 Ⅱ層

赤24A 中央部 西斜面 Ⅱ層 245 1

赤24A 南部 尾根上 Ⅱ層 150

赤24A 南部 西斜面 Ⅱ層

赤24A 重機道 撹舌L 5

赤 24B 最北音Б 尾根上 I層

赤 24B 最北音Б 北斜面 I層

赤 24B 中央部 尾根上 I層

赤24B 中央部 東斜面 Ⅱ層

赤25A Tl 棚3段 目 盛土

赤25A T2 棚2段 目 盛土

赤25A T3 イ朋3Bモ ロ 盛 土

赤25A T4 尾根上 I層

赤25A T4 棚1段 目 I層 372

赤25A Tl14 斜面下 Ⅱ層

赤 25A 斜面中 盛土 3192 242

赤25A 中央 棚1段 目 Ⅱ層

赤25A 中央 斜面上 表土

赤25A 中央 斜面中 Ⅱ層

赤25A 中央 斜面中 盛 土 2298 289 3629 12439

赤25A 中央 斜面下 盛 土 3 2248

赤25A 中央 斜面下 Ⅱ層 308

赤25A 立
ロ 斜面中 盛 土 935
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区域 出土地点

鍛冶津 (重 さ2)

合計鍛冶津含鉄 多 ) 鍛冶津含鉄 (少 ) 鍛冶津

大 中 /1ヽ 大 中 /1ヽ 大 中 涜調太

赤25A 】ヒ吉ト 斜面下 盛土

赤25A 南部 斜面中 盛土 268 2526

赤25A 南 部 斜面下 Ⅱ層 2400

赤25A 棚2段 目 盛 土

赤25A Ⅱ層

赤25A 表採 1672

赤25B T6 棚1段 目 盛土 7 7

赤25B T6 棚3段 目 盛 土

赤25B T7 棚3段 目 Ⅱ層

赤25B T7 棚3段 目 盛土

赤25B T7 棚蛾 目 盛土 152

赤25B T7 棚蛾 目 Ⅱ層 328 455

赤25B T8 棚2段 目 Ⅱ層 17

赤25B T9 棚3段 目 盛 土

赤25B T9 棚峨 目 盛土 8 362

赤25B T141 盛土 551

赤25B 中央 斜面下 盛土 367

赤25B 中央 棚1段 目 盛 土 9 327 5

赤25B 南 部 斜面中 Ⅱ層 707

赤25B 南 部 斜面下 盛土

赤25B 最南部 盛土 433 657 6601

赤25B 盛土 1037

赤25B 表採

赤25C 立
ロ I層

赤25C 中央部 I層

赤25C 南部 I層 135

赤25D T7 棚3段 目 盛 土

赤25D 立
ロ Ⅱ層

赤25D 中央 棚1段 目 盛 土

赤25D 中央 斜面上 Ⅱ層 274

赤25D 中央 平場 盛土 209

赤25D 中央 斜面下 盛土

赤25D 表採

赤27A 西斜面 E層

赤27C 尾根上 中央 I層 337

赤27C 西斜面 Ⅱ層

赤27C 北東斜面 I層

赤27D 尾根上 Ⅱ層

赤27D 斜 面 I層 730 505 295

赤27D 表採 5

緑 3 Tユ A Ⅱ層

緑 3 T5 中央 Ⅱ層 270

緑 3 T7 A Ⅱ層 5585

緑 3 T7 中央 Ⅱ層

緑 7 Tユ 圧層

赤28B 尾根上 I層

赤23B 尾根上 [層 564 639

ホ28B 表 採
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第15表 鉄滓類集計表 6(遺構外椀形鍛冶滓)

区域 出土地点

椀形鍛冶淳

合計含 鉄 多 含 鉄 少 椀 形 津

中(g) I(cm) 蚤(cm 大伯)
Ifrm 中俊) 登(cm) 玉(cm 中(富 ) 垂(cm /1ヽ (宜 ) 径(cm)

漸證7 Tl 斜面中 I層
緑 7 Tl 斜面中 I層 225
約蒔7 Tl 斜面中 I層
摘證7 T32 斜面上 Ⅱ層

綺證7 T32 斜面下 Ⅱ層 1(

約滝7 T33 斜向上 VI層 上 1

緑 7 T33 斜面上 VI層上 8

綺證7 T33 斜面上 VI層上 605
緑 7 T33 斜向上 VI層上 770
緑 7 T33 斜面上 VI層上

綺證7 T33 斜面上 Ⅵ 層上

緑 7 T33-T34 斜 向上 Ⅱ層

滴證7 T33～ T34 斜面上 Ⅱ層

緑 7 T33～ T34 斜面中 Ⅱ層 475
緑 7 T33-T34 斜 山中 Ⅱチ曽

緑 7 T33～ T34 斜面中 Ⅱ層 540
緑 7 T33～ T34 斜面中 Ⅱ層

緑 7 T33´一T34 斜 lal下 Ⅱ 層

緑 7 T33～ T34 斜面下 ■層 735
癒證7 T33～ T34 斜面下 Ⅱ層

綺竜7 T33-T34 斜 向下 Ⅱ,善 2000 1 2310
葡證7 T33～ T34 斜面下 Ⅱ層 680 1 2100

滴證7 T34 斜面上 Ⅱ層 220 720
茄證7 T34 斜 向 上 Ⅱサ善 560
約に7 T34 斜面下 Ⅱ層

疱證7 T34 斜面中 Ⅱ層 6 105

満證7 T34～ T35 斜 向上 I)蓄 1175
緑 7 T34～ T35 斜面上 I層

綺證7 T34～ T35 斜面上 I層 ユ68C 1780
綺證7 T34～ T35 斜面上 I)善 1

為竜7 T34～ T35 斜面上 I層 220

滴證7 T34～ T35 斜面上 I層 1

絢確7 T34～ T35 斜 山中 I,蓄

約滝7 T34～ T35 斜面下 Ⅱ層 745
綺證7 T34～ T35 斜面下 I層 ユ 675
綺蒔7 T34～ T35 斜 向下 Ⅱ 層

約證7 T34～ T35 斜面下 Ⅱ層

綺證7 T34～ T35 斜面下 Ⅱ層

約蒔7 T35芝大】ヒ 斜 lal上 I,善 8 1 285 875
約(7 T35以】ヒ 斜面上 I層 225 225
葡證7 T35以】ヒ 斜面上 I層
絢確7 T35以 Jと 斜 向上 Iサ善 445
約竜7 T35以引ヒ 斜面中 I層

綺證7 T35以】ヒ 斜面中 I層
緑 7 T35'(1ヒ 斜 向中 I,善

約驚7 T35以】ヒ 斜面下 I層 660 1

緬竜7 T35以北 斜面下 I層 ユ75
綺證7 T35,大引ヒ 斜 向下 I)善 295
約竜7 T35以耳ヒ 斜面下 I層 141

綺證7 TP4 斜面下 I層 235
緑 7 ′ミル ト1 斜 lal下 Ⅱ,書 11

緑 7 rミ ル ト1 斜面中 [層 770 ] 855
緬證7 ベル ト1 斜面下 Ⅱ層

綺藍7 rミ ,レ ト2 斜 向中 I層
約竜7 ♂ミ,レ ト2 斜面中 I層

綺證7 斜面上 I層
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区域 出土地点

椀形鍛冶津

合 計含 鉄 多 含 鉄 少 椀 形 津

中(宜 ) ≧(cm) と(cm) 大(宜 ) 径(cm) 中(貿 ) 登(cm) 径(cm) 中俄) 登(cm) 登(cm

緬モ7 斜面上 I層

緑 8 T3 I層 32C

緑 8 T4 I層

緑 8 拡張部 Ⅱ層

緑 8 拡張郡 中央 I層 1

緑 8 拡 張部 中 災 I,薔 34C

緑 8 拡張部 中央 I層

緑 8 拡張部 中央 I層

緑 8 拡張罰
`

中 央 I層

緑 8 拡張部 中央 I層 155

緑 8 拡張部 中央 I層 155

緑 8 拡 張 罰

`

中央 Ⅱ層

緑 8 拡張部 中央 Ⅱサ善

緑 8 拡張部 中央 Ⅱ層 1 420

緑 8 拡張部 南 Ⅱ層

緑 8 拡張部 南 Ⅱサ書

緑 8 拡張部 南 Ⅱ層

緑 8 拡張部 I層

緑 8 拡張部 Ⅱサ書

緑 8 拡張部 Ⅱ層 137[ 1790

緑 8 拡張部 Ⅱ層 420

緑 8 拡張部 Ⅱサ書

緑 8 北 端 削平音Б 撹舌し 165

緑 8 北端 削平音Б 撹乱 ] 795

緑 8 北 端 晋咋十音焉 続音し

緑 8 北 端 肖町平言隅 抗舌し

緑 9 T5 斜面上 Ⅱ層

緑 9 T5 斜 血下 Ⅱサ善

緑 9 T5～ T6 斜面下 Ⅱ層 420 1乏

緑 9 T5～T6 斜面下 Ⅱ層

緑 9 T5～ T6 斜血下 Ⅱサ善

緑 9 T5～ T6 斜面下 Ⅱ層

緑 9 T5'大】ヒ 斜面下 Ⅱ層 (28)

緑 9 T5ウ〔】ヒ 斜 ltl下 Ⅱサ書

緑 9 T6 斜面上 I層 47[ 675

緑 9 T6 斜面上 I層
緑 9 T30 斜 lal中 Ⅱ)善 1乏

緑 9 T30 斜面中 Ⅱ層

緑 9 T30 斜面下 Ⅱ層 395

緑 9 卜4′ミ,レ 斜血下 Ⅱサ善

緑 9 rミ ,レ ト4 斜面下 Ⅱ層 575

緑 9 表採 225 225

緑 10 東斜向下 Ⅱサ善 8

赤24A 立
ロ 西斜面 圧層

赤24B 中央部 東斜面 Ⅱ層

赤25A Tl14 斜画下 Ⅱサ習 747

赤25A 中央 斜面中 盛 土

赤25A 中央 斜面中 盛 土

赤25A 中央 斜 向 中 騒 土 1154

赤25A 立
ロ 斜面中 盛 土

赤25A 立
ロ 斜面中 盛 土 250

赤25A 立
ロ 斜面下 径 土

赤25A 立
ロ 斜面下 盛 土

赤25A Ⅱ層

赤25A 夭 採

赤25B T141 盛 土 273 273

赤25B T6 棚1段 目 盛土 558 558

赤25B T6 棚2快 目 盛 土

赤25B 最南部 盛 土

赤25B 最 南 謝

`

盛 土
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励 出土1地点

擁璃 解 縛

合計含
―
鉄 多 含 鉄 少 擁 形 津

申lal と価 小lal 登範 大lgl 曇(貿己 rllal
=rFn

小1後〕蟹lcm 中ilgl 騒rFth 小lal ≧lom

425B 雨 部 斜 薗 坤 Ⅱ層 44C ■ 4 440
瑯 雨 部 紳画中 II,雪 2笠 215
翻 南 郡 斜 面下 議 土 851 t20 356
麹 南都

―
騒 土 窺 tr 205

瑯 司14離 I層 171 (2 170

翻 D 期 5鶴 単6 593
純 3 Tl A Ⅱ層| 雛 845
純 3 T5 A Ⅱ層 鞍 (lZ 505
a13 T5 中 央 Ⅱ層 5it 515
擦飛13 T7 ・Ａ H層 躍 |(1壷研 10C 525
rn13 T7 A H層 32C 62C 940
純 3 T7 A H層 79C k20, 79Cl

租3 T7 申 央 黒 26C lC 螂

■7 Tl I 79C 790
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第16表 鉄滓類集計表 7(鉄塊系遺物 。鍛造剥片・粒状滓 )

区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (g) 粒状淳 (g)

備 考
C D E F 大 大

赤 5 S1 28B・ SXW17A・ l「_土

赤 5 S1 28B'SXW17B。 4土
赤 5 S1 28B・ SXTV‐17C。

'里

土 295

赤 6 SK1 20
赤 7 S1 54・ Rh/11 787

赤 7 S1 54・ 南西・床面

茄證7 S1 58・ 西側・週≧土

綺證7 S1 58'西側・埋土上位 177 798

綺證7 S1 58。 西側 。埋土上位 425

綺證7 S1 58・ 西側・埋上下位

摘證7 S1 58・ 東側・坦1土 234 779 605

綺證7 S1 58。 東 lRI・ 埋土

綺蒔7 S1 58。 東側・遇圭土 722

綺謹7 S1 58。 東狽1・ 遇上上 757

綺證7 S1 58・ 東佃J・ 坦上上

茄證7 S1 58・ 東側・遇圭土

緑 7 S1 58・ 東側・遡1土

滴證7 S1 58'東側 。坦≧土

綺證7 S1 58・ 東叡1・ 埋土上位 1486

綺證7 SI 東側・埋土上位

綺證7 SI 東根I・ 埋土上位

緑 7 S1 58・ 東側・埋土下位 3012

綺證7 S1 58。 東側・埋上下位 3132

緑 7 S1  58・ 芝lニヒ

摘證7 S1  58・ 速≧三L

緑 7 S1  58'l■ ttL 336

緑 7 S1 58・ 埋土上位

綺證7 S1 58・ 埋土上位 257

摘蒔7 S1 58・ 埋土中位 1307

緑 7 S1 58'埋土中位 1743

緑 7 S1 58・ 埋土中位 952

緑 7 S1 58・ 埋上下位

緑 7 S1 58・ 埋上下位

緑 7 S1 58。 埋土下位

緑 7 S1 58・ K4・ 埋上下位 173 584

緑 7 S1 58・ K5・ 埋土

緑 7 S1 58A・ SXW27・ 埋土

緑 7 S1 59・ 】ヒ狽J・ 床面

緑 7 S1  59・ 芝≧JL 394

緑 7 S1 59。 SXW28・ Kl・ 埋土 922

緑 7 S1  59・ SXWV28・ 遇丑」L 763 888

緑 7 S1  60・ 芝≧三ヒ

緑 7 S1  60。 芝≧三L

緑 7 創 61・ 埋土

緑 7 S1 62'芝 ≧ニヒ 121

緑 7 S1 62・ SXW26A・
'里

土 427 172 002

茄蒔7 S1 62・ SXW26A・ Pl・ 埋土

摘證7 S1 62・ SXW26C・ 埋土 004

緑 7 S1 62'SXW26C'Pl'光里土

緑 7 S1 62・ SXW26C o P2・ 光里土

滴蒔7 S1 62・ SXW26C'P3・ l「_土

緑 7 SXI ol・ 埋土・中位 349 180
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区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (g) 粒状津 (g)

備 考
C D E F 大 /Jヽ 大 J

緑 7 SX1 02・ 北西・埋土

緑 7 SX1 02・ 】ヒ西・埋土

緑 7 SX1 02・ 北東・埋土 592

緑 7 SX1 02・ 北東・埋土 475 1553

緑 7 SX1 06。 北側・埋土 1688

緑 7 SX1 06。 】ヒ根J・ 埋土 3477

緑 7 SX1 06。 】ヒ狽」・埋土 1223

緑 7 SX1 06・ 】ヒ狽1・ 遇上上

緑 7 SX1 06・ 中央床面

緑 7 SX1 06・ 埋土 3978

緑 7 SX1 07・ 北東 。埋土 2■ 7

緑 7 SX1 10,SXW25。 検出面

緑 7 SK 153・ 尭里土 375

緑 8 S1 126A・ 埋土 1754

緑 8 S1 126A・ 埋土 225 1419

緑 8 S1 126A・ 埋土 629

緑 8 S1 126A・ 中央・床面

緑 8 S1 126B・ 埋土 2284

緑 8 S1 126B・ 埋土

緑 8 S1  127・ 遇≧こと

緑 8 S1  127・ 逆≧こと

緑 8 S1  127・ 芝≧こと

緑 8 S1 127・ カマ ド・埋土

緑 8 S1  128'整≧三ヒ 928

緑 8 SX1 27・ 埋土

緑 8 SX1 09・ 埋土

緑 8 SX1 09・ 埋土 587

緑 8 SX1 09・ 埋土上位

緑 8 SXI o9・ 埋土上位 456

緑 8 SX1 09・ 埋土中位 736

緑 8 SX1 09・ 埋土中位 333

緑 8 SX1 09A・ 鍛造剥片集中区 1695 006

緑 8 SXI 09A・ SXW23・ 埋土 2

緑 8 SX1 09B・
'里

土

緑 8 SX1 09C・ SXヽV42・ RN13 1204

緑 8 SX1 09C・ SXW42・ 坦土土 578

緑 8 SX1 09C・ SXW42・ Kユ ・埋土 4

緑 8 SX1 09C・ 炉A・ 検出面

緑 8 SX1 09E・
'里

土

緑 8 SX1 09E・ 埋土 371

緑 8 SXI 27A 炉A 埋 土

緑 8 SXI 27C 貼床

緑 8 SXW34A・ 埋土 563 463

緑 8 SXW34・ Kl・ 埋土 1356 1525

緑 8 SXW34・ K2・ 埋土

緑 8 SXW64・ 埋土

緑 8 SXW65。 埋土

緑 8 SXW66・ 埋土 1248 651

緑 8 SK 199・ 埋土

緑 9 S1 129。 東側・埋土上位

緑 9 S1 129。 東側・埋土上位 292

緑 9 S1 129・ 東側・埋土 ユ799

緑 9 S1 129・ 東側・埋土 293 1279
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区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (宣 鍛造剥片 C 粒状浮 (宮 )

備考
C D E F 大 /1 大 /1ヽ

満證9 SI 29・ 東側・埋土 2604

網證9 SI 29・ 西側・埋土上位

緑 9 SI 29・ 西側・埋土上位

緑 9 SI 西側・埋土上位 1463

緑 9 SI 29・ 西側・埋土上位

緑 9 SI 29・ 西側・埋土 222

滴證9 SI 29・ 西側・埋土

莉蒔9 SI 29'西側・埋土 254

綺證9 SI 西 側 埋 土 2109

緑 9 SI RMユ 1985

茄蒔9 SI 29・ RM2 1698

綺證9 SI 29・ R�16

痴證9 SI 29・ 床面 691

緑 9 SI 29・ 床面

嫡モ9 SI 29・ 床面

満驚9 SI 29・ 床面 379

綺竜9 SI 29・ 床面

緬竜9 SI 29'SXW30A・ 埋土 2169 3712 006

箱驚9 SI 29・ SXW30B・ jn土 2242 6271 005

綺モ9 SI 29・ SXW30B・
'里

土

満竜9 SI 29。 SXW30B・
'里

土

緬竜9 SI 29'SXW30C・
'里

土 279 3765 6717 025

満驚9 SI 29・ SXW30C・
'里

土

滴驚9 SI SXW30D・ 埋土 366 873

綺證9 SI 29・ SXW67・ 埋土 555

緑 9 SX1 14A'SX�V32・ RM37
満竜9 SX1 14A oSXW32'前庭吉る。埋土

緑 9 SXW 33・ 埋土

緑 10 SX1 16・ RM群
緑10 SX1 16。 RM群
緑 lo SX1 16。 鍛造剥片集中区 11334

緑 10 SX1 16・ SXW18・ l■■

緑 10 SX1 16・ Kl・ 埋土 1464

冷R10 SX1 16。 K2・ 埋土

緑10 SXI 17 埋 土

緑 10 SXI 17 埋 土

ブヽ23 S1 69・ カマ ド・検出面

成ド23 S1  69。 貝占ラk

赤23 S1  69。 芝≧二L 611

赤23 S1  69・ 塑≧三と 1292

赤23 S1  69'速≧こと 657

赤23 S1  69'芝≧
=と

572

赤23 S1 72・ 西・Ш層 348

以F23 S1 73・ 埋上下位 1204

ブヽ23 S1  74・ 遇≧EL 209

赤23 S1 75・ 炉A・ 埋土

赤23 S1 75・ 炉B・ 埋土

赤23 S1 76・ 炉A・ 埋土

ブヽ23 S1 76・ 炉B・ 埋土

赤23 S1 76・ 埋土 1391

赤23 SX1 67・ 炉・埋土

坂F23 SXI 埋 土
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区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (g) 粒状津 (g)

備考
C D E F 大 大 /1ヽ

以ド23 SX1 68A・ 炉A・ 埋土

)ヽ23 SX1 68B・ 炉A・ 埋土

ブド23 SX1 69・ 炉A・ 埋土

ブヽ23 SX1 69。 埋土

以ヽ23 SKI 32・ 廃棄焼土内

以ド23 SK1 32・ 南東・埋土

'ド

23 SW104・ 芝≧土

ブヽ23 SK 179・ 底面 257

ブヽ23 SK 278'埋土中位

赤24A S1 93B・ 南東・貼床 492

赤24A S1 94A・ 検出面

赤24A S1 94A・ 南西・埋土 1377

赤24A S1 94A・ 北東・埋土下位 72.3

赤24A S1 94A・ 】と東・埋土下位 904

赤24A S1 115。 炉 。埋土

赤24A SX1 71・ 南東・埋土

赤24A SX1 71・ 炉A・ 埋土

赤24A SX1 72・ 炉B・ 埋土

赤24A SX1 73B・ Kl・ 坦上上 267

赤24B S1  134・ 芝≧
=と

赤24B SX1 33。 SXW39・ J「_土 424

赤24B SX1 33・ SXW39・ Kl・ 上里土

赤24B SN54・ 埋土

赤25A S1  18ユ

赤25A S1  187・ 埋土 233 71,7 227

赤25A S1  187・ 埋土 585

赤25A S1  187・ 埋土

赤25A S1  187・ 埋土 358

赤25A SX1 55A・ 南東・埋土上位

赤25A SX1 55A・ 炉・埋土 3432 518

赤25A SX1 77・ 検出面 887

赤25A SX1 77・ SXW59・ 週上上

赤25A SXI 80・ SXW71'埋 土

赤25A SXヽV70・ 遇上上

赤25A SXヽV73・ 坦上上

赤25A SK 300・ 埋上下位 4979 225

赤25A SK 300・ 埋土下位

赤25A SXH 1758

赤25A SXH 1315 3599

赤25A SXH
赤25B S1 141A・ 南西・埋土

赤25B S1 142C・ K2
赤25B S1 142C・ 埋土

赤25B S1 142C・ 埋土

赤25B S1 142C・ 床面 423

赤25B SI 142D。 南東

赤25B SX1 46。 床面

赤25B SX1 46・ SXW47B・
'里

土

赤25B SXI 46・ SXW47D・ jll土

赤25B SX1 46・ SXW47・ Kl・ 埋土 3818

赤25B SX1 46・ SXW47・ K2,士里土 852 1377 183 002

赤25B SXH 14 403 1096
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区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (宮 ) 粒状淳 (g)

備 考
C D E F 大 /1ヽ 大 /1ヽ

赤25B SX1 47A・ 埋土 5956 椀形 ?

赤25B SX1 47A・ Kl・ 検出面 352

赤25B SX1 47A・ K2・ 検出面 2

赤25B SX1 47A・ SXW50。 光里土 013

赤25B SX1 47A・ SXWV51・ 遇上上

赤 25B SX1 47A・ SXヽAr51・ K2・ 坦上上 745

赤25B SXI 47B・ 埋土

赤25B SX1 4召・SXヽV55A・ 坦発上 1652

赤25B SX1 47B oSXW55B・
'里

土 115

赤25C SK1 42・ 埋土 1052

赤25C SK 269
赤 25D S1 119・ 炉・埋土

赤25D S1 120B・ Kl・ 埋土

赤25D SI ユ20B o SXW58・ K2・ 埋土

赤25D S1 120B o SXW58・ K4・ 光里土

赤 25D S1 120B・ SXW58'K5'光里土

赤25D S1 120B o SXW58'検 出面 283 2055 椀形 ?

赤25D S1 150B・ 埋土 729

赤25D S1 150B・ Rh/12 2227

赤25D S1 150B・ カマ ド・埋土

赤25D SI 150B・ Kl・ 埋土

赤25D S1 150B・ K2・ 埋土

赤25D S1 150B o SXヽ V69・ 坦上上

赤25D SX1 54・ 炉・埋土

赤25D SXW52・ 芝≧土 157

赤27A S1  108。 床面 5805

赤27B S1 96・ 床面中央

赤27B S1  98・ SXW43・ l■」ヒ

赤27B S1 98・ SXW43・ 検出面

赤27B S1 98・ SXW43・ Kl・ 埋土

赤27B S1 98・ SXW43・ K2・ 芝l土

赤27B S1 139・ Kl・ 埋土

赤27B SX1 26・ 地床炉・検出面

赤27B SX1 28。 炉B・ 埋土

赤27C S1 68・ RM2 558

赤27C S1 79'Kl・ 埋土

赤27C S1 79・ K2・ 埋土

赤27C S1 79・ 床面南

赤27C S1 82・ 埋土中位

赤27D S1 65'SXW68・ 埋土

赤27D S1 65・ 床面中央 375

赤27D S1 67・ SXW37・ 埋土

赤27D S1136・ カマ ド・埋土

赤27D S1  136。 S】【W35'埋土

赤27D S1 136・ Kl・ 埋土

赤27E SXI 88A

赤27E SK1 46B・ 】ヒ壁際

赤27E SK1 46B・ 北壁際

赤28A SI 埋 土

赤28B S1 162・ 炉・埋土

赤28B S1 166・ P2・ 埋土

赤28B S1 174B。 床面黒色土
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区域 出土地点 。層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (2) 粒状津 (富 )

備考C D E F 大 /Jヽ 大 」

赤28B S1 174B・ SXW75。 l■土 175
赤28B S1 174B'SXW76・ 埋土

赤28B S1 175・ 南側・埋土

赤28B S1 176・ RA/11 620ユ

赤28B S1 176・ 炉A・ 埋土

緑 15 SXW 72・ 前庭部・埋土

緑 15 SXW 72・ 前庭部・埋土

緑 5 SXH 15'1層 301 1112

緑 15 SXH 1層

緑 15 SXH 15・ 1層 101.2

緑 15 SXH 1層 279

緑 15 SXH 15・ 1層

緑 15 SXH 15'1層
緑15 SXH 15・ 1層

緑 15 SXH 5。 1層

緑 5 SXH 5・ 1層

緑 15 SXH 5・ ユ層

緑 5 SXロ 5・ 1層

緑15 SXH 5・ 1層

緑 15 SXH 5。 1層

緑 15 SXH 5・ 1層 535

緑 15 SXH 5'1層

緑15 SXH 5・ 1層 202
緑 15 SXH 5。 1層

緑 15 SXH 5・ 1層

緑 SXH 5・ 2層 397
緑 15 SXH 15。 2層

緑15 SXH 15。 2層 238 7■2 2417

緑15 SXH 15・ 2層

緑 15 SXH 15'2層
緑 15 SXH 15。 2層

緑 5 SXH X5・ 2層

緑 5 SXH 15。 2層

緑11 Ⅱ層 1539

摘證7 T33・ 斜面上・Ⅱ層・黒 695 559

綺證7 T33・ 斜面上・Ⅱ層・黒 1077 288

緬驚7 T33・ 斜面上・Ⅱ層・黒

緑 7 T33・ 斜面上 。Ⅱ層・黒

緑 7 T33・ 斜面上・Ⅱ層・黒 587
緑 7 T33・ 斜面上・Ⅱ層・黒

緑 7 T33・ 斜面下・ I層・黒

緑 7 T34・ 斜面上・Ⅱ層 1756 476
緑 7 T34・ 斜面中・Ⅱ層 1463

緑 7 T34・ 斜面中・ Ⅱ層

緑 7 T34・ 斜面中・Ⅱ層

緑 7 T34・ 斜面中・Ⅱ層

緑 7 T34・ 斜面中・Ⅱ層 82ユ

緑 7 T34・ 谷部・Ⅱ層 803

綺證7 T35。 斜面上 。Ⅱ層 ユ168

綺モ7 T35・ 斜面上・Ⅱ層

茄證7 T35・ 斜面下・Ⅱ層 1251 1205

緑 7 ベル ト2・ 斜面上・Ⅱ層

緑 7 ベル ト2・ 斜面上・Ⅱ層 2032
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区域 出土地点・層位
鉄塊系遺物 (g) 鍛造剥片 (宮 ) 粒状津 (g)

備考
C D E F 大 /1ヽ 大 /1ヽ

疱謹7 ′ミル 卜2・ 斜面上 Ⅱ層 1342

摘證7 ベル ト2・ 斜面上・Ⅱ層 1207

緑 7 ベル ト2・ 斜面中・表土 5351

緑 7 表採 1226

緑 8 北 端 Ⅱ層

緑 8 拡張部 。南・Ⅱ層

癒證8 拡張部・南・Ⅱ層 855

緑 8 拡張部・南・Ⅱ層

網蒔8 拡張部・南・Ⅱ層

綺證8 拡張部・南 ,Ⅱ 層 535

緑 8 拡張部 。中央・Ⅱ層 307 2785

緑 8 拡張部 。中央・ Ⅱ層 1355 508

緑 8 拡張部・中央・Ⅱ層 1278 797

緑 8 拡張部・中央・Ⅱ層 1577

緑 8 拡張部・中央 。Ⅱ層 1415

緑 8 拡張部・中央・Ⅱ層

緑 8 北側・重機道・攪乱 1074

緑 9 T30。 斜面上・Ⅱ層 235

網證9 T30'斜面上・ Ⅱ層

飛證9 T30。 斜面中

緬腱9 T30・ 斜面中

茄證9 T30・ 斜面中

飛證9 T30・ 谷部・ Ⅱ層 2291

緑 9 T30～ 31・ 谷部・Ⅱ層 396 932

緑 9 T30～ 31・ 谷部・Ⅱ層 189

綺證9 T6・ 谷部・ Ⅱ層 486 232

緑 9 T6・ 谷部・Ⅱ層

緑 9 表採 751

緑10 Ⅲ層下

坂F23 南側西斜面・盛土中 1423

赤25A T3・ 尾根・ Ⅱ層 757

赤25A T4。 1段 目・Ⅱ層

赤25A 斜面下方 (北)。 盛土中 785

赤25A 斜面中腹 (南側)・ 盛土中

赤25A 斜面中腹 (中央)盛土中 1132 1166

赤25A 斜面中腹・北側・盛土中

赤25A 斜面中腹・北側 。盛土中

赤25A 斜面中腹 。盛土中

赤25B 斜面上 。1段 目・盛土中

赤25B T8・ 2段 目・Ⅱ層

赤25B 最南部・盛土中 355

赤25B 最南部 。盛土中 178

赤25B 最南都・盛土中 551

赤25D 一括

)ヽ27 西斜面・ I層 774

ブヽ28 尾根中央・Ⅱ層 4751

緑 15 T5 903

緑 15 T5
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第 6章 まとめ

これまでの 3カ 年の調査では縄文時代・平安時代 。中世～近世の遺構 と遺物が検出されている。遺構は、

縄文時代では竪穴住居跡3棟 (中・後期)、 陥し穴 2基、焼土遺構1基、平安時代では竪穴住居跡166棟、工

房跡62棟、竪穴状遺構33棟、鉄生産関連炉跡41基、廃津場 (廃絶住居への廃棄含)7ヶ所、炭窯62基、炉

跡・焼土遺構67基、土坑161基、溝跡7条 などがある。遺物は、縄文土器は大コンテナ約 1箱、石器16点 、

石製品 1点、弥生土器が数点、古代では、土師器大コンテナ約25箱、須恵器大コンテナ約 1箱 (所謂あか

やき土器少量含)、 土製支脚大コンテナ約 1箱、羽口大コンテナ約14箱、炉壁大コンテナ約 6箱、石製品大

コンテナ約18箱、鉄製品約650点、鉄津類大コンテナ約60箱、中近世の陶磁器がわずかに出土した。

遺物については、すべてではないが第 5章中にて各種について若干の検討を行っている。ここでは主体

時期である平安時代の遺構、特に鉄生産及び鉄製品加工に係わるものについての整理を行い、竪穴住居

跡 。工房跡を中心とした集落の構造と変遷について若千検討を加えて、本報告を終了することとしたい。

(1)鉄生産関連遺構について

①鉄製産関連炉跡

鉄製産関連炉としたものは、炉及び付属施設の形態・規模などの状態と主に鉄津類などの出土遺物から、

鉄及び鉄器生産の各工程における製鉄・精錬・鍛練鍛冶等の用途が想定されたものである。状況から確実

と考えられる炉跡は41基ある。このうち緑15区 のSXW72は 主に廃津場等の出土鉄淳から唯一製鉄炉と想定

されたものだが、炉本体の遺存状態が極めて悪 く、形態 。規模は不明で、構造的なことについては検討で

きないため、ここでは詳細は省 く。概要としては、炉跡は前庭部を有するもので、第 5章中の鉄滓類で記

述 したとお り、一部混入 したと思われる例外的なものもあるが、出土鉄滓のほとんどは化学分析から砂鉄

系製錬淳との結果がでてお り、製鉄炉 と判断したものである。炉跡の斜面上方には輔座 と思われる平場及

び、この横に一段高くテラス状の張 り出す狭小な作業場的もしくは燃料木炭等の物置的な平場をもち、斜

面下方にはSXH15廃 津場を伴う。地下構造を持たない簡便な構造であったことと廃淳場の堆積状況及び、

出土量からは、およそ操業回数は一度きりのものと思われる。

以下、特に鍛冶炉と想定した40基 を主たる対象として整理検討 してみることとするが、極めて微量なが

ら鍛造剥片が採取され、鍛練鍛冶炉の可能性の考えられる27基 も加味して傾向をみてみる。

まず、鍛冶炉と想定されたものはSXW17・ 18・ 22～ 30・ 32～ 35。 37・ 39・ 42・ 43・ 47B。 47D・ 50～ 53。

55A・ 55B・ 58・ 59・ 64～ 73・ 75。 76の 40基であり、可能性のあるものとしては、主に鍛造剥片が出土した

SX106炉 A。 同B,09BttA・ 同B・ 09CttA・ 26炉・27AttA・ 28炉B。 54炉・55AttA・ 67炉・68A炉 。69

炉・68B炉 ・71炉 。72炉 A・ 同B、 S175炉 A・ 同B・ 76炉A。 同B。 115炉 。119炉 。139炉 A・ 162炉 。176炉 A
の26基、鍛造剥片は検出されなかったが、鉄砧石と思われるものとセット関係が窺えたS153炉跡の 1基である。

炉の形態は、掘 り窪められた所謂火窪型の炉跡 (I型 )51基 (約76%)と 地床炉 (Ⅱ 型)16基 (約24%)

に大別される。想定された40基中38基が I型のものとなってお り、 Ⅱ型については、ほとんどが鍛練鍛冶

炉の可能性が考えられうるものであり、鉄砧石とのセット関係が認められたS153炉跡を除くと、量的な差こ

そあれ、鍛造剥片の出土が認められたこと以外、炉自体には特に顕者な特徴はない。強いて言えば、竪穴

住居に伴った 2基を除き、ほとんどが工房跡に伴うことと、焼土の厚さが5cm以上とかなり焼き締まったも

のが比較的多いという傾向が認められる。また、SXw24は 粘土で周堤状に炉の側壁 とし、鍛冶炉を構築し

たと思われるものだが、使用頻度によるものか、周堤も含め焼土化は弱 く、鍛造剥片も検出されなかった
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ものの、羽口装着部と考えられる周堤の途切れと鉄関連の出土遺物から鍛冶炉 と判断したものであるが、

1例 のみのこともあり、あまり積極的に鍛冶炉とするには無理のあるものかもしれない。

I型 については平面形態から前庭部を有するグルマ形 。円形・楕円形に大別され、炉内の状態・規模な

どから細分が可能である。以下に分類を示すが、占有率は総数67基に姑するものである。

IA型 :前庭部を有するグルマ形を呈するものである。 3基あり、約 4%を 占める。いずれも上部構造と

して炉壁の痕跡が認められ、強弱はあるが炉内は全体的に還元 している。径約lmの SXW32と

径約35cmの SXW37'76と 大小があり、鍛造剥片は極めて微量である。

IB型 :円形で椀形乃至皿型を呈するものである。26基 あり、約39%を 占める。SXW29の 1基 を除き、

量比はともかくとして鍛造剥片が検出されている。さらに細分できる。

Bl型 :若千の強弱はあるが、炉内が全体的に遠元しているものである。SXW23・ 25・ 42の 3基があ

り、約 4%を 占める。SXW25は崩落により、現状では径約40cmと やや小 さいが、いずれも規

模はおよそ径50cm～70硼前後 と比較的大きいものと思われる。SXW42以外は鍛造剥片は極め

て微量で、SXW42に してもSX109CttAよ りの流入と思われる。

B2型 :強弱はあるが、炉内が部分的に還元 しているのが認められるものである。20基あ り、約30%

を占める。規模的には、50cm～ 70cm前後の比較的大型のもの 5基 (SXW30。 34・ 47D。 52・

75)、 50cm未満～30cm前 後の中型のもの12基 (SXW18・ 26。 29'35・ 43・ 58・ 59・ 64～ 66・

68。 S1176炉 A)、 30cm未 満の小型のもの 3基 (SXW50・ 55A・ 73)の 3つ の大きさでまとま

る傾向が窺える。

B3型 :遠元状態は認められないが、鍛造剥片が検出されたものである。SX154炉・55AttA・ S175炉B

の 3基があり、約 4%を 占める。鍛造剥片はSX155AttAか らは多量に出土 したが、他の 2基

では微量であった。

IC型 :楕 円形で炉床が丸みのあるおよそ船底形を呈するものである。22基あ り、約33%を 占める。ち

なみに鍛練鍛冶炉の可能性 も考えられるものでは楕円形が多い傾向にある。なお、SXW531ま削

平により詳細は不明ながら焼土範囲から一応本類に含めた。これとSXW22・ 33の 3基 を除いて

は、量比はともかくとして鍛造剥片が検出されている。B型同様に細分できる。

Cl型 :若干の強弱はあるが、炉内が全体的に遠元しているものである。SXW70の 1基のみ検出され

た。長軸約60cmと 比較的大型で、鍛造剥片は極めて少ない。

C2型 :強弱はあるが、炉内が部分的に還元 しているのが認められるものである。12基あ り、約18%

を占める。規模的には、長軸では50cm以上～70cm前後の比較的大型のもの 6基 (SXW17。 28

'33。 39・ 51・ 53)、 50cm未 満～30cm前 後の中型のもの4基 (SXW22・ 27・ 47B・ 67)、 30cm

未満の小型のもの 2基 (SXW55B・ 69)の 3つがあり、短軸では50cm未 満～30cm前後が大半

を占め、これより小さいものが少数となる傾向が窺える。

C3型 :還元状態は認められないが、鍛造剥片が微量出土したものである。 9基あ り、約13%を 占める。

規模的には、長軸では50c皿 以上～70cm前 後の比較的大型のもの2基 (SX168A炉 ・S1119炉 )、

50cm未満～30cm前 後の中型のものが 6基 (SX167炉 ・69炉 ・S175炉A'76炉 A。 139炉 A・

162炉 )、 30cm未 満の小型のもの 1基 (S176炉B)の 3つがあ り、短軸では50cm未満～30cm

前後がほとんどを占め、これより小さいものがわずかにある。

以上炉跡自体の分類を行ったが、 I型の炉跡には関連施設と考えられるものが付属するものも認められ、
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特にB2型 に多い。炉跡に隣接 して鉄砧石が遺存するものとしてSXW27'30。 47D・ 68・ S153炉の 5基があ

り、径約30cm～50cmほ どの浅い掘 り込みが隣接するものとして19基 (SXW17・ 18・ 26・ 28'29。 30・ 34・

39・ 43・ 47B。 51・ 58・ 59。 66・ 69・ 75'SX155AttA・ S1139炉 A・ 176炉A)あ り、SXW17・ 18・ 26・ 28・

30・ 47B・ 47D・ 68の 8基では複数の掘 り込みがFtil接 している。SXW17・ 28・ 29。 30'34・ 43・ 47D・ 58・

64・ 65・ 68・ S1176炉Aの 12基には、炉から張 り出すように浅い溝があり、この部分が遠元 している場合が

多 く、SXW17・ 28。 29の 3基ではさらに連結する小ピットが取 り付 く。最 もセット関係が良好に把握でき

たSXW30を基準としてみると、規模及び配置的な類似性から浅い掘 り込みのほとんどは鉄砧石の設置穴で、

複数あるものは工人の作業時の足入穴と推測され、溝跡は羽国の装着痕、ピットは輪に関連するものと考

えられる。また、SXW42に ついては浅い土坑が山側に接 してお り、状況から輔座の可能性が高いと思われ

る。ところで、本遺跡には単独の炉跡や地床炉も数多 く検出されている。比較的規模の大きい炉跡につい

ては焼成遺構の可能性が考えられ、土師器焼成の痕跡は認められないことから、多量に出土する羽日の焼

成を行ったものである可能性も考えられる。

以上概観 した炉跡の操業工程を想定すると、第一分冊中の記載とは前後 してしまったが、化学分析結果

を踏まえ、形態及び出土遺物などの状況からは、 IA型 は精錬工程専用の鍛冶炉 (3基、約4%)、 IB・ Cl

型は精錬工程を主体とするが、鍛練工程を併せて行った鍛冶炉 (4基、約6%)、 IB oC2・ 3型 とⅡ型は主と

して鍛練工程専用の鍛冶炉 (60基、約90%)と 考えられる。時期及び分布状況については工房と共に後述

することとし、ここでは省 くが、鍛練工程が数量比からは主体的であ り、形態的には円形・楕円形・地床

炉の各タイプが均等的な割合で存在 し、本遺跡を特徴付けるような傾向は特には窺えない。なお、先述の

とおり鍛造剥片の細分別が行えなかったため、鉄廷作製～製品加工段階、所謂A鍛造もしくはB鍛造という

工程の詳細については言及できない。また IB・ C2型のうち比較的大型のものは状態から精錬工程も行って

いた可能性 も考えられる。ちなみに付属施設等のある造 りのしっか りした炉跡ほど鍛造剥片の出土量が多

くなり、粒状淳も含め、一見 して鍛練工程の各段階で生じるものがすべて出土する傾向が窺えた。

②工房跡

検出された工房跡61棟 は、重複や崩落により不明なものを除き、大半が竪穴状を呈し、規模はおよそ長

軸 4～ 6m前後、短軸 2～ 3m前後の隅丸長方形のものが多 く、SX109A～ C。 14A・ 47A・ 82の 5棟では山

側の右上に棚状の小テラスを有する。このうち上記鍛冶炉の検討から鍛冶工房 と想定されるものは26棟

(SX106・ 07・ 09A～ C・ 10・ 14A・ 16。 17・ 26・ 27A・ 28・ 33・ 46・ 47A・ 47B・ 54・ 55A・ 67・ 68A・

68B・ 69・ 71・ 72・ 77・ 80)あ り、SX104A・ 73Bの 2棟については出土遺物か ら鍛冶関連の工房跡である可

能性が高 く、鍛冶関連の正房 としては28棟 と半数近 くを占める。残 りの33棟では、掘 り込みのある炉跡 を

伴 うものが6棟 (SX114B。 18・ 30・ 34・ 58・ 85)と 、地床炉を伴 うものが27棟 (SX101・ 02'04B・ 04C・

05'09E 。27C・ 37・ 40。 44B ・ 60・ 63・ 64・ 70。 73/ヽ・74。 75'76・ 78。 79・ 81望へ。
88ッヽ。 90・ 91 ・92 ・

93・ 94)と なっている。積極的な根拠の提示はで きないが、状況的にはやは り鍛冶関連の工房跡 と考える

のが自然 と思われる。立地状況 としては、ほとんどが幹尾根上の平坦部以外に位置する。

ところで、カマ ドと鍛冶炉が同時存在 したと考えられるS128B・ 53・ 58A・ 59'62・ 65。 67・ 75'76・

98。 115。 119'120B。 129A。 129B。 136・ 139'150A。 150B。 162・ 174B。 176の 22棟については、 これま

でカマ ドが付設されていることか ら形態的には竪穴住居跡 として扱ってきたが、鍛冶炉 と付属施設の配置

及びこれらの床占有率等を見た場合、機能面からは一般的な生活居住のための住居 というよりも、主とし

て煮炊 き施設を備えた工房跡 と考えたほうが現実的と思われる。ただ しⅡ型で、鍛造剥片の極めて微量な

S175'76。 115。 119。 139の 5棟 については、状況的には積極的に鍛冶工房 とは言いがたく、一応住居跡 とし

-216-



一　
　
⑧

Ｗ６８ 0                 1m

鍛錬鍛治炉

図版136 古代の鉄生産関連炉跡集成図

―-217-―



ておく。立地状況としては、幹尾根上平坦部 (以下尾根部とする)と 、谷・洞部及び尾根部斜面や洞部と

一体的な狭小な枝尾根 (以下谷部とする)でおよそ半々となっているが、 5棟を除くと多 くは谷部に位置

している。

工房跡とした79棟 を対象とする分布状況は、時期的なことについては後述するが、およそ全体の人割以

上が谷部に位置し、尾根部に位置するものは簡便な鍛練鍛冶炉が多い傾向にある。

③炭窯

炭窯と判断されたものは62基を数える。炭窯は製鉄から鉄製品加工までの各工程で、操業に見合うだけ

の燃料木炭の供給が必要不可欠なことから鉄生産に密接に結びつ くものである。本遺跡では地下式のもの

はなく、すべて伏焼を行ったと考えられる土坑形態を呈するが、伏焼法は、古来からの木炭を得る簡便な

方法であり、状況から土や砂で覆った堆積製炭法による木炭生産が行われていたと考えられる。平面形 。

規模は直径及び短軸は 1～ 1.5mほ どと画一的であるが、長軸は7m近いものから2mぐ らいのものまであ

り、 4m以上の長長方形と長楕円形の大型、およそ 2～ 4m前後の長方形と楕円形の中型、 2m未満の略

楕円形と略円形の小型に大別される。大型は 6基、中型は18基、小型は38基と小型が半数以上を占める。

分布状況としては調査区全域で尾根部から谷部までと幅広 く分布 し、地形上の特徴的な選択は認められ

ない。大半は尾根上に立地しているが、平坦地に位置するものは少なく、伏焼法での木炭の取 りだしの利

便性からか斜面や廃絶 した竪穴住居跡の窪みを利用しているものが多い。傾向としては中型以上の比較的

大きいものは赤20区 に4基、赤28区 と緑15区 で11基 とややまとまりが認められ、特に赤28B区 に多 く、赤

23・ 24区ではほとんどが小型のものである。これを鉄生産関連炉との位置関係でみると、中型以上、特に

3m前後以上のものでは緑15区のSXW72製鉄炉と緑 9区のSXW32精錬鍛冶炉に近い周辺にまとまる傾向が

認められ、他の精錬鍛冶炉周辺に位置するものも少数ながらあり、炉の規模 と作業工程上の必要量のせい

もあってか、分布状況として大きさの関連性が窺える。いずれにしても鉄生産関連炉の周辺に位置するも

のがほとんどであり、すべてに配置としては関連性の高さが窺える。

また、木炭の樹種については、分析結果からほとんどがてクリ材であることが報告されているが、緑15

区のSXW72製鉄炉に供給したと考えられる赤28区 ではナラ材も比較的多 く検出されている。

④廃津場

廃滓場は、先記の緑15区の 2層からなる製錬工程の包含層SXH15-ケ 所のほか、赤25A・ B区でSXH14。

16の 各―ヶ所と緑7区で廃絶住居等 (S158。 59・ 62、 SX106)|こ 廃棄された4ケ 所を確認しており、赤25A区

SXH16は洞中央の廃絶された遺構群に廃棄が継続的になされたものである。分析試料点数はほんの一部で

はあるが、仕分けした分類別に鑑定依頼した結果では緑15区SXH15以外では精錬鍛冶滓類が圧倒的に多い。

各廃滓場への排出先となる工房としては、地形状況からみた配置及び重複関係からSXH16に ついては判断

のしようが無いが、SXH15は SXW72製鉄炉、SXH14は SXW47B・ D鍛練鍛冶炉、S158はSXW23精錬 (鍛練)

鍛冶炉、SX106は SXW42精錬鍛冶炉、S159・ 62はSXW25精錬・鍛練鍛冶炉と想定される。 (小山内)

(2)古代集落の構造と変遷 (竪穴住居跡及び工房跡を中心として)

ここでは先に示 した機能面から見た竪穴住居跡 (149棟 )と 工房跡 (79棟 )、 及び竪穴状遺構 (33棟)を

主たる対象として、集落全体の構造と変遷をみてみる。なお、本来であればすべての遺構を検討対象に加

えなければならないが、あまりにも出土遺物が少ないために性格・所属時期を決定することができない土

坑は一応除外することとした。

表 1(67棟)は、第 5章第 2節の土器編年試案により、共伴が確実と思われるものについて、その出土
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土器からみた各地区毎の遺構の時期変遷を示 したものであるが、全体的に数が少なく、表に当てはまらな

い遺構が多い事から、①遺構の重複関係からみた相対的な新旧関係、②遺構埋土の堆積状況と遺物出土状

況 (特 に完形の鉄製品)と カマ ドの形態等の複合 した要素、③鉄生産関連遺構の各状況を概観 し、その傾

向から順次検討して表 1に加味していくこととする。また前述の通 り、本遺跡は独立した地形を呈 してお

り、便宜上、地形に即 した地区区分を行ってお り、各地区を概観 した上で全体の検討を行うこととする。

なお、土器からは10世紀前半が集落の主体時期と見てとれる。

①遺構の重複関係からみた相対的な新旧関係の検討

表 1に示 した遺構の中には他の遺構 との重複関係が認められるものもあ り、出土遺物から時期が特定さ

れた遺構を基準 とし、各遺構の重複関係からみた相対的な新旧関係を加えたものが表 2(127棟 )である。

表 1と の関連から枠線を入れたが、あくまでも相姑的な新旧関係を示 したものであ り、必ずしも年代的に

は対応 しておらず、また、新旧を示す矢印の長さも同様に時間差を示 しているものではない。重複関係か

らみた集落の主体時期は 9世紀後半から10世紀前半と土器の出土状況でみたよりも存続期間の幅が見られ

る。

②遺構埋上の堆積状況と遺物出土状況及びカマ ド形態からの検討

上記の通 り本遺跡は地形的な制約から、特定の地区に集中して重複する遺構が多 く検出されている。各

地区の重複状況をみると、古い時期の遺構は人為的堆積が多 く、最も新 しい遺構では自然堆積が多 く認め

られた。このことは新 しい住居等を構築する際に、地形的に限定された場所に遺構を構築 しなければなら

ず、周辺の土地を有効利用するために、遺構を構築する場所ないし、その周辺にある古い遺構 を埋め立

て・整地して遺構を構築 したものと推測され、自然堆積を呈する遺構はその廃絶後には周辺で新規に住居

等の遺構が構築されなかった事から、人為的に埋め戻す必要もなく結果的に自然堆積 したものと考えられ

る。ただし、古いものでも時期的にある程度の間隔があって、埋め戻す必要が無かったためか、自然堆積

を呈するものも若千認められる。また、緑 9区や赤27・ 28(B)区では新旧関係から新 しい時期と判断した

遺構の中において人為的堆積を呈する例外 も若千認められる。

次に遺物の出土状況であるが、特異なものとして人為堆積を呈する住居の中には床面に完形の鋤先や刀

子等が置かれている住居がある。当時貴重品であった鉄製品の完形品を床面に置いて、その住居を意図的

に埋め戻 し整地している状況から見て、住居廃絶時に何らかの祭祀的な行為を行った可能性が考えられる。

このような住居は 8棟 と数は少ないが、遺構の重複が激しいために祭祀的行為を行ったとしても、より新

しい時期の遺構にその痕跡を消されてしまった可能性 も考えられうる。その時期や分布をみてみると、特

に顕者な偏 りは認められず、集落が営まれていた間、4L続 的に行われていたと推測される。ちなみに、床

面に置かれた鉄製品の種類としては刀子は各時期にみられるが、鉄鏃・紡錘車・鋤先は数が少ないために

はっきりしたことは言えないが、土器区分の時期からみると10世紀前半の遺構のみで確認されてお り、人

為堆積を呈し、床面に鋤先が置かれている赤22区 S144、 赤23区S169、 赤28(B)区 S11601よ その時期にあて

がえるかもしれない。また、同様に床面に完形の土器を置いている住居も2棟あ り、状況から見てやはり

祭祀的行為を行っていたと推測される。この他、赤23区 S K191は 人為堆積を呈 し、底面には完形の土器と

刀子が置かれてお り、状況から見て墓娠である可能性も考えられる。これらの時期 も土器区分からみて10

世紀前半のみとなってお り、人為堆積で床面に置かれた鉄製品の種類が増える時期 と一致し、必然的に集

落の盛衰と相まみえるように 9世紀後半から10世紀前半に多 く認められた。
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最後にカマ ドの形態的な特徴であるが、本遺跡では煙道の無いものや、壁面を若干掘 り込んで煙出し部

としている煙道が極めて短い住居がある。これらは重複関係にある遺構の中で相t・l的 に新 しく、かつ自然

堆積を呈 している状況が多 く認められた。このことから、煙道が長いものから、住居外には煙 り出し部の

みがでている煙道の極めて短いものや、無いものへ と時期的に新 しくなる変遷がたどれる可能性があるの

ではないかと考えた。そこで、これらを表 3に加えてみた。ただし、赤25AttS1187や赤27E ttS1179Bの よ

うに夕J外的なものも若千ある。分布状況としては、煙道の無い住居については特に顕著な傾向は認められ

ないが、煙道の極めて短いカマ ドを持つ住居は尾根上の赤15。 16・ 23・ 25。 28区 にのみ位置 し、他の赤20

～22・ 27区 では一番新 しい時期でも煙道の極めて短い住居が認められず、煙道の長い住居のみが検出され

ている。尾根上での鍛冶関連の炉跡と煙道の極めて短い住屋の分布傾向をみると、鍛冶関連の炉跡が多い

地区には煙道の極めて短い住居は存在するが、鍛冶関連の炉跡がほとんど無い地区では存在 しないという

関連性が認められ、各地区を一つのまとまり (集 団)と して捉えれば、煙道の極めて短いカマ ドを持たな

い地区は鍛冶職人が少なかった可能性が考えられる。 ところで、赤24区では一番新 しい時期に掘立柱建物

跡が検出されているが、削平整地されていることもあって他の地区に比べて竪穴住居跡が少なく、方形の

上坑が多 く位置するという特異な状況が認められ、他の尾根上の地区とは様相が異なる。本地区尾根の東

西両斜面下の赤25区や緑 7・ 8区 は鍛冶関連の中心となる生産域であ り、立地的に赤24区の掘立柱建物跡

は、生産活動、特に新 しい時期と関連している可能性 も考えられる。

以上のことを表 2に加えたものが表 3(215棟)であるが、これについても枠線は年代的な対応 と新旧を

示す矢印の長さは便宜的なものである。なお、赤24区では単独で自然堆積を呈する遺構はあるが、いずれ

も出土遺物がないため、地区内で一番新 しい時期を想定できないことから、便宜的に表の一番新 しいとこ

ろに入れた。また、埋土が薄いこと等の理由で人為あるいは自然堆積なのか判断できなかった遺構は除外

した。

③鉄生産関連遺構の各状況からの検討

さて、最終的に鉄生産関連炉跡の性格と鉄関連遺物の出土状況や廃津場 。戊窯などとの帰属関係 と分布

及び重複状況等を加味して全体的な構造と変遷について検討を加えたものが表 4(216棟 )である。具体的

には緑15区SX182。 SXW72製鉄炉と赤28B区大型炭窯の供給関係、赤28BttS1174B o SXW76精 錬鍛冶炉と赤

28A及びB区大型炭窯の供給関係、緑8区SX109A・ SXW23精錬鍛冶炉及びSX109c,sxW42精錬鍛冶炉と周

辺の大型炭窯の供給関係と緑7区の廃滓場との位置関係、緑9区 SX114A・ SXW32精錬鍛冶炉と赤20区大型炭

窯の供給関係及び緑10区 SXl16。 SXW18鍛練鍛冶炉 とSX117・ SXW29鍛練鍛冶炉への位置的な供給関係、

赤28BttS1174B o SXW76精 錬鍛冶炉と赤27DttS167・ SXW37精錬鍛冶炉の形態的類似性、赤27E区 に代表さ

れる重複遺構における指標土器の共伴関係などから変遷時期の推定を行ったものである。なお、表の時間

軸は、一応四半世紀単位 とし、指標となる土器の年代から重複するものの連続性や相対的な新旧関係を便

宜的に枠内に収めたものであるが、遺構の存続する継続性から考えると、本来一概的には当てはめられる

ものではない。実際的には時間幅が縮まる可能性や若干の時間的ずれがあるものと思われる。ただし、指

標 とした土器の時期幅の範疇ではあり、少なくとも半世紀単位で見た場合には問題の無い誤差 と考えられ

る。また、特に定点とする指標のない地区については状況から時期を推測したが、推定要素がないため幅

を持たせざるを得なかった。なお、表 5は、付編科学的分析 1の 熱残留磁気測定の結果報告を基にして、

熱残留磁気測定を行った遺構の測定結果を示 したものである。熱残留磁気測定からみた年代 と土器からみ

た年代には概ね100年程の開きが認められるが、各遺構間における相対的な前後関係は概ね姑応 している。

ただし、S172・ S11761ま 例外的に対応していない。これは測定時におけるカマ ド燃焼部焼土の残存状況が不
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良であったことが関係 しているのではないかと推測され、残存状況が不良にもかかわらず測定 して頂いた

秋田大学の西谷先生にはこの場を借 りて準備段階の不手際をお詫びする次第である。いずれにしても約一

世紀もの年代的なずれは、今後熱残留磁気測定と土器の年代のす りあわせが必要であることは確かである。

以上、概観と検討を行った結果として第137・ 138図 に示 したように、竪穴住居跡及び工房跡等219棟につ

いては一応の変遷を想定しえた。これは対象とした261棟の人割以上であり、かなり集落の傾向を反映出来

たのではないかと思われる。ただし、多分に状況証拠的事象を根拠 として推測してお り、また上述のとお

り必ず しも確実とは言いがたい部分もある。少なくとも地区単位での相姑的な推移としてはほとんど矛盾

もなく、無理の無い変遷を辿ることができたと考えられる。機能面からみた分布状況としては、竪穴状遺

構及び重複により判別の不可能なものを除くと、尾根上には住居跡約100棟、工房跡12棟、谷部には工房跡

67棟、住居跡約25棟があ り、比率的に入割がたの割合で尾根部は居住域、谷部は生産域と大きく場を使い

分けた傾向が認められる。ところで、谷・洞部となる急斜面に位置する竪穴住居は谷側が崩落 し、規模が

不明瞭なものが多いが、遺存する短軸が 2m未満のものは地形的に考えてもあまり大きくはなりえない。

プランを把握できた緑 7区のS163の有様を考えると、機能面から一般的な居住のための住居跡とは考えにく

く、赤24区 S1134・ 135な どの斜面に立地する狭小なものは厨房施設的なものの可能性が高いと思われる。

最後に、変遷図から大 きく集落各期の構造的な推移状況を概観 して終わ りとするが、変遷図については

表 4の結果を基として作成したものであり、上述のとお り時間的な連続性の問題もあるが、作図の都合上、

便宜的な配置構成となっているものであることはお断りしてお く。

さて、集落の勃興から終焉としては、9世紀中葉頃の始まりから、 9世紀後葉～10世紀中葉の隆盛期を経

て10世紀後葉中にはおよそ終焉を迎えたようであり、存続期間的には約百年程と思われる。

勃興期は、赤24・ 25・ 27区 と緑8区 において始まり、鍛冶工房を1棟ほど含む住居が10棟前後の集落であ

る。この時期は機能面による場の使い分けは見 られず、尾根部及び谷部に点在 している。鍛冶工房を伴 う

集落遺跡としては東日本の調査事例ではありがちな様相を呈する。

隆盛期に入ると、赤15。 28区 に集落が拡大 し初め、住居は10数棟に増え、鍛冶工房に至っては 5棟 と急

増 し、一般集落というよりも東日本の調査事例では例外的な工人集落の様相を呈する。立地状況としては

住居は初期の頃と同様であるが、鍛冶工房は赤25区の谷部に多 くなっている。最盛期の10世紀前葉には、

集落は赤21・ 23区 と緑7区 までとさらに拡大し、この期間内では住居は50棟以上と爆発的に増える。変遷図

においては第一四半期に多数が配されているが、あくまで便宜的ものであって、前述のとお り時間的な幅

とずれがあるものと思われる。また、定点となる指標がないため、配することのできなかった赤23・ 24B。

27BC。 28区の約20棟 も、状況からこの期間に収まる可能性が高 く、衰退期の状況を鑑みると大雑把には平

均的に約20数棟の住居からなる集落構成と考えられる。鍛冶工房については隆盛初期から同程度の棟数推

移となってお り、数量的にはやはり例外的にやや多いが、集落の構造比率的には必ずしも特異な状況 とは

いえない程度と思われる。立地状況としては住居は尾根部、鍛冶工房は谷部と機能面により場の使い分け

が顕者 となる。隆盛期も終わりに近づいた10世紀中葉には、集落範囲は変わらぬものの、住居は20棟を割

るのに対 し、鍛冶工房は10棟を超え、再び二人集落の様相を呈する。分布状況としては各区においてやや

希薄となり、点在する状況となってくる。

衰退期となる10世紀後葉になると、集落の規模は縮小 し、住居・鍛冶工房とも10棟 を切 り、D区西側尾根

は閑散となる。ただし、人口の減少に対 し、鍛冶工人の占める率は増加するようであり、精錬鍛冶工房の

増加 と鍛練鍛冶工房の減少という状況からは、これまで集落の主体をなしていた鍛練鍛冶工人の系譜に、

外来の精錬鍛冶工人の一群が加わったかのような様相を呈 している。終焉期には住居は数棟となり、緑7区、
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緑 9・ 10区、赤28B区 と緑15区の三ヶ所に分散 し、ほとんど集落の体裁をなさなくなる。鉄生産に関しては

製鉄工房が出現 し、精錬工房、鍛練工房 も存在することから、規模は小さいながら製鉄から製品加工まで

一貫した自給自足的な様相を呈し、集落というよりは生産の場としての土地利用と見受けられる。

(小 山内・島原)

終わ りに、今回の調査では、古代の竪穴住居跡や工房跡及び鉄生産関連炉跡 と炭窯が多数検出され、時

期的状況はともかくとしても、鉄生産から製品加工までの全工程、特に鍛冶工程において、本県下閉伊郡

沿岸地域における古代の鉄に関連 した生産集落の様相をかなり窺い知ることのできる資料が得 られたもの

と思われる。しかし、残念ながら不十分な整理期間と担当者の手際の悪さもあって、得 られた資料を十分

に検討・活用 して報告することが適ったか否か心許ないところではある。また、本書体裁においても遺物

掲載にあたって、遺構の重複と種別変更の混乱により、気づ くのが遅れ、一部出土遺構のまとまりを欠 く

ものがあるが、時間的に修正が不可能であったため検索しにくい部分もあることはご容赦願いたい。

(小山内)

野外調査に従事して頂いた作業員の方々 (敬称略)

相沢 フサ子、上野 健佑、及川 隆司、大久保正男、大森 修、大森 公一、大森 繁、加藤 福富、

金澤 勝、金子 真喜子、木村 トモ子、清川 トシ、清川 保久、工藤 政蔵、小堀内 功、坂下 清人、

坂下 節郎、坂下 正一、坂本 清、崎田 妙子、佐々木 栄一、佐々木 栄一郎、佐々木 勝信、佐々木 軍司、

佐々木 猛、佐々木 常之、佐々木 野謀流、佐々木 松五郎、佐藤 義行、島香 徳則、下澤 光男、

下澤 安男、下村 新吉、菅原 テルミ、菅原 文夫、鈴木 文雄、関口 至、関口 強、館崎 登、舘下 カツ、

舘下 久雄、田中 隆司、農居 英恵、中里 正一、中村 健、中村 ナミ子、中村 松三郎、芳賀 孝子、

藤井 洋一、藤谷 晶子、日野 進、堀合 テツ、堀内 鉄吉、堀内 良子、製岩 一三、前川 勝男、松田 慶一、

三浦 勝廣、三上 照子、宮本 和子、盛崎 次雄、柳沢 秀平、山崎 節夫、山根 一郎、山根 正志
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第 1表

9世紀 10世紀

中葉 後葉～前葉 中葉 後葉

赤15 ! もlZも

赤16 S133 S1135A

赤17

緑11 S142

緑12

緑7 S161

SX106

S158A S143

緑8 S1126B SX109E

S1127

緑 9 S1129

緑10

'卜

20 S126

赤21 S136

S139

赤22

成ヽ23 S149A

S150

S175

S178

赤24(A) SX171 S194B

S1101

S1100

赤24(B)

赤25(A) S1181

S1180B

S1124

S1180A

SX156A

赤25(B) S1141A

S1142D

赤25(C) SX163

赤25(D) S1150B S1147

以ド26

緑14 S1186

赤27(A) S1199

S1139

S1104 S1105

赤27(B) S197B           I S1138 SЮ8

赤27(C) S180

赤27(D) S165 S1136

赤27(E) S1179B S1179A

S1184

赤28(A) S1158 S1156

S1166

飢

飢

説

Ы

鬱

隅
隅
ｔ５７
酌
ワ

赤28(B) S1169 S1171

S1175

S1168A

S1176

S1163B

S1174B

S1163A

緑15
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第 2表

9C中葉 9C後葉～10C前葉 10C中葉  1  10C後 業以降

赤16

S134

S135A

赤17

緑 11

緑12

緑7 S161

Ы46-―――――,SXX06

S158C― SIFD8B●

S143B●

S158A

S143A

緑8 Ы126CO―→ S1126A一 S112611-―――→ SX109E●―――→ SXЮ9C一

Ы127

SXЮ9B◆―――→ SX109A●

緑9 SXW33● ―――→

SX114B一
S1129- SX114A
SW103●

緑10

ガR20 S126

赤21 S136

S139

ガR22

赤23 S149B― Ы49A

S150

観時∠二:臨_
SV8

:経:;i娑

S172

S1131●

赤24(A)

螂
―

期 A

Sメ

“

0-S193B― ――――――手

さ認:     Ы%A●
S1101

SX171●

S1100-―――――――――> SK14

赤24(B)

赤25(A) SK14-SX181A氏
S1187-――――→ S1181-―――…Ⅲ SX180●

S1124-――――――Ⅲ SXH13

剛}c室 訛 _→飩蒟A
赤25(B)

S■42B一 S11つ A●―→ Ы141C一

S1142D――――→Ы142C●―――→

OSI14B一 罰Щ A

SX147B●

赤25(C) S】&63

赤25(D) 51150A                51150L一 凱ツ3_謎
猛。

〃
^26緑 14 S1186

赤27(A) S199

SK1139           S1139
S1104 S1105

赤27(B) S197A

S196●

S1138

S198

未兄7`β S180

赤27(D) S証165      S1136
赤27(E) 湘

―
設縁冨 snTイ

・凱 的A

S1184

赤28(A) S1158 S1156      S1153
S1155

S1157

S1159

SK148-――――――→ SX192

赤28(B) も117ユ

S1175

掌 謎

S圧 160

Ы169

も1174A

S1163B

S1168A

鋭176

Sl1748-―→ 5X194●

S1163A

SX193●

●遺構重複関係
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第 3表

9C中棄       1       9C後 乗 前葉  1 10C中 葉   1    10C後 棄 以 降

フト16

I       SK120▲
団含4■                  1創 57-一―――→ SK123▲

緑 1] も14Z▲

為註7

誂 ― :許
SX〕96

餌46      S158C●

,X104C― I SX104B一

158B0 S158A▲

S143A・ 56・ 63、 SX105 18▲

SX104A▲
S162-→ SX107▲
SX110▲

涌烹8 S1126A● S1126B一―――→ SXЮ9E●

RT1 27▲▼

X109C SX10911C SX10tJA●

S191▲

S1128-→ SX127A・CA▲

雅貢9 SXW33●――――――→i Sl129-→ SXl14A
ミマれ4R― I RWin負 。

hlR10 もX116・ 17A

未20

▲

▲

凱

Ы

S136A
S130・ 31・ 37・ 39▲
ミTRAA

ガR22 Ы45、 SK127▲

赤23 も149A        I
ЫFJO         I

S175~|

S178                 1

V6●
,K電3B―

設徹娑

S173-―――――→

止ヽγZI■
S148・ 74▲

S171▲

S1131●▲▼
S170B―――

'SX167▲
S178C→  S�68B→ SX168A▲
SK131A▲
S1130▼

赤24(A, さ館と
S1101▲       i

SK171●                 I

理 4A● ▲

SXV2▲
SK135▲

赤24(B) も1133・ 134A
SX174 75▲

S1106→ SX134▲
SX133▲一→SK137
SK138的▲

赤25(A SK144C卜'SX181A―
S1187▲▼―→

Sn40、 SX158A'60▲   |
S■81-SX180●        |

SX124-―――――――――→iSXH13

鍋81111℃ 塁 證歌▲▼__→ s�55A▲

ヽと5(B,

S1142B●→Ы142A●●S1141C一

も1142D―

Ы141B― S1141A▼ ■

14Zじ●■― SX147ど ●

SX140'46▲

SK140・ 41▲

亦25(C, Sl145'146A
SX163 64▲

S1144-引>飢 122B'SK142-→ SX179▲

赤Z5(D, Sl150B 甥 く 謎鑑.
S1120B―――――→ Sx178▲

S1143・ 149▲

SX154◆一――'S1119▲▼

赤27(A) S199

SK139-S1139▲

S1104 S1105

S1107▲

S■02▲→ S1103▲

赤27(B)

試

`洋

正三:認糾
S1138A

S198

SX128▲

赤27(L, SI183_:願

S■78D―――――――――>SK146B―
s�守_´

帥 A▲▼

SX1191-SK146A▲

184A

赤28(AI S1158 S1156     Ы153▲

S1155▲

S1157▲

S1159▲

SKイ48-――――→SX1192▲

赤28(B, 創 1ヾ66     b1171        1
S1175                i

剛 室 證:

S1160■       :

S■74A●

一S1163B一

SnCA8A▼

一S1176▲

も1174B―――→SX194●
S1163A▲▼

S�93●▲
S11猪▲

■堅穴住居跡 □堅穴状遺構 ▲精錬工房 △鍛錬工房 ◆不明工房 ●炭窯
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第 4表

地 区
九世紀 十世紀

第三四半期以前  I第三四半期 !第四四半期 第一四半期    第二四半期 1  第二四半期 第四四半期以隆

示 15 S128B△         s129日 | S128A■
示16

IS13411

も133■       S135B
S1141■

SWV52●         RTら 71■

S135A■
SK120□
SK123日

17

録11 SW71●     s142■
SW72・730
bWO/ロ

示21 S136■ SK127□SW51●
S139■
Ы30～ 32・ 37・ 38■ SK121□
S1441日         SXW22A S145B■I S145A■

添26
1ヽl R6日日

Ь126日日         RW44● 代I夕5■ RVVttA

録9 SXW33△ SXT]4B◆ S1129∠＼ SX114A▲
破10 SXT16・ 17塗

示23 S149B□
:髯♂幌と日    :罷霰亀□
S175■        s177C■
S16911         S1721日

S170B■
S173日日
SK133A□
SX168B△

S148・ 74日日

SX167・ 68A△
RT71日■

S1130'131日日

緑7 SX102◆

S146日日

S127■     SX101◆
S161■     SX104C◆
SX106△      S159△
S158C■      S158B■

S143B日
SX104B◆
S162△
S1558A△

SIttA・ 56・63■
SX104A・07△
SX105・ 18◆
SXT10▲ SM「 63・ 69●

緑8 S1126日|
S192日日

IS1126日日  S1126B■
IS191■   SXW34・ 66△

IS1128■  S� 27A・ C◆

SX109E■ SX109C▲
SXW64・ 65△ SW87●

S1127日日

SX109B△
SヽV85・ 86●

SX109A▲

赤24(B S110611 SX134●
RXTrlR∠＼ RてTR7

SB07・08
汁々離

赤%(A SX173B△ SX173A◆ i      SK136□
SX130◆     Is198B■  SX171△

S194B・ 101■    Ы94A■ S1100日E SK135・ 43□
RXT7夕 △

赤25(B

S1142B■ Ы142A■

SN66
SX146B△

S1141C■  s1141B■

S1142日      S1142C■
SX146D△
S1141A■

SX147A△ SX147B△
SX140◆
SK140・ 41□

赤25(D Sl150B△  S1123日 |

S1120B△
SX154△

Sl143・ 147■     Sl14811
S1150ノ ∠ゝ蛍

SX178◆
S1119■

S1149日|

赤25(A SK144回  SX181A◆ S1187■   S1181日 |
S1180B・ C■

SXBO△    Ы140・ 180A■

S1124■      SX158・ 60◆
SX190●

SX155A△

赤25(C SK1142□

S1144■  S1122B■
SX163◆      SX164●    Is1145'146■
SX179●             |

本27(A

SK139□
S199日日
S113911

Sl104■ I        S110211
S1118■

S1103日日
S1105・ 10711

赤27(B IS197B■

iS1113■

S197A■           iS198△
S196・ 138■            ISX128△

赤27(C S168'80日|

ホ27(D
IミTAК ノヽ

も166・ 13/1■

S1136∠蛍 S167A
赤27(E S1183■

S1178D■

S1179B■
SX1188A◆ sx191◆
SK146Btt SK弘7日

S1179A■I       S118411

SK146A□

赤28(A S1158日日  S1156■

ミてTな口

S1153・ 155日日
S1157・ 159日日
RXT9夕くら

SIユ 85日日

く再Vlll引 1,lB

ホ28(B S1166■

S1169■

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

60日|
67■
68B■
71■
75日日

S1174A■

S1168A■
S1176∠＼

S1163B■

Sl17娼▲ SX194●

SWl14・ 115●

SX193◆
S1173日日

SW121・ 1220

SW■ 7●

SWl180
SWl19●
S1163A■

躁15
もX182▲

SW124●

■堅穴住居跡 □堅穴状遺構 ▲精錬工房 △鍛錬工房 ◆不明工房 ●炭窯
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第 5表

9麹ヒ糸己 10世紀 ■世紀

赤15

赤 16 S135-

赤17

緑 1ユ

緑12

緑 7

漁註8 ― SX109C――

キーーーーSX118

お飛9 S1129-

緑 10

ブヽ20

赤 21

以A22

―

S144

)ヽ23

―

S172

S176

赤24(A) S193B―
赤24(B) +――――――SN55-

赤25(A) S1180B一
赤25(B) ←――――一S1142D一一

‐SXW52-

赤25(C)

赤25(D) ←―――S1150B―

― SX154-
赤26

緑14

赤27(A)

←―――S1186-―一→

赤27(B
―

S197B

赤27(C や―――――――――――S180

赤27(D)

赤27(E

赤28(A)

S1176

S1168A一――→

赤28(B) ←――――S1163A

緑15
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付編 自然科学的分析

1,島田Ⅱ遺跡の考古地磁気調査
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1口 島田H遺跡の熱残留磁気調査

秋田大学 工学資源学部

西谷忠師

1. はじめに

島田H遺跡は岩手県宮古市、JR山 田線宮古駅南方約2.5kmに 位置している(図 1)。 島田H遺跡の北東部には

島田遺跡として調査が行われた県立宮古短期大学部が隣接 している。島圏H遺跡から検出された鍛冶炉、カ

マ ド燃焼部焼土から試料を採集し考古地磁気研究を行った。本調査の目的は試料に記録された熱残留磁気

の方向から年代を推定することにある。なお、SXW01、 SXW02、 SXW06の各鉄生産関連炉については既に

報告したが、地磁気永年変化の地域差を考慮して再度年代決定を行った。

↓名 古 港

B     I      B

図 1 島田 ‖遺跡遺構位置図

秦
殖
麹

晴
Ｎ

寺
ド
”
｝
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日
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００▼ミ寸―＝×　　̈
叩

開
日構連追跡

〇〇〇ミ甘Ｉ＝Ｘ　　確哩
田島図 (試料を採集した遺構の位置と名称を示してある。)
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2.試料について

図21よ 試料を採集した遺構の配置図である。黒丸で遺構の位置を示してある。採集地点の第Xtt X座標値、

Y座標値をもとに緯度、経度を計算した。この緯度、経度を用いて現在の地磁気方向を計算した。表11こ 遺

構名とX座標値、Y座標値、緯度、経度、採集試料数を示す。採集地点の緯度、経度は採集地点それぞれ

の緯度、経度の平均を示 してある。26遺構から採集 した総試料数は709イ固である。試料の採集には直径

24mm、 体積10.65cm3の ポリカーボネイ ト製の立方体キューブを地中に挿入する方法を用いた。現場では各

試料毎に磁北からの角度と、水平面から下方向への傾きの角度を記録 している。データ処理でこの傾きを

補正して遺構が保持している磁化方向を求めた。

図 3～図251こ 試料採集用キューブを地中に挿入した状態を示す。

表 1 島田‖遺跡熱残留磁気測定用試料一覧

島田Ⅱ遺跡

遺構名 種類

調査年  第X系 (南北 )

X
第X系 (東西)

Y
緯度 (北緯 )

39°  36′

経度 (東経) 採集

141°         イ回蓼交

SXヽV01

SXヽV02

SXヽ 卜ヽ06

SXW18
SX109C

SX118

SN08
S144

S135

S172

S176

S180

S193B

S197B

SN55
S1129

SXヽV52

S1180B・ C
SX154B

S1150B

S1142D

S1168A

S1176

SX192

S1163A

S1186

製鉄炉

製鉄炉

鍛冶炉

鍛冶炉

地床炉

地床炉

焼土

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ドA
カマ ド

炉跡

カマ ド

鍛冶炉

地床炉

地床炉

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

地床炉C
カマ ド

カマ ド

1999     -42274.500

1999     -42273.500

1999     -42218.000

2000     -42287.108

2000     -42185.481

2000     -42211.981

2000     -42214.151

2000     -42417.889

2000     -42238.930

2001     -42281.350

2001     -42259.600

2001     -42217.650

2001     -42246540

2001     -42175500

2001     -42208.000

2001     -42297.050

2001     -42163.800

2002     -42121.700

2002     -42161700

2002     -42161150

2002     -42179,400

2002     -42334,300

2002     -42367.300

2002     -42294.100

2002     -42313750

2002     -42369500

95739.250

95738.250

96040000

96259.733

96271399

96264.062

96257.274

96333.626

96134.860

96332.350

96315.200

96388.000

96314.560

96409,750

96320.600

96297.100

96336.800

96356.100

96346.700

96335,600

96325,700

96466.000

96461.000

96479,000

96478.650

96361.400

49,7654〃

49,7983〃

51.4762″

49.1466〃

52.4371″

51.5815〃

51.5132″

44.8761〃

50,7593〃

49,3039〃

50.0161〃

51.3468〃

50.4398〃

52.7047〃

51.6870″

48.8091〃

53.1136〃

54.4709〃

53.1777〃

53.2001〃

526123〃

475328〃

464648〃

48.8310〃

48.1940″

46.4339〃

56/544543〃   37

56′ 544129〃    48

57′ 70923〃    54

57′ 16.2682″    23

57′ 16.8104″    23

57′ 16.4219″    30

57′ 16.2033〃    24

57′ 192975〃   30

57/110582〃   24

57/193156〃   24

57′ 186080〃   24

57′ 21.6820〃    24

57′ 18.5880″    24

57′ 22.6159〃    24

57′ 18.8614″    24

57′ 178295〃   24

57′ 195637〃   26

57′ 20.3948″    24

57′ 19,9798〃    24

57′ 19.5147″    24

57′ 190901〃   24

57′ 248909〃    24

57′ 246640″    24

57′ 25,4569〃    24

57′ 25.4320〃    30

57′ 20.4873〃    24
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図 5S144図 4 SXH8

図 7 SXW18 図 3 S�09C

図10 SN55 図1l  S193B

図12 S176 図13 SH29 図14 S172
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図刊5 S180 図16 S197B

図18 S� 54 図]刊 9 S1150B

図22 S1176

図25  SH86

図20 S1142D

図2刊  SI刊 68A

図24 SH63A
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3.測定

3.1自 然残留磁化

残留磁化強度および方向はスピナー磁力計 (夏原技研製)を用いて測定した。何の処理も加えていない

状態の残留磁化 (自 然残留磁化、NRM)強度を表2に示 してある。95%信頼区間は小さいほどまとまりがよ

いことを示 し、精密度パラメータは値が大きいほど信頼性が高いことを意味する。NRM強度に示 してある

プラスマイナスの数値は標準偏差で、この値が大 きいほど個々の測定値のばらつきが大きいことを意味す

る①これらをシュミット円に投影 したものが図26～ 図29である。SXW18、 SXW52を 除 く遺構のNRMで、

まとまりの良さを示すパラメータである95%信頼区間は2° ～4° 程度と小さい。SXW18、 SXW52以外の遺構

の残留磁化方向は比較的よくまとまっていると言える。

表 2 自然残留磁化 (NRM)測 定結果

島田Ⅱ遺跡

遺構名

採集 平均伏角

個数 (度 )

平均偏角

(度 )

95%信頼

区間 (度 )

精密度

パラメーター

NRM強 度

(104emu)種類

SXヽV01

SXヽV02

SXW06
SXW18
SX109C

SX118

SN08
S144

S135

S172

S176

S180

S193B

S197B

SN55
S1129

SXW52
S1180B o C

SX154

S1150B

S1142D

S1168A

S1176

SX192

S1163A

S1186

37    57,75

48    56.03

54    57.28

23    36.22

23    54.42

30    55。 28

24    5634

30    57.93

24    56.37

24    55,98

24    57,97

24    57.95

24    53.68

24    56.20

24    5741

24    56.10

26    59。 17

24    47.67

24    50.28

24    5377

24    52.49

24    56.29

24    49,73

24    50.52

30    57.94

24    54.98

66.31 ± 12.30

65。80 ± 37.56

9。933 ± 3.481

9454 ± 22440

20.20 ± 6.84

13.39± 6.170

7.535±  1.196

28.54 ± 25,7

17.00± 3.60

15,77 ± 3.94

10.27 ± 3.68

5,700 ± 5.310

49,14± 31.83

1947± 2.48

15.92± 2.80

6.670 ± 2.510

28.29 ± 27.84

26.36 ± 3.35

18.25± 4.26

16.42 ± 379

19.44 ± 1.64

17.91± 4.61

13.30± 2.66

16.13± 5,13

32.29 ± 24.81

21.39± 13.59

製鉄炉

製鉄炉

鍛冶炉

鍛冶炉

地床炉

地床炉

焼土

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ドA
カマ ド

炉跡

カマ ド

鍛冶炉

地床炉

地床炉

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

地床炉C
カマ ド

カマ ド

2.21

-0.19

-13.13

5.61

-0.16

648

3.94

-11.47

1.08

-1.63

4.04

-0。95

-8.45

-608

767
1.67

9。10

-5.65

9.63

17.48

1014
-4.90

-1.38

-8.76

0.59

2336

1.79

4.09

3,77

27.59

3.80

1.64

305
1.80

1.43

2.88

3.76

5,71

157

0.97

2.13

1.51

10。18

1.45

6.70

3.14

2.31

1,37

2.24

2.63

2.38

3.42

174.30

26.32

27.35

218

6453

257.88

95,33

215,09

429,76

106.72

62.83

27.86

35538

94108

193.80

384.55

8.74

419.69

2049

89,85

164.69

468.09

175.04

127.26

12256

7573
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+

SXЮ9C NRM

奪 図26 自然残留磁化方向分布

上からSXIo9C、 SN08、 SX118、

S135、 S144の 自然残留磁化分

布を示す。黒丸は現在の地球

磁場 と同じ極性 を持つノーマ

ル (正 )極 の成分 を示 す 。

95%信頼区間は小さな楕円で

表現してある。

図27 SXW18の 自然残留磁化方向分布

白丸は現在の地球磁場とは反対の極性

(リ バース)を示す。各試料の測定値は

まとまりがなくばらつきが大きヤヽ。

・η
．

＋
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図23 SXW52、  SN55、  S193B、  S176、  S1129、 S172、 S180、  S197Bの

自然残留磁化の投影。黒九は現在の地球磁場と同じ方向を示す。平

均値を×印で示し、95%信頼区聞楕円を示 してある。
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一般的に炉やカマ ドなどに保存されている熱残留磁化は熱を受けたときに獲得される磁化成分であ り比

較的安定である。 しかし、後の時代に別成分が重なって熱を受けた時代 と異なった方向に残留磁化が観測

される場合がある。誤った解釈を避けるためには二次的な磁化成分を消去する必要がある。二次的な磁化

成分は安定性が低いため交流消磁の手法によって除去することが可能である。

3.2交 流消磁

不安定な磁化成分が含まれているかどうかを検討するため交流消磁を行った。交流消磁 とは無磁場中で

試料をランダムに回転 させ、一定の交流磁場を加え、これをゆっくりと減少 させてゼロにする操作で、

徐々に強い交流磁場で同様の操作を繰 り返す。この操作で不安定な成分から次第に消去され、最初に獲得

した磁化成分を見いだすことが可能となる。同一遺構の中で 6個 に一つの割合で試料を選び、細かなステ

ップで交流消磁を行い、残留磁化の変化を調べた。図30～図35に交流消磁の例を示す。この図の黒丸は残

留磁化方向を真上から見た方向変化で、白丸は磁化方向を南から真横に見たものを表現している。

図30は S135試料21の 交流消磁の結果を表示 したものである。原点に向かって磁化が減少していることから、

二次的な磁化成分は存在 していないことがわかる。図32は SXW18試料15の交流消磁の結果である。交流磁

場 2mTで変化の傾向が変化 していることから、SXW18は残留磁化獲得後に何 らかの影響を受けたことが予

想出来る。同様にSXW52(図 34)で も4mTの消磁磁場で安定な成分が現れている。同様の操作をすべての

試料に射 して行い、二次的磁化を消去する最適の磁場を決定した。この消磁磁場によって処理された試料

の磁化方向は信頼できる磁化方向と言える。

Si35 21

12

9

6

‐15

S

4 mT

3

2

1

NRM

図30 Si35試料21の交流消磁結果

黒九が垂直面(NS― WE)への投影、白丸

が水平面 (UD― WE)への投影である。

ｌｓ
ド

ｍｕ，

ｌｏ

ｘ‐

ｔｅ
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図31 Si44、  SXl1 8、  SN03、

S�09Cの 交流消磁結果

黒丸が垂直面、白九が水平面への

投影である。各遺構で代表的な試

料を選んである。

図32 SXW18試料15の交流消磁結果

交流地場2mTで変化の傾向が変わっている。
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図33 交流消磁によるS193B試料21、 S176試料03の磁化変化
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学

SX109C AFD

ギ・

キ

SXW13 AFD

図36 交流消磁後の残留磁

化方向分布

上か らS‐X109C、 SN08、

SX118、 S135、 S144を示する

95%信頼区間は小さな楕円

で表現してある。

図37 SXW司 3の 交流消磁後の残留磁化

方向分布

平均をX印、95%信頼区間を構円で示し

てある。残留磁化方向が現在の地磁気方

向と同じ場合に黒九で、現在とは逆の場

合に自丸で表現してある。交流消磁を行

っても改善は認められない。

-249-



浄
・

＋

　

Ｎ

Si97B
1.6mT

S1129
4.5mT

十

　

Ｎ

「T
+
N

か

＋

　
Ｎ

寺

十

　

Ｎ

:ぶ

+ ・静

+
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消磁後の磁化方向分布を図36～図391こ示す。なお、ホルダーの変形など明らかに物理的な原因で方向の

ずれた試料は省略した。大部分の試料はほとんど問題なく磁化方向が集中していることがわかる。 しかし、

図37に示すSXW18で は、ばらつきも大きく、現在と逆方向の磁化成分が現れるなど、自然残留磁化 と比較

して大 きな改善は見られない。この原因は擾乱作用によるものと予想できる。茂留磁気を獲得 した後、物

理的な擾乱を受け現在に至っていると考えられる。従って、SXW18の 年代推定は困難と判断した。また、

SXW52(図 38)でも磁化方向にまだばらつきが見 られる。この原因も何 らかの優乱作用を受けたためと思

われる。

4.年代推定

最終的に得 られた結果を図40～図421こ 示す。この図は偏角が±20度前後、伏角が45度～60度付近を拡大

して示 したものである。各遺構毎の平均および95%信頼区間、および過去の地磁気変動 (永年変化曲線)を

850A.D.か ら1300A.D.ま で示 してある。地磁気変動と平均の磁化方向、誤差を考慮 して年代推定を行った。

表3に結果をまとめてある。

W 200

偏 角

00

図40 1999年 、2000年 に測定 した試料の残留磁化方向と地磁気永年変化
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表 3 島田‖遺跡考古地磁気測定結果

島田Ⅱ遺跡

遺構名 種 類

消磁 平均  残留磁化

(mT)個数 強度 (10-4emu)

平均磁化方向

伏角 (度)偏角 (度)

95%信頼  考古地磁気推定

区間 (度) 年代 (A.D.)

SXW01
SXW02
SXW06
SXWV18

SX109C

SX118

SN08
S144

S135

S172

S176

S180

S193B

S197B

SN55
S1129

SXW52
S1180B

SX154

S1150B

S1142D

S1168A

S1176

SX192

S1163A

S1186

製鉄炉

製鉄炉

鍛冶炉

鍛冶炉

地床炉

地床炉

焼土

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ドA
カマ ド

炉跡

カマ ド

鍛冶炉

地床炉

地床炉

カマ ド

カマ ド

カマ ド

カマ ド

地床炉C
カマ ド

カマ ド

58.14     2.86

58.78     0.38

54.41    -7.09

53.66     1.22

54.47     1.69

52.19     0.65

55.14   -12.01

55,62    -0。 95

52.40    -5.53

55。48     1.53

56.48    -3.79

51.85    -8,79

55.81    -9.28

5648    -2.37

52.94    -1.12

56.04    -0.81

54,71    -6.00

53.68    -4.13

56.84   -17.03

51.87    -5,37

56.51    -7.33

49.58    -5.02

50.27    -9.99

56.11    -2.12

53.07    -2.30

1140 ± 30

1130 ± 50

990± 50

1070± 70

1080± 30

1040± 60

970± 40

1080± 40

980± 50

1090± 80

1070± 50

920 ± 50

980 ± 30

1080± 30

1040± 40

1080 ± 100

1020± 50

1020 ± 50

980 ± 40

970 ± 40

1040 ± 40

910± 70

880 ± 50

1075± 50

1030± 40

６
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９

５

　
６

　
０
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６
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４

２
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５

４

５
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４

４
．
５

７

Ъ

４

７

６

34    36.54 ± 9.81

40   36,79 ± 17.68

54   5.122 ± 1.967

20    12.11 ± 3.031

28    10,46 ± 5,415

20   4.026 ± 0,491

26    17.03 ± 23.02

22    7.780 ± 1.913

18    11.78 ± 2.838

18   4.839 ± 2.075

14   5.041 ± 3.605

21    43.24 ± 33.02

23    14.30 ± 1,891

16    5.327 ± 0.878

20   3.941 ± 2.179

17   23.67 ± 26.80

24    14.99 ± 2.28

19    5.607 ± 0。794

20   4.573 ± 0.716

21    6.791 ± 0.938

22   6.388 ± 3.287

18   5。791 ± 1,001

19   7.770 ± 1,900

23   27.28 ± 23.07

21    13.40 ± 12.05

3.87

1.50

3.25

1,35

1.67

2.01

3.95

2.98

1.53

0.97

1.64

1.84

5,02

1.59

1,90

1.55

1.52

1.63

2.44

1,96

2.13

1.73
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2日 島田H遺跡出土火山灰の分析鑑定報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

島田Ⅱ遺跡は、宮古湾に流入する人木沢川右岸の、北上山地内に位置している。島田Ⅱ遺跡の発掘調査で

は、竪穴住居をはじめ、土坑、炭窯、貝塚などが多数検出されている。このほか、調査区内からは火山灰

とみられる土層も検出されている。今回は、この火山灰 と推定される試料を観察することにより、火山噴

出物 (い わゆるテフラ)を検出し、その特徴から火山灰の特定を行うこととする (テ フラ分析)。 また試料

に火山ガラスが含まれている場合、より確実にテフラの姑比を行うために、火山ガラスの屈折率を測定す

ることとする。

1.試料

介報 を行う試料は、火山灰サンプル配 1お よび陥 2である。火山灰サンプルNo 2に ついては①と②の 2点

が採取されていることから、合計 3点 についてテフラ分析を行う。いずれの試料も、詳細な試料採取層位

は不明である。

火山灰サンプルhlは、33ト レンチのⅦC-12dポ イントより採取されている。試料は褐色を呈するシル

ト質細砂である。

火山灰サンプルh2の①および②は、39ト レンチのⅥC-20g～ hポ イントより採取されている。試料は、

暗黄褐色を呈する粗砂である。

2.分析方法

(1)テ フラ分析

試料約20gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流

し去る。この操作を繰 り返すことにより得 られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テフ

ラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察 し、その特徴や含有量の多少を定性的

に調べる。火山ガラスについては、その形態によリバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に

気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多 く持つ塊状および気泡の

長く廷びた繊維東状のものとする。

(2)屈折率測定

テフラ分析用に洗い出された試料から細粒な砂分を採取し、この中に含まれる火山ガラスの屈折率を測定

する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置 “MAIOT"(古 澤、1995)を用いて、火山ガラス30

片程度を目標として計測する。
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3.結果

(1)テ フラ分析

各試料の観察結果を表 1に示す。火山灰サンプルNo lに は中量の火山ガラスと軽石が含まれ、スコリアは

認められない。認められる火山ガラスはすべて無色透明であり、軽石型が多 く認められる。またわずかに

バブル型も認められる。軽石は白色を呈してお り、発泡はやや良好～やや不良である。これらのテフラ由

来物質のほかに、長石が多量に認められる。また角閃石、黒雲母などの鉱物粒子も認められる。

火山灰サンプル配 2の①および②には、スコリア・火山ガラス・軽石は認められない。砂分のほとんどは、

白色の長石の粒子である。長石粒の最大径は 3 nlmであり、大粒の粒子が多いが洵汰は不良である。このほ

か、角閃石や黒雲母などの鉱物粒も認められる。

表1 テフラ分析結果

凡例 ― :含まれない。+:微量.++:少 量.+++:中 量.+十 十十 :多量 .

d:無色透明.bw iバ ブル型.pm i軽石型 .

wi白色.gi良好。sg iやや良好。sb:やや不良.bi不良。最大粒径はmm.

(2)屈折率測定

火山ガラスが含まれている火山サンプル血 1につい

て、火山ガラスの屈折率を測定した。測定結果を図 1

に示す。火山灰サンプルNo lに 含まれる火山ガラスの

屈折率は、15110-1.5197である。火山ガラスは、屈折

率1.516付近に弱いピークが認められるが、全体的に

分散しており、広い範囲に認められる。
1 510                 1 520

図 1 火山ガラス属折率

横軸は屈折率、縦軸は測定個数を表す。

4.考察

火山灰サンプルNo lに 認められる火山ガラスは、形態、屈折率および遺跡の地理的位置より白頭山 一苫

小牧テフラ (B― Tm;町 田ほか,1981)に 由来すると考えられる。 B―Tmの給源は朝鮮半島北部に位置す

る白頭山 (長 白山)であり、テフラは白頭山頂上部にある径 4 kmの カルデラ湖の天池より噴出したとされ

ている (町田 。新井,1992)。 その噴出年代はA.D.947年 と考えられている (早川 。小山,1998)。 B―Tmの

火山ガラスの屈折率は、町田ほか (1981)で は1.508-1.517、 町田 。新井 (1992)で は1.511-1.522と されてお

り、本邦に降灰 しているテフラの中では高い屈折率をもっている。 B― Tmは、日本では東北地方北部から

北海道にかけて分布しており、東北地方北部ではTo― aの直上に薄層として確認されることが多い。

火山灰サンプルNo lに 認められた軽石は、形状および遺跡の地理的位置、 B― Tmと 一緒に産出すること

から、十和田 aテ フラ (To a;町田ほか,1981)に 出来すると考えられる。TO― aは A.D.915年 に十和田

カルデラより噴出したとされ、給源から南方の東北地方一帯に広 く分布 している。本地域ではToaのテフ

ラ層には火山ガラスも随伴 して認められることが多いが、今回屈折率測定を行った30個体の中には、To―

aに 由来する火山ガラスは認められなかった。

試料番号 試 料 名
スコリア 火山ガラス 軽  石 由来する

テフラ量 旦里 色調・形態 旦
里 色調・発泡度 最大壮径

No l

配 2-①
No 2-②

SMDⅡ -00緑7区ⅦC-12d
SMDⅡ -00緑 12区ⅥC-20g～ h

SMDⅡ -00緑 12区ⅥC-20g～ h

一
　

一
　

一

cI・ pm>cl・ b、v ++十 Vヽ'sg´一sb TOa,B―Tm

火山灰サ ンプル No。 1

Ⅱ-00緑 7区 lllC-12d
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To― aの火山ガラスの屈折率は、町田ほか (1981)で は1.499-1.508、 町田 。新井 (1992)

では、1.496‐ 1.504と 記載されているため、 B― Tmの火山ガラスの屈折率よりも低い範囲にあり、安易に判別

することができるためである。このことから、火山灰サンプル血 1に含まれる火山ガラスは、 B―Tmが優

占していると考えられる。つまり、火山灰サンプルNo lは 、 B― Tmが降下した堆積物の中にTo― aが混入

していると考えられることから、火山灰サンプル血 1が採取された層準はB―Tmが降灰 したA.D。947年頃あ

るいはそれ以降に堆積 したと推定される。

火山灰サンプルh2の①および②には、テフラに由来する物質は認められなかった。これらは、日本の

地質「東北地方」編集委員会 (1989)に示された本地域の地質を参考にすれば、本遺跡の後背地を含む、

陸中海岸一帯に分布する前期白亜紀花こう岩類の原地層にその由来を求めることができる。しかし火山灰

サンプル血 2の①および②が採取された層準に、これらの堆積物が堆積した過程については不引である。
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町田 洋 。新井房夫 (1992)「火山灰アトラス」.276p.,東京大学出版会。

町田 洋 。新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡ってきたテフラ.科学,51, p.562-569。

日本の地質「東北地方」編集委員会 (1989)日 本の地質 2「東北地方」,338p.,共立出版。
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図版 1 テフラ・砂分の状況

1.TO― aの軽石 Pm:軽石

(火山灰サンプル血 1)

2.B― Tmの 火 山 ガ ラス VG火 山 ガ ラス

(火 山灰 サ ンプ ルNo l)

l nm

ー
(1)

0.5mm

(2)

2 mll

ー (3)

1.砂分の状況

(火山灰サンプルNo 2-① )
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3L島田正遺跡出土鉄洋類の分析・調査

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価事業部

埋蔵文化財調査研究室

1. はじめに

(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター殿が官古市大字人木沢地区第四地割の「島田Ⅱ遺跡」

から出土した鉄淳類について、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科

学的観点での調査を依頼された。調査の観点として、鉄津の製鉄原料の推定、製鉄工程上の位置づけ、観

察上の特記事項などを中心に調査した。 3年間での計75(28, 17, 30)資料について報告する。

2.調査項目および試験 。観察方法

(1)調査項目

島田Ⅱ遺跡の調査資料および調査項目を表 1に示づ。

(2)調査方法

(1)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用 して行い、少数点 2位以下で四捨五入した。各種試験用試料を採取す

る前に、資料の外観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置や資料の種

別等は提供された資料に準拠した。

着磁力調査については、直径30mmの リング状フェライ ト磁石を使用 し、官能検査により「強・補強 。

中・補弱・弱」の 5ラ ンクで、個別調査結果を表示 した。遺物内の残存金属の有無を金属探知機 (MC:
metal checker)を 用いて調査した。

(ii)化 学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する」IS分析法に準 じて行っている。

・全鉄 (T.Fe):三 塩化チタン還元一ニクロム酸カリウム滴定法。

・金属鉄 (M.Fe):臭 素メタノール分解一EDTA滴定法。 。酸化第一鉄 (FeO):ニ クロム酸カリウム滴定法。

・酸化第二鉄 (Fe203):計算。 ・化合水 (C.W.):カ ールフィッシャー法。 。炭素 (C)i燃焼―赤外線吸Jえ法。

・ライム(CaO),酸化マグネシウム(MgO),酸化マンガン(MnO),酸化ナ トリウム(Na90),イ オウ(S),

珪素(Si),マ ンガン(Mn),リ ン(P),銅 (Cu),ニ ッケル(Nl),ク ロム(Cr),ア ルミニウム(Al),バナジ

ウム(V),チ タン(Ti):ICP発光分光分析法。

・シリカ(Si02),ア ルミナ(A1203),酸 化カルシウム(CaO),酸化マグネシウム(MgO),酸化チタン(Ti02),

酸化リン(P205),酸化カリウム(K20):ガラスビー ド蛍光X線分析法。

但しCao,MgO,MnOは 含有量に応じてICP分析法 または ガラスビー ド蛍光X線分析法を選択。

・カルシウム(Ca),マ グネシウム(Mg), 酸化ナ トリウム(Na20):原子吸光法。

・灰分,揮発分 :重量法。  ・リン(P):吸光光度法。  ・イオウ(S):燃焼―中和滴定法。

・固定炭素(F.C.):計算 F.C.=100-(灰分十揮発分)。  。発熱量(kca1/g):カ ロリーメーター

・鉄滓成分

鉄津中成分は、18成分 (全鉄T.Fe、 金属鉄M.Fe、 酸化第一鉄FeO、 酸化第二鉄Fe203、 シリカSi02、 アル

ミナA1203、 ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナ トリウムNa20、 酸化カリウムK20、 酸化チタンTi02、
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酸化マンガンMnO、 酸化リンP205、 化合水C.W.、 炭素C、 ヴァナジウムV、 銅Cu、 コバル トCO)を化学分

析している。

(111)顕微鏡組織写真

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)す る。金属鉄はナイタ

ール (5%硝酸アルコール液)で腐食後、顕微鏡で観察 しながら代表的な断面組織 (縦断面L方向、横断面C

方向)を拡大 して写真撮影し、溶融状況や金属組織および介在物 (不純物、非金属鉱物)の存在状態等か

ら製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則 として100倍 および 400倍で撮影を行う。必要に応 じ

て実体顕微鏡 (5倍～20倍)に よる観察もする。

(iv)X線回折測定

試料を粉砕 して板状に成形 し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類 に応 じて、

それぞれに固有な反射 (回折)さ れた特性X線を検出 (回折)で きることを利用 して、 試料中の未知の化

合物を同定することができる。多 くの種類の結晶についての標準データが整備されてお り、ほとんどの化

合物が同定される。

(vii)木炭の発熱量測定

容器に水を入れて熱を水に伝え、その温度変化 と系の熱容量から熱量を求める。固体試料を密封した水

熟量計に入れ、これを完全燃焼させて燃焼熱を測定するものをボンブ熱量計 (又 はB型熱量計)と いう。

」IS M8814石 炭類及びコークス類 ―発熱量測定方法で行った。

3.調査結果および考察

調査項 目と分析結果をまとめ、図表 (35頁 ～45頁)に示す。表1に、調査資料と調査項目をまとめた。表

中の○印は、調査実施項 目を示す。表 2は鉄滓の化学成分分析結果、表 3は鉄塊系遺物の化学成分分析結

果、表 4は砂鉄の化学成分分析結果、表 5は出土木炭の工業分析結果ならびに表 6は鉄津資料のX線回折

鉱物 (鉱物名と鉱物組成式)と 製造工程の推定結果をそれぞれ示す。

鉄津の化学成分と製造工程の関係をこれまでに得 られた鉄滓分析結果 (約600点)か ら解析・分類 し、作図

した。本資料の分析結果を同図に図示 し、製造工程 (砂鉄系製錬と鍛冶精錬、砂鉄製錬と鉱石製錬)の位

置づけおよび製鉄の始発原料を検討 した。すなわち、図 1は 出土鉄津の全鉄量 と酸化チタン量の分布図、

図 2は製錬津と鍛冶淳の分類図、図 3は砂鉄系鍛冶津と鉱石系製錬津の分類図をそれぞれ示す。

製鉄原料の真砂砂鉄・赤目砂鉄 。鉄鉱石に関する既報の文献資料を分類 し、化学成分と原料種別との関

係を図示 し、本調査資料を同図 (図 4～ 図 6)に プロットすることによって、出土砂鉄の分類 と判別の信

頼性を検討する。

本調査資料の外観写真 。切断後の外観写真を45頁～56買、および顕微鏡組織写真を57頁～66頁に示す。

以下の考察では、記述の重複・煩雑さを避けるために、添付写真の位置 (頁、資料番号)を記述 しないが、

写真 (外観写真、顕微鏡組織写真)に はそれぞれ資料番号を付記する。

各資料について、タイ トル :資料番号 (新・旧)、 資料種別 (括弧内は推定された製造工程 )、 着磁力、

MC(金属探知機判別)を 一行で示す。調査項 目、すなわち、外観観察 (外観 と表示 )、 顕微鏡組織観察

(顕微鏡組織 と表示、10～ 20倍のマクロ組織を含む)、 X線回折測定 (X線回折と表示)、 化学成分分析 (化

学成分 と表示)お よび蛍光X線分析 (蛍光X線 と表示)の結果をまとめ、考察する。各資料の最 も確からし

い推定結果を最後にまとめる。その結果を以下に資料番号順に述べる。
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資料番号Nol 流出孔滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は24.2g、 長さ64mm× 径12mm。 飴棒片状で製鉄炉から流出した津の先端部状、または鋳

型湯道残津状。両端を割欠いたような均等な太さを持つ。縦に条痕あり垂れた様相もある。組織写真は輪

切 りにして観察した。

顕微鏡組織 :写真前面に樹枝雪花状のマグネタイ ト結晶およびやや崩れた四角形～五角形状で中が三角

形の空洞に見えるチタン鉄酸化物のウルボスピネル結晶が僅かに観察される。写真背面のほぼ全領域に短

冊形状のファイヤライ ト結晶が観察される。

X線回折 :フ ァイヤライ ト、ウルボスピネルとヘマタイトが検出 (同定)さ れた。

化学成分 :全鉄 (T.Fe)42.6%に対 して、酸化第一鉄 (ウ スタイト:FeO)は 51.4%、 酸化第二鉄 (ヘ

マタイト:Fe203)は 3.5%で、Fe203と FeOの 比率は、6:94で、シリカ (Silica i si02)24%と 高いので、平

衡状態図 (参考 :鉄津の平衡状態図を参照)の ウスタイ トとファヤライ トの境界領域に近いと見 られる。

津中成分の指標となる造津成分 (SiO?十 A1203■ CaO+MgOttNa20+K20)は 374%と 高い。砂鉄原料に含

まれていたと考えられる酸化チタン (Titanium dioxide:Ti02)5,8%、 バナジウム (Vanadium i V)

0.16%を 含有する。鉱石に合有する成分の一つである銅 (COpper i cu)は 0.001%と 少ない。 したがって、

低酸化チタン含有の砂鉄を始発原料 とした可能性が高い。なお、鉄津中の酸化チタンは工程が進むほど外

部に放出されるので、含有率は下が り最終工程 (鍛錬鍛冶)では鉄中の介在物に残る程度の微量になる傾

向がある。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、これまで化学成分の分析結果 (データ)を整理 し、図 1に、

全鉄 (T Fe)と 酸化チタン (Ti02)の 関係を示す。図2に 1よ 、T,Fe(%)と 造津成分 (Si02+A1203

+CaO+MgO+Na20+K20)(%)の関係を示す。図 1では、砂鉄系製錬津グループの領域にある。図 2では、

鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)に属 している。本

資料は、低酸化チタン含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高い。

したがって、化学組成分析、顕微鏡観察およびX線回折の結果を考慮すると、本資料は、①製錬淳 (流

出孔津)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、と推定される。

資料番号No 2 流出溝滓 (製錬滓)、 着磁力 :冶弱、MC:無

外観 :総重量は27.2g、 長さ35mm× 幅24mm× 厚さ17mm。 両端が折れた黒掲色の円筒状でやや潰れた様

相の飴棒片状資料。内部に気泡あり。片面には細やかな砂礫粒が付着 している。質量感はあるがMC反応は

無い。

顕微鏡組織 :写真前面の四角形状で中が三角形の空洞に見えるチタン鉄酸化物のウルボスピネル結晶と

中間面に四角形がやや崩れた樹枝状マグネタイ トが観察される。背面には、短冊状のファイヤライ ト結晶

が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネルとファイヤライト、ウスタイトが同定された。

化学成分 :全鉄47%に姑して、ウスタイ トは53%、 ヘマタイ トは 70/0で、Fe203と FeOの 比率は、12:88

で、シリカ20%と 高いので、平衡状態図のウスタイ トとファイヤライ トの境界領域に近いと見られる。造淳

成分は30%と 高く、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが5%で、バナジウムを018%と 低い。

本資料は、低酸化チタン含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～ 図 2に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬淳グル

ープと精錬鍛冶津グループの境界領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系鍛冶滓グ
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ループに近い位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。

したがって、この資料は、①製錬津 (流出溝津)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可

能性が高い、と推定される。

資料番号No.3 流出滓 (製錬滓)、 着磁力 :檎弱、MC:無

外観 :総重量は22.Og、 長さ37mm× 幅31mm× 厚さ15mm。 表面は滑 らかで黒色、やや偏平な形状。内部

は気泡が多く製錬初期の流出淳か。砂礫の付着も少ない資料。割欠面は 2面。

顕微鏡組織 :写真前面に四角形状で空洞に見えるチタン鉄酸化物のウルボスピネル結晶と樹枝状マグネ

タイトが観察される。背面には短冊状ファイヤライト結晶が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネルとファイヤライトが同定された。

化学成分 :全鉄39%に対 して、Fe203と FeOの比率は、6:94で、シリカ25%と 高く、平衡状態図のファイ

ヤライトとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分40%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと考え

られる酸化チタンが7.6%で、バナジウムo,37%と やや低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図2を プロットした。図 1では、砂鉄系製錬淳グルー

プの領域にある。図 2で は、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系製錬滓グループの中間位置 (低酸化チタン含

有砂鉄系)にある。本資料は、低酸化チタン含有の砂鉄を始発原料とした可能性が高い。

したがって、この資料は、①製錬淳 (流 出淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能

性が高い、と推定される。

資料番号No 4 炉内滓 (製錬滓)、 着磁力 :冶強、MC:微 弱

外観 :総重量は20.Og、 長さ51mm× 幅30mm× 厚さ20mm。 黒色発泡粗慈な淳と被熟砂鉄が混在している

資料。表面は栗疱槍状に細か く発泡 し水酸化鉄が薄く覆っている。遠元途中の資料か。着磁力は津部分が

和弱 く、茶色部が和強い。

顔微鏡組織 :写真の全面にやや崩れた多角形状で空洞があるウルボスピネルと崩れた丸みを帯びた形状

のウスタイトが観察される。

X線回折 :マ グネタイ ト、ウルボスピネル、ウスタイ トとヘマタイ トが同定された。顕微鏡組織 とほぼ

一致している。

化学成分 :全鉄54.5%に 対 して、Fe203と FeOの比率は、57:43で、シリカ9%と 低 く、平衡状態図のウス

タイ トの領域に近いと見られる。造津成分は15%で、全鉄がやや高 く、砂鉄原料に含まれていたと考えら

れる酸化チタンが6.2%で、バナジウムを029%含有する。

したがって、化学成分および顕微鏡組織から初期の精練鍛冶滓とも見 られるが、①資料番号No。 1と 同じ出

土遺構の炉内津で、製錬淳の可能性が高 く、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、

と推定される。

資料番号No.5 炉内滓含鉄 (炉内銑)、 着磁力 :強 、MCi有

外観 :総重量は7.2g、 長さ26mm× 幅22mm× 厚さ15mm。 銹化小鉄塊片か。資料中央に割れが入ってお

り銹化中のようである。炉内生成物か。資料が少ないため、組織写真により判断した。

顕微鏡組織 :鋳鉄 (鉄―炭素共晶合金、レーデブライトiC=4.3%)組織を示している。

したがって、炉内         、 と推定される。
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資料番号No 6 流出孔滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は29.2g、 長さ71mm× 径13mm。 資料恥1よ りやや太 く滑 らかな表面を有す。細かな発泡痕

があり、両側180° 1こ 浅い溝がある。両端折られ七五三飴の折片状で、鋳物湯道状にも見える。

顕微鏡組織 :写真前面に樹枝雪花状のマグネタイ ト結晶およびやや崩れた四角形～五角形状で中に空洞

が見えるウルボスピネル結晶が僅かに観察される。写真背面のほぼ全領域に短冊形状のファイヤライ ト結

晶が観察される。

X線回折 :マ グネタイ ト、ファイヤライ ト、ゲーサイトとヘマタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄42%に対 して、Feっ 08と FeOの比率は、7:93で、シリカ24%と 高く、平衡状態図のファイ

ヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造淳成分38%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと考

えられる酸化チタン5.8%で、バナジウムo.15%と やや低い。本資料の製造工程の位置づけとして、図1～図2

にプロットした。図 1では、砂鉄系製錬津グループの領域に属 し、図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂

鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。

したがって、本資料は、①製錬淳 (流 出孔淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能

性が高い、と推定される。

資料番号No.7 流出溝滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無
外観 :総重量は221.3g、 長さ120mm× 径35mm× 厚さ36mm。 流出溝の中を重なり合いながら流れた風情

の有る津。細やかな発泡部や盛 り上がった部分もあり、点々と白い床の砂礫が観察される。

顕微鏡組織 :写真前面に雪花状で空洞が見えるウルボスピネル結晶と背面に短冊状ファイヤライ ト結晶

が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライ ト、ウスタイ トとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄40%に対 して、Fe203と FeOの比率は、3:97で、シリカ24%と 高く、平衡状態図のファイ

ヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分39%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと考

えられる酸化チタン6%、 バナジウム0.26%と やや低い。本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図2に プ

ロットした。図 1では、砂鉄系製錬津グループの領域に属 し、図 2では、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系

製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。

したがって、本資料は、①製錬淳 (流 出溝津)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能

性が高い、と推定される。

資料番号No.8 流出滓 (製錬滓)、 着磁力 :補強、MC:無
外観 :総重量は203.8g、 長さ84mm× 幅71mm× 厚さ30mm。 上部は円く平滑で細やかに招曲し、黒色で

大きな空孔痕がある。優頭を潰 したような形状。下部は中凸で砂礫が固着。流動性の良い淳であろう。割

欠面は 2つ。

顕微鏡組織 :写真前面に四角形状に見えるウルボスピネル結晶とやや崩れた樹枝状マグネタイ トが観察

される。背面には、短冊状ファイヤライト結晶が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライト、ウスタイ トとヘマタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄 47%に対 して、Fe203と FeOの比率は、8:92で、シリカ20%と 高く、平衡可犬態図のファ

イヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見 られる。造津成分32%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと

考えられる酸化チタン5%で、バナジウム0.2%と 低い。

-264-



一方、本資料の製造工程のづけとして、図1～ 図2に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬津グループと

砂鉄系精練鍛冶淳の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中

間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。

したがって、本資料は、①製錬淳 (流 出淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性

が高い、と推定される。

資料番号No.9 流動滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は153.Og、 長さ92mm× 幅77mm× 厚さ19mm。 上部は平滑。気泡痕があり、割欠面は6つ。

破面は肉厚が揃い緻密。下部は床の凹凸が残 り流出時間差を感じさせる筋がある。

顕微鏡組織 :写真前面の四角形状で中に空洞があるウルボスピネル結晶と繭玉状のウスタイ トが僅かに

観察される。背面には、短冊状のファイヤライト結晶が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライ ト、ウスタイ トと水酸化鉄が同定された。顕微鏡組織 とほぼ

一致している。

化学成分 :全鉄 47%に対して、Fe203と FeOの比率は、10:90で 、シリカ20%と 高く、平衡状態図のファ

イヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分31%と 高く、砂鉄原料に含まれていたと

考えられる酸化チタン 5%、 バナジウム0.2%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 2に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬津グル

ープと砂鉄系精練鍛冶津の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬津グルー

プの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)に ある。

したがって、本資料は、①製錬津 (流動淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性

が高い、と推定される。

資料番号No.10 炉内滓 (製錬滓)、 着磁力 :梢弱、MC:無

外観 :総重量は230.9g、 長さ91mm× 幅91mm× 厚さ31mm。 四方に割欠面のある資料。上面はほぼ平坦

で薄い蒲鉾状。下面は著 しく招曲し黒色発泡粗慈な状態。割久面の一つに資料No.1、 No6と 略同径の溝があ

り、約10mmの資料残片も存在する。

顕微鏡組織 :写真前面の四角形状で空洞があるウルボスピネル結晶が僅かに観察される。背面には、短

冊状のファイヤライ ト結晶が全面に観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライ ト、ウスタイ トと水酸化鉄が同定された。

化学成分 :全鉄 43%に対して、Fe203と FeOの比率は、12:88で 、シリカ22%と 高く、平衡状態図のファ

イヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分33%と 高く、砂鉄原料に含まれていたと

考えられる酸化チタンが 7%、 バナジウムを0.30/0と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図2に プロットした。図 1で は、砂鉄系製錬津グルー

プと砂鉄系精練鍛冶津の両領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループ

の中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)に ある。

したがって、本資料は、①製錬淳 (炉 内淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性

が高い、と推定される。
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資料番号No刊 刊 炉内滓含鉄 (製錬滓)、 着磁力 :梢強、MC:無

外観 :総重量は223.2g、 長さ91mm× 幅67mm× 厚 さ39mm。 炉材付着資料。発泡溶融 した鉄淳部分に

MC反応があり、着磁力も布強い。津部分の調査をする。

顕微鏡組織 :写真前面の繭玉状のウスタイ トと樹枝状のマグネタイ ト、四角形状で内部に空洞があるウ

ルボスピネル結晶が観察される。背面には、短冊状のファイヤライ ト結晶が観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、マグネタイ ト、ファイヤライ トとウスタイ トが同定された。顕微鏡組織 と

ほぼ一致している。

化学成分 :全鉄 50%に対 して、Fe203と FeOの比率は、24:76で 、シリカ15%と 高いが、平衡状態図のウ

スタイ トの領域に近いと見られる。造滓成分33%と 高 く、酸化チタン5%、 バナジウム0.3%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～図2に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬淳グルー

プと砂鉄系精練鍛冶津の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループ

の中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)に ある。炉内に残留し、鉄生成まで反応が進んいたと見 られる。

したがって、本資料は、①製錬淳 (炉 内淳)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性

が高い、と推定される。

資料番号No刊 2 炉内滓含鉄 (精練鍛冶滓)、 着磁力 :中 、MC:有

外観 :総重量は363.9g、 長さ77mm× 幅60mm× 厚さ59mm。 重量感のある資料で、全体的に大 きな気孔

も見られる。滑 らかな融解面部分は茶褐色の水酸化鉄に覆われ、欠けている部分からは黒色発泡の様相。

割欠面は2つ。凹部に砂礫が詰まってお り、植物根 も見られる。全体にMC反応は有る。下部は比較的目の

細かい砂が固着してお り、ここはMC反応が無い。上部津を対象試料とする。

顕微鏡組織 :写真の前面に繭玉状のウスタイ トが観察される一部に銹化鉄が観察される。金属鉄が一部

は生成していたであろう。

X線回折 :ウ スタイト、ファイヤライ トとウルボスピネルが同定された。

化学成分 :全鉄 65%に対 して、Fe203と FeOの比率は、18:82で 、シリカ7%と 低いので、平衡状態図の

ウスタイ トの領域に近いと見られる。造津成分11%と 低い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チ

タン2.9%、 バナジウムo.2%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3で は、

砂鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでお り、①精錬鍛冶津 (炉 内津)で、②鉄

源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、と推定される。

資料番号No 13 炉底滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :中 、MC:有

外観 :総重量は377.2g、 長さ11lmm× 幅59mm× 厚さ34mm。 大きな割欠面が一辺にある肉厚な資料であ

る。上面は灰茶色の水酸化鉄に覆われ、凹部に砂礫が詰まっている。形状としては椀形津の1/2片のように

見える。側面や溝に気泡が多 く、破面は緻密だが中央部に白色の砂礫を取 り込んでいる。下面は灰色をし

た炉底の灰か炉壁が厚 く付着 し、二層になっている。MC反応と着磁力は先端のやや茶褐色の部分にある。

ここから試料を採取した。

顕微鏡組織 :写真の前面に繭玉状のウスタイ トと白色の銹化鉄 (ゲーサイ ト)が僅かに観察される。背
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面には、マグネタイ ト (ま たはウルボスピネル)が観察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイ トと水酸化鉄が同定された。

化学成分 :全鉄50%に対 して、Fe203と FeOの比率は、9:91で、シリカ20%と 高く、平衡状態図のファイ

ヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分31%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと考

えられる酸化チタン2%、 バナジウム0.2%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図31こ プロットした。図 1では、砂鉄系製錬津グルー

プと砂鉄系精練鍛冶津の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬滓グループ

の中間位置にある。図3で は、砂鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、①精錬鍛冶津 (炉底津)で、②鉄

源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、と推定される。

資料番号No 14 鉄塊系遺物 (過共析鋼 )、 着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量は546g、 長さ40mm× 幅35mm× 厚30mm。 全体に茶褐色の水酸化鉄と砂礫の固着物のある

銹化鉄塊系資料である。欠けている部分からは緻密でキラキラと光沢がある部分が観察される。銹化物の

凹凸が多 く、銹化進行中の鉄塊であろう。半分に割って調査する。残部にはラッカーを塗っておく。

顕微鏡組織 :白色針状のセメンタイト (オ ーステナイ ト結晶から最初に析出する結晶、初析セメンタイ

トCementite:Fe3C)と パ~ラ イ ト組織 (Pearlite:セ メンタイ トとフェライ トの層状組織)か らなる過共

析鋼組織 (0.8%<炭 素C<2.1%)が観察される。

化学成分 :炭素C=1.55%と やや高く、他成分は低い。すなわち、生成した金属鉄が熱処理過程で浸炭・冷

却されたと、推察される。

したがって、本資料は、過共析銅1.5%C(鉄塊系遺物)、 と推定される。

資料番号No 15 鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :中 、MC:有

外観 :総重量は88.6g、 長さ79mm× 幅38mm× 厚さ25mm。 半割されたような鉄津で、全体に木炭片が付

着し、底部は水酸化鉄の瘤と浅い椀形を呈している。上面はほぼ平坦で黒色発泡している。

顕微鏡組織 :写真全面に繭玉状のウスタイ ト、背面に樹枝状のマグネタイ トと多角形のウルボスピネル

および最背面にファイヤライトが観察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ウルボスピネル、マグネタイ トとファイヤライ トが同定された。顕微鏡組織 と

ほぼ一致している。

化学成分 :全鉄59%に射 して、Fe203と FeOの比率は、30:70で 、シリカ8%で、ウスタイトの領域に近い

と見 られる。造津成分13%と やや低い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタン4%、 バナジウム

0.2%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図31こ プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶淳の

領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置にある。図3で は、

砂鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化

チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、と推定される。
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資料番号No.16 鍛冶滓含鉄 (銹化鉄 )、 着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量は85,4g、 長さ45mm× 幅37mm× 厚さ32mm。 全体に薄く茶褐色と橙色の水酸化鉄と上に覆

われた礫状資料である。上部は盛 り上が り、側面から底部にかけて細かな気泡が多い。底部は比較的平坦

である。

顕微鏡組織 :写真の前面に白色の銹化鉄 (ゲーサイ ト)と 背面には鍛造剥片に多々みられるウスタイ ト

(高温での酸化反応により生成した酸化鉄)が観察される。

X線回折 :ウ スタイト、マグネタイ ト、ファイヤライ トとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄70%に射して、Fe?03と FeOの比率は、25:75で 、シリカ4%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分6.5%と 低い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタン2%、

バナジウム0.2%低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系鍛錬鍛冶淳

の領域に近い。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置にある。図 3で は、

砂鉄系精錬鍛冶津に分類されるが鍛錬鍛冶津に近い。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進み、金属鉄は未加工のまま残存または銹化 し、鉄岸に

巻き込まれている本資料は、①鍛錬鍛冶津 (含銹化鉄)で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鋲を使用 した

可能性が高い、と推定される。

資料番号No 17 椀形鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :弱 、MC:有

外観 :総重量は676.4g、 長さ140mm× 幅95mm× 厚さ45mm。 大きく重量感のある椀形津で、甲羅の形を

して、3回分が合体 した滓と推定される。上面は九 く中凹で黒色、周辺は褐色の水酸化鉄が生成固着 してい

る。黒褐色の滑 らかな部分にMC反応があ り、割れが観察される。銹化中の残存金属鉄が包含されている

のであろう。底部は浅い椀形で、茶褐色の水酸化鉄と砂粒をかみ込んだ火床材が付着 し、細かな気泡痕が

多 く見られる。欠けている部分からは黒色に発泡 して見える。底部に被熱鉱物が付着している。

顕微鏡組織 :写真前面に繭玉状のウスタイ ト、背面に細い短冊状のファイヤライ トが観察される。鍛冶

津に典型的な組織である。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイトとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄60%に対 して、Fe203と FeOの比率は、14:86で、シリカ11%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見 られる。造津成分17%や や低い。砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタン

1.5%、 バナジウムo.14%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

の領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図3で

は、砂鉄系精錬鍛冶津または鍛錬鍛冶滓に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでお り、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸化

チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、と推定される。

資料番号No.18 鉄塊系遺物 (精錬鍛冶滓含鉄 )、 着磁力 :中 、MC:有

外観 :総重量は79,9g、 長さ48mm× 幅38mm× 厚さ28mm。 全体に橙色の水酸化鉄と上に覆われた資料。

割欠部は 3方向、上部は丸 く盛 り上が り、底部は凹凸が少なく比較的平坦である。側面の一部に日の細か

い灰色の土砂の固着物が見られる。上部中央に木炭片を含んでいる。資料血16と 良く類似 している。
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顕微鏡組織 :写真全面に白色のゲーサイ ト (銹化鉄)があり、鉄津を巻き込んだ痕跡にガラス質 (非結

晶)と ウスタイ ト結晶が観察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイ トとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄68%に対して、Fe203と FeOの比率は、31169で 、シリカ4%で、平衡状態図のウスタイト

の領域に近いと見られる。造淳成分7%と 低 く、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが2%、 バ

ナジウム0.27%を 含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

の領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶津または鍛錬鍛冶津に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進み、金属鉄は未加工のまま残存または銹イとし、鉄津を

巻き込んでいる本資料は、①精錬鍛冶滓 (含鉄)で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性

が高い、と推定される。

資料番号No.司 9 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :無、MC:無

外観 :総重量は370g、 長さ55mm× 幅37mm× 厚さ27mm。 くねくねと招曲した黒色溶融滓である。破面

は細かな発泡痕があるが緻密である。白色の砂礫が付着 している部分がある。凹部に植物繊維痕や植物根

も見られる。

顕微鏡組織 :写真の前面に繭玉状のウスタイ トと、一部に銹化鉄が観察される。金属鉄が、一部生成し

ていたであろう。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ トとウルボスピネルが同定された。

化学成分 :全鉄59%に対 して、Fe203と FeOの比率は、17:83で 、シリカ10%で 、平衡状態図のウスタイ

ト領域に近いと見られる。造滓成分16%と ややと高 く、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタン

3%、 バナジウム02%を含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津に

属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬滓グループの中間位置にある。図 3で は、砂

鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化

チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、 と推定される。

資料番号No.20 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :無、MC:無

外観 :総重量は124.Og、 長さ103mm× 幅74mm× 厚さ27mm。 大きな割欠面が一辺にある。空子とが多 く薄

く平 らでカサカサした感じの軽石状資料である。全体に細い植物根が浸入し、脆い灰部や橙色の砂礫が付

着 しているが、片面は特に多い。黒色発泡 した滑 らかな部分には灰色の灰や上が含まれている。一部、本

災繊維痕も確認できる。

顕微鏡組織 :100倍 写真の左側には大きなゲーサイ ト組織が観察される。金属鉄が銹化 したと推祭される。

写真前面に、多角形のウルボスピネルと繭玉状のウスタイ トが観察される。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライ ト、ウスタイトと水酸化鉄が同定された。

化学成分 :全鉄46%に 対して、Fe203と FeOの比率は、15:85で、シリカ20%と 高く、平衡状態図のフア

イヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見 られる。造津成分31%と 高く、砂鉄原料に含まれていたと
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考えられる酸化チタン4%で、バナジウム0.2%と やや低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1で は、砂鉄系精練鍛冶津の

領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置にある。図 3で

は、砂鉄系精錬鍛冶淳に分類される。

したがって、本資料は金属鉄が生成する段階まで反応は進んでお り、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化

チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、と推定される。

資料番号No.21 鍛冶滓含鉄 (銹化鉄)、 着磁力 :中 、MC:有

外観 :総重量は137g、 長さ33mm× 幅30mm× 厚さ21mm。 銹化鉄塊小片が付着 した微小鉄滓資料。凹凸

があり少量で付着物が多いため、組織観察にとどめる。全体が灰色の土と水酸化鉄に覆われた部分と木炭

片と砂礫を含む部分に分けられている。凹部に橙色の水酸化鉄、被熱粘土、植物繊維痕が見られる。表面

の黒色部にわずかにMC反応、着磁力がある。

顕微鏡組織 :写真全面にゲーサイト (金属鉄の銹化組織)が観察される。

したがって、本資料は、銹化鉄 (鍛冶滓含鉄)、 と推定される。

資料No.22 流出滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は1247.4g、 長さ 160mm× 幅 150mm× 厚さ50mm。 表面は溶岩が幾重にも流れた様な黒色

をした流出津で、断面は気孔があるが比較的級密で着磁力は弱い。流出先端部から試料を採取した。

顕微鏡組織 :写真の前面に崩れた四角または多角形のマグネタイ ト、樹枝状のウスタイ トと中間面にや

や崩れた短冊状の形状をしたファイヤライ トがある。その背面に黒色のガラス相 (非 晶質)が観察される。

したがって、本資料の組織は、ファイヤライ トが主な組織で、一部マグネタイ トから構成されている。

X線回折 :フ ァイヤライ トとマグネタイ トの強いピークが検出された。一部、ヘマタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄41.0%に 射して、Fe203と FeOの比率は、18:82で、シリカ25%と 高 く、平衡状態図のファ

イヤライ トとウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造津成分40%と 高 く、砂鉄原料に含まれていたと考

えられる酸化チタン49%、 バナジウムO o2%を 含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして図 1～ 図 2に示 した。図 1では、本資料は砂鉄系製錬津の範

囲に属する。図 2では、砂鉄系鍛冶津・鉱石系製錬津に近いが、その造津成分40%と 高 く、その判定が難し

い。図 1では砂鉄系精錬鍛冶津と製錬滓の境界に属 している。図 2では砂鉄系鍛冶津領域にある。

したがって、結果を総合すると、本資料は、①砂鉄系製錬津 (流 出津)で、②鉄源には砂鉄を使用 した

可能性が高いと推定される。

資料No 23 炉内滓 (精錬鎖冶滓)、 着磁力 :強 、MC:有

外観 :総重量は1217g、 長径80× 短径55× 厚さ22mm。 小判型をした鉄岸。上部は凹凸があり部分的にガ

ラス質津と水酸化鉄固着部がある。下部は黒褐色の銹化中と思われる箇所のある資料。

顕微鏡組織 :写真では、繭玉状のウスタイ トおよび崩れた短冊状のファイヤライ トが観察される。組織

の形状から徐冷された津と推察される。

X線回折 :マ グネタイ トとファイヤライ トの強いピークが検出された。金属鉄が銹化 して生成 したオキ

シ水酸化鉄の一種で、ゲーサイ トとレピドクロサイ トが同定された。金属鉄が同定されていないので、金

属鉄はほとんど銹化している。
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化学成分 :全鉄 56%に対して、Fe203と FeOの比率は、27:73で 、シリカ17%と 高く、平衡状態図のマグ

ネタイ トとウスタイ トの境界領域に近いと見 られる。造淳成分24%と やや高 く、砂鉄原料に含まれていた

と考えられる酸化チタン05%、 バナジウム0.05%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1では、本資料は砂鉄系精錬鍛冶津 と砂鉄系鍛錬鍛冶津

の範囲に属する。図 2で は、砂鉄系鍛冶津・鉱石系製錬津に属する。図 3で は、砂鉄系精錬鍛冶滓と砂鉄

系鍛錬鍛冶滓に属する。したがって、精錬工程の後半作業、もしくは鍛錬工程の前半作業で排出された鍛

冶津と推察される。

したがって、この資料は、①精錬鍛冶淳 (炉内津)で、②鉄源には砂鉄を使用した可能性が高い、

と推定される。

資料No 24 炉底滓 (製錬滓)、 着磁力 :檎弱、MC:鉦

外観 :総重量は836.8g、 長径80mm× 短径55mm× 厚さ22mm。 砂火床材や大型木炭痕の多い資料。砂礫

や水酸化鉄の回着物も多 く、上部から試料採取する。椀形津にしては着磁力が弱。MC反応なし。中間に

砂礫を噛み込んでいる部分もあり二段淳か。

顕微鏡組織 :写真では、細い短冊状のフアイヤライ ト、樹枝状のウスタイ トおよび金属鉄が銹化 したオ

キシ水酸化鉄が観察される。写真では、大い短冊状のファイヤライ ト、崩れた四角形または多角形のマグ

ネタイ トおよび金属鉄が銹化 したオキシ水酸化鉄と円形のオキシ水酸化鉄の痕跡がある。本資料の組織は、

フアイヤライトとオキシ水酸化鉄が主な組織で構成されていている。

X線回折 :ウ スタイ トとファイヤライ トの強いピークが検出されている。一部、マグネタイ トとドロマ

イ トが検出された。マグネタイ トはウスタイ トとファイヤライ トの変態で析出したもので、ウスタイ トに

アルミナが回溶したハーシナイ ト (FeO・ A1903)と も見える。 ドロマイ トは付着土壌か粘土質の壁材料と推

察される。

化学成分 i全鉄 396%に 対して、Fe203と FeOの比率は、56:44で 、シリカ26%と 高 く、平衡状態図のマ

グネタイ トの領域に近いと見られる。また、金属鉄は02%と 少なく、化合水が2.4%と 高い。金属鉄が銹化 し

ていると推察される。造淳成分40%と 高 く、酸化チタン3%、 バナジウム0.2%を 含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして図1～ 図2に 示 した。図 1では、砂鉄系製錬淳の範囲に属する。

図 2では、砂鉄系鍛冶津・鉱石系製錬津に近いが、その造津成分40%と 高く、その判定が難しい。砂鉄原料

としては、酸化チタン成分が低い。

したがって、この資料は、①内部の金属鉄は銹化した砂鉄系製錬津 (炉底淳)で、②鉄源には砂鉄を使

用した可能性が高い、と推定される。

資料No 25 鍛造剥片、着磁力 :強 、MC:無

外観 :総重量は95g、 厚さの異なる鍛造剥片や酸化皮膜が磁選された状態の資料。表面が銹化 したもの

や銀色の光沢を持つものまで多様である。

顕微鏡組織 :厚 さ0.2mmの剥片は、資料番号No.58の O.12mm剥片と同じ組織を示す資料である。均質な白

色を呈 している。高純度であった金属鉄が銹化 し、オキシ水酸化鉄を生成し、一部は酸素供給が不足 して、

マグネタイトに遠元されている。酸化・還元を繰 り返して、ウスタイ ト、ゲーサイ トとマグネタイ トが共存

している、と推察される。

厚さ08mmの剥片は、資料呑号No.58の 083mmと 同じ組織を示す資料である。顕微鏡組織に粒界を呈 して
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いる。津成分を含んだ金属鉄が加工中に冷却・酸化 し、初期にウスタイ ト相を生成 していたであろう。金

属鉄の一部は銹化 し、水酸化物を生成 し、一部は酸素供給が不足 し、マグネタイ トに還元されている。経

年過程で酸化・還元を繰 り返し、ウスタイ ト、ゲーサイ トとマグネタイ トが共存 している、と推察される。

したがって、本資料は、鍛造剥片 (銹化物)と 、推定される。

資料No 26 粒状滓、着磁力 :強 、MC:無

外観 :総重量は3.5g。 磁選された試料のなかから2.45mmの小粒状津と7.80mmの やや大粒の粒状淳を抽

出し、樹脂埋込し、断面組織を観察する。粒状淳以外の鉄津片も採取されている。微細粒状津はない。

顕微鏡組織 :それぞれに50～250μ m空洞がある。金属鉄が銹化 し、溶出した痕跡であろう。写真のほぼ

前面に、樹枝状・羊歯状のウスタイ トが観察される。

したがって、本資料の形状 も加味し、鍛造または精錬過程の溶融鉄津が飛散 し、急冷凝固し、粒状津に

なったと、推察される。

資料No.27 鉄塊系遺物 (過共析鋼 )、 着磁力 :強 、MC:有
外観 :総重量は78.6g、 長さ55mm× 幅48mm× 厚さ20mm。 全体に銹化 した三つの端部のある鉄塊で中央

部は凹、炭粉や水酸化鉄と砂礫の黒褐色を呈している。

顕微鏡組織 :白色針状のセメンタイ トとパーライ ト組織からなる過共析鋼組織 (0.8%<炭素C<21%)
が観察される。

化学成分 :炭素C=092%で 、過共析銅の組成である。他成分は低い。すなわち、生成 した金属鉄が熱処

理過程で浸炭され、冷却されたと、推察される。

したがって、本資料は、過共析銅 (鉄塊系遺物)、 と推定される。

資料No 28 鉄銹化物、着磁力 :強、MCi無

外観 :総重量は13.4g、 長さ55mm× 幅26mm× 厚さ12mm。 全体に保存処理された光沢のある小札状資

料である。一部表面に溶融 し流れた様相を呈する。細か く発泡し軽量感もあ り、不思議な資料である。切

断したところ金属はなく、瘤 と同じであった

蛍光X線分析 :蛍光X線分析では、鉄成分が91.8%と 得られた。

したがって、金属鉄が銹化 し、オキシ水酸化鉄とマグネタイ トが共存 している鉄銹化物と、推定される。

資料No.29 流状滓 (製錬滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量34.6g、 長さ72mm× 幅30mm× 厚さ12mmで、製鉄炉から流出した津の先端部上部は黒光 り

し、うねっている。微細な気孔周囲は錆びて水酸化鉄が生成した様相を呈す。下部は木炭繊維痕 も見られ

る。顕微鏡組織は結晶粒の変化確認のため先端部と基部 2ケ所を観察する。

顕微鏡組織 :写真前面に全体に細かい樹枝状のマグネタイ トとやや崩れた小 さいファイヤライ トが観察

される。したがって、本資料の主要組織は、マグネタイ トおよびファイヤライ トと推祭される。資料の先

端部と基部での相違は観察されない。

X線回折 :フ ァイヤライ トとマグネタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄40%に対 して、Fe203と FeOの比率は、15:85で 、シリカ26%と 高く、平衡状態図のファ

イヤライ トーマグネタイ トーウスタイ トの境界領域に近いと見られる。造滓成分42%と 高 く、砂鉄原料に含ま
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れていたと考えられる酸化チタン2%、 バナジウム0.03%を 含有する。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図21こ プロットした。図 1では、砂鉄系製錬滓グループの領

域に属 し、図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬岸グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄

系)にある。

したがって、本資料は、①製錬淳 (流状)で、②鉄源には低酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が

高い、と推定される。

資料No 30 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :強 、MCi無

外観 :総重量30.2g、 長さ56mm× 幅40mm× 厚さ27mmで、全体に凹凸が激しく、ガス抜け孔が多 く発泡

した資料である。孔には砂鉄・木炭微粉 とともに砂礫も多 く詰まっている。

顕微鏡組織 :写真全体に多角形 (三角、四角)のマグネタイトまたはウルボスピネルが観察される。磁

性はマグネタイトによると推定される。製錬津に近い組織を呈している。

X線回折 :フ ァイヤライ トとマグネタイ ト結晶が同定された。

化学成分 :全鉄40%に姑 して、Fe203と FeOの比率は、27:73で 、シリカ25%と 高 く、平衡状態図のマグ

ネタイ ト領域に近いと見られる。造津成分41%と 高く、酸化チタン2%、 バナジウム0.12%と 低い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図31こ プロットした。図 1では、砂鉄系製錬淳と精錬鍛冶津

の両領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置 (低酸化チ

タン含有砂鉄系)に ある。図 3で は、砂鉄系精錬鍛冶に分類される。すなわち、製錬津に近い組織を呈 し

ているが、出土遺構および化学成分を考慮すれば、精錬初期の鉄津と推察される。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、

と推定される。

資料No.31 鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓含鉄)、 着磁力 :強 、MCi無

外観 :総重量16.4g、 長さ28mm× 幅26mm× 厚さ25mmで、橙褐色の鉄滓の中に、製錬過程で生成された

鉄箔状の鉄が銹化進行し黒色の帯状になっているものと推定される。同様の組織は他の部分にも見られ、

割れもあり現在も銹化進行中であろう。変色部を中心に観察した。

顕微鏡組織 :写真前面に白色の金属鉄が観察される。その周囲に白色のゲーサイ トが観察される。さら

に、崩れた繭玉状のウスタイ トが観察される。 したがって、本資料の主要組織は、金属鉄、ゲーサイ トお

よびウスタイ トから構成されていると推察される。精錬鍛冶工程の鉄津に見られる顕微鏡組織である。

X線回折 :ウ スタイト、マグネタイ ト、ファイヤライトとゲーサイ トが同定された。

化学成分 :全鉄57%に対 して、Fe203と FeOの比率は、44:55で 、シリカ8%で、平衡状態図のウスタイト

とマグネタイ トの境界領域に近いと見 られるが、金属鉄2.5%、 化合水2.2%と 高 く、平衡図では酸素比率を

説明できない。造津成分は14%と やや低い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶滓の領域に

属 している。図 2では、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3で も、砂

鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでいる本資料は、①精錬鍛冶淳 (含鉄)で、②鉄源

には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、と推定される。
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資料No.32 椀形鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :檎弱、MCi無

外観 :総重量35,4g、 長さ50mm× 幅30mm× 厚さ30mm。 水酸化鉄による茶褐色の部分と木炭繊維痕のあ

る黒色部のある資料。小型ながら重量感があり砂鉄から海綿鉄への還元過程の資料ではないか。着磁力は

淳部分では弱 く、黒色部では補弱に感応する。上部から黒色部も含み試料を採取した。

顕微鏡組織 :写真全体に多角形が崩れた模様の組織が観察される。前面に白色の僅かに点在するウスタ

イ ト、崩れた四角形のマグネタイ トまたはウルボスピネルおよび崩れた短冊状のファイヤライトが観察さ

れる。したがって、本資料の主要組織は、マグネタイ トとファイヤライ トおよび僅かにウスタイトから構

成されていると推察される。磁性はマグネタイトによると推定される。

X線回折 :マ グネタイ ト、ファイヤライ トとウスタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄48%に対 して、Fe203と FeOの 比率は、42:58で、シリカ17%と 高 く、マグネタイトの領

域に近いと見られる。造津成分29%と 高 く、酸化チタン2.5%、 バナジウムo.11%と 低い。本資料の製造工程

の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬津 と精錬鍛冶淳の両領域に属 してい

る。図 2で は、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)に

ある。図 3で は、砂鉄系精錬鍛冶岸に分類される。組織は製錬津に近いが、化学成分では精錬鍛冶淳と推

祭される。すなわち、精錬初期に炉内に放置された鉄津と推祭される。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用堕と可能性が高い、

と推定される。

資料No.33 椀形滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :硝強、MC:弱

外観 :総重量930.5g、 長さ 130mm× 幅80mm× 厚さ30mmの 淳の上に長さ95mm× 幅70mm× 厚さ25mm

の津が二段生成された様相を呈する資料である。上段試料採取予定部分で微弱なMC反応がある。上部は

中凹で水酸化鉄と砂礫の小さな固着物が多数ある。木炭小片も観察される。上下段の境界には大きな木炭

痕の孔が観察される。下部津は火床材や木炭微粉片・粒状滓も存在 していた。割欠面はない。

顕微鏡組織 :写真全体に樹枝状が崩れたウスタイ トと背面に崩れた短冊状ファイヤライ トが観察される。

したがって、本資料の主要組織は、ウスタイトおよびファイヤライ トから構成されていると推察される。

X線回折 :ウ スタイト、ファイヤライトとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄60%に姑 して、Fe203と FeOの 比率は、27:73で、シリカ12%で 、平衡状態図のウスタイ

トとマグネタイトの境界領域に近いと見られる。造津成分18%と ややと高 く、酸化チタン0.5%、 バナジウム

0.02%と 低い。本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄系精錬鍛冶

津と鍛錬鍛冶岸の両領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬淳グループの中間

位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。図 3で も精錬鍛冶滓と鍛錬鍛冶津の両領域に属 している。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、

と推定される。

資料No.34 椀形滓 (鍛錬鍛冶滓)、 着磁力 :檎強、MC:無

外観 :総重量911,lg、 長さ90mm× 幅80mm× 厚さ28mmの津の上に長さ110mm× 幅105mm× 厚さ40mm

の津が乗った 2段津の様相を見せる資料である。上部は茶色の水酸化鉄 と砂礫の回着物が多 く、凹凸があ

り木炭繊維痕も多 く割欠面は一つ。下部は火床材や灰がついているが比較的に清浄であり縦割 りによる写

真撮影と調査姑象は下部資料から試料を採取した。
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顕微鏡組織 :写真全体に樹枝状が崩れた組織が観察される。前面に崩れた繭玉状のウスタイ トと背面に

崩れた短冊状ファイヤライ トが観察される。したがって、本資料の主要組織は、ウスタイ トおよびファイ

ヤライトから構成されていると推察される。

X線回折 :ウ スタイト、ファイヤライ トとゲーサイ ト結晶が同定された。

化学成分 :全鉄66%イこ対 して、Fe203と FeOの比率は、23177で 、シリカ 4%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分 8%、 酸化チタン0.6%、 バナジウム0.2%と 低い。本資料の製造工程

の位置づけとして、図 1～ 図 3に プロットした。図 1では、鍛錬鍛冶岸の領域に属 している。図 2では、

鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。図 3で も

精錬鍛冶淳と鍛錬鍛冶津の両領域に属 している。

したがって、本資料は、①鍛錬鍛冶淳 (椀形淳)で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能

性が高い、と推定される。

資料No.35 椀形滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :輪弱、MC:無

外観 :総重量361.Og、 長さ100mm× 幅72mm× 厚さ35mm。 ハンバーグ状の偏平な資料。割欠面は一つ。

上部は砂礫 と水酸化鉄に覆われ、小さな孔には砂礫が詰まっている。下面は火床材が付着。上下の水酸化

鉄や砂礫の影響のない部分から試料を採取した。炉内に放置された丸みを帯びた形になったと推祭される。

顕微鏡組織 :写真前面に白色繭玉状ウスタイ トと台形状のマグネタイ トおよびその背面に崩れたファイ

ヤライ トが観察される。 したがって、本資料の主要組織は、ウスタイ ト、マグネタイ トおよびファイヤラ

イ トから構成されていると推察される。顕微鏡 ミクロ組織は、低酸化チタン系砂鉄製錬工程の後期反応の

鉄淳組織を示している。

X線回折 :フ ァイヤライ ト、ウスタイトおよびマグネタイ トが同定された。顕微鏡組織と一致している。

化学成分 :全鉄46%に姑 して、Fe203と FeOの比率は、22:78で、シリカ21%と 高 く、平衡状態図のウス

タイトとファイヤライ トの境界領域に近いと見られる。造津成分34%と 高く、酸化チタン2.5%、 バナジウム

002%と 低い。本資料の製造工程の位置づけとして、図1～図3に プロットした。図 1で は、製錬津と精錬鍛

冶津の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸

化チタン含有砂鉄系)にある。図 3で も精錬鍛冶滓の領域に属 している。鉄津中の顕微鏡組織ではファイ

ヤライトが多く、化学成分ではシリカ成分が高いので、精錬鍛冶初期の鉄滓と推祭される。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鋲源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、

と推定される。

資料No.36 砂鉄 (真砂砂鉄 )、 着磁力 :強 、MC:無

外観 :総重量8,9g。 砂鉄 と鍛造剥片微細粉の混入した資料。磁選により試料採取 したものであろう。Fe

値が高めにでると予想される。本資料の舗ロサイズ毎の試料重量と重量割合を求めた結果、本資料の平均

粒度は210μ m(0.21mm)と 得られた。

顕微鏡組織 :写真の灰白色で四角形や円形の津成分の不純物が観察される。顕微鏡組織には、より白い

脈石 (造淳)成分がごく僅かに観察される。

化学成分 :全鉄62%に対 して、Fe203と FeOの 比率は、65:35(す なわち、マグネタイ ト組成)で、シリ

カ6%で、平衡状態図のマグネタイ トの領域である。造津成分10%、 酸化チタン06%、 バナジウムol%と 低

い。
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この砂鉄を製鉄原料 として、赤 目砂鉄と真砂砂鉄に分類するために、これまでに報告された資料から、

化学成分 (酸化チタン、全鉄、造津成分および酸化マンガン)と の関係を図 4～ 図 6に 図示した。本資料

は、全鉄含有量が多 く、酸化チタンが低い砂鉄である。全鉄と造淳成分の関係では、造淳成分量がやや少な

く、赤目 。真砂の両方の分類範囲にある。成分量比Ti02/T.Feと MnO/Ti02の 関係では、真砂砂鉄と鉄鉱石

の間の値を示している。

したがって、本資料は、①砂鉄の範疇に分類され、上質の真砂砂鉄に相当と、推定される。②平均粒度

は210 μ m(0.21mm)と 得られた。

これまでの報告において、砂鉄の赤目・真砂の定義が解明されていないので、確実な推定はできない。

資料No.37 鍛造剥片、着磁力 :檎強、MC:無

外観 :総重量05g。 厚 さ0.55mm～ 0.9mmのやや肉厚の剥片資料①両面が銹化 しているものや、薄皮鉄津

状のものもある。薄物および肉厚 ものを樹脂埋込試料にして断面を観察する。外観写真の形状とサイズは、

鋭角に割れているが、概略、大 :幅 5.6× 縦10.8mm、 小 :幅56× 縦37mmで ある。

顕微鏡組織 :鍛造剥片A(薄物 :200μ m厚 さ)と 鍛造剥片A(厚物 :600μ m厚 さ)、 それぞれを切断研

磨 した断面を顕微鏡組織観察した。鍛造剥片の大きさ (厚 さ)で、組織に差異はみられない。

顕微鏡組織の白色を呈 している酸化鉄スケール (ウ スタイ ト)は、初期に高温で鉄が酸化して生成したウ

スタイ ト相と、推定される。粒界は、膨張・収縮によるひび割れとみられる。一部は銹化し水酸化物 (ゲー

サイ ト)を生成 し、一部は酸素供給が不足 してマグネタイ トに還元され、磁性がある。すなわち、経年過

程で酸化・還元を繰 り返し、ウスタイ ト、ゲーサイトとマグネタイ トが共存している、と推察される。

以上の結果を総合すると、鍛造剥片A(薄物)と 鍛造剥片A(厚物)は同質であり、鍛造工程で発生 した

酸化鉄スケールで、初期にウスタイ トを生成し、経年過程で酸化・還元を繰 り返 して、ウスタイ ト、マグネ

タイトとゲーサイ トが共存 している、と推定される。

資料No 38 鍛造剥片、着磁力 :檎強、MC:無

外観 :総重量0.6g。 長さ8.5mm～4.8mm大型肉厚の鍛造剥片資料12点。この内2点 を調査対象として樹

脂埋込試料にして断面観察を行った。両面が平滑なものと粗面のものを選び出した。外観の形状とサイズ

は、鋭角に割れているが、概略、大 :幅 6.9× 縦6.lmm、 小 :幅 5,0× 縦4.8mmで ある。

顕微鏡組織 :鍛造剥片B(500μ m厚)(平滑面)と 鍛造剥片B(400μ  m厚)(粗面)断面の顕微鏡組織写

真で、白色を呈 している酸化鉄スケール (ウ スタイ ト)は、初期に生成 していたと推定される。粒界は、

膨張・収縮によるひび割れとみられる。写真の上部には、ファイヤライ ト組織の鉄津が観察される。僅かに

鉄津を巻きこんでいる。

スケールの一部は銹化 し水酸化鉄を生成し、一部は酸素供給が不足 してマグネタイ トに還元されて、磁

性がある。したがって、経年変化の過程で酸化・遠元を繰 り返して、ウスタイ トおよびゲーサイ トとマグネ

タイトが共存 している、と推察される。

以上の結果を総合すると、本資料の鍛造剥片は、酸化鉄スケールで、鉄津を一部巻き込んでいるが、立

スタイ ト、マ2エタイ トとゲーサイ トが共存 している、と推定される。

資料No.39 鍛造最」,十 、

タト観 i総重量0.2g。

着磁力 :補強、MC:

肉薄の鍛造剥片資料。

鉦

22個 の資料であるが、薄いため輸送中に粉砕 されたものもあ
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る様子である。両面が青黒光沢のあるものを調査姑象とし、更に水酸化鉄瘤付 きのものも加えた。外観の

形状とサイズは、鋭角に割れているが、概略、大 :幅 5.5× 縦4.5mm(四 角近似)、 中 :底辺6.7× 3.0上辺×高

さ3.Omm(台形近似)、 小 :幅 2.3× 縦2.Omm(四角近似)である。

顕微鏡組織 :鍛造剥片C(大 :200μ m厚 )と 鍛造剥片C(中 :200 μ m厚)お よび鍛造剥片C(小 :150

μm厚)のそれぞれを切断研磨 した断面の顕微鏡組織写真では、鍛造剥片の大きさによる顕微鏡組織に差異

はみられない。

顕微鏡組織写真の白色を呈 している酸化鉄スケール (ウ スタイ ト)は、初期にウスタイ ト相を生成 して

いたと推定される。粒界は、膨張・収縮によるひび害Jれ とみられる。一部は銹化 し水酸化物を生成し、一部

は酸素供給が不足 してマグネタイ トに遺元されて、磁性がある。経年過程で酸化・還元を繰 り返して、ウス

タイト、ゲーサイ トとマグネタイ トが共存 している、と推祭される。

以上の結果を総合すると、鍛造剥片Cは 同質であり、鍛造工程で発生 した酸化鉄スケールで、ウスタイ

卜、マグネタ4卜 とゲーサイ トが共存 している、 と推定される。

資料No.40 粒状滓、着磁力 :檎強、MC:無

外観 :総重-20.4g、 4個 である。径は 5.6mm～ 2,7mm。 大中小の 3点 を断面観察した。粒状淳の形状とサ

イズは、概略、大 :4.9× 6.Omm(楕 円体)、 中 :φ 48mm(球 )、 小 :φ 3.lmm(球 )である。

顕微鏡組織 :粒状津 (大)の組織写真では、白色の酸化鉄スケール (ウ スタイ ト)お よび黒色のガラス

(非品質)が観察される。形状が一定していないので、白色領域には、腐食過程の経年過程で、マグネタイ

トを生成していると推察される。粒状淳 (中)の組織写真では、白色羊歯状のウスタイ トおよび黒色のガ

ラス (非品質)が観察される。 したがって、鉄滓が飛散 して、球形の粒状津を生成 した、と推察される。

粒状淳 (小)の組織写真では、白色ひび割れ組織のウスタイ トおよび黒色のガラス (非 晶質)が観察され

る。したがって、酸化鉄スケール (ウ スタイ ト)に付着 した鉄淳が一緒に飛散 して、球形の粒状津を生成

した、と推察される。

以上の観察から、形状および顕微鏡組織から、本資料は鍛造工程または精錬工程で溶融 した鉄淳が飛散

し、粒状津になったもので、と推察される。

資料No 41 鉄塊系遺物、着磁力 :強 、MC:有

外観 :総重量234g、 長さ37mm× 幅30mm× 厚さ27mm。 全面に木炭繊維痕の認められる銹化小鉄塊片。

金属を分析姑象 とした。鉄津中に金属鉄が分離 して共存する資料である。鉄津中の鉄塊の形状は複雑であ

るが、サイズは約半分程度で約18× 6mmと観察される。

顕微鏡組織 :黒色を呈 した虫食い模様は加熱過程で鉄の溶出か、あるいは腐食により溶出と推察される。

その周辺に白色の金属鉄組織が中心部にあり、周辺部に鉄淳組織が観察される。 ミクロ組織では、白色針

状のフェライトと炭素濃度が高いパーライ トおよび黒色のセメンタイ トが観察された。SEM― EDX観察に

よれば、介在物中にチタン (Tl)や カルシウム (Ca)は含まれず、鉄 (Fe)― ケイ素 (Si)一 アルミニウ

ム (Al)が 主成分であった。したがって、これだけでは、製錬に用いた始発原料を判定することはできな

いが、鉄津をまき込んだ還元鉄と推察される。冷却過程で、オーステナイ ト (Austenite:/― Fe)お よびセ

メンタイトからフェライ トとパーライトが析出する過程と推察される。

化学成分 :炭素 (C)1.17%に 対 して、他成分は低い含有量 (0.46%)である。リンPの みが0.2%で やや

高い濃度である。木炭中のリンが金属鉄へ移行 した、と推察される。 したがって、鉄中に介在物 (滓、炭
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化物)の混在があり、均質ではなく、分布している。

以上の結果を総合すると、この資料は、①鉄塊系遺物 (過共析銅)で、炭素は1.17%と 高く、鉄中に介在

物 (津および炭化物)を含んでいる。②製錬過程または精錬過程の炉内で発生した可能性が高い、 と推定

される。

資料No.42 鉄塊系遺物 (含鉄滓)、 着磁力 :強、MCi有

外観 :総重量13.5g、 長さ29mm× 幅20mm× 厚さ13mm。 小型資料のため、半分は組織写真用に、残 りは

分析に使用 した。片面には黄色 と黄褐色の水酸化鉄瘤が付着 してお り、反対側には木炭微粉を含む黒褐色

の銹化面および割れが観察され銹化進行中であることを示している。

顕微鏡組織 :マ クロ組織では、黒色の鉄津中に自色繊維状の金属鉄が観察される。 ミクロ組織では、全

体的に黒色を呈 した鉄滓組織 (フ ァイヤライ ト、ウスタイ トおよびマグネタイ ト)お よび写真の前面に、

真っ白の不定形の金属鉄 (フ ェライ ト :25× 200μ m程 度)が観察される。金属鉄と鉄津が混在 している。

流れ模様の組織が観察されないので、鍛造加工は受けていない、と推察される。したがって、本資料は、

金属鉄 と鉄津が同時に凝集 して固まっていて、製錬過程の炉内で発生し、酸化鉄から金属鉄へ凝集する過

程を示している、と推察される。

化学成分 :炭素 (C)0.34%に 姑して、他成分が91%と 高い含有量である。したがって、金属鉄と鉄津が

混在していて、鉄と津が同時に分析された結果、鉄中の不純物成分が高いと見られる。

以上の結果を総合すると、この資料は、①鉄塊系遺物 (金属鉄と鉄津のミクロな混在物)で、②製錬過程

の炉内で発生した可能性が高い、と推定される。

資料No.43 鉄塊系遺物、着磁力 :強 、MC:有

外観 :総重量27.9g、 長さ34mm× 幅23mm× 厚さ21mm。 小型ながら重量感のある資料。木炭繊維痕や木

炭を噛み込み黒褐色の水酸化鉄に覆われた資料で黄色い水酸化鉄が点々とある。着磁力強で、MC反応 も

強い。未加工鉄塊片であろう。

顕微鏡組織 :マ クロ組織では、繊維状の金属鉄組織 と黒色の鉄滓が全体的に分布 している。また、加熱

過程または腐食過程で溶出した虫食い状態の空洞が多数観察される。 ミクロ組織では、白色針状のセメン

タイトと黒色層状のパーライ トからなる過共析銅組織 (0.8%<炭素C<2.1%)が観察される。

化学成分 :戊素 (C)2.07%に姑して、他成分は低い含有量 (0,19%)で ある。鉄中に木炭 (炭素)の巻

きこみが観察され、炭素が見かけ上高くなった、と推察される。

したがって、本資料は、過共析銅 (鉄塊系遺物 ;木炭噛み込み)、 と推定される。

資料No 44 鍛冶滓 (流状)(精錬鍛冶滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は73.2g、 長さ55mm× 幅40mm× 厚さ25mm。 全体に灰色かかった微細な砂礫が固着 してい

る。水酸化鉄はほとんどない。

顕微鏡組織 :写真前面に繭玉状ウスタイ トと中間面にやや崩れた短冊状の形状をしたファイヤライ トが

観察される。したがって、本資料の主要組織は、ウスタイ トとファイヤライ トから構成されている。類似

の資料 (No.46)よ りも、本資料はウスタイ ト量がやや少ないが、その組織形状は類似 している。

X線回折 :フ ァイヤライ トとウスタイ トの強いピークが検出された。顕微鏡組織 と良く一致 している。

なお、微量の ドロマイトが検出されたが、これは付着土壌と推祭される。
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蛍光X線分析 :分析の結果、T.Fe:46.2%に対して、Ti02:1.67%の組成関係から、製錬津と精錬鍛冶津の

境界領域に位置する。顕微鏡組織から大きな繭玉状ウスタイ トとファイヤライ トが主体の組織を呈 してい

ることから精錬鍛冶津と推祭される。

以上の結果を総合すると、この資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には砂鉄を使用 した可能性が高い、 と

推定される。

資料No.45 鍛治滓 (流状)、 着磁力 :補弱、MC:無

外観 :総重量は16.lg、 長さ26mm× 幅25mm× 厚さ12mm。 4カ 所に破面のある流出津片である。溶けた

溶岩状である。ほぼ均―であり試料量も少ないので蛍光X線分析装置で分析 し、組織写真とX線回折を実

施した。

顕微鏡組織 :写真前面に樹枝状ウスタイ トと中間面にやや崩れた短冊状の形状をしたファイヤライ トが

観察される。一部四角形または多角形のマグネタイ トから構成されている。 したがって、本資料の主要組

織は、ウスタイ トとファイヤライ ト、一部マグネタイ トから構成されている。資料番号No.441こ 類似の本資

料は、ウスタイ トの粒度が小さい。冷却速度がより高いことを示 し、炉外へ流出 (取 出)さ れた、と推察

される。

X線回折 :フ ァイヤライ トとウスタイ トの強いピークが検出された。一部、マグネタイ トが同定された。

顕微鏡組織と良く一致している。なお、微量の ドロマイトが検出されたが、これは付着土壌と推察される。

蛍光X線分析 :分析の結果によると、T Fe:47.7%に姑して、Ti02:2.40%の組成関係から、製錬津と精錬

鍛冶淳の境界領域に位置する。顕微鏡組織には小さな羊歯状ウスタイ トとファイヤライ トが主体の組織を

呈していることから砂鉄系製錬滓または精錬鍛冶の初期段階と推察される。出土遺構が鍛冶工房跡である

ことから精錬鍛冶滓と推察する。形状と分析値から金属鉄の銹化物ではなく、形状から流出津である。

以上の結果を総合すると、この資料は、①精錬鍛冶淳 (流状)で、②鉄源には砂鉄を使用した可能性が

高い、と推定される。

資料No 46 鍛冶滓 (流状)(*青錬鍛冶滓)、 着磁力 :中 、MCi無

外観 :総重量は108,9g、 直径60mm× 厚さ15mm。 表面は縮み敷があり薄皮の気孔が潰れており、偏平で

2カ 所に黒色ガラス質の膨 らみを持つビスケット状資料である。底部は被熟砂礫が固着した部分がある。

割欠面はないが、一部破面からは黒色緻密な溶融淳が観察される。

顔微鏡組織 :写真前面に繭玉状ウスタイ トと中間面にやや崩れた短冊状の形状をしたファイヤライ トが

観察される。上部に金属鉄 (白 色)が観察される。したがって、本資料の主要組織は、ウスタイ トとファ

イヤライ トから構成されている。

X線回折 :フ ァイヤライト、ウスタイ トおよびマグネタイトが同定された。顕微鏡組織と一致している。

化学成分 :全鉄60%に対 して、Fe203と FeOの 比率は、17:83で、シリカ12%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分は19%で、酸化チタン1.4%、 バナジウムo o4%と 低い。本資料の製造

工程の位置づけとして、図1～ 図31こ プロットした。図 1では、砂鉄系精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶淳の両領域に

属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン含有砂

鉄系)にある。図 3で も精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶淳の両領域に属 している。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、

と推定される。
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資料No.47 鍛冶滓 (流状)(精錬鍛冶滓 )、 着磁力 :中 、MC:無

外観 :総重量は21.8g、 長さ32mm× 幅18mm× 厚さ22mm。 割久面は 4つ あり、表面は黒赤紫色で滑らか

なナマコ状を呈する小片である。破面は気子とがあるが緻密で質量感がある。

顕微鏡組織 :シ リカ成分がやや高いので、短冊状のファイヤライ トがかなりの部分を占めてお り、小さ

な繭玉状のウスタイ トが分散 している。鍛造剥片に観察されるウスタイトが観察される。したがって、フ

アイヤライ トとウスタイ トから構成されている。ウスタイ トの組織量が少なく、化学成分を勘案すれば、

初期の精錬工程で炉内から流出した鉄津と推察される。

X線回折 :フ ァイヤライ トとウスタイ トの強いピークが検出されている。顕微鏡組織 と良 く一致 してい

る。微量のマグネタイ トが同定されたが、顕微鏡組織には見 られない。なお、微量の ドロマイ トが検出さ

れたが、これは付着土壌と推察される。

化学成分 :全鉄51%に対 して、Fe203と FeOの比率は、24:76で 、シリカ20%で、平衡状態図のウスタイ

ト、ファイヤライ トとマグネタイ トの三相領域に近いと見られる。造津成分は30%で、酸化チタン1.6%、

バナジウム003%と 低い。本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄

系製錬滓 と精錬鍛冶津の両領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループ

の中間位置 (低酸化チタン含有砂鉄系)にある。図 3では精錬鍛冶津の領域に属している。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、

と推定される。

資料No.48 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量は411.2g、 長さ80mm× 幅65mm× 厚さ40mm。 上部は溶融した細かな突起が多 く、下部は

砂礫の固着 した重量感のある鉄津で全体に水酸化鉄の付着は少ない。割欠面は lヵ 所。断面内部は気孔が

あるものの緻密である。断面部近傍から試料を採取した。

顕微鏡組織 :本資料は、シリカ成分がやや高いので、かなりの部分を短冊状のファイヤライ トが占めて

お り、分散的に小さな繭玉状のウスタイ トが観察される。角張った四角形または多角形のマグネタイトが

見 られる。白色の金属鉄も僅かに点在 している。 したがって、本資料の顕微鏡組織は、ファイヤライ ト、

ウスタイ ト、マグネタイト組織が主な構成組織である。ウスタイ トの組織量が少なく、化学成分を勘案す

れば、初期の精錬工程で炉内から排出した鉄滓と推察される。

X線回折 :フ ァイヤライ ト、マグネタイ トとウスタイ トの強いピークが検出された。顕微鏡組織 と良く

一致している。僅かにヘマタイ トと金属鉄 (a―Fe)が検出された。なお、微量の ドロマイ トが検出された

が、これは付着土壌と推祭される。

化学成分 :全鉄46%に紺して、Fe,03と FeOの比率は、23:77で 、シリカ20%で、平衡状態図のウスタイ

トとマグネタイ トの両領域に近いと見られる。造津成分は31%で、酸化チタン5,6%、 バナジウムo.o2%と 低

い。本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬淳と精錬鍛

冶滓の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬淳グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸

化チタン含有砂鉄系)にある。図 3では精錬鍛冶津の領域に属している。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、

と推定される。
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資料No.49 鍛冶滓、着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量は298.6g、 長さ75mm× 幅70mm× 厚さ40mm。 全体に茶褐色の水酸化鉄と砂礫が固着し一

部に黒褐色の銹化進行中の割れが観察される重量感のある鉄津。割欠面は 3面。金属鉄を探すために割っ

たものか。外観観察にとどめた。

資料No.50 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :檎弱、MC:無

外観 :総重量は107.6g、 長さ65mm× 幅45mm× 厚さ30mm。 片面は平坦で滑 らか、裏は凹凸の激しい栗

疱倉の様相を見せ木炭繊維痕や被熱砂鉄塊 もあるが、付着物は少ない。滑 らかな部分を中心に試料を採取

した。

顕微鏡組織 :黒 い空孔が僅かに見える。本資料は、シリカ成分がやや高いので、かなりの部分を大きく

成長した短冊状のファイヤライ トが占めてお り、小さな繭玉状のウスタイ トと角張った四角形または多角

形のマグネタイトが見られる。自色の金属鉄も僅かに点在している。したがって、本資料の顕微鏡組織は、

ファイヤライト、マグネタイ トとウスタイトが主な構成組織である。

X線回折 :フ ァイヤライ ト、マグネタイ トとウスタイ トの強いピークが検出された。顕微鏡組織と良く

一致している。僅かにヘマタイ トが同定された。なお、微量の ドロマイ トが検出されたが、これは付着土

壌と推察される。

化学成分 :全鉄49%に対 して、Fe203と FeOの 比率は、25:75で 、シリカ20%で、平衡状態図のウスタイ

トとマグネタイ トの両領域に近いと見 られる。造津成分は31%で、酸化チタン3%、 バナジウム0.04%と 低い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1では、砂鉄系製錬津と精錬鍛冶滓の

両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタ

ン含有砂鉄系)にある。図 3では精錬鍛冶津の領域に属している。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、

と推定される。

資料No.51 続形鍛冶滓 (精錬鍛冶滓 )、 着磁力 :冶弱、MC:無

外観 :総重量は411.2g、 長さ 105mm× 幅85mm× 厚さ45mm。 割欠面が四方にあり重量感のある資料で

ある。上面は平ら面の上に二段淳状の水酸化鉄と砂礫に覆われた瘤があり下部は砂礫の回着も多い。破面

は気孔も多 く黒色多孔質粗慈な津の様相を呈する。下段部で砂礫付着の少ない部分から試料を採取 した。

顕微鏡組織 :写真には、黒い空洞の短い筋がある。本資料は、シリカ成分がやや高いので、かなりの部

分を短冊状のファイヤライ トが占めている。小さな繭玉状および羊歯状のウスタイ トが分散 している。角

張った四角形または多角形のマグネタイ トが観察される。したがって、本資料の顕微鏡組織は、ファイヤ

ライ ト、ウスタイト、マグネタイ ト組織から構成されている。

X線回折 :フ ァイヤライ ト、マグネタイトとウスタイ トの強いピークが検出されている。顕微鏡組織 と

良く一致 している。金属鉄が銹化 して生成 したオキシ水酸化鉄のゲーサイ トとレピドクロサイ トが検出さ

れた。なお、微量の ドロマイトが検出されたが、これは付着土壌と推察される。

化学成分 :全鉄45%に姑 して、Fe203と FeOの比率は、34:66で 、シリカ25%で、平衡状態図のマグネタ

イ トの領域に近いと見られる。造津成分は37%と やや高く、酸化チタン2%、 バナジウム0.02%と 低い。本

資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1で は、砂鉄系製錬津と精錬鍛冶滓の

両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置 (低酸化チタ
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ン含有砂鉄系 )

したがって、

と推定される。

にある。図 3では精錬鍛冶津の領域に属 している。

本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用した可能性が高い、

資料No.52 椀形鍛冶滓、着磁力 :中 、MC:無

外観 :総重量は518.2g、 長さ95mm× 幅75mm× 厚さ45mm。 二辺が平行に割欠かれた肉厚重量感のある

鉄津。全体に水酸化鉄と砂礫に覆われ、下部には木炭繊維痕もある黒色で、多孔質粗慈な津である。MC

反応はないが鉄分の多そうな資料である。外観観察にとどめた。

資料No.53 椀形鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量は5591g、 長さ125mm× 幅85mm× 厚さ55mm。 形状は下部が膨れた椀形鍛冶淳状を呈する

が、上面 。下部とも褐色で水酸化鉄と砂礫の付着が多 く凹凸がある。重量感のある鉄津である。

顕微鏡組織 :写真には、黒い筋状の空洞がある。金属鉄が銹化 して流出した痕跡と見 られる。本資料は、

シリカ成分が低 く、大きな繭玉状のウスタイ トが全体を占めている。ファイヤライ トは観察されない。ウ

スタイ ト結晶の間隙に金属鉄が見られる。 したがって、顕微鏡組織はウスタイ トから構成されている。

X線回折 :ウ スタイ トとマグネタイ トの強いピークが検出され、微量のα―鉄が検出された。金属鉄が銹化

し、生成したオキシ水酸化鉄のゲーサイ トとレピドクロサイ トが検出された。

化学成分 :全鉄67%に対して、Fe203と FeOの比率は、32:68で 、シリカ3%で、平衡状態図のウスタイ ト

の領域に近いと見られる。造津成分は7%、 酸化チタン2%、 バナジウム0.07%と 低い。金属鉄が3%、 化合水

が09%で、一部金属鉄は銹化し、滓中に残存 していると見られる。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3とこプロットした。図 1で は、精錬鍛冶津の領域 (低酸化

チタン含有砂鉄系)に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置

(低酸化チタン含有砂鉄系)に ある。図 3で は精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の両領域に属している。鍛錬鍛冶津

に近いが、酸化チタンの合有量がやや高いので、精錬鍛冶滓により近い鉄滓と推察される。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶淳 (椀形鍛冶淳)で、②鉄源には酸化チタン含右の砂鉄を使用した

可能性が高い、と推定される。

資料No.54 鉄塊系遺物 (精錬鍛冶滓含鉄)、 着磁力 :弱 、MC:有

外観 :総重量は140.3g、 長さ70mm× 幅55mm× 厚さ35mm。 割れ目が全体に入った銹化進行中の含鉄鉄

津。表面形状は凹凸が激しく、茶褐色や黒褐色の水酸化鉄に覆われている。

顕微鏡組織 :繭玉状および羊歯状の灰白色のウスタイ ト、短冊状青灰色のファイヤライ トと角張った四

角または多角形の灰白色のマグネタイ トが観察される。白色の金属鉄も僅かに点在している。 したがって、

本資料の顕微鏡組織は、ウスタイ ト、ファイヤライ トとマグネタイ トが主な構成組織で、部分的に金属鉄

とその水酸化物であるゲーサイトが混在する組織である。

X線回折 :ウ スタイ ト、マグネタイ トとファイヤライ トの強いピークが検出された。顕微鏡組織 と良く

一致している。金属鉄が銹化して生成したオキシ水酸化鉄のゲーサイトとレピドクロサイトが検出された。

化学成分 :全鉄62%に対 して、Feヮ03と FeOの比率は、56:44で 、シリカ4%で、平衡状態図のマグネタ

イ トの領域に近いと見られるが、化合水 4%や銹化鉄を含む場合、鉄津中の酸素比率の計算は難 しい。造滓

成分 7%、 酸化チタン 1%、 バナジウム02%と 低い。
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本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、精錬鍛冶津 と鍛錬鍛冶津

の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬滓グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チ

タン含有砂鉄系)に ある。図 3で も精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の両領域に属 している。精錬鍛冶津により近

い鉄津と推察される。

本資料は、初期に生成 した金属鉄が銹化 し、オキシ水酸化鉄になった部分とこの鉄塊の金属鉄中または

鉄に付随していた津中の鉄酸化物が混在 している状況である。 したがって、砂鉄を始発原料 とする精錬鍛

冶工程で生成 した鉄塊 (含鉄津)が銹化した遺物と推察される。

したがって、本資料は、①精錬鍛冶津含鉄 (鉄塊系遺物)で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄 を使用

した可能性が高い、と推定される。

資料No.55 鉄塊系遺物 (精錬鍛冶滓合鉄)、 着磁力 :強 、MC:有

外観 :総重量は25.8g、 長さ45mm× 幅33mm× 厚さ14mm。 全体が茶褐色の水酸化鉄と砂礫の固着物に覆

われた銹化進行中の鉄塊。やや偏平であり加工履歴があるか組織写真で判断する。

顕微鏡組織 :本資料は金属鉄と鉄津が混在 している。金属鉄部分は、全面をパーライ ト (C=0.8%)組 織が

観察される。鉄淳部分は、繭玉状のウスタイ トと短冊状のフアイヤライ ト、僅かに角張った四角形 または

多角形のマグネタイ トが観察される。金属鉄 も僅かに滓中に点在している。したがって、本資料の顕微鏡

組織は、ウスタイ トとフアイヤライトが主な構成組織で、部分的に金属鉄とその水酸化物であるゲーサイ

トが混在する組織である。

化学成分 :全鉄61%に対 して、Fe203と FeOの比率は、56:44で 、シリカ8%で、平衡状態図のマグネタ

イ トの領域に近いと見られるが、金属鉄8%、 化合水 3%で、銹化鉄を含む場合、鉄津中の酸素比率の計算

は難しい。造津成分12%、 酸化チタン1.4%、 バナジウム0.1%と 低い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図1～ 図3に プロットした。図 1で は、精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶津の両

領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置 (低酸化チタン

含有砂鉄系)にある。図 3で も精錬鍛冶津と鍛錬鍛冶滓の両領域に属 している。金属鉄と混在する鉄津で、

鍛錬鍛冶津より精錬鍛冶津に近い鉄津と推察される。

したがって、本資料は、①精鎮搬冶淳含鉄 (鉄塊系遺物)で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用

した可能性が高い、と推定される。

資料No.56 鉄製品 (鋳鉄片)、 着磁力 :弱 、MC:狛

外観 :総重量は20.3g、 長さ56mm× 幅26mm× 厚さ5.5mm。 全体に均―な厚みを有する三角形の残存金

属鉄のある資料。銹化 した膨れ部や鋭角頂点が7mm、 幅約10mm程伸びたところで折れているような感 じ。

切断中バラバラになった。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織は、黒色の炭素 (黒鉛 :Graphite)と 白色の金属鉄 (フ ェライ ト :α ―Fe)か ら

構成されている。最初に晶出する結晶の樹枝状黒鉛に沿って、その隙間にフェライ トが晶出した組織であ

る。その方向に亀裂が入 りやすい。高い強度 (しかし脆い)共晶 (4.3%C)の 黒鉛組織 (レ ーデブライ ト)

であるが、一部分に限られた領域で、材料強度は上がらなかったと推察される。

化学成分 :炭素Ci5%、 リンP:0.2%、 イオウS:01%と 高い濃度である。鉄原料にリンやイオウを多 く

含み、木炭Cが鉄中に混在 していると、推察される。

以上の結果を総合すると、この資料は、①鋳鉄片 (4.3%C)で、②高い強度を要しない鋳鉄製品の可能性
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が高い、と推定される。

資料No.57 砂鉄 (真砂砂鉄)、 着磁力 :強、MCi無

外観 :本資料は、資料番号No.61,No 62と 比較 して、黒色であり砂鉄塊や微細炭化植物繊維を含有 して

いる資料である。lmm目 の舗を通した結果、砂鉄塊、微細え化植物繊維、砂礫や鉱物粉が主成分と観察さ

れる。鉱物粉が主で鍛造剥片や粒状津は混入していない。

化学成分 :全鉄 61%と 高い濃度、シリカ6%と アルミナ2%は低い濃度で含まれている。造淳成分10%、 酸

化チタン1.8%、 バナジウムo2%と 低い。上質な砂鉄と推祭される。本資料では酸化第一鉄 (FeO)を 分析 し

ていないので、Fe203と FeOの比率 (酸素比率)を計算できないが、資料番号No.36に 類似の砂鉄。

この砂鉄を赤 目砂鉄と真砂砂鉄に分類するために、化学成分 (酸化チタン、全鉄、造滓成分および酸化マ

ンガン)と の関係を図 4～図 6に図示 した。図 4か ら全鉄含有量が多 く、低酸化チタン含有砂鉄である。図

5の全鉄と造淳成分の関係では、造淳成分量が少なく、赤日・真砂の両方の分類範囲にある。図 6の成分

量比T102/T Feと MnO/Ti02の関係では、真砂砂鉄と鉄鉱石の間の値を示している。

したがって、本資料は、①砂鉄の範疇に分類され、上質の真砂砂鉄に相当と、推定される。

資料No.58 鍛造剥片、着磁力 :強、MC:無

外観 :総重量は9,7gで、厚さの異なる鍛造剥片や酸化皮膜が磁選された状態の資料。表面が銹化 したも

のや銀色の光沢を持つものまで多様である。光沢のある厚さ0.12mmお よび片面が粗面の肉厚な083mmの 断

面組織を観察した。

顕微鏡組織 :厚 さ0.12mmと 0.83mmの 剥片を観察した。それぞれに50～ 100μ mの 空洞がある。鉱物組織

は、ほぼ全面均質相からなっている。0.83mm剥 片には、黒い線 (ガ ラス相)鍛造加工の結果として粒界を

形成している、と推察される。0.12mm剥片は均質な白色を呈している。

X線回折 :微小領域X線 回折の結果、0.12mmの剥片では、マグネタイ トとウス タイ トが同定 され、

0.83mmの剥片では、ウスタイ トとゲーサイ トが検出された。

ウスタイ トは、熱力学的には570℃ 以上で生成 し、非平衡的に常温で存在できる。経年過程で、オキシ水酸

化鉄 (ゲーサイ ト)を生成し、酸素供給不足によってマグネタイトに変化した、と推察される。

以上の観察から、本資料は、①鍛造剥片 (酸化鉄スケール・銹化鉄)で、②ウスタイ ト、ゲーサイ トとマ

グネタイ トの共存組織になっていると、推祭される。

資料No.59 粒状滓、着磁力 :強 、MC:無

外観 :総重量は5,3gで ある。磁選された試料のなかから0.55mmの微小粒状淳と2.65mmの やや大粒の粒

状滓を抽出し、断面組織を観察した。

顕微鏡組織 :直径約0.55mmと 2.65mmの試料を顕微鏡組織観察した。それぞれに50～250μ mの 空洞があ

る。金属鉄が銹化 し、溶出した痕跡であろう。ほぼ全面にウスタイ トが樹枝状・羊歯状に成長 している。

一般的に、冷却速度が大きい場合、融体から微細な結晶組織が晶出する。冷却速度が小 さい場合、やや大

きな結晶組織になる。本資料も、その傾向がある。すなわち、小粒0.55mmの粒状津の組織は微細な樹枝状

ウスタイ ト組織で、265mm中粒の粒状津はやや大きな繭玉。羊歯状のウスタイ ト組織が晶出している。

以上の観察から、本資料は、①精錬工程または鍛造工程で、溶融 した金属鉄または津が飛散 し、②急冷凝

固した粒状津と、推察される。
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資料No 60 鉄塊系遺物、着磁力 :弱 、MC:有

外観 :総重量は181g、 長さ34mm× 幅25mm× 厚さ20mm。 全体が茶褐色の水酸化鉄と砂礫の回着物に覆

われ、一部に割れが発生している銹化進行中の含鉄鉄津。黒色ガラス質の鉄津が観察される。付着物が多

く外観観察のみとした。

資料No.61 砂鉄 (劣質砂鉄)、 着磁力 :強、MC:無

外観 :やや茶色かかった微泣な砂礫を含む砂鉄資料である。粗 目の鉱物があるため、 lmm日 の節を通し

て試料とした。特に磁選はせず、そのまま分析試料とした。

化学成分 :全鉄35%で、シリカ29%と アルミナ11%と 高い濃度で含まれている。造津成分45%と 高く、酸

化チタン2.5%、 バナジウム0,1%と 低い。進砂や粘土質系の鉱物を含み、酸化鉄含有量が少ない低質な砂鉄と

推祭される。本資料では酸化第一鉄 (FeO)を分析 していないので、Fe203と FeOの比率 (酸素比率)を計

算できないが、資料番号No 62に類似の砂鉄。

この砂鉄を赤目砂鉄と真砂砂鉄に分類するために、化学成分 (酸化チタン、全鉄、造滓成分および酸化

マンガン)と の関係を図 4～図 6に 図示 した。図 4か ら全鉄量は少ないが、低酸化チタン含有の砂鉄であ

る。図 5の全鉄 と造淳成分の関係では、造津成分量が多 く、赤 目 。真砂の分類範囲外にある。図 6の成分

量比 (Ti02/T.Feと MnO/T102)の 関係では真砂砂鉄に位置するが、図 4の範疇外であ り、比較できない。

したがって、本資料は、①砂鉄の範疇に分類されるが、劣質砂鉄 (真砂・赤目の範疇外砂鉄)に相当と、

推定される。

資料No 62 砂鉄 (劣質砂鉄)、 着磁力 :強、MC:無

外観 :非常に湿気の多い資料であり、自然乾燥 してから、観察を行った。特に、粗い粒子の砂礫を含む

ため、 lmm目 の節を通して試料としたがほとんど通過した。きめの細かい白責土色の砂礫が中心で花尚岩

や珪砂が多いと考えられる。特に磁選はせず、そのまま分析試料とした。

化学成分 :全鉄41%で、シリカ28%と アルミナ6%が含まれている。造津成分39%と 高く、酸化チタン1.5%、

バナジウム0.1%と 低い。珪砂や粘土質系の鉱物を含み、酸化鉄含有量が少ない低質な砂鉄と推察される。本

資料では酸化第一鉄 (FeO)を分析 していないので、Fe203と FeOの比率 (酸素比率)を計算できないが、

資料番号No 61に 類似の砂鉄。

この砂鉄を赤目砂鉄と真砂砂鉄に分類するために、化学成分 (酸化チタン、全鉄、造淳成分および酸化

マンガン)と の関係を図 4～図 6に 図示 した。図 4か ら全鉄量は少ないが、低酸化チタン含有の砂鉄であ

る。図 5の全鉄と造津成分の関係では、造津成分量が多 く、赤目 。真砂の分類範囲外にある。図 6の成分

量比 (Ti02/T.Feと MnO/Ti02)の 関係では、真砂 。赤目の範疇外の劣質砂鉄と推察される。

したがって、本資料は、①砂鉄の範疇に分類されるが、劣質砂鉄 (真砂 。赤目の範疇外砂鉄)に相当と、

推定される。

資料No.63 鉄製品 (釘状)、 着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量8.8g、 長さ98mm× 幅5,lmm× 厚さ32mmの角釘である。全面に銹化瘤痕があり、保存処理

済の様相を呈する。

顕微鏡組織 :マ クロ組織では、表皮の酸化鉄膜 (約400～ 700μ m厚)があるが、内部の金属鉄には亀裂が

ない均質な組織を示 している。 1種類の素材 (炭素濃度が同質の鉄材)を鍛造加工 したとみられる。炭素
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濃度が釘製品としては高く (094%C)、 やや硬い材料 と推察される。

ミクロ組織では、析出物が観察される。 L方向に加工流れがみられる。その垂直方向、すなわち写真の

上下方向から鍛造加工されている。析出物には、ガラス質と固体析出物 (介在物)が観察される。

X線透過 :X線透過写真により残存金属部を切 り出し、介在物を調査 した。

化学成分 :鉄中のC:0.94%、 Si:0.26%、 P:0062%、 S10.028%で あった。Cuは o.005%で 、Niは

0026%と 非常に少ない。本資料は、炭素0,94%と 高く、その他成分 (不純物 :淳成分)は 0.6%でやや少ない。

以上の結果を総合すると、①この資料は釘状鉄製品でやや硬い材料で、②炭素濃度が同質の鉄材を鍛造

加工した可能性が高い、と推定される。

資料番号No 64 鉄1/t系 遺物 (含鉄滓)、 着磁力 :檎強、MC:有

外観 :総重量65.9g、 長さ52mm× 幅32mm× 厚さ36mm。 凹凸が多 く、水酸化鉄と砂礫の混合物に覆われ

ている。表面には木炭繊維根をかみ込んでお り、錆瘤痕も見られる。部分的に橙色の水酸化鉄、被熱鉱物、

砂礫を含む。切断後の外観写真には、内部に残存鉄が観察される。

顕微鏡組織 :写真内部に金属鉄 (フ ェライ トα Fe)に津を巻き込んでいる。周辺部に鉄淳が多い。金属

鉄は一部銹化 し、ゲーサイ トに変イとしているとみられる。

化学成分 :木炭を巻き込んでいるので、フェライ ト組織であるが、分析結果では戊素C=0.58%と やや高く

なったと推察される。

したがって、本資料は、①鉄滓と金属鉄が混在 した鉄塊系遺物 (含鉄淳)、 ②含鉄は軟鉄と、推定される。

資料番号No 65 鉄塊系遺物 (含鉄滓 )、 着磁力 :冶弱、MC:無

外観 :総重量25,8g、 長さ37mm× 幅24mm× 厚さ19mm。 小型ながら重量感のある資料である。水酸化鉄

と被熱鉱物がある。部分的に付着 している砂礫は緻密で金色に光って見える。一部錆瘤が剥がれた痕もあ

り、黒褐色の濡れたような部分もある。切断後の外観写真には、内部に残存鉄が観察される。

顕微鏡組織 :写真全面にフェライ トと僅かにパーライ ト観察される。金属鉄が炉内で生成 した金属鉄

(初鉄、うぶてつ)組織と推察される。

化学成分 :炭素C=0.14%と 低い。他成分も低い。珪素Siは やや高いが、津を僅かに巻き込んでいることに

よると推察される。

したがって、本資料は、①鉄津 と金属鉄が混在 した鉄塊系遺物、②炉内で生成 した鉄 (初鉄)で、その

まま冷却され、廃棄された可能性が高いと、推定される。

資料番号No.66 炭化物 (木炭)、 4着磁力 :無 、MC:無

外観 :総重量13.9g、 水に浸した木炭資料 4片。付着砂礫を除去し、乾燥後、木炭分析と発熱量の測定を

」IS法に準 じて実施した。外観写真の形状は四角形を呈 して木目が観察され、サイズは (1)29× 22mm、

(2)20× 18mm、 (3)20× 24mm、 (4)22× 15mmである。

工業分析 :灰分107%、 揮発分42.4%、 固定戊素46,9%、 水分14.6%で 、発熟量は4,070kca1/kgと 得られた。

発熟量は平均 よりやや落ちる木戊である。灰分を補正 して、揮発分 と固定炭素による発熱量は、4,560

にca1/kgと なる。炭素 (C)と 水素 (H)の含有量分析からC=515%、 H=2.93%で あったので、理論発熱量

△H=8,100× C+14,500× H=4,590(cak/g)と 得られた。したがって、測定値 と一致 している。
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顕微鏡組織 :木口 (C断面方向)の網目構造が途切れている部分が観察される。炭化過程で消失したか、

燃焼過程で消失したか判断できない。板 目 (L断面方向)の導管径は約1～ 2μ mと 極めて細かく、文献から

木炭の樹種は、コナラまたはクリと推定されるが、明確ではない。

したがって、本資料は、①木炭と、推定され、②発熟量は、4.560 kca1/k宣 と得 られた。

資料番号No.67 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :無 、MC:有

外観 :総重量258.4g、 長さ76mm× 幅72mm× 厚さ48mm。 三角形をしたオニギリのような形状で、大刻ヽ

の空孔が目立つ凹凸の多い資料。木炭痕や砂礫を含み、植物根も付着 している。割欠面は 2つ。破面や表

皮が欠落している部分からは黒色発泡粗慈な津が観察される。水酸化鉄の付着部分に弱いMC反応がある。

顕微鏡組織 :写真の前面に繭玉状または樹枝状のウスタイ トと多角形のウルボスピネル、背面に短冊状

のフアヤライトが観察される。極 く僅かに金属鉄がある。

X線回折 :ウ ルボスピネル、ファイヤライ ト、ウスタイ トとヘマタイトが同定された。

化学成分 :全鉄49%に対して、Fe203と FeOの比率は、16:84で、シリカ18%と 高 く、平衡状態図のフア

イヤライ トとウスタイトの境界領域に近いと見 られる。造津成分は28%で、砂鉄原料に含まれていたと考

えられる酸化チタンが 4%で、バナジウムを02%含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～ 図 3に プロットした。図 1で は、砂鉄系精練鍛冶滓

の領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶岸に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでお り、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸

化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、 と推定される。

資料番号No.68 鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓 )、 着磁力 :梢弱、MCI無

外観 :総重量882g、 長さ62mm× 幅42mm× 厚さ28mm。 滑らかな溶融瘤のある資料で、破面の一部と片

面全体に砂礫を含む茶褐色の水酸化鉄が付着している。先端部は黒色発泡した様相を示す。

顕微鏡組織 :写真前面に繭玉状および樹枝状のウスタイ トと背面に短冊状のファイヤライ トは観察され

る。一部に僅かに金属鉄がある。

X線回折 :ウ スタイト、ファイヤライ ト、ウルボスピネルとゲーサイトが同定された。

化学成分 :全鉄54%に対して、Fe203と FeOの比率は、14:86で 、シリカ13%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分は22%で、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが3%で、

バナジウムを0,2%含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～ 図 3に プロットした。図 1で は、砂鉄系精練鍛冶淳

の領域に属している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸

化チタン含有の砂鉄を使用上と可能性が高い、と推定される。

資料番号No.69 鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓含鉄)、 着磁力 :檎強、MC:有

外観 :総重量382g、 長さ45mm× 幅25mm× 厚さ24mm。 全体に薄く茶褐色の水酸化鉄と砂礫に覆われて

いる小片資料。栗疱槍のような粒々の水酸化鉄が多 く生成している。銹化鉄塊を内包 している。
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顕微鏡組織 :写真前面に生成 した金属鉄と、冷却過程で酸化生成したウスタイ トが観察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイ トとヘマタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄70%に対 して、Fe203と FeOの比率は、33:77で 、シリカ3.9%と 低 く、平衡状態図のウス

タイ トの領域に近いと見 られる。造津成分は7%と 低いく、鉄塊系遺物に近い組成。鉄淳中の残存金属鉄

15%で、化合水1%と やや高いので、金属鉄の一部は銹化している。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

の領域に属 している。図 2では、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶津または鍛錬鍛冶岸に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進み、金属鉄は未加工のまま残存または銹化 し、鉄津に

巻き込まれている本資料は、①精錬鍛冶淳含鉄で、②鉄源には酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が

高い、と推定される。

資料番号No,70 鍛冶滓 (精錬鍛冶滓)、 着磁力 :弱 、MC:無

外観 :総重量94.5g、 長さ79mm× 幅31mm× 厚さ24mm。 気孔が多 く、溶融 して垂れている部分が多 く、

胡桃 (く るみ)の内殻のような形状で、先端部が黒色発泡している。隙間には植物根の痕と砂礫を含んで

いる。下部には、被熱鉱物が付着している。

顕微鏡組織 :写真全面に繭玉状のウスタイトが観察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライト、マグネタイ トと水酸化鉄が同定された。

化学成分 :全鉄55%に対 して、Fe203と FeOの 比率は、18:82で 、シリカ12%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分は21%で、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが 4%で、

バナジウムを0.2%含有する。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～ 図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

の領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬淳グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶津に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、本資料は、①精錬鍛冶淳で、②鉄源には酸

地上ユ∠全左2駿盤と位周上 た可能性が高い、と推定される。

資料番号No.71 鍛冶滓含鉄 (精錬鍛冶滓含鉄)、 着磁力 :強 、MCi有

外観 :総重量52.4g、 長さ42mm× 幅29mm× 厚さ30mm。 粗慈な表面の鉄淳で、資料中央部分に茶褐色の

水酸化鉄と土砂が付着 し、MC反応 もあ り銹化中の残存金属鉄がある様相を呈す。細かな割れが見られ、

気孔に植物根が浸入して、全体が砂礫に覆われている。

顕微鏡組織 :写真全面に繭玉状のウスタイ ト、ゲーサイ ト (銹化鉄)と 僅かに金属鉄が観察される。高

温から冷却過程で空気酸化されウスタイトを生成し、残鉄が銹化したと推察される。

X線回折 :ウ スタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイ トとヘマタイ トが同定された。

化学成分 :全鉄66%に対 して、Feヮ03と FeOの比率は、34:66で 、シリカ 3%と 低 く、平衡状態図のウス

タイ トの領域に近いと見られるが、金属鉄3%、 化合水1.5%と 高 く、鉄津中の酸素比率の計算は難しい。造

津成分は6%と 少なく鉄塊系遺物に近い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～ 図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶津

の領域に属している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3
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では、砂鉄系精錬鍛冶津または鍛錬鍛冶淳に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、本資料は、①精錬鍛冶津含鉄で、②鉄源に

は低酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、と推定される。

資料番号No 72 鍛冶滓含鉄 脩 錬鍛冶滓含鉄)、 着磁力 :強、MC:有

外観 :総重量62.6g、 長さ53mm× 幅40mm× 厚さ30mm。 先端が錆瘤で丸 く突き出た銹化鉄塊系資料であ

る。表面は凹凸が激しく、黒褐色に濡れた感 じの瘤が積み重なったような部分が見 られる。側面に植物根

が付着している。割れも観察され、銹化進行中の様相を呈する。凹部には砂礫や水酸化鉄の回着が多い。

顕微鏡組織 :写真の一部に繭玉状のウスタイ トと多角形のウルボスピネルまたはマグネタイ トが観察さ

れ、僅かに金属鉄がある。資料内で偏析が多い。

X線回折 :ウ スタイ ト、マグネタイ ト、ゲーサイ トとヘマタイトが同定された。

化学成分 :全鉄60%に射 して、Fe203と FeOの比率は、51:49で 、シリカ 3%と低 く、平衡状態図のマグ

ネタイ トの領域に近いと見 られるが、金属鉄4%、 化合水3%で、銹化鉄を含む場合、鉄淳中の酸素比率の計

算は難しい。 (実際はウスタイ トに近いと推察される)。 造津成分は6%と 低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1では、砂鉄系精練鍛冶滓

の領域に属している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの中間位置にある。図 3

では、砂鉄系精錬鍛冶滓に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、本資料は、①精錬鍛冶淳含鉄で、②鉄源に

は酸化チタン含有の砂鉄を使用 した可能性が高い、と推定される。

資料番号No.73 椀形鍛冶滓含鉄 (鍛錬鍛冶滓)、 着磁力 :補強、MC:有

外観 :総重量324.5g、 長さ121mm× 幅91mm× 厚さ38mm。 対蝸から取 り出した底形状の津で内容物は 2

段に形成されている。底部はきれいな椀形を呈 し、灰色の炉底の灰が覆っている。側面の大きな凹部には

植物根が付着している。上部は黒色発泡 した様相を呈し、一部に茶褐色の水酸化鉄が付着している。

顕微鏡組織 :写真前面に繭玉状および樹枝状のウスタイトと背面にファイヤライ トが観察される。

X線回折 :ウ スタイト、ファイヤライ ト、マグネタイトと水酸化鉄が同定された。

化学成分 :全鉄59%に対 して、Fe203と FeOの比率は、20:80で 、シリカ13%で、平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。造津成分は20%で、砂鉄原料に含まれていたと考えられる酸化チタンが0.4%

と低 く、バナジウムを0,03%含有する。酸化マンガンは鉱石系に比べ低い。

一方、本資料の製造工程の位置づけとして、図 1～図 3に プロットした。図 1で は、砂鉄系精練鍛冶津

と砂鉄系鍛錬鍛冶津の両領域に属 している。図 2で は、鉱石系製錬津グループと砂鉄系製錬津グループの

中間位置にある。図 3では、砂鉄系精錬鍛冶滓に分類される。

したがって、金属鉄が生成する段階まで反応は進んでおり、本資料は、①鍛錬鍛冶津と、推定される。

資料番号No.74 炭化物 (木炭)、 着磁力 :無 、MC:無

外観 :総重量は9,9g、 長さ45mm× 幅25mm× 厚さ20mm。

業分析 と発熱量の測定を行った。湿気も多 く柔らかい。

工業分析 :灰分163%と やや高い。表面に付着物が見える。

りやや落ちる木炭である。付着砂礫が僅かに影響 している。

砂礫が表面に薄 く付着 した木炭片。木炭の工

発熱量は、4,254kca1/kgで、発熱量は平均 よ

灰分を補正 して、揮発分 と固定炭素による発
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熟量は、5,082 kca1/kgと なる。

したがって、本資料は、①木炭と、推定され、②発熱量は、4.254kca1/k宜 と得られた。

資料番号No.75 炭化物 (木炭)、 着磁力 :無 、MCi鉦

外観 :総重量は4,7g、 長さ35mm× 幅18mm× 厚さ10mmと 長さ50mm× 幅15mm× 厚さ 8mmの 2片。砂

礫が表面に薄 く付着 した木炭片。木炭の工業分析 と発熟量の測定を行った。

工業分析 :灰分6.2%と やや低い。表面に付着物が見える。発熱量は、4,856kca1/kgで 、発熱量は平均より

やや落ちる木炭である。灰分を補正して、揮発分と固定炭素による発熱量は、5,177 kca1/kgと なる。

したがって、本資料は、①木炭と、推定され、②発熱量は、4.856kca1/k2と 得られた。

4.ま とめ

各資料の調査結果および考察結果を以上に述べた、それらの結果を以下にまとめる。

本調査において姑象 とした資料 (No.1～ No,75)は 、鉄津 (製錬滓と鍛冶滓)、 鉄関連遺物 (炉内鉄塊

系、鉄製品、鍛造剥片と含鉄粒状淳)、 砂鉄および木炭に分類できる。

(1)鉄津は、製錬津と鍛冶津 (精錬鍛冶津・鍛錬鍛冶津)に分けられ、

製錬津は資料No.1～No.4,No.6～No.11,No.22,No.24お よびNo.29と 推定される。

鉄淳中の酸化チタン含有量は 2～ 7%と 低 く、低酸化チタン含有砂鉄を始発鉄原料とした製錬津と推

定される。シリカ成分が20%以上であり、鉄津の顕微鏡組織は、ファイヤライ トを主な組織としてい

る。資料No.4と No.11は シリカ成分が15%以下で、金属鉄が生成する反応段階にある。

(2)鍛冶津を、初期工程で発生する精錬鍛冶津と後期工程で発生する鍛錬鍛冶津に分類するとして、

精錬鍛冶淳は、資料No.12,No.13,No.15,No.17～ No.20,(No.21),No.23,No.30～ No.35,No 46～

No.48,No.50,No.51,No.53,No 67～ No 71と 推定される。繭玉状のウスタイ トが主な組織で、ファ

イヤライ トとゲーサイ トを含む組織も観察された。

鍛冶津含鉄・鍛錬鍛冶津は、資料No.16,No.54,No.55,No.72,No.73と 推定される。残存金属鉄や銹

化鉄のゲーサイ トを主な組織としている。いずれも始発鉄原料に、酸化チタン含有砂鉄を使用した可

能性が高い。

(3)鉄塊系遺物は、炉内鉄塊系、鉄製品、鍛造剥片と含鉄粒状淳に分類される。

炉内鉄塊系は、No.5(炉内銑),No.14(過 共析銅),No 27(過共析鋼),No.41～43(鉄津と金属鉄の

混在),No.64～ 65(軟鉄と鉄津が混在)と 推定される。

鉄製品は、No.28(銹化物),No.56(鋳 鉄片),No.60(含 鉄・含鉄津),No 63(釘 状鉄製品)と 推定さ

れる。

鍛造剥片は、No 25,No.37～ No.39,No.58で 、いずれも酸化鉄スケール (ウ スタイ ト・ゲーサイ ト)

と推定される。

粒状津は、No.26,No.40,No.59と 推定され、樹枝状のウスタイ トとマグネタイ トが主な組織である。

(4)砂鉄は図 4と 図 5か ら上質 (真砂 。赤日)砂鉄と劣質 (赤 目・真砂の範疇外)砂鉄に分類される。図

6(成分量比)に よる判別では分類が難しい。

本調査資料は、No.36(真砂),No 57(真砂),No 61(劣 質),No 62(劣質), と推定される。

資料No 36の粒度は、210μ m(0.21mm)と 得られた。

(5)木炭は、資料No 66,No 74,No.75で、発熟量は4,560～ 5,180(kca1/kg)と 一般的な値が得られた。
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5.参考

(1)鉄淳の顕微鏡組織について

鉄滓を構成する化合物結晶には、一般的に表のような鉱物組織がある。酸化鉄 (Fe203、 Fe304、 FeO)、

二酸化ケイ素 (シ リカ :Si02)、 アルミナ (A1203)お よび酸化チタン (TiOヮ)を組み合せた化合物 (固溶

体)が多 く、これら鉱物結晶は含有量にも依存するが、X線回折により検出され確認できる。鉄津中の低

融点化合物がガラス相 (非晶質)を形成することがあり、X線回折では検出されない。

表Al 鉄滓の顕微鏡鉱物組織 とその観察状況

鉱物組織名 (和 ) 鉱物名 (英 ) 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイ ト Helalatite α―Fe203 赤褐色～赤紫色

マーゲマイ ト �lagherllite 7-Feヮ03 赤紫色～黒紫色

マグネタイ ト �鉦agnetite Fe304 白青色、四角または多角盤状

ウスタイ ト Wustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

フアイヤライ ト Fayalite 2FeO・ Si02 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

ウルボスピネル tlvospinel 2FeO・ Ti02 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイ ト Illnenite FeO・ Ti02 白色、針状・棒状の長い結晶

プシュー ドブルッカイ ト PseudobrOOkite FeO・ 2Ti02 白色、針状の結晶

ハーシナイ ト Hercynite FcO・ A1203 ウスタイ ト中に析出、ごま粒状。

ゲーサイ ト Goethite a―FeOOH 白～黄色、リング状が多い。

(2)鉄さびの経年過程

(鉄 さび層内の電気化学的酸化還元サイクル)

/―FeOOH還元反応  (2Fe00H=Fe203・ H20)

①Fe→Fe2++2e一

F聾笥営誠iと言ie。
°H+2e一→3Fe304+4H20    1

C)3Fe304+3/402+9/2H20・・9(a, 7)FeOOH

湿潤空気 (酸素、水分 )

Fea〔
十

③

小
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

▼

②

　

・ｅ
９
留

α,7-FeOOH

Fe304一一

水と接触した金属鉄は水酸化鉄 (Fe(OH)2)ま たはよリアルカリ性水溶液ではオキシ水酸化鉄Fe00H

(化学式Fe203・ H20)(a― Fe00H、 β一FeOOH、  /―Fe00H)と して (③式)、 沈殿する可能性がある。

鉄水酸化物の水への溶解度、空気中酸素との反応によって、それらの安定性が異なる。安定なゲーサイ ト

(Goethite:α ―FeOOH)が 遺物中に残存 し、観察されることが多 く、化合水を数%含む。オキシ水酸化鉄

(7 Fe00H:レ ピドクロサイト:lepidocrocite)が還元される (①②式)と マグネタイ ト (magnetite i

Fe304)になる。

X線 回折では、ゲーサイ トとマグネタイ トが共存 して検出 (回 折)さ れる。また、ゲーサイ ト (a―

FeOOH)は 約200℃ で脱水して、

ヘマタイト (hematite i赤 鉄鉱 α Fe203)に なる。上の図・式に、鉄さびの経年過程を示す。
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(3)鉄滓の平衡状態図

(4)Fe一 C系状態図

FeO‐Fe203-Si02系状態図 (by OSborn and Muan):Slag Atlas

[ドイツ鉄鋼協会](1981)[Verlag Stahleisen]DusseldOtt Fig 106,p,76

Hemtli‖ e          Fe203
-――Lines of equ。 l oxygen p口「tict

pressure(olm)of 9os phaSe

at hquidus te「Iperoture

2Fe0

辞dg‖。PF戦03」と
Feli解 3

′ l tメ カイト

イle

芸
弩;ぜ撫ド

″℃
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6.図表・写真

表 1-1 調査資料 と調査項 目 (島田 H遺跡資料 )

部
Ｎｏ．

区  域 出土層位 遺構名 資料種別
重量

g

着

磁

力

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｘ
線
透
過

Ｓ

Ｅ

Ｍ

発

熱

量

1 緑15区 埋 土 SXW772 流出了し淳 鉦
ヽ

○ ○ ○ ○

2 緑15区 埋 土 SXWV72 流出溝滓 272 征
ヽ

○ O ○ ○

3 緑15区 埋 土 SXWV72 流出淳 220 崎昂i
鉦
ヽ

○ ○ ○ ○

4 緑15区 埋 土 SXWV72 炉内淳 俗醸 微弱 ○ ○ ○ ○

5 緑15区 埋 土 SXW72 炉内滓含鉄 強 有 ○ ○ ○

6 緑 15区 廃津場Ⅱ層 SXH15 流出子し津 29.2 征
ヽ

○ ○ ○ ○

7 緑15区 廃津場Ⅱ層 SXH15 流出溝津 2213 鉦
〔

○ ○ O ○

8 緑15区 廃津場Ⅱ層 SXH15 流出淳 2038 お
門 笠

ヽ
○ ○ ○ ○

9 緑 15区 廃津場Ⅱ層 SXH15 流動津 征
〔

○ ○ O 〇

緑15区 廃淳場Ⅱ層 SXH15 炉内淳
船
Ｗ 鉦

小
○ ○ ○ ○

緑15区 廃滓場Ⅱ層 SXH15 炉内津含鉄 2232 お
Ｗ 征

（
○ O ○ ○ ○

緑15区 廃淳場Ⅱ層 SXH15 炉内淳含鉄 3639 中 有 ○ ○ ○ ○

緑15区 廃津場Ⅱ層 SXH15 炉底淳 3772 中 有 ○ ○ ○ ○

緑15区 廃淳場Ⅱ層 SXH15 鉄塊系遺物 546 強 有 ○ ○ ○

赤28(B)区 床面 S1174B 鍛冶淳含鉄 886 中 有 O ○ ○ ○

赤28(B)区 北東埋土 S1174B 鍛治津含鉄 強 有 ○ ○ ○ ○

赤28(B)区 南西埋土 S1174B 椀形鍛治津含鉄 有 ○ O ○ ○

赤28(B)区 北東埋土 S1174B 鉄塊系遺物 799 中 有 ○ ○ ○ ○

赤28(B)区 埋 土 SXWV76 鍛冶洋 370 征
【

鉦
【

○ ○ ○ ○

赤28(B)区 R�【1 SXWV76 鍛冶滓 径
〔

鉦
〔

○ ○ ○ ○

赤28(B)区 埋 土 SXWV76 鍛冶津含鉄 13,7 中 有 O ○

緑 1区 溝埋土 SXヽV01 流出淳 12474 征
【

○ ○ ○ ○

緑 1区 埋 土 SXヽV01 炉内岸 1217 強 有 ○ O ○ ○

緑 1区 還元土層中 SXヽV01 炉底津 8368 裕弱 径
ヽ

○ ○ ○ 〇

緑 1区 埋 土 SX�701 鍛造剥片 強 鉦
い

○ ○

緑 1区 埋 土 SXW01 粒状津 強 鉦
〔

○ ○
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表 1-2 調査資料と調査項目 (島 田 H遺跡資料 )

料

α

資

Ｎ
区  域 出土層位 遺構名 資料種別

重量

g

着

磁

力

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｘ
線
透
過

S

E
M

発

熱

量

緑 1区 検出面 SXヽV01 鉄塊系遺物 強 有 ○ ○ ○

緑 1区 廃津場 SXH01 鉄製品 (板状 ) 強 征
＾

○ ○

緑 9区 前庭部・RM16 SX'732 鍛冶津 (流状)
征
一

○ ○ ○ ○

緑 9区 北 西 SXヽV32 鍛冶淳 常弱 鉦 ○ ○ ○ ○

緑 9区 炉底面 SXW32 鍛冶津含鉄 強 紅
〔

○ ○ ○ ○

緑 9区 RⅢ7175 7 SXWV32 椀形鍛冶淳 354 お
Ｗ 鉦 ○ ○ ○ ○

緑 9区 Rふン「4 S1 129 椀形滓 裕強 ○ ○ ○ ○

緑 9区 RM8 S1 129 椀形津 9■ 1 補強 鉦
〔

○ ○ ○ ○

緑 9区 西 3・ 埋土上位 S1 129 椀形津 3610 砧弱 征
〔

○ ○ ○ ○

緑 9区 埋 土 SXWV30 砂鉄 強 笠
〔

○ ○ ○

緑 9区 北 西 SXW30 鍛造剥片A 補強 征
〔

○ ○

緑 9区 北 西 SXヽ A「30 鍛造剥片B 和強 径
〔

○ ○

緑 9区 】ヒ2ヨ SXW30 鍛造剥片C 沿強 征
ヽ

○ ○

緑 9区 耳ヒ′ミ,レ ト SXWV30 粒状滓 和強 征
〔

○ ○ ○

緑 9区 】ヒrミ ,レ ト SXヽV30 鉄塊系遺物 234 強 有 ○ ○ ○ ○

緑 9区 西ベル ト SXW30 鉄塊系遺物 135 強 有 ○ ○ ○

緑 9区 西ベル ト SX'V30 鉄塊系遺物 279 強 有 ○ ○ O ○

緑 7区 埋上下位 S1 58 鍛冶津 (流状 ) 732 鉦
【

○ ○ ○ ○

緑 7区 埋土下位 S1 58 鍛冶津 (流状 ) 柑弱 鉦 ○ ○ ○ ○

緑 7区 東 1埋土 S1 62 鍛冶淳 (流状) 1089 中 征
ヽ

○ ○ ○ ○

緑 7区 埋土下位 S1 62 鍛冶津 (流状 ) 謁曾耳i 鉦
ヽ

○ ○ ○ ○

緑 7区 東 1埋土 S1 62 鍛冶津 1982 征
ヽ

O ○ ○ ○

緑 7区 埋 土 S1 62 鍛冶津 2986 強 有 ○

緑 7区 南西埋上下位 S1 62 鍛冶淳 107.6 鉦
【

○ ○ ○ ○

緑 7区 東 1埋土 S1 62 椀形鍛冶津 4112 砧弱 径
ヽ

○ ○ ○ O

緑 7区 埋 土 S1 62 椀形鍛冶津 5182 中 鉦
〔

○
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表 1-3 調査資料 と調査項 目 (島田 ‖遺跡資料 )

料

α

資

Ｎ
区 域 出土層位 遺構名 資料種別

重量

g

着

磁

力

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
析

Ｘ
線
透
過

S

E
M

発

熟

量

緑 7区 埋 土 S1 62 椀形鍛冶津含鉄 5591 強 有 ○ ○ ○ ○

緑 7区 炉壁廃棄A S1 62 鉄塊系遺物 有 ○ ○ ○ ○

緑 7区 南西埋土下位 S1 62 鉄塊系遺物 258 強 有 ○ ○ ○

緑 7区 炉壁廃棄A S1 62 鉄製品 (鍋 ?) 203 有 ○ ○ ○

緑 7区 CPl埋土中 SXW26 砂 鉄 275 強 鉦
ヽ

○ O

緑 7区 CP3埋土 SXヽV26 鍛造剥片 強 鉦
【

O ○ ○

緑 7区 CP3埋土 SXW26 粒状津 強 任
ヽ

○ ○

緑 7区 炉底面 SXヽパr26 鉄塊系遺物 有 ○

緑 7区 床 面 SX104A 砂鉄 強 任
〔

○ ○

緑 7区 遺構外 遺構外 砂 鉄 強 征
ヽ

○ ○

緑 8区 北端・Ⅱ層下位 遺構外 鉄製品 (釘 ) 強 有 ○ ○ ○ ○

赤25(A)区 廃津場 SXH16 鉄塊系遺物 補強 有 ○ O O

赤25(B)区 廃津場 SXH14 鉄塊系遺物 柑弱 征
ヽ

○ ○ ○

赤25(B)区 SW99A 炭化物 鉦
〔

任
【

○ ○ O

赤27(D)区 北東埋上下位 S167 鍛冶津 258.4 鉦
〔

有 ○ ○ ○ ○

赤27(D)区 埋上下位 S167 鍛冶津含鉄 88.2 補弱 径 ○ ○ ○ ○

赤27(D)区 埋土下位 S167 鍛冶津含鉄 柑強 有 ○ ○ ○ ○

赤27(D)区 鉄塊層 SXW737 鍛冶淳 征
【

○ ○ ○ ○

赤27(D)区 鉄塊層 SXW37 鍛冶津含鉄 強 有 ○ ○ ○ ○

赤27(D)区 鉄塊層 SXWV37 鍛冶津含鉄 強 有 ○ ○ ○ ○

赤27(D)区 RN【4 S1 65 椀形鍛冶淳含鉄 324.5 補強 有 ○ ○ ○ ○

赤16区 Cl SW65 炭化物 征
ヽ

径
ヽ

○ O O

赤20区 埋 土 SM「45C 炭化物 笙
〔

毎 ○ ○ ○

註 (1)出 土遺構名等と資料種別は、調査担当者の記事資料に準拠 した。

(2)○ は調査実施項 目を示す。

(3)MC反応とはメタルチェッカーによる残存金属の有無を示す。
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表 3 島田‖遺跡鉄塊系遺物の化学成分分析結果  (%)

資料

No
C Si �ln P S Cu Nl Cr AI V Ti Ca W[g

021 0,091 0.054 く0001 <0001 0.047 0.018

0.058 0.017 0007 0095 0.056 <0.001 0.011 0.008

41 0051 0003 0238 0.001 0015

0383 0001 089 131 085

43 207 0059 0022 0011 0.00ユ 0.037 0,003 0002

024 <0.001 0.003 0003

0.028 0.003 0,001 0002 0006 0.020 0.009

058 0,07ユ 0.033 0630 0.340

0041 0024 0005 0055 0410 0130

表 4 島田‖遺跡出土砂鉄の化学成分分析結果  (%)

資料

No
T.Fe Si02 A1203 CaO MgO Ti02 V �lnO P205 Na20 K20 CヽV.

造津

成分

Ti02/

T Fe

MnO/
Ti02

598 022 034 0150 0.25 139 0133

609 664 236 0.16 020 0231

29,0 2.12 252 2.37 0.072 0155

281 677 1.57 0,96 147 0146

造津成分=Si024 A190汁 CaOtt MgOtt Na20+K20

表 5 島田‖遺跡出土木炭の工業分析結果  (%)

資料No 灰 分 揮発分 固定炭素 イオウ :S リン :P 発熱量 補正発熟量

424 0001 4,070 ■560

407 430 5,082

418 52.0 4.856 5,177
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表 6-1 鉄滓資料のX線回折鉱物と製造工程の分類

資料No 資料の種別 X線回折鉱物 製造工程の分類 出土遺構

ユ 流出子し津 F.U.ふン生 砂鉄系製錬淳 SX�V72

2 流出溝津 U,F,ヽV,H 砂鉄系製錬淳 SXヽV72

流出滓 U,F 砂鉄系製錬浮 SXW72

4 炉内淳 M,U,W,H 砂鉄系製錬淳 SXW72

5 炉内淳含鉄 (Fe― L) 炉内銑 (共晶鋳鉄43%C) SXヽV72

流出孔津 M,F,Go,H 砂鉄系製錬滓 SXH15

7 流出溝淳 U,F,ヽV,Go 砂鉄系製錬津 SXH15

流出津 U,F,ヽ A「,H 砂鉄系製錬淳 SXH15

流動津 U,F,ヽV,OH 砂鉄系製錬淳 SXH15

炉内津 U.F,ヽV,OH 砂鉄系製錬淳 SXH15

11 炉内淳含鉄 U,A/1,F,W 砂鉄系製錬淳 SXH15

炉内淳含鉄 W,F,U 精錬鍛冶津 SXH15

炉底淳 Vヽ,F,M,OH 精錬鍛冶津 SXH15

鉄塊系遺物 (Fec) 過共析鋼 (15%C) SXH15

鍛冶津含鉄 W,U,M,F 精錬鍛冶津 SI 174B

鍛治津含鉄 W,“T,F,Go 鍛錬鍛冶淳 (銹化鉄) 174B

椀形鍛治淳含鉄 W,F,�I,Go 精錬鍛冶淳 SI 174B

鉄塊系遺物 Vヽ,F,M,Go 精錬鍛冶淳含鉄 SI 174B

鍛冶津 W,F,U 精錬鍛冶津 SXW76

鍛冶淳 U,F,ヽV,OH 精錬鍛冶淳 SXW76

鍛冶津含鉄 (Co) 銹化鉄 (ゲーサイ ト) SXヽV76

流出淳 F, (M) 砂鉄系製錬滓 SXWV01

炉内淳 W,F,M 精錬鍛冶滓 SXWV01

炉底津 F,Co.(M) 砂鉄系製錬淳 S_XヽV01

鍛造剥片 F,Go,(hI) 鍛造剥片 SXヽV01

粒状津 (W) 粒状津 SXW701

鉄塊系遺物 (Fe― L) 過共析銅 (09%C) SX�V01

鉄製品 (板状 ) 鉄銹化物 SXH01

流状淳 F,Ⅲ71,S,Go,ヽ V 砂鉄系製錬津 SXヽV32

鍛冶淳 F,h/1,S 精錬鍛冶淳 SXヽV32

鍛治津含鉄 W,�l,F,Go 精錬鍛冶淳含鉄 SXヽV32

椀形鍛冶津 F,M,S,W 精錬鍛冶淳 SXヽV32

椀形淳 W,F,Go 精錬鍛冶淳 S1 129

椀形淳 Vヽ,F,lvI,Go 鍛錬鍛冶淳 S1 129

椀形津 F,WV,�【,S 精錬鍛冶滓 S1 129

砂鉄 上質砂鉄 (真砂砂鉄) SXWV30

鍛造剥片A (W,Go,M) 酸化鉄スケール・銹化鉄 SXヽV30

鍛造剥片B (W,Go,M) 酸化鉄スケール・銹化鉄 SXWV30

鍛造剥片C (W,Co,M) 酸化鉄スケール・銹化鉄 SXヽV30

粒状淳 (W,Go,M) 粒状津 SXヽV30
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表 6-2 鉄滓資料のX線回折鉱物 と製造工程の分類

資料No 資料の種別 X線回折鉱物 製造工程の分類 出土遺構

鉄塊系遺物 (a Fe,Fe‐ p) 鉄塊系遺物 (津 。鉄が混在 ) S必とヽV30

鉄塊系遺物 (F,W,M),(α Fe) 鉄塊系遺物 (淳・鉄が混在) Sφ(WV30

鉄塊系遺物 (α Fe,Fe p) 鉄塊系遺物 (木炭噛み込み) SXW30

鍛冶津 (流状) W,F,(M) 精錬鍛冶淳 S158

鍛冶淳 (流状) F,W,(M) 精錬鍛冶滓 S1 58

鍛冶淳 (流状) W,F,(M,Go) 精錬鍛冶津 S1 62

鍛冶滓 (流状) F,W,(M) 精錬鍛冶淳 S1 62

鍛冶淳 F,W,M 精錬鍛冶津 S1 62

鍛冶滓 鍛治津 S1 62

鍛冶津 F,M,W 精錬9Px冶津 S1 62

椀形鍛冶津 F,(M,W,Go) 精錬鍛冶淳 S1 62

椀形鍛冶津 鍛冶津 S1 62

椀形鍛冶津含鉄 W,(M,COl 精錬鍛冶滓 S162

鉄塊系遺物 W,(M,Co) 精錬鍛冶淳含鉄 S1 62

鉄塊系遺物 W,(M,Go) 精錬鍛冶淳含鉄 S1 62

鉄製品 (鍋 ?) Fc―L 鋳鉄片 (共 品組織43%C) S162

砂鉄 上質砂鉄 (真砂砂鉄) SXヽV26

鍛造剥片 W,(M,Go) 酸化鉄スケール・銹化鉄 SXW26

粒状淳 W 粒状淳 SXW26

鉄塊系遺物 鉄塊系遺物 SXW26

砂鉄 劣質砂鉄 SX104A

砂鉄 劣質砂鉄 遺構外

鉄製品 (釘 ) (α Fe,Fe‐ p) 釘状鉄製品 遺構外

鉄塊系遺物 (α Fe) 軟鉄 。銹化鉄、鉄滓混在 SXH16

鉄塊系遺物 (α Fe,Fe― p) 軟鉄、微量パーライ ト、014%C SXH14

炭化物 木炭 SWV99A

鍛冶津 U,F,W,H 精錬鍛冶津 S167

鍛冶滓含鉄 W,F,U,Go 精錬鍛冶津 S167

鍛冶滓含鉄 W,F,M,H 精錬鍛冶淳含鉄 S167

鍛冶津 WV,F,A/1,OH 精錬鍛治津 SXWV37

鍛冶津含鉄 W,F,M,H 鍛錬鍛冶淳含鉄 (銹化鉄 ) S】とヽV37

鍛冶津含鉄 W,M,Go,H 精錬鍛冶淳含鉄 SXヽV37

椀形鍛冶津含鉄 Vヽ,F,A/1,OH 鍛錬鍛治淳 S1 65

炭化物 木炭 Sヽ A戸65

炭化物 木 炭 SヽV45C

組織記号 :W(ウ スタイト:Wustite― FeO)、 M(マ グネタイト I Magnetite― Fe304)、 H(ヘマタイ ト:Hematite― Fe203)、

F(フ ァイヤライト:Fayalite― Fe2Si04)、 U(ウ ルボスピネル :UlvOspinel― Fe2Ti04)、 S(ス ピネル :Spinel― (Al,Fe)204、

Go(ゲーサイト : Goethite― FeOOH、 OH(水酸化鉄 :IrOn Hydro� de― Fe(OH)0)、  α Fe(フ ェライ ト :Ferrite)、

Fe―c(セ メンタイトi Cementite)、 Fe―p(パ ーライト :Pearlite)、 Fe L(レ ーデブライ ト:Ledeburite)
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4日 島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体について

熊 谷 賢

(陸前高田市立博物館)

官古市島田Ⅱ遺跡の発掘調査により貝類を中心とする多量の動物遺存体が出土した。すべて平安時代の遺

構からの出土である。種同定できた種は、腹足綱41種 (う ち陸産種 8種 )、 二枚貝綱23種、多毛綱 1種、蔓

脚亜綱 3種、海胆綱 1種、軟骨魚綱 1種、硬骨魚綱 7種、哺乳綱 1種の合計78種で、県内の平安時代の遺

跡から出土 した動物遺存体 としては多種類である。その多 くは貝類 (特 に岩礁性二枚貝が多い)であ り、

縄文期の貝塚にも匹敵するような種類数であるが、その外の魚骨、獣骨については出土数及び種類数は少

ないといった特徴が見 られる。

今回出土した動物遺存体は、平安時代の製鉄を行った集団の生業活動の一端を窺う意味において非常に重

要な知見を与えていると思われる。以下、各綱毎の概要に触れる。全体の出土動物遺存体については、種

名表及び各綱別の出土数表 (第 1～ 10表)に示したので参照されたい。

|.腹足綱

海産種33種、陸産種 8種が出上している。海産種33種はほとんどが岩礁部に生息する種、あるいはムラ

サキインコ、イガイなどの二枚貝床中に見られる種である。33種中食用可能な種は最小個体数の多い順に

チヂミボラ (最小個体数462)、 エゾアワビ (96)、 タマキビ (83)、 クボガイ (17)、 レイシガイ (17)、 ユ

キノカサガイ (9)、 イボニシ (8)、 ヒレガイ (6)、 ベッヨウガサ (3)、 コシダカガンガラ (3)、 オオ

ヘビガイ (2)、 オオウヨウラクガイ (2)、 カモガイ (1)、 イシダタミ (1)、 エゾタマガイ (1)の 15

種である。その他の種に関しては小型種であり、食用には不適である。

また、モロハタマキビ (16)、 コウダカチャイロタマキビ (1)な ど海藻上で生活する種類も見られるが、

これらは前述のイガイ科の二枚貝床中にも生息するものであり、岩礁部よリイガイなどを採集した際にそ

のブロック中に含まれたものが二次的に搬入されたものと考えられる。さらに、ユキノカサガイ科の一種

(146)も 小型の個体が多 く、これらもイガイ、ムラサキインコのブロック中に含まれていたものが搬入さ

れたものと思われる。したがって、食用を目的として選択的に採集されたものはチヂミボラ、エプアワビ、

タマキビの 3種が中心となる。縄文期の岩礁性貝塚であれば、チヂ ミボラやクボガイ、レインガイ、イボ

ニシ、タマキビなどの潮間帯に生息する種類がまとまって出土する傾向が強いが、各層毎の出土数が示す

ようにいずれの種 も積極的に採集していたというものではない。また、エゾアワビについてもまとまった

出土数が見られるが、破砕 した個体が多 く、殻長などの推定は困難であるが、食用には不適と思われるよ

うな幼貝も比較的目についた。このようなことから、岩礁部の潮間帯での巻貝の採集活動はあまり積極的

には行われなかったものと思われる。また、食用貝以外の小型の巻貝については、イガイなどをブロック

で採集した際に二次的に搬入されたものであると考えられ、採貝活動の中心は巻貝より岩礁性二枚貝に重

点が置かれていたものと推測される。

次に陸産巻貝であるが、 8種が出土している。ヒダリマキマイマイの破片と思われるオナジマイマイ科

の一種以外は小型の種である。出土数の多い主な種は、樹幹や朽木に付着しているパツラマイマイが274点

と最も多 く、北アメリカ原産の移入種であるヒメヨハクガイが128点、パツラマイマイとともに朽木や樹幹
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に付着 しているオオコハクガイが44点 などである。これら陸産巻貝は、その生息環境から当時の周辺環境

の復元などに用いられる場合があるが、種によってはカルシウム分を求めて土中に形成された貝層中にま

で入 り込む場合があり、現生種が入 り込む可能性 も十分考えられる。今回出土 した種にも明治時代中頃以

後に日本に移入された帰化種であるヒメコハクガイが含まれていた。 したがって、このヒメコハクガイは

明治時代中頃以後に貝層中に入 り込んだものと考えられることから、陸産巻貝からの周辺環境の推測は十

分な検討が必要であると思われる。

H.二枚貝綱

23種が出土している。すべて海産種である。生息域別に見ると岩礁性二枚貝 9種、砂泥底性二枚貝が14

種である。最小個体数の多い種はイガイ科の一種 (最小個体数11669)、 ムラサキインコ (1123)、 クチバガ

イ (569)、 チリハギガイ (262)、 コタマガイ (38)で、その他の種はいずれもlo個体に満たない。このよ

うにイガイ科の一種の出土数が二枚貝の中では突出してお り、二枚貝全体の85.1%を 占める。また、ムラサ

キインコも比較的まとまって出土 してお り、二枚貝全体の82%を 占める。したがって、この 2種だけで二

枚貝全体の93.3%、 陸産巻貝を除く海産貝類全体でも87.3%を 占める。このイガイ科の一種及びムラサキイ

ンコ、特にもイガイ科の一種だけで海産貝類全体の約 8割 を占める出土傾向は今回の島田Ⅱ遺跡出土動物

遺存体を特徴づけるものである。

出土数の多いイガイ科の一種及びムラサキインコは、破砕 した個体が多 く、殻頂部の残るもののみを抽

出して同定、集計を行った。現在三陸沿岸に生息するイガイ科は、イガイ 。エゾイガイ 。ムラサキインコ

など14種が確認されているが、ムラサキインコは殻頂部の隔壁があることで同定可能である。イガイとエ

ブイガイの同定は非常に困難であるが、殻の周縁に見 られる細かな刻みの有無によって種同定が可能であ

る。刻みのないものがイガイ、刻みのあるものがエゾイガイである。今回出土したイガイ科の多 くは破砕

が著 しく、イガイである可能性が高いが、区別点も明瞭ではなく、エゾイガイが含まれている可能性 もあ

リイガイ科の一種とした。イガイは岩礁部の潮間帯から水深20m前後、エブイガイは水深60m前後まで見

られる種で、イガイよリエブイガイの方がやや深所に生息する。

これらの種は、岩礁部に足糸で付着 してお り、素手での採集は非効率的であ り何 らかの道具が用いられ

たものと考えられ、縄文期の外海系貝塚から出土する骨箆に近いものが推測される。 しかし、平安期 とい

うことで鉄製品が用いられた可能性が高い。気仙地方で使用されていたイガイを採集する漁具の民俗例を

見ると、 2種類が挙げられる。一つは「シュウリツキ (気仙地方ではイガイをシュウリと呼称する)」 と呼

ばれる1.3m程の木の棒の先端に幅 4～ 5cm、 長さ12cm程の板状の鉄製品を装着もので、もう一つは長さ12

～16cm、 幅 5～ 9cm程の鈎爪状の鉄製品をアワビ鈎などに用いられる竹を接いだ年の先端に装着した「シ

ュウリカギ」と呼ばれるものである。このシュウリカギには爪の部分が二本の二つ葉と三本の三つ葉があ

る。前者のシュウリツキは比較的浅い岩礁に付着 しているイガイを削ぎ落とす際に使用 し、後者のシュウ

リカギは海底付近の深い岩礁に付着 している「ソゴシュウリ」と呼ばれるイガイを引っ掛けて採集する際

に使用する。このようなことから島田Ⅱ遺跡においては、刀子状あるいは廷板状のものがシュウリツキの

ように使用された可能性が考えられる。また、出土したイガイ科の一種の中には大型の個体と思われる破

片も含まれており、海底近 くに付着 しているソゴシュウリ (ソ ゴシュウリは海底付近に付着してお り大型

の個体が多い)の採集も行われていた可能性もあり、その際には船の存在が不可欠である。

次に採集方法であるが、大形の個体の一部を除いたイガイ科の一種 とムラサキインコについては、板状
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(あ るいは箆状)の道具を使用して、岩から削ぎ落とし、ブロックとして採集していたものと思われる。腹

足綱の項でも触れたが、イガイやムラサキインコなどは岩の表面を覆い隠すように付着 してお り二枚貝床

を形成する。この二枚貝床中にはある程度の空間があり、その中には多種類の生物が生息 している。筆者

が広田湾内の岩礁でムラサキインコのサンプリングを行ったところ、ムラサキインコの足糸間に生息する

チリハギガイをはじめ、ムラサキインコの幼貝、カサガイ類の幼貝、モロハタマキビ、コウダカチャイロ

タマキビなどの海藻付着群集に分類されている小型巻貝、フジツボ類、カンザシゴカイ類などの多毛綱な

ど多 くの生物が採集されている。これらは、いずれも食用には不適な小型の種であ り、同様の種が今回出

土した動物遺存体にも多 く含まれていることから見ても、ブロックで採集 し、そのまま遺跡内に搬入され

たものと考えられる。

イガイ科の一種、ムラサキインコ以外の種ではクチバガイがSK314か ら最小個体数にして569個 体と比較

的まとまって出土している。クチバガイは潮間帯の砂礫底に生息する殻長2.5cm、 殻高 2cm程の小型の種で

ある。

次にチリハギガイであるが、これは前述のとお リムラサキインコの足糸間に生息する種で、二枚貝床中

よリムラサキインコを採集して観察すると 1個体に多いもので20個体近 くが足糸に付着 している。 したが

って、ムラサキインコをブロックで採集 した場合、本来であれば採集したムラサキインコの20倍近い個体

が含まれている。 しかし、ムラサキインコを食する場合には足糸を除去するためと、個体 自体が非常に小

型であるため、出土数は少なくなるのが通常である。また、ムラサキインコを食する場合、ブロックのま

ま鍋などに入れて煮ると、ムラサキインコの足糸から外れたチリハギガイがお湯の対流 と共に口を開けた

ムラサキインコの肉体の中に入 り込んでしまい、食べる際に非常に食べ難 くなる。ムラサキインコを食す

る場合にはチリハギガイが付着 している足糸を前処理として除去 しておく必要がある。今回出土したチリ

ハギガイの数を見ると、全体的に出土数が少なく、前処理が行われている可能性が考えられる。 しか し、

S142の 4層からは大量のチリハギガイが出土 している。これは前処理で除去 した足糸を廃棄した可能性を示

しているとも考えられるが推測の域を脱しない。

二枚貝綱については以上のとお りであるが、腹足綱も含めた貝類全体を対象 とした採集活動を見ると、

イガイ科の一種 (イ ガイと思われる)をかなり選択的に採集していることが理解できる。また、潮問帯に

多 く見 られ比較的採集しやすいムラサキインコとの比率を同じ宮古市内に位置する平安時代の磯鶏館山遺

跡の例と比較してみると、磯鶏館山遺跡の場合ムラサキインコ :イ ガイが 1:25であるのに対 し、島田Ⅱ

遺跡は 1:104と 約 4倍の高い比率でイガイ科の一種が出土していることから、イガイを対象とした採集活

動が展開されていたことが窺える。

III.多毛綱・蔓脚亜綱・海胆綱

1.多毛綱

カンザシゴカイ科の一種がS142の 14、 18層、

イガイ科の一種及びムラサキインコのブッロ

る。

SK239の 7層 より棲管の破片が少量出土 しているのみである。

ク内に含まれていたものが二次的に搬入されたものと思われ

2.蔓脚亜綱

フジッボ類 3種が出土した。最小個体数はアカフジッボ392個体、
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ボ30個体であり、出土フジッボ類全体の 8割強をチシマフジツボが占める。また、S199の 1層、SK239の 7

層から受熟による色調変化が見 られ灰色を呈するチシマフジツボの殻板がそれぞれ各 1点 出土している。

各種の生息域は若千異なり、チシマフジツボが潮間帯中部以下の岩礁、クロフジッボが潮間帯中部の岩礁、

アカフジッボが外海の低潮線以下やブイなどの浮遊物体などに付着する。

出土したフジツボ類は、破砕が著 しくほとんどの殻板が各部位に分かれた状態であったが、一部のアカ

フジツボは背板、楯板を欠 くが、完形の状態の個体 も見 られた。また、複数の個体が付着 したままのもの

も見られている。これらのアカフジツボの底部の付着面を観察 したところ特に凹凸などは観察されず、平

滑な面に付着していたものと思われ、その採集方法などについては不明であるが、流木や浮子、船底など

に付着したものを採集した可能性 も考えられる。

一方、チシマフジツボは、岩礁部に多 く見 られる種であり岩礁部から何 らかの道具を用い、削ぎ取るよ

うに採集されたものと思われるが、イガイなどの二枚貝床の表面に付着する場合 も多 く、これらと同時に

採集された可能性が高い。

出上 したフジツボ類は殻長 3cm程の比較的大型の個体も多 く見られ、食用可能である。特にこれらの種

類は甲殻類であるので煮出すことで得られる出し汁は非常に美味である。

3.海胆綱

オオバフンウニ科の一種がS142、 S199か らのみ出土 している。最小個体数は32個体である。出土部位は口

器の各部位と破砕 した殻板片・棘である。三陸沿岸にはエゾバフンウエ、バフンウエ、キタムラサキウエ

が主に見 られるが、種同定は困難を極めるためオオバフンウエ科の一種 としたが、殻板を観察することで

ある程度の種同定が可能である。その特徴について簡単に触れる。エゾバフンウエ、バフンウニはキタム

ラサキウエに比べ大突起が小さい。エブバフンウエの管足孔は四縦列をなし、四孔姑は水平な弧を作る。

一方バフンウニは管足孔は五縦列をなし、孔舟は著 しく斜向する弧を作る。このような特徴がある。以上

のような特徴に注意 し、殻板を観察 した限りでは大突起の大きさなどから見て、そのほとんどがキタムラ

サキウニと思われる。キタムラサキウニは潮間帯から潮下帯に生息 してお り、採集方法は潜水漁あるいは

鈎状、ヤス状の道具を使用 しての見突き漁的な方法が行われたものと思われる。

Ⅳ.軟骨魚綱・硬骨魚綱・哺乳綱

1.軟骨魚綱

アブラツノザメに近似する椎骨、権骨片がSK239よ り出土している。最小個体数は 3個体である。群れを

つくる習性があり、廷縄などによって大量に捕獲される場合があるが、出土数が少ないため詳細について

は不明である。

2.硬骨魚綱

7種が出土しているが、出土数は少なく、その多 くがS142か らの出土である。最小個体数の最も多い種は

スズキに近似する種で 5個体を数える。しかし、出土部位は耳石のみで他の部位の出土は見 られなかった。

次に多いのが根魚であるフサカサゴ科の一種 3個体であるが、本種 も左舌顎骨 1点、尾椎 3点、背鰭棘 1

点のみと出土数は少ない。その他の魚種は、サケ科の一種、カソオ、カレイ科の一種 ?がそれぞれ 2個体、

マグラ、ヒラメ ?がそれぞれ 1個体である。この外、種不明の魚骨被片などが若千出上 している。また、
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S199の 4層から出土したフサカサゴ科の尾権、背鰭棘 とSXW47-Klか ら出土 したカツオの尾権は受熟によ

る色調変化が見られ、灰白色を呈する。

魚骨全体の出土数が少なく、漁排形態などについては不明であるが、出土鉄製品には釣針が見 られるこ

とから釣漁が行われていたことは明らかである。また、水深150～ 450mに 生息するマグラの出土は当時の

漁携技術がこのような深海魚をも漁獲可能なまでに発達していたことを示してお り特筆される。

3. 口南乳綱

ニホンジカが出土している。最小個体数は 3個体であるが出土数は少ない。出上部位はS1175-Aよ り第

3・ 第 4末節骨 1点、S1148-カ マ ドより右下顎第 3大臼歯 1点、歯片 1点、S1150AB― カマ ド煙出部より

受熟により灰白色を呈する右中手骨近位端 1点である。

このほか、細片であるため種不明として扱った獣骨片がS1105-埋 土中位、S1175-B、 S1147-カ マ ド、

S1142B一 埋土、S1148-カ マ ド、S1144-床 面、SK239-7層 よりごく少量出土 している。これらは、

SK239-7層 出土のものを除きすべて受熱による色調変化が見られ、灰白色を呈 している。また、この種不

明獣骨とした破片のほとんどはニホンジカのものと思われるが、最小個体数の算定には含んでいない。

V.ま とめ

島田Ⅱ遺跡からは貝類、魚類、哺乳類など8綱78種の多種類の動物遺存体が検出された。特徴としては、

貝類が多 く、その他の動物は非常に少ないことが挙げられる。最も出土種類数の多い貝類は、海産種56種、

陸産種 8種である。その主体は岩礁性二枚貝のイガイ科の一種 (イ ガイが主であると思われる)であり、

海産貝類全体の 8割以上を占め、食用 という観点から見ると非常に単純な組成 となり、本遺跡を最も特徴

付けるものとなっている。また、微小な貝類が多 く見 られたが、これはイガイ科の一種、ムラサキインコ

をブロックで採集した際にその中に含まれていたもので二次的に搬入されたものと考えられる。このよう

な出土傾向はイガイなどの二枚貝床を形成する岩礁性二枚貝を主体とする貝層に共通 して見られるもので

ある。

魚類、口南乳類などの脊椎動物はイガイ科の一種の出土量から比較 して非常に少なく、鉄製釣針などの漁

具が出土しているものの、生業の中心は岩礁性二枚貝、特にもイガイ科を主対象 としていたことを示 して

いるものと思われる。

今回の島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体の分析結果は、古代製鉄に関わつた集団の生業活動の一端を考える上

で非常に貴重な基礎データとなるものである。

おわりに、本報告にあたり、海と貝のミュージアム名誉館長戸羽親雄氏より多大なるご教示をいただい

た。記して感謝申し上げる次第である。

引用・参考文献

『磯鶏館山遺跡発掘調査報告書』 宮古市教育委員会 1995
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宮古市島田Ⅱ遺跡出土動物遺存体種名表一覧

I。 軟体動物門 MOIttUSCA
i.腹足綱 GASTOROPODA
l.ヨ メガカサガイ科の一種    Nacellidae gen et sP,indct.

2.ベ ッコウガサ        礎肋 ,々=胞勉 (Gould)

3.ユキノカサガイ科の一種   Lotiidae gcn ct sP indet

4.ユキノカサガイ       Fviッ ♂ο″θr7rrI Pα JJげ力 (Gould)

5.カ モガイ         肋肪,IJ9ぉフοd,(Gould)

6.キ クコザラ         肋′サ,α ど,肥prJi(Habe)

7.コ ガモガイ         Lο ′ガ,/c9=α ttO=''Sasakl&Olcutani

8.エ ゾアワビ         Eα どサ。ガd(Nοガ訪ね),,sc〃 d力αヵηαJ Ino

9.ニ シキウズガイ科の一種   TЮ chidae gen etsp indct

lo. クボガイ             cヵ Jο″dヵ靱α hc力た¢,TappaЮ ne― Canefri

ll.コ シダカガンガラ      0鞄 力αJサ,sどパric・Irs(Gmelin)

12.イ シダタミ         νοヵοrroヵ癒肋ぅ,。 fOrm εοゅ 磁 Tapparone―Cancf�

13.エ ゾチグサ         G筋 ヵαri7И d″ddο?″d為 (Schrenck)

14.リ ュウテン科の一種     Turbinidae gen et sP indet
15.サ ンショウガイ       ″伽∽J9pο ttα ηοoン靱フ翻 (Gould)

16.ヤ マザンショウ       rr∽ ガリ。確,s,軽ακηdθ (Schrenck)

17.モ ロハタマキビ       肋θ
"ヵ

α (Ltrθ″■,)θ,J・2嫉胞 (A Adams)
18.チ ヤイロタマキビ      肋じ″2α ∽ ルri2)励rri滋 (A Adams)
19,コ ウダカチャイロタマキビ  肋じ

"α
 lfPルri2)滋じο胞滋 (A Adalns)

20.タ マキビ          L力 ゎ′,胞 CitとOri″α)ι″ソJθフ肋 (Philippi)

21.チ ャツボ           B,ガ 乾激α軽′dttrrr(Pllsbry)

22.オ オヘビガイ        s¢ rP′ Jο彦,s協♭r,ωrtvs(Dunkcr)

23.エゾタマガイ        c4/P′ 0″α万♂
''η

あ,(Nomura)

24.ヒ レガイ            働胞ゎ訥
"∽

ぅフ脇ι所 (Adams&Reeve in Rceve)
25, オオウヨウラク         儀確ヵ∫ゎれαJ“οttαサフs(Recluz)

26.チヂミボラ         蹄 c?′ど,ど肋α (Gmelin)

27.レイシガイ         助,,d lR¢ ,dttα )うoηηJ(Dunker)

28.イ ボニシ          勁α,s徹?ね加α)θカッを¢″ (Kusttr)

29.フ トコロガイ科の一種    Columbellidae gen etsp indet
30.コ ウダカマツムシ      肋膀rtl′肋ぅ′κ力αrJD(Dunker)

31.ム シロガイ科の一種     Nassariidae gen et sP indet

32.ク ロスジムシロ       R¢ 施″胞硝,ルセκ〃勉 (Dunker)

(=ア オモリムシロ        Nttdα ヵPο J'α Pilsbry)

33。 キタノカラマツガイ     d″ ヵοηπ靱¢αοうJοttα筋 (Yokoyama)

【陸産巻只】
1.キセルガイ科の一種     Clausiliidac gen et sp indet,

2.オ カチョウジガイ      スJ′ψι,sι滋ッ″J,η″勒ゅοゎ?歴♂(Pilsbv&Hirasc)
3.パ ツラマイマイ       Dね cフdP,叩¢r(Gould)
4.ヒ メコハクガイ (帰イと種)  Fr加所力肪″クdι′滋 (Binney)

5.オ オコハクガイ        乃ガヵぬ ノ?郎οω∫ね (Rcinhardt)

6.ベ ッコウマイマイ科の一種   Hericaionidae gen.ct sP indet

7. ウラジロベッコウ       b宝 加
"脱

叩ガヵ¢ガ宛ガ (Rcinhardt)

8.オナジマイマイ科の一種   Bradybaena gen et sp indet
*ヒ メコハクガイは明治時代中頃以後に貝層中に入 り込んだものと思われる。

�。_枚貝綱 BIvALVIA
l.コ ベル トフネガイ      Ar∽ うοフc,rJi」ousscaume

2.イ ガイ科の一種       Myよ lidae gcn.et sp indet

3.ム ラサキインコ       物 ガ矛ッ推αttd(Wiegmann)

4.エ ゾヒバリガイ       ν伽彬′洲た,rJJ?ηtt Bcm測
5.ウ ミギク科の一種      spOndylidae gen et sp indet

6.ナ ミマガシワ        A″ οれ,α θカカ♂ηd,s Philippi

7.マ ガキ           cttddο sサセα
=を

,S(Thumberg)

8.チ リハギガイ         肋∫αια′2カ肋  (Gould)

9. クロマルフミガイ        のθヵむα芝と,″rrzBttθα (Clcssね )

10.キ クザルガイ科の一種    chamidae gen et sP iladet

ll.ウ バガイ           λ¢′あθαガ,′確d,c・B,J'″ηd¢ (Schrenck)

-330-



12. クチバガイ Gク?c¢J滋 じ力肋?″d's(Deshayes)

13.シ オサザナミ科の一種    Psallmmobiidae gcn ct sP indet

14.イ ソシジミ �物″α】′
',ブ

,Pο力
'Cry(Recvc)15.マテガイ科の一種      Solcnidae gen et sp indet

16.エ ゾマテガイ

17.カ ガミガイ

18.アサリ

19.コ タマガイ

20.ウ テムラサキ

21。 オオノガイ

22.ク チベニデ

23。 キヌマ トイガイ

Ⅱ.環形動物門 ANNIttIDA
i.多毛綱 POLYCHAETA

Ⅲ。節足動物門 ARTHROPODA
i.蔓脚亜綱 CIRRIPEDIA

l.ア カフジツボ

2,チ シマフジツボ

3.ク ロフジツボ

SοJ?れ たrフdFl々 dιιコ¢ガ SChrenck

P力αθο∫ο胞,I岬″

'Cフ

陶 (Reeve)

R″ど滋ψ?s PttJ″P,ヵα励脇 (Adams&Reevc)
Cο″Tれ

'2,靱
?ど,″?=,d Romcr

d露|力胸ンdP,rp′η筋 (Sowerby)

均 ,lAttηο脇ノα)α″ηαr,α οOηO解
'Maklyarna

Aヵ

'sο

θοわ〃カッ¢″ンs協 (Gould)

rri2′¢Jtt ο万¢″協Jλ (Yokoyalna)

β,Jαヵンd rttr,η ηαうフ,フ〃,´οd,PilSbry

βてをどとを,,フ dCと″rテOdιιd (Pallas)

79´ άじJ,滋 d?〃αttο Sα ブとψοガω Pilsbry

1.カ ンザシゴカイ科の一種   Serpulidae gen et sp indet,

Ⅳ.棘皮動物門 ECHINODERMATA
i.海胆綱 ECHINODEA
l,ォ オバフンウニ科の一種    StrOngylocentroddac gcl et sp indet

2.キ タムラサキウエ      StrOngylocenttoms nudus(A,Agassiz)

V.脊椎動物門 VЫttEBRATA
i.軟骨魚綱 CHONDRICH¶ 剛YES
l.ア ブラツノザメ ?      彰

"α
′ンd αθα″加αd(Linnaeus)?

五.硬骨魚綱 OSIEICHη ttYES
l.サケ科の一種         SalmOnidae gen et sP indet
2.マ ダラ          C,加 d靱,θЮc?力

'ど

弥 (Tilesius)

3,ス ズキ P          Lα ″οJαう声餌ブηοηJθンd(Cuvier)?

4. カツオ             κ″d″″ο″′∫P?J'pね (Linnacus)

5.フ サカサゴ科の一種 ?    Scorpaenidac gen et sp indet?

6. ヒラメ ?           Paralichdays olivaccus(Temminck et Scttegel)?

7.カ レイ科の一種 ?      Pleuronecddae gen et sp.indet P

�.哺乳綱 MAMMAЫA
l. エホンジカ           働脚賜d″ Jppο″髭靱靱肋誠

種名の記載にあたっては、主に以下の図鑑を参考とした。

軟体動物……………東海大学出版会『日本近海産貝類図鑑』 (奥谷喬司編著 :2000)

エル貝類出版局『日本及び周辺地域産軟体動物総目録』 9巴後・後藤 :1993)

魚類 …………………東海大学出版会『日本産魚類検索』 (中坊徹字編 :1993)

その他の動物 ………北隆館『新 日本動物図鑑 〔上〕〔中〕〔下〕』 (岡 田 。内田監修 :1965)
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名
種

遺
構
・
層
位

種
産

海
陸
 
産
 
種

一 メ ガ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ヘ ッ コ ウ ガ サ

一 キ ノ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ュ キ ノ カ サ ガ イ

カ モ ガ イ

十 ク コ ザ ラ

コ ガ モ ガ イ

エ ゾ ア ワ ピ

ニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 の 一 種

ク ボ ガ イ

コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ

何 ン ダ タ ミ

エ ゾ チ グ サ

ツ ュ ウ テ ン 科 の 一 締

フ ン シ ョ ウ ガ イ

■ マ ザ と ン ョ ウ

ロ ハ タ マ キ ビ

ア ャ イ ロ タ マ キ ビ

ウ ダ カ チ ャ イ ロ タ マ キ ビ

グ マ キ ビ

ア ャ ツ ボ

π オ ヘ ビ ガ イ

エ ゾ タ マ ガ イ

ヒ ー ィ ガ テ

石 オ ウ ヨ ウ ラ ク ガ イ

テ ヂ ミ ボ ラ

レ ′ ｔ ン ガ ア ‐

４ ボ ユ 一 ンヽ

ノ ト コ ロ ガ イ 科 の 一 種

ヨ ウ ダ カ マ ツ ム シ

令 シ ロ ガ イ 科 の 一 緒

タ ロ ス ジ ム シ ロ

イ タ ノ カ ラ マ ツ ガ イ

下 セ ル ガ イ 科 の 一 緒

狛 カ チ ョ ウ ジ ガ イ

バ ツ ラ マ イ マ イ

ヒ メ コ ハ ク ガ イ

コ オ コ ハ ク ガ イ

ッ ヨ ウ マ イ マ イ 科 の 一 種

ツ ラ ン゙ ロ ベ ツ コ ウ

和 ナ ジ マ イ マ イ 科 の 一 種

S1
42

1
3

8
1

2
2

2
1

5
1

3
1

1
4

3
l

ユ

4
l

1
ユ

l
3

5
ユ

4
3

1

5
1

2
l

3
ユ

1
2

6
2

6
1

7

7
1

2
l

4
1

5
ユ

6

8
l

3
7

9
11

1
2

1

ユ
4

l
ユ

11
5

2

2
3

1
22
3

2
3

1
1

ユ
1

3
2

9
l

4
ユ

1
l

ユ
1

3

5
と

2
ユ

1
2

1
1

5
1

1
1

1
4

11
3

5
1

2
l

3
1

1
6

5
1

l
l

]
4

3

2
1

ユ

2
1

2

2
2

27
4

最
小
個
体
数
小
計

6
1

1
2

4
6

2
l

2
3

1
l

l
5

4
21

3

S1
99

1
2

1
ユ

2
4
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第
2表

 
腹

足
綱

出
土

数
表

2

最
小

個
体

数
小

計

|

し
つ

0つ 0つ

|



第
3表

 
腹

足
綱

出
土

数
表

3

名
種

遺
構

・
層

位

種
産

海
陸
 
産
 
種

ョ メ ガ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ベ ッ コ ウ ガ サ

ユ キ ノ カ サ ガ イ 科 の 一 種

ユ キ ノ カ サ ガ イ

刀 モ ガ イ

キ ″ ／ コ が と フ

コ ガ モ ガ イ

エ ゾ ア ワ ビ

ニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 の 一 種

タ ボ ガ イ

コ シ ダ カ ガ ン ガ ラ

「 ン ダ タ ミ

エ ゾ チ グ サ

ツ ュ ウ テ ン 科 の 一 種

ツ ン シ ョ ウ ガ イ

■ マ ザ ン シ ョ ウ

タ マ キ ビ

ア ャ イ ロ タ マ キ ピ

ヨ ウ ダ カ チ ヤ イ ロ タ マ キ ビ

グ マ キ ビ

ヤ ツ ボ

狛 オ ヘ ビ ガ イ

一 ゾ タ マ ガ イ

Ｌ レ ガ イ

和 オ ウ ヨ ウ ラ ク ガ イ

ア デ ミ ボ ラ

レ イ シ ガ イ

「 ボ と 一 ンヽ

ノ ト コ ロ ガ イ 科 の 一 種

コ ウ ダ カ マ ツ ム シ

ハ ン ロ ガ イ 科 の 一 種

タ ロ ス ジ ム シ ロ

す タ ノ カ ラ マ ツ ガ イ

す セ ル ガ イ 秘 の 種

狛 カ チ ョ ウ ジ ガ イ

ツ ラ マ イ マ イ

Ｌ メ コ ハ ク ガ イ

狛 オ コ ハ ク ガ イ

ヘ ッ コ ウ マ イ マ イ 科 の 一 種

ゼ フ ン゙ ロ ベ ツ コ ウ

「 ナ ジ マ イ マ イ 科 の 一 種

SK
23
9

1
l

]
1

5
2

2
2

4
1

1

3
1

3
2

l
3

4
3

3
1

1
1

5
J

5
13

1

6
1

1
ユ

2
1

7
X

3
4

1

最
小

個
体

数
小
計

3
2

2
6

11
ユ

1
1

6
ユ

2

SK
25
3

SK
25
3

1
1

最
小
個
体
数
小
計

1
1

SK
31
4

A
1

1

B

最
小
個
体
数
小
計

1
l

最
小
個
体
数
合
計

8
3

9
1

1
7

17
]

1
2

2
l

4
2

1
6

2
4磁

17
8

1
7

1
1

6
勲

44
l

3

|

0つ ω ト

|



コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ ゾ と バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ ガ イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク チ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

イ ツ シ ジ ミ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ プ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R

L
L

R
R

L
L

R
R

R
R

L
R

L
Li
R

R
L

L
R

L
R

R
L

R

S1
42

1
2

53
l

1
ユ

1
l

ユ

3
16
3

1

3

5
38
7

1

6
16
9

8
2

2
l

7
5

3
1

1

8
1働

14
5

9
53
2

2

1
5

4
1

1
]

1
10
02

1
14

1

32
2

33
4

1
2

74
5

2
2

3
1

1

70
0

7
8

56
1

55
0

1

29
0

34
4

1

60
l

2

10
8

2
4

1
ユ

3

小
計

1
66
20

66
00

53
5

56
7

l
〕

1
18
6

l
ユ

1
1

2
1

]

S1
99

1
l

2
1

1
l

第
4表

 
二
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数
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第
5表

 
二
枚

貝
綱

出
土

数
表

2

コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ プ ヒ バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ ガ イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク チ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

ア ‐ ソ て ン 帯 ン く ヽ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ ゾ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R

L
R

L
R

R
L

L
L

R
R

L
R

L
L

R
L

L
R

L
R

L
R

R
L

S1
99

7
5

2c
ユ

1

9
l

82
紹

ユ
1

l
l

4
56
5

11
l

5
49
9

4
l

6 7
47
8

9
8

1
2

8
10
0

1

9
22
9

29
9

70
72

2
2

小
計

21
49

20
68

l
2

3
1

ユ
2

S1
15
7

A B C

小
計

14
9

S1
17
2

A
80

η
10
7

10
3

2

B
6

C
7

6

小
計

10
0

2
2

S1
17
5

A
l

]

B
2

2
1

1
1

1

小
計

2
2

1
1

1
ユ

]
1

SK
14
2

SK
14
2

1
3

1
1

小
計

1
3

ユ
1

‐ ‐ ∞ ∞ ω ｌ



コ ベ ル ト フ ネ ガ イ

イ ガ イ 科 の 一 種

ム ラ サ キ イ ン コ

エ ゾ ヒ バ リ ガ イ

ウ ミ ギ ク 科 の 一 種

ナ ミ マ ガ シ ワ

マ ガ キ

チ リ ハ ギ が イ

ク ロ マ ル フ ミ ガ イ

キ ク ザ ル ガ イ 科 の 一 種

ウ バ ガ イ

ク テ バ ガ イ

シ オ サ ザ ナ ミ 科 の 一 種

′ ‐ ツ く ン 帯 ン ミ ヽ

マ テ ガ イ 科 の 一 種

エ ゾ マ テ ガ イ

カ ガ ミ ガ イ

ア サ リ

コ タ マ ガ イ

ウ チ ム ラ サ キ

オ オ ノ ガ イ

ク チ ベ ニ デ

キ ヌ マ ト イ ガ イ

L
R

L
L

R
L

L
L

R
R

R
R

R
L

L
R

R
L

L
L

R
L

R
R

R
L

R

赤
27
(C
)区

遺
構

外

7
1

4

小
計

7
1

4

SK
23
9

1
1

12
0

3
1

1
1

2
7

5

3
35
5

2
1

1

4
25
5

24
5

1

5
79

1

6
87

ユ

7
1

1
4

8
1

1

小
計

1
2

17
19

17
92

77
7

9
l

2
1

1

SK
25
3

SK
25
3

14

小
計

14
11

SK
25
4

SK
25
4

1

小
計

1

SK
31
4

A
2

4

B
4

2

小
計

6
割

0

SK
32
6

SK
32
6

28
3

7
1

小
計

28
3

7
l

最
小

個
体

数
8

11
66
9

11
23

1
1

1
ユ

1
1

1
56
9

1
2

3
1

1
8

3
1

7

第
6表

 
二

枚
貝
綱

出
土

数
表

3

|

し
つ

9う ヽ
壺

|



多
毛

糊
重

カ ン ザ ン ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
カ
フ
ジ
ツ
ボ

チ
シ
マ

フ
ジ
ツ
ボ

ク
ロ
フ
ジ
ツ

オ
オ

フ
ン

ウ
エ

料
の

一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

背 板

楯 板
完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯

殻 板 ・ 棘

L
R

L
R

R
I

R
I

臣
T

R
R

R
L

L
R

S1
42

l
2

4
3

4
l

2
2

2
2

3
O

2
2

9
2

3
2

l
2

1
3

4
○

3
2

2
3

]
○

4
3

3
5

3
」

1
2

2
1

○

5
5

7
9

11
4

45
〕

○

6
3

3
1

l
2

6
5

○

7
4

1
2

3
2

2
1

7
11

2
○

8
3

4
3

2
4

12
2

ユ
○

9
9

4
6

2
2

12
9

9
ll

○

3
3

3
7

1
4

7
17

2
5

3
○

2
1

2
3

8
4

5
○

9
15

60
13

34
3

2
2

5
1

○

11
ユ

17
1

1
2

9
5

l
○

1
11

4
3

8
9

9
8

1
1

○

4
3

2
6

6
2

ユ
4

9
8

9
9

1
3

1
1

○

17
ll

6
6

6
8

3
9

5
○

l
8

2
3

2
5

20
ユ

○

6
5

7
5

8
23

4
7

○

9
2

5
4

4
○

4
15

小
計

2
ユ

5
15
0

1
40
7

l
13

13
17

1

S1
99

1
1

9
4

3
6

8

ユ
2

5
5

ユ
2

8
7

1

第
7表
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毛
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蔓

脚
亜

綱
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海
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表
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し
つ
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第
8表

 
多
毛

綱
。
蔓

脚
亜

綱
・

海
胆

綱
出
土

数
表

2

上
脚

蔓
海
 

胆
 

綱

カ ン ザ ン ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
フ
ジ
ツ
ボ

テ
ン
マ

フ
ジ
ツ

ク
ロ
フ
ジ
ツ
ボ

オ
バ

フ
ン
ウ
エ
料

の
一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 ■ 嘴 側 板

背 板

楯 板
完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯

殻 板 ・ 棘

T
子

R
I

R
L

R
[

R

S1
99

1
1

1
3

○

2c
l

2
2

2
2

5
2

3
4

6
8

]
2

2
]

3
9

6
5

1
1

1
1

4
2

2
6

19
]

2
7

1
8

2
○

5
1

1
8

4
6

9
42

2
3

7
3

6
1

1
1

1
1

7
7

8
7

7

7
1

5
7

6
l

1
1

1
○

8
1

2
ユ

l
l

9
2

7
8

9
9

2
1

4
4

4
17

11
7

1

小
計

6
9

7
24
8

14
3

30
5

3
5

9
5

1

S1
17
2

A
2

6
7

B
3

1
1

2

C
2

小
計

2
9

7

S1
17
5

A
4

2
2

8
6

8

B
5

2
l

8
6

11

小
計

9
3

SK
14
2

SK
14
2

2
2

3

小
計

2
2

3

赤
27
(C
)区

遺
構
外

3
1

2
○

小
計

3
l

2

SK
23
9

1
7

7

2
11

3
3

17

|

し
つ

し
つ

Φ

|
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第
9表

 
多
毛

綱
・

蔓
脚

亜
綱
・

海
胆

綱
出
土

数
表

3

種
名

・
部

位

遺
構

・
層

位

多
毛
細

葵
脚

亜
綱

海
 

胆
 

網

カ ン ザ シ ゴ カ イ 科 の 一 種

ア
カ
フ
ジ
ッ
ボ

チ
シ
マ

フ
ジ
ツ
ボ

ク
ロ
フ
ジ
ッ
ボ

オ
バ

フ
ン

二
科

の
一
種

峰 板
峰 側 板

側 板
嘴 板 ＋ 嘴 側 板

背 板
楯 板

完 形 個 体

峰 板
峰 側 板

側 板
鴨 板 ＋ 嘴 側 板

楯 板
峰 板

側 板
嘴 板 十 嘴 側 板

棚 板
顎 骨

上 生 骨

中 間 骨

携 骨
歯

殻 板 　 棘

L
L

R
L

L
R

L
L

R
L

L
R

L
L

SK
23
9

8
17

l
7

6
22

9
11

17

2
1

3
6

7
l

48

小
計

1
1

16
6

52
16
8

SK
25
3

SK
25
3

8
ユ

5
2

4
6

小
計

3
1

5
2

4
4

6

SK
31
4

A
1

1
1

B
l

l
2

1

小
計

1
J

l
]

l
1

SK
32
6

SK
32
6

2
4

11

小
計

21
4

11

最
小
個
体
数

3
39
2

*オ
オ
バ

フ
ン
ウ
エ
科

の
一
種

の
殻
板
・
棘

の
欄

の
○

は
出
土

を
意
味
す

る
。
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第
10
表
 

軟
骨
魚

綱
・

硬
骨
魚

綱
。
哺

乳
綱

出
土

数
表

種
名
・

部
位

遺
構

層
位

穂
骨

負
綱

F雨
 

了
し
 

細

サ ケ 科 の 一 種

マ ダ ラ

カ ツ オ

フ サ カ サ ゴ 科 の 　 種

ヒ ラ メ っ

カ レ イ 科 の 一 種 つ

種 不 明 魚 骨

ニ ホ ン カ 一 ン

極 不 朔 桝 汁

下 顔 第 二 人 口 山

歯 片

中 手 骨 近 位 端

第 三 ・ 第 四 米 卸 骨

破 片

椎 骨
椎 骨 片

歯
椎 骨 片

耳 石

耳 石

腹 椎

尾 椎

舌 顎 骨

尾 権

背 鰭 棘

尾 椎

腹 椎

尾 椎

耳 石

尾 権
破 片

S1
42

2
l

3

3
2

6
l

8
I

l

9
2

2
1

1
l

l
l

3
1

2

4
I

l

6
l

7
1

9
1 1

S1
99

4
ユ

l
l

l

S1
10
5

埋
土

中
位

1
○

S1
17
2

A

S1
17
5

A
1

B
○

S1
14
7

カ
マ

ド
○

S1
1蔓

B
埋

土
l

l
○

S1
14
8

カ
マ

ド
○

S1
15
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5B島田Ⅱ遺跡出土炭化材の樹種

高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

1 . 滸t沐斗

試料は血 1～ 10の 10点 である。No l～ 5は焼失住居 (工房)と 見られている 3遺構 (S161,S134,S136)か

ら、配 6～ 8は戊窯 (製炭土坑注)と みられている 3遺構 (SW45B,SW65,SW67)か ら、血 9,10は鍛冶炉

とみられている 2遺構 (SXW17,SXW29)か らそれぞれ検出されたものである。いずれも平安時代のものと

され、椀とみられる木製品や住居の構築材、燃料材と考えられている (表 1参照)。

調査区は南東―北西方向とそれから北に派生して樹枝状に延びる複数の尾根とそれらに挟まれた谷から

なり、標高は30-84mと なっている。S161,SXW29,SW67の 3遺構は谷部 (斜面)に、他の 5遺構は尾根

上に立地している。

2.方法

同定には、調査担当者によって取 り上げられていた炭化材の中から、 1片 を筆者が採取 して用いた。試

料を室内で自然乾燥させたのち、試料の本回 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)3断面を

作製し、実態顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (SEM,加速電圧 10kV)で 観察 。同定した。併せて各分類群 1点

の電子顕微鏡写真図版を作成した (図版 1, 2)。 SEM観察にあたっては (株)ニ ッテツ・ファイン・プロ

ダクツ釜石試験分析センターのご協力をいただいた。記して感謝いたします。なお、ネガ・フィルムと残

った炭化材は木工舎「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料の中には確実な同定ができず類似品種 としたものもあったが、以下の 5分類群 (こ こでは属・節・

種の異なった階級の分類単位を総称 している)に同定された。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は

次のようなものである。なお、科名・学名 。和名およびその配列は「日本の野生植物 木本 IoⅡ 」 (佐竹

ほか 1989)に したがい、県内での自然分布については「岩手県植物誌」 (岩手植物の会 1970)を参照した。

また、一般的性質については「木の事典 第 2-4巻」 (平井 1979,1980)も 参照した。

・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 ⑫フικヵ∫subgcn.2ヵθκフS SeCt Pr′ ,々s sp.)ブ ナ科 No 4, 5

環孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたの漸減 しながら火炎状に配列する。大道管は

横断面では円形～楕円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔をもち、壁

孔は交互状に配列、放射組織 との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、 1-20細 胞高のものと複

合組織がある。柔組織は短接委線状、周囲状。年輸界は明瞭。

コナラ節はヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で果実 (ド ングリ)が開花の年に熟すグループで、カシワ

(2冴θrf"∫ Jιヵ勉勉)・ ミ ズ ナ ラ (2 crテψ フJα )・ コ ナ ラ (σ .∫ιr胞勉)・ ナ ラ ガ シ ワ (2.αJJθηα)と い くつ か の

変・品種がある。このうち平野部で普通にみられるコナラは古くから薪炭材として利用され、植栽される

ことも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械・樽材などの用途があり、薪炭材としてはクヌギ

に次ぐ優良材である。
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。クリ (Cα∫勉Ю?,θ rι ,々勉)ブナ科 配 2, 6, 7, 8,10

環孔材で孔圏部は 1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減 しながら火炎状に配列する。大道管

は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2-3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角ばった

楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網 目状 となる。

放射組織は同性、単列、 1-15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生 し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度

は大きく、耐久性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、栂木などに用いられる。

・ケヤキ (疵 Jわソα dθrr9勉)ニ レ科 No l

環孔材で孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 し、塊状に複合 し接線・斜方向の紋

様をなす。大道管は横断面では円形～楕円形、単独。小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管

は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-

10細胞幅、 1-100細胞高で、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輸界は明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生 し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高

木である。材はやや重硬で、強度は大 きいが加工は困難でなく、耐久性が高 く、木理が美しい。建築・造

作・器具 。家具・機会・彫刻・薪炭材など各種の用途に用いられ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つ

にあげられる。

・ トネリコ属類似種 (cf.F・転カフ∫sp.)モ クセイ科 No 9

環孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急に管径を減少させたのち漸減する。道管は横断面では円形～楕

円形、単独または 2個が複合、単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性 (～異性)、 1-

2細胞幅、 1-20細胞高。柔組織は周囲状から連合翼状。年輪界は明瞭。試料は 5-6年生の小枝であり、

本来の形質を示していない可能性 もあるため類似種としておく。

トネリコ属は県内にはヤチダモ (Fr瘍力″dれα刀ぬ力″rた,var」ηοttθα)° ヤマ トアオダモ (二ιοヵ
=た

,ψ ,d)

など6種が自生する。いずれも落葉高木で、材質は種によって異なるが、一般には中庸～やや重硬で、靭

性があり、加工は安易で、建築・器具・家具・旋作・薪炭材などに用いられる。

・ススキ属 (y1/ri∫εαヵ力″∫sp.)イ ネ科 No 3

基本組織の中に維管束が散在する秤 (茎 )を もつ草本である。試料の秤は中空にみえるが、本来は中実

であったものが焼失したと判断した。秤径は 5 mm強 ある。

ススキ属にひゃ路傍や原野などの乾性な立地に生育するススキ (九■s,れιヵdた)の ほかに、湿性な場所に成

育するオギ (M∫αcο力αrヅοrフd)も あるためススキ属としたが、市内の現生種を記載 した「宮古市産高等植

物目録」 (畠 山 1979)に はオギはあげられていない。

以上の同定結果を検出遺構や推定されている用途などとともに一覧表で示す (表 1)。
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表 1 島田 ‖遺跡出土炭化材の樹種

資料番号 検出遺構・層位 用 途 樹  種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ы 61埋上下位

S161床 面

S136埋土下位

S136床面

S134床 面

SW 45B床 面

SW 65床面

SW 67床面

SXW 17埋土中位

SXW 29埋土下位

椀 ?

柱 ?

屋根材

柱 ?

柱 ?

燃料 ?

燃料 ?

燃料 ?

木炭

木炭

ケヤキ

クリ

ススキ

ヨナラ属 コナラ亜属コナラ節

コナラ属 コナラ亜属ヨナラ節

クリ

クリ

クリ

トネリコ属類似種

クリ

4.考察

No lは椀 ?と されるが、椀 とすれば焼失住居跡からの出土はきわまて稀な例となる。これは、住居のほ

とんどは乾性な立地に造 られるため木質遺物が残されていたとしても腐朽 してしまうことと、炭化材は腐

朽はしないものの、その原形をとどめて (す なわち、用途が特定できる状態で)検出されることはほとん

どないことによる。用材はケヤキであった。試料と近い時期の類例は、筆者の知る範囲では沿岸部にはな

く、水沢市胆沢城跡出土の 9世紀～10世紀前半とされる椀 2点がケヤキに同定されている例 (沢辺 1977)

がある。

住居の柱 ?と される試料は、 3遺構から検出されたものであるが、コナラ節 (2点)と クリ (1点)に

同定された。両分類群ともに焼失住居跡からの出土の報告例の多い樹種 (嶋倉 1982,高橋 1998 など)

であり、昨年検討 したS114の柱/垂木とされる試料もクリに同定されている (高橋 2001)。 耐朽性や強度に

優れた材質から選ばれたものであろう。

3基の炭窯と鍛冶炉SXW29か ら検出された燃料 ?と 木炭 (4点)は いずれもクリであった。クリ炭は軟

質で立ち消えするが、鍛冶炭 として用いられるという (岸本・杉浦 1980)。 昨年検討 した大鍛冶炉SXW
01・ 02と 炭窯SW27検出材 もクリであった (高橋 2001)。 クリ炭を焼いていたことは間違いないが、それに

加えて他の樹種 も焼かれていたことが、Sxw17検出の トネリコ属類似種 (No 9)に よってわかる。なお、

市内では、八木沢川を隔てて本遺跡跡の北狽Iの尾根上に位置する木戸井内Ⅱ・Ⅲ遺跡の 3基の「木炭窯」

からもクリ炭の出土が報告されている (高橋 2000)が、その所属時期は特定されていない。

注) 前報 (高橋 2001)で は、戊窯とされるSW27を 「伏せ焼き土坑」と表記した。広義の「伏せ焼き法」

あるいは「伏焼法」は窯を築かずに行う各種の製炭法を指す。これに対 し、狭義の「伏焼法」は平場に木

材を横積みあるいは円錐状に立て、その上を枝条や上で覆って焼 く方法 =「堆積製炭法」をいい、掘った

穴の中で焚き火をし、その上に原木を積み重ね枝条や上で密閉して焼 き上げる「坑内製炭法」とは区別さ

れている (樋日 1993,岸 本 。杉浦 1980)。 そのため本稿では「製炭土坑」の表記を用いることとした。
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図版 2

図版 1 1.
2.

3.

図版 2 4.
5.

コナラ属コナラ亜属コナラ節
クリ No2
ケヤキ 配 1

トネリコ属類似種 No9
ススキ属 No3

No5

a:木日 ×40 b:柾 目 ×100 ci板 目 ×100

樹木の肥大生長方向は木日では画面下から上へ、柾 日では左から右。
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